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１１  事事業業のの趣趣旨旨・・目目的的  

自動車産業が取り組んでいるＤＸは、「ＣＡＳＥ」（コネクティッドサービス、自動運転、

シェアリングサービス、電気自動車）といわれ、百年に一度の大変革期を迎えている。一方、

ディーラーも、独自にＤＸの推進に取り組んでおり、自動車整備士の仕事の平準化や効率的・

効果的な接客を推進するなどの業務改善を進めている。これらのＤＸ推進のためには、デジ

タル技術やデジタル活用による自動車産業進展に精通するとともに、ビジネスモデルに変革

をもたらす挑戦力と問題解決力を備えた人材が求められている。 

 そこで、当校では、「自動車産業ＤＸ」と「ディーラーＤＸ」に分けて、すべてをデジタ

ルコンテンツ教材としてプログラム開発する。「自動車産業ＤＸ」は、令和２年度に「Ｓ

ociety5.0 社会を支えるエンジニア育成事業」において必要な知識・技能テキストを作成し

ており、そのテキストを基にプログラムを開発する。「ディーラーＤＸ」は、初年度に企業

調査を実施し、専修学校生に求められるデジタルリテラシーとスキルを明確にして取組を進

める。 

 また、哲学対話教育の手法を取り入れ、ＤＸを推進する基盤となるビジネス変革に向かう

感性や協働して問題を探求し、批判的思考力、創造的・自律的思考力などを育成する。 

 

２２  事事業業実実施施のの背背景景  

 自動車業界では、デジタル技術の進展により、メーカーが自動車そのものを変革する「自

動車産業ＤＸ」と、ディーラーがデジタル技術を活用して業務を改善する「ディーラーＤＸ」

が進められており、その推進に必要な基本的なデジタルリテラシー・スキルを育成すること

が専修学校に求められている。 

 

（１）自動車産業におけるＤＸの進展 

 ア 高度道路交通システムが急速に進展 

・ナビゲーションシステムの高度化：交通渋滞の解消 

・自動料金システム：料金所での渋滞解消、管理コスト低減 

・安全運転支援：交通事故防止・高齢者事故防止支援 

・交通管理の最適化：交通流の最適化、交通規制情報の提供 

・道路管理の効率化：路面維持管理の効率化、特殊車両管理 

・公共交通の支援：公共交通の運行管理支援 

・商用車の効率化：物流の高度化・自動化システム 

・歩行者等の支援：携帯端末等による案内・誘導支援 

・緊急車両の運行支援：災害復旧車両等の誘導システム 

 イ 自動走行システムに向けての様々な技術革新 

・クルーズコントロール：アクセルを踏まず一定速度維持機能 

・衝突被害軽減ブレーキ：ドライバーへの警告、ブレーキ制御 

・車線逸脱防止支援システム：警告と回避操舵 

・駐車支援システム：自動的に駐車する機能 
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・ブラインドスポットモニター：ドライバーの死角を監視 

・カーナビゲーション：ＧＮＳＳ等による交通情報や追突防止 

・車両間通信システム：無線通信や路車間通信による運転支援 

・道路標識認識システム：カメラでの読取により警告 

・居眠り運転検知システム：ＡＩにより解析し警告 

 

 

 

 

 

 

（２）ディーラーにおけるデジタル化への取組 

 ア 接客のデジタル化の推進 

・ＷＥＢ入庫予約の推進：事務の効率化の推進 

・登録ナンバー認証システム：顧客出迎え・受付の迅速化 

・デジタルカメラ活用による顧客への提案：部品交換等の必要性と提案を写真と整備士

コメントで説明 

・コネクティッドサービスの推進：ディーラ―がコネクト店として情報を共有しコネク

ティッドカーを管理 

 イ 業務のデジタル化の推進 

・電子工程管理：先まで予約が入るので業務の平準化が推進 

・タイムマネージメントシステム：数日間の仕事の割り振り 

・情報発信・共有：全員にスマートフォンを提供し社員間通信で情報発信・共有 

・業務等の電子化：帳票の電子化、サービスマニュアルの音声認識化 

 

 

 

 

 

 

（３）新入社員や専修学校生の実践的デジタルスキル現状 

ア 新入社員の実践的デジタルスキルの状況 （２社の企業からの聴き取り） 

・新入社員 15 名中、パソコンを持っているのは２人である。 

・中には、キーボードの操作の仕方がわからない者もいる。 

 イ 自動車養成課程の専修学校生の実践的デジタルスキル（学生 129 名の調査） 

・ブラインドタッチでキーボードをタイピングできる学生：５％ 

・パソコンのキーボードで文字を打てない学生：３％ 

・毎日１時間以上、パソコンを操作する学生：12％ 

【育育成成すすべべききデデジジタタルルリリテテララシシーー・・ススキキルル】 

デジタル革新により急速に進展する自動車産業ＤＸに対応するためには、新たな技

術革新に対応できる基礎的な知識・技術を習得させる教育プログラムが必要である。 

【育育成成すすべべききデデジジタタルルリリテテララシシーー・・ススキキルル】 

ディーラーにおいてはデジタル化された接客や業務に対応できる実践的デジタルリテラシ

ーやスキルが必要であり、職場のＤＸに対応できる実践技術を育成する教育プログラム

が必要である。 
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・週に１時間以上、パソコンを操作する学生：11％ 

 ウ 自動車養成課程の専修学校生のデジタルスキル習得意識 

・デジタルスキルを自学している学生：７％ 

・デジタルスキルを将来学びたいと思っている学生：10％ 

・デジタルスキルを機会があれば学びたい学生：33％ 

・デジタルスキルを学びたくない、興味がない学生：49％ 

 エ 自動車養成課程の専修学校生の高等学校の情報科目の学びの状況 

・高校の情報科目でコンピュータの仕組や構造等を学んだことがある学生：91％ 

・高校の情報科目で基本的なパソコン操作を学んだことがある学生：99％ 

 

 

 

 

 

 

 

（４）若手社員や専修学校生のＤＸ推進に関する意欲・探求心 

ア 新入社員のＤＸの推進に関する意欲・態度の状況 （２社の企業からの聴き取り） 

・３年目以下の社員でＤＸの推進に意欲がある社員は少ない。 

・ＤＸ等の自己啓発研修するツールは多く用意しているが自発的に取り組む者は少な

い。 

イ 自動車養成課程の専修学校生のＤＸに関する興味・関心（学生 129 名の調査） 

・ＤＸの推進内容について知っている学生：２％ 

・ＤＸについて聞いたことがある学生：25％ 

・ＤＸのことを聞いたことがない学生：73％ 

 

 

 

 

 

 

  

３３  遠遠隔隔教教育育のの導導入入方方策策（（仮仮説説））  

（１）課題解決に向けての仮説 

  

  

  

 

【育育成成すすべべききデデジジタタルルリリテテララシシーー・・ススキキルル】 

企業では新入社員のデジタルスキルの低さが課題になっており、専修学校生の約７割が

パソコン操作をしておらず、約５割がデジタルスキルを高めることに興味を持っていない。

一方、高等学校ではほぼ全員がパソコン操作を学習したことがあると回答していることか

ら、高等学校の情報科目の学びの連続として、デジタルスキルを育成するプログラムが必

要である。 

【育成すべきＤＸ推進に関する資質・能力】 

新入社員も専修学校生もＤＸ推進に消極的な態度が見られることから、ＤＸの推進の基盤

となる資質・能力である「デジタル技術を活かし変革していこうとする探求心や問題解決

力」を育成する必要がある。 

仮説１：進展する自動車産業の現場・現実・現物の姿を動画コンテンツとして制作するとと

もに、「自動車産業の近未来」を先端技術等を活用して制作すれば、自動車産業界が推

進するＤＸに関するデジタルリテラシーやスキルを効果的・意欲的に習得させることができ

る。 
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ア  先端技術を活用して動画コンテンツを制作 

・文部科学省の委託を受け「Ｓciety5.0 社会を支えるエンジニア育成教育プログラム

開発事業」において、高度道路交通システムや自動運転等についてのシラバス並び

にテキストを作成しており、このテキストをもとに動画コンテンツを制作する。 

・動画コンテンツは、企業の現場で現実に進展する技術を現物の自動車を使用して自

動車整備士が説明する形態で制作する。 

・「自動車産業の近未来」は、急速に進展する自動車産業の姿を３ＤＣＧや三次元グラ

フィック等を活用したコンテンツとする。 

イ カリキュラムの内容(動画コンテンツの内容) 

・ＩＴＳ（高度道路交通システム）及び自動運転の基本、先進安全運転支援システム

の概要、自動運転の仕組、自動運転の仕組とＡＩ技術、自動運転走行支援システム

と自動車整備士の役割、自動車産業の近未来 

ウ 予想される成果 

・進展する自動車産業の現実を現場で現物を用いて臨場感のある動画コンテンツとし

て制作することにより、ＤＸを推進する自動車整備士の基礎力を育成できる。ま

た、近未来の動画コンテンツは、イノベーションへの興味・関心を喚起できる。 

・進展する自動車産業技術を動画コンテンツとして制作することにより、全国の自動

車整備士養成課程で汎用性のある教材して活用することができる。 

  

  

  

  

ア 実践的デジタルリテラシー・スキルを育成 

・パソコンの仕組や基本構成、出力・入力装置といった仕組や構造に関する知識より

も、ディーラー等の職場で実際に必要となるデジタルリテラシー・スキルに重点を

おき指導する。 

・ディーラーで実際に取り組んでいるＤＸの内容と必要な知識・技能を動画コンテン

ツにする。 

・企業の協力を得て、実践的にデジタルリテラシー・スキルを学ぶ演習場面を設定

し、動画コンテンツとして教材化を図る。 

イ 単元構成と企業との連携 

・単元の指導内容は、企業等へのニーズ調査により特定する。 

・実践的デジタルリテラシー・スキルの前提となるパソコン操作及び情報通信ネット

ワークスキルが不十分な状況が見られるため、訓練を実施する。ただし、この部分

は文部科学省事業と切り離し、既存教科等の中で実施する。 

ウ 高等学校での学びの連続性を重視したカリキュラム構成 

・高等学校での情報科目の学びを踏まえて単元「実践的デジタルリテラシー」のカリ

キュラムを構成する。 

仮説２：ディーラー等で必要なデジタルリテラシー・スキルの基礎を習得させれば、ＤＸ

を推進する実践力を育成できる。 
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・高等学校では、2022 年度から情報デザインの内容が付加されており、デジタルリテ

ラシーを育成する上で重要な内容であるため、高等学校との学びの連続性を図って

いく。  

  

  

  

ア  本校が考える哲学対話教育 

・哲学的に思考し、対話するための方法や構えを学ぶ教育である。 

・問いを立て、考え、対話することを通して他者の意見を尊重しながら協働して問題

を探求し、批判的思考力、創造的・自律的思考力、ケア的思考力を育成することを

目的とする教育である。 

 イ ＤＸと哲学対話教育 

・ビジネスモデルの変革やイノベーションの創出といったＤＸを推進するには、ＤＸ

を自分の仕事と捉える感性とチームで問題解決する能力や創造力が必要であり、問

い、考え、協働で探求することを目的とする哲学対話教育が有効であると考える。 

ウ 哲学対話教育の方法 

・簡単に答えの出ない問題を協働して答えを探求する。 

・普段、あたり前のように思っていることを、もう一度根底から問い直し、それを自

分の言葉で語る。 

 エ 哲学対話教育の学び方 

・自分とは違う考えを簡単に拒絶したり遮断したりすることなく、他者の意見に耳を

傾ける。 

・自分の意見を主張し合うのではなく、「問い合う」ことを中心とした対話の空間を作

り出す。 

・「わからない」「考え込む」といった体験を通して、問いを熟慮し、粘り強く考え

る。 

オ 哲学対話教育の指導の工夫 

・他の専修学校でも活用できるよう汎用性を高めるため、15 分程度のオンデマンド配

信型の演習動画コンテンツを制作する。 

カ 哲学対話教育の演習テーマ例 

・近年、自動車産業は急速に進化している。進化事例を抽出し、その進化と自動車整

備士の役割の変化について意見を述べよ。 

 

 

 

 

 

 

仮説３：哲学対話教育を推進すれば、ＤＸを推進する感性や探求心を育成できる。 
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（２）推進に当たっての基本方針 

ＤＸ推進人材の要件と育成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＸ推進人材とは（経済産業省） 
・「デジタル技術やデータ活用に精通した人材」 

・「業務内容に精通しつつ、デジタルで何ができるかを理解し、ＤＸの取組をリード

する人材、その実行を担っていく人材」 

 

 

 

 

 

【本事業で目指すＤＸ推進人材像】 
職種の専門性とデジタル技術の両方の知見を持ち、事業・業務改善を積極的に 

実行する可能性を備えた人材 

 

【ＤＸ推進に必要な職種の専門性】 
・自動車の先進技術の進展に関する素養 

・企業の業務改善に関する基本的な知識 

 

 

 

 

 

 

【ＤＸ推進に必要なデジタル技術】 
・基礎的なデジタルスキル  ・データ分析力 

 

 

 

 

 

 

【ＤＸ推進の基盤となる能力】 
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ  ・課題発見ｽｷﾙ  ・他者理解ｽｷﾙ 

・自己理解ｽｷﾙ   ・ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝｽｷﾙ ・柔軟な対応ｽｷﾙ 

・改善視点発見ｽｷﾙ 

 

 

 

 

 

自動車整備士養成課程校で育成すべきＤＸ推進能力 

◆自動車産業ＤＸ教育教

材を制作して育成 

◆自動車ディーラＤＸ教

育教材を制作して育成 

◆哲学対話教育教材を制

作して育成 

ＤＸ人材育成方法の基本方針 

◆ＤＸ推進人材には、机上の論理よりも実践的な能力が必要である。 

 ①実際のＤＸ推進状況を理解する過程でデジタルスキルやリテラシーを育成する。 

②業務上の課題をとり上げて教材化することにより、実践的スキルを身に付けさせる。 

【哲学対話教育教材】 

自動車に関係する演習 

テーマを設定し、ＤＸ推 

進の基盤となる対話ｽｷﾙ 

を育成する。 

【自動車産業ＤＸ教材】 

自動車先進技術の素養育 

成動画を制作し、背景に 

あるデジタル技術を探求 

する。 

【自動車ﾃﾞｨﾗｰＤＸ教材】 

実際のﾃﾞｨﾗｰＤＸの場面を 

動画制作し、その目的と 

効果及び必要なデジタル 

技術について探求する。 

7



ＤＸリテラシー標準と事業方針 

 

 

 

 

 

【ＤＸリテラシー標準の全体像】     【対応する事業方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｗｈｙ「ＤＸの背景」 
ＤＸの重要性を理解するために必要な

社会の変化、顧客価値の変化、競争環

境の変化への理解 

 

自動車産業ＤＸ教育教材の制作 
自動車業界の急速なイノベーションの

進展に関する素養を育成 

Ｈｏｗ「データ・技術の活用」 
ビジネスの場でのデータ・デジタル技

術の活用事例を理解し、その実現のた

めの活用方法をみにつける。 

（デジタル技術活用事例、ツール活

用、セキュリティ、モラル、コンプラ

イアンス） 

デジタル基礎学修の実施 
自動車産業やディーラーでのＤＸを理解す

るためのデジタル技術に関する基本的な知

識・理解を図る。（情報活用試験やＩＴパ

スポート試験の教材を活用） 

Ｗｈａｔ「ＤＸで活用されるデー

タ・技術」 
ＤＸ推進の手段としてのデータやデジ

タル技術への理解 

（ＡＩ、クラウド、ハード・ソフトウ

ェア、ネットワーク） 

哲学対話教育教材の制作 

職場での他者の良さに気づきながらコ

ミュニケーションを深めるなど、新た

な価値を協働して創造する方法を学ぶ

とともに、他人事を自分事として考え

をめぐらす見方・考え方を育てる。 

 

マインド・スタンド 
社会の変化の中で新たな価値を生み出

すために必要な意識・姿勢・行動を身

に付け、自身の行動を振り返る。 

（変化への適応、ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ、顧客への

共感、とらわれない発想、反復的ﾌﾟﾛｰ

ﾁ、柔軟意思決定、事実に基づく判断） 

自動車ディーラーＤＸ教育教材の

制作と模擬体験の実施 
自動車養成課程専門学校の主な就職先

であるディーラーのＤＸに関する活用

事例を理解し、実際のデジタル技術の

活用を模擬的に体験 

 

働き手一人ひとりが「ＤＸリテラシー」を身につけることで、ＤＸを自分

事ととらえ、変革に向けて行動できるようになる。 
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育成すべきデジタルスキル・リテラシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車産業界におけるＤＸ 
 

・ＧＮＳＳ等を活用した位置特定技術 

・レーザーレーダー等による認識技術 

・事故発生予測技術 

・安全性をリアルタイムに算出するプ

ランニング技術 

・運転者の状況を監視するドライバー

モニタリング技術 

・車車間通信等の通信技術 

・自動運転車のセキュリティ技術 

・様々な情報をより正確な位置で記録

しダイナミックマップ 

ディーラーにおけるＤＸ 
 

・消耗品等レポートシステム 

・ＳＮＳ・ｌｉｎｅ予約サービス 

・車両認識システム 

・作業工程管理システム 

・電子帳票システム 

・音声認識入力システム 

・車両診断連携システム 

・修理書電子化システム 

・業務の平準化とタスク管理システム 

・顧客サービス説明システム 

・ＡＩ下取り車値付けシステム 

 

調査の結果、専門学校で育成すべきデジタルスキル・リテラシーは、産

業界や企業で進められているＤＸを理解・推進するための基礎となる知

識・技術である。 

基礎となるデジタルスキル・リテラシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【インターネットの基礎と利用】 

・ネットワークの基礎知識 

・インターネットの仕組 

・インターネットサービスの利用 

・メールソフトの利用 

 

【情報機器の基本操作】 

・入出力インターフェイス 

・アプリケーションソフトの基礎 

・ワープロソフト機能と活用 

・プレゼンテーション・表計算ソフ

ト・データベースソフトの基礎 

 

 

【パソコン基礎】 

・パソコンの仕組と取扱、特徴 

・ハードウェアの基本構成、性能 

・ソフトウェアの種類と役割 

・オペ―レーティングシステム 

・入出力装置と種類 

・補助記憶装置の種類 

 

 

 

 

【情報モラル・セキュリティ】 

・情報資産とマルウェア 

・サイバー攻撃とセキュリティ 

・ネットワーク利用者のエチケット 

・ネットワークセキュリティ 

・暗号化、生体認証、デジタル署名 
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専門学校でのデジタルスキル・リテラシーの修得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員の意見 

（第２回プログラム開発委員会） 

企業内研修の状況 

（ＤＸ調査の研修） 

専門学校で習得する必要があるデジタル技術の特定 

ＤＸ調査結果 

（デジタル技術部分） 

１ パソコンの基礎知識と初歩的操

作技術 

・ハードウェア 

・ソフトウェア 

・コンピュータのシステム構成 

２ コミュニケーションツールやイ

ンターネットに関する基礎知識と

活用方法 

 ・ネットワーク 

 ・インターネットの仕組 

３ セキュリティや情報モラルに関

する基礎知識 

・情報セキュリティ管理 

・モラルの必要性 

・情報社会のルール 

Ａ 顧客管理の基礎技術 

・管理ツール 

・商談ツール 

・顧客サービス 

Ｂ 故障診断機の理解と基礎技術 

・故障診断機の理解 

・診断方法のトレーニング 

 

Ｃ 電子機器の基礎技術 

・スキャンツール 

・タイやチェンジャー 

・コネクトカー 

・電子版サービスマニュアル 

・電子整備所 

 

 

パソコンの基礎を学ぶ 実践的スキルを学ぶ 

情報活用検定の取得 

企業と連携し模擬体験を実施 

（可能であればディーラーＤＸ動画

と連動させたい） 

経済産業省：ＤＸリテラシー標準 

・ＤＸを自分事と捉え変革に向けて 

行動 

・ＷＨＹ、ＷＨＡＴ、ＨＯＷ、マイ

ンドスタンド（別添参照） 

・企業調査に問合せ、どのような研

修をしているかを調査 

・資料提供を依頼 

・模擬体験への協力を依頼 
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哲学対話教育の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【哲学対話によって学ぶもの】 
 

・対話はどのように深められるか身をもって学ぶ。 

・職場での人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの方法を学ぶ。 

・他人事を自分事として考えをめぐらす見方・考え方が育つ。 

・事柄を支えている人に目を向ける見方・考え方が育つ。 

・なぜ、そうするのか考える、目を向ける見方・考え方が 

育つ。 

・他者の考え方に気づく事の大切さを学ぶ。 

【哲学対話の方法】 
・問いを出す人が結論を知っている事柄

は対話にならない。 

・問いを出す人と問いを考える人が同等

の立場、レベルの事柄について対話す

る。 

【自動車関連の哲学対話のテーマ例】 
 

・日常の「あたり前」意識から、それを支えているもものに気づくようなテーマ 

・学習者が気づけることと、気づけないこととの間にあるようなテーマ 

・もう一歩踏み込むと考えが深まるようなテーマ 

・現場で生じる課題となるジレンマ的テーマ 

・顧客の視点から考えをめぐらすようなテーマ 

・長年、自動車整備に関わった人の苦労経験テーマ 

 

【哲学対話の評価】 
 

・基本は自己評価である。 

・楽しく、他者と協力して学べたかを評価する。 

・熱意をもって学べたかを評価する。 

・対話に貢献できたかを評価する。発言しなく 

ても豊かに反応することも貢献である。 

 

【ＤＸの基盤育成】 

 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ 

・対話深化ｽｷﾙ 

・柔軟な対応ｽｷﾙ 

・他者理解ｽｷﾙ 

・課題発見ｽｷﾙ 

・改善視点発見ｽｷﾙ 

【哲学対話とは】 
・話し合いではない。 

・解決する場ではなく、そこに至る

方法を出し合う。 

・試行錯誤することを特色とする。 

 

【留意点】 

・授業の初めに、哲学対話で育て

たいことを明確に伝えておく 

例：他者の意見を聞く。 

他者の意見を応用して述べる 

  聞いていることがわかること

を態度に現わす。 

【具体例】 

①自動運転の発達により失わ

れていくもの。 

②なぜ自動車に乗るのか。 
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（３）教育カリキュラムの全体像 

① 開発する教育プログラムの全体像 

ポリシー ・自動車整備士養成課程において、ＤＸを推進する人材を養成するた

め、急速に進展する自動車技術や事務のデジタル化に対応できる実

践的な能力を育成する。 

・そのため３つの仮説を立ててプログラム開発を行う。（次頁参照） 

科目構成 ・一級自動車工学科の３年次カリキュラムに新科目として「ＤＸ実

践」を設置する。(指導時数 47 ｺﾏ－１ｺﾏ 50 分) 

科目概要 ・「ＩＴＳ・自動運転探究」(7 ｺﾏ)、「実践的デジタルリテラシー」

(26 ｺﾏ)、「哲学対話」(14 ｺﾏ)の３単元で構成する。 

学修成果 ・自動車分野においてＤＸを推進する基礎力を備えた人材を育成でき

る。 

 

② 教育カリキュラム（一級自動車学科３年次） 

単元名 総時数 学科時数 実習時数 

自動車の力学・数学 18 18   0 

電気・電子理論 24 24   0 

燃焼・潤滑剤・材料・図面 11 11   0 

機器の構造・取扱 15 15   0 

エンジン 234 48 186 

シャシ 238 50 188 

電装 248 48 200 

故障原因探求 37 37   0 

総合診断・環境保全・安全管理 48 48   0 

自動車検査 31 11  20 

自動車に関する法規 13 13   0 

自動車概論 25 25   0 

改改変変 ササーービビススママネネーージジメメンントト 75 22  40 

工作作業 24  0  24 

応用計測 20  0  20 

実務実習  8  0   8 

🈟🈟🈟🈟🈟🈟🈟🈟ＤＤＸＸ実実践践  23 23   0 

合  計 1,079 393 686 

※１時数は 50 分。学科は演習を含む。 
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４４  取取組組計計画画  

(１)全体像 

① 教育プログラム開発の年次計画 

   自動車産業ＤＸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 ディーラーＤＸﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 哲学対話教育 

 

令 

和 

四 

年 

度 

・ＩＴＳ及び自動運転の基本

コンテンツ制作 

・先進安全運転支援システム

の概要コンテンツ制作 

・自動運転の仕組コンテンツ

制作 

・ＤＸにより変わっていく

「自動車産業の近未来」第

１部 

・ディーラー等のＤＸの推

進状況及びＤＸ人材ニー

ズ調査及び分析 

・４本のディーラーＤＸ教

材コンテツの制作（全部

で 12本の計画） 

 

・演習テーマの

決定、シナリ

オ作成 

・１本の動画コ

ンテンツの制

作 

 

 

令 

和 

五 

年

度 

・自動運転の仕組とＡＩ技術

コンテンツ制作 

・自動運転走行支援システム

と自動車整備士の役割コン

テンツ制作 

・ＤＸにより変わっていく

「自動車産業の近未来」第 

２部 

・令和４年度調査で不明な

デジタル化について再調

査を実施 

・再調査結果を分析し、Ｄ

Ｘ教材シナリオ作成 

・4本のディーラーＤＸ教材

コンテツの制作 

・演習テーマの

決定、シナリ

オ作成 

・２本の動画コ

ンテンツの制

作 

 

令 

和 

六

年 

度 

・ＤＸにより変わっていく

「自動車産業の近未来」第     

３部 

・令和５年度制作のコンテ

ンツの改善 

・4本のディーラーＤＸ教材

コンテツの制作 

・演習テーマの

決定、シナリ

オ作成 

・３本の動画コ

ンテンツの制

作 

  

② ＤＸ人材に必要なデジタルリテラシー・スキルを特定する方法 

ア 特定方法 

・ディーラー等 100社程度を対象にＤＸ推進人材ニーズ調査を行う。 

・自動車産業界の急速な技術の進展（ＤＸ）は、以前の文部科学省事業で把握してい

るので、ディーラー等のＤＸに関する取組に限定して調査を実施する。 

イ 調査内容 

・推進しているＤＸの内容 

・ＤＸ推進のために必要なデジタルスキル 

・ＤＸ推進のために必要な資質・態度 

・専修学校で指導すべきデジタルリテラシー・スキル 
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ウ 各機関との連携した取り組み

・自動車整備振興会や企業と専修学校と連携し、ニーズ調査内容を検討するととも

に、調査結果の分析も連携して取り組む。

（２） 教育プログラム開発の手順

① 初年度に企業がＤＸを推進するにあたって必要となるデジタルリテラシー・スキルを

特定する。

・自動車産業界で推進している最新の自動車技術に関するＤＸについては、既に調査

・ディーラー等での接客や各種事務のＤＸ化において必要となるデジタルリテラシー

やスキルについては、アンケート調査を実施し広く企業から意見を聴取し特定す

る。また、特色ある取組を推進している企業に訪問し、事例を収集し報告書として

まとめる。

② 特定したデジタルリテラシー・スキルに基づき、ＤＸ人材養成教育プログラムを開

発する。
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５５  実実施施体体制制  

第２章  

令和４年度の具体的取組 

プログラム開発委員会 
事業計画の作成、事業の進行管理、デジタルリテラシー・スキル調査 

 

 

自動車業界・企業 ＩＴ企業・行政 

専修学校・高校 

連携・協力 

自動車産業ＤＸ 

対応教材制作部会 

自動車ディーラーＤＸ 

対応教材制作部会 

哲学対話教育 

教材制作部会 

フォローアップＷＧ
・部会での協議内容を具体化しコンテンツに反映させる方法を検討

・細部について関係委員の意見を聴取しコンテンツの質の向上を検討

評価検証委員会 

 

 

 

 

 

 

実証データやＫＰＩ目標値を基にデジタルコンテンツ等の有効性について評価するとと

もに、改善の方向性を協議する。 

【評価データ】：総合的ＤＸ人材養成評価 

個別ＤＸデジタルリテラシー・スキル達成状況評価 

デジタルコンテンツ完成度アンケート 等 

【【各各分分野野のの委委員員でで構構成成ししたた評評価価委委員員会会にによよりり、、多多面面的的にに評評価価検検証証】】  

自動車業界委員、自動車企業委員、ＩＴ企業委員、行政機関委員 

専修学校関係団体委員、専修学校委員、高等学校関係委員 

（第三者を含む） 
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１１  自自動動車車産産業業ＤＤＸＸココンンテテンンツツ  

（１）コンテンツ「自動車産業の近未来」 

  ・学生アンケート 

 ア 学生アンケート結果 

評価５ すごくそう思う 評価４ そう思う 評価３ ふつう 

評価２ あまりそう思わない 評価１ まったくそう思わない 

※単位は％ 

理解度に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①コンテンツの内容は、理解しやすい内容であった。 33 39 22 6 0 80 

②自動車産業界が取り組んでいるデジタル技術を活用した自動

車の開発にどのようなデジタル技術が使用されているのか、

わかった。 

56 22 22 0 0 87 

③知らないことが多くあり、今後、役に立つと感じた 22 39 39 0 0 77 

④コンテンツ視聴後に満足感や充実感が感じられた。 17 39 44 0 0 75 

平均 32 35 32 2 0 80 

 

探究意欲喚起に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①自動車産業界が取り組んでいるデジタル技術を活用した自動

車の開発に興味がわいてきた 

17 44 39 0 0 76 

②もっと様々な自動車産業界が取り組んでいるデジタル技術を

活用した自動車の開発について知りたいと思った。 

28 50 22 0 0 81 

③自動車産業界が取り組んでいるデジタル技術を活用した自動

車の開発に対応するため、基礎的なデジタル技術を身に付け

たいと思った。 

44 39 17 0 0 85 

④自動車産業界が取り組んでいるデジタル技術を活用した自動

車の開発について、顧客に説明できる程度に高めたいと思っ

た。 

28 56 17 0 0 83 

平均 29 47 24 0 0 81 

 

コンテンツ（動画）の構成に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①コンテンツの時間は、短くも長くもなくちょうどよかった。 50 33 17 0 0 87 

②コンテンツの映像や音声は、鮮明で視聴しやすかった。 56 22 17 6 0 86 

平均 53 28 17 3 0 87 

 

全体の平均 38 37 24 2 0 83 

※点数の計算方法   

評価 5の％×1＋評価 4の％×0.8＋評価 3の％×0.6＋評価 2の％×0.4＋評価 1の％×0.2 
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イ コンテンツに対する意見 

＜理解面＞ 

・最後に内容のまとめ的なものを見ることができるようになると、どういう内容だったの

かをより理解しやすくなると思った。 

・これから推進していくための現状課題や解決策などを取り入れ、より具体的に進んでい

く取り組みがあれば現実として捉えやすい。 

＜映像面＞ 

・ＣＧが多くて、新しい技術の写真が見たいと思った。 

 

＜実証実験の様子＞ 
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２２  自自動動車車デディィーーララーーＤＤＸＸココンンテテンンツツ  

（１）訪問調査概要 

企  業  名 いすゞ自動車近畿株式会社 

 

ＤＸ推進項目 車両の故障の予兆から事前に整備することで入庫の効率化を実施 

 

 

 

ＤＸ推進内容 

 

 

車両のコンピュータからの情報を、サーバーで常に監視することで、その

データの中から車両の故障が発生している状況や、発生する可能性の段階

を、AI等を利用して赤・黄・緑に判別することで、走行可能か又はすぐに

整備する必要があるか、どこの拠点に入庫すべきか、どこを整備してどの

部品の交換が必要かを判断し、一番効率の良い車両の入庫タイミングの案

内を可能にする。 

 

 

業務改善内容 

 

 

 

 

車両の故障を予兆できるようになったことで、車両が使用出来なくなって

しまう事を予防できる。また、故障が発生した際にどのような対応が一番

効率が良いかを判断できることで、車両が使用できない時間を最小限にで

きる。整備工場も修理箇所が事前にわかるため、交換部品の手配や受け入

れ態勢等の準備なども可能になる。また、点検や車検と合わせて事前に故

障が予兆される部品を交換する事で、入庫や修理の二度手間にならず効率

が上がる。 

ＤＸ推進に必

要なﾊｰﾄﾞｳｪｱ 

車両のデータをサーバーに送る通信端末と車両のデータを解析するシス

テム 

ＤＸ推進に必

要なｿﾌﾄｳｪｱ 

・メーカー独自のソフト 

・ディーラー独自のソフト 

ＤＸ推進に必要

なデジタル技術 

・ＰＣ基礎スキル 
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企  業  名 一般社団法人 京都府自動車整備振興会 

 

ＤＸ推進項目 ＡＲグラスを使った遠隔地での車両診断 

 

 

 

 

ＤＸ推進内容 

 

 

自動車整備は店舗それぞれで行う事が一般的ですが近年の自動車離れや

人手不足もあり自動車整備士も減ってきています。それに伴い各店舗の整

備士が現象して整備技術を教える事も難しくなってきています。そこで遠

隔地での作業指示をインターネットのズーム等を利用して作業指示や資

料の提供を行えることができるシステムがＡＲグラスになります。作業者

がＡＲグラスを装着して配線図等をモニタで見たり、カメラで映った画像

を遠隔地の整備士が見て部品の良否を判定する事ができ、作業の効率化や

職員の負担を減らす事ができる。 

 

 

業務改善内容 

 

 

車両のある現場まで来ないと故障探求や整備ができなかったが遠隔地に

いて他の整備士に指示を出すことで車両修理ができる様になり今後の普

及に期待できる。また、今回のＡＲグラスはモニタを見ながら両手が自由

に使える所がメリット。2人で確認しながらの作業になるので二重チェッ

クができミスの防いだり作業の記録を残すこともできる。 

ＤＸ推進に必

要なﾊｰﾄﾞｳｪｱ 

ＡＲグラス 

ＡＲグラス用ＰＣ 

ＤＸ推進に必

要なｿﾌﾄｳｪｱ 

修理書や配線図の資料閲覧のための整備振興会の「FINES」 

ズーム等のオンライン会議ソフト 

ＤＸ推進に必要

なデジタル技術 

ＰＣスキル 

ＡＲグラスの操作 
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企  業  名 株式会社シイエム・シイ 

 

ＤＸ推進項目 ＶＲによる点検箇所を可視化 

 

 

 

ＤＸ推進内容 

 

マイクロソフトのホロレンズ（VRゴーグル）を装着することで、点検項目

や点検方法を空間に表示させることで、確認しながら実車での作業が実施

できる。また、点検箇所を実際の車両のどの部分かを、色を変えて表示し

て点検箇所をすぐに見つけることが可能であり、右手で確認する部分と左

手で確認する部分を色を変えて表示することで、左右の手を効率的に使用

して点検ができる。 

 

 

業務改善内容 

 

 

経験の浅い若手の整備士の場合、点検箇所を記録簿等で確認しながら実施

していたが、ＶＲにより作業しながら確認できるので抜け等もなくなり、

効率が上がる。点検箇所も色が変わって認識できるので、点検箇所を間違

うこともなくなる。また、左右の手を使用して同時に点検することで、点

検にかかる時間を短縮できる。 

ＤＸ推進に必

要なﾊｰﾄﾞｳｪｱ 

Microsoft HoloLens 

ＤＸ推進に必

要なｿﾌﾄｳｪｱ 

株式会社シイエム・シイが開発した Microsoft HoloLens に対応したソフ

トウェア 

ＤＸ推進に必

要なデジタル

技術 

ＶＲによる操作技術 
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企  業  名 株式会社シイエム・シイ 

 

ＤＸ推進項目 iPadを利用してエーミングのセッティングを容易に実施 

 

 

 

 

ＤＸ推進内容 

 

 

運転支援、衝突被害軽減ブレーキ等を搭載している車両が増えている現

在、車両にはカメラやミリ波レーダー等が取り付けられているのが一般的

になっているが、事故や故障等によりカメラやレーダーを取り外した際に

は、エーミングという初期設定が必要になる。エーミングを行うには車両

の中心位置や水平位置などを測定して、メーカーの設定した場所にターゲ

ットと言われる、照準となるものをセッティングしないと実施できない

が、そのセッティングを楽々エーミングを使用して、iPad のＡＲ機能に

より可視化することでターゲットの設置を容易に行えるようにしている。 

 

 

 

業務改善内容 

 

 

 

メーカーのみならず、車種によってカメラやレーダーの種類が違うため、

ターゲットの設置位置をその都度調べて、マークを付けたりなどでセッテ

ィングにかなり時間を要していた。楽々エーミングを使用した iPad によ

り実施することで、iPadの水平方向や距離などを ARで表示することで、

マーキング位置を確認しながらできるため、メジャーや水平器を利用して

の墨出しが必要なく、セッティングの時間が短縮できるのと、どこにマー

キングする場所の間違いなども防ぐことができる。 

ＤＸ推進に必

要なﾊｰﾄﾞｳｪｱ 

LiDARスキャナを搭載した iPad 

ＤＸ推進に必

要なｿﾌﾄｳｪｱ 

株式会社シイエム・シイが開発した楽々エーミングのアプリソフト 

ＤＸ推進に必

要なデジタル

技術 

iPadを使用してのＡＲ等の操作 
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企 業  名 株式会社シイエム・シイ 

ＤＸ推進項目 車両パーツ検索サポート 

ＤＸ推進内容 

自動車の整備で部品交換が必要になった場合、ディーラーでは専用のパー

ツ検索ソフト等により、画面でイラストを確認しながら部品を検索できる

が、ディーラー以外では電話で口頭により部品の取付場所や、形などを自

動車部品販売会社等に伝えて注文している。口頭だと伝えにくい部分があ

ったり、部品名もメーカーで違ったり、地域ごとで通称名で伝えたりする

ので、経験を積んだ人でないとなかなか伝わらないのを改善するため、検

索機能の充実化を実施した。 

業務改善内容 

自動車の整備で部品交換が必要になった場合、ディーラーでは専用のパー

ツ検索ソフトに等により、画面でイラストを確認しながら部品を検索でき

るが、ディーラー以外では電話にて、口頭で部品の取付場所や形などを自

動車部品販売会社等に伝えて注文している。口頭だと伝えにくい部分があ

ったり、部品名もメーカーで違ったり、地域ごとで通称名で伝えたりする

ので、経験を積んだ人でないとなかなか伝わらなかったが、通称名やメー

カで異なる名称でも対応できるように、検索機能を充実させ素材や形の入

力からでも部品検索を実施できるようにした。 

ＤＸ推進に必

要なﾊｰﾄﾞｳｪｱ 

タブレット又はＰＣ

ＤＸ推進に必

要なｿﾌﾄｳｪｱ 

株式会社シイエム・シイが開発したソフトウェア 

ＤＸ推進に必要

なデジタル技術 

パソコンの操作のスキル 
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企  業  名 株式会社シイエム・シイ 

 

ＤＸ推進項目 点検箇所、点検方法、点検基準を見やすく表示、点検サポート 

 

 

 

ＤＸ推進内容 

 

車ごとに異なる点検箇所などを、イラスト等で表示して点検箇所を確認す

ることができる。また、点検方法もイラストで表示し、点検基準なども表

示されるので良否判定が、誰でも簡単に確認しながら作業を行うことがで

きる。また、タイヤやブレーキの現在の残量を入力すると、今後の摩耗の

予測が表示され、車の乗り方に応じた交換時期を提案できる。 

 

 

業務改善内容 

 

 

点検箇所や点検方法などを確認しながら実施できるため、正確な点検方法

で実施できるので、経験の浅い整備士でも間違いなく点検を実施できる。

基準値に関しても車両により違ったりする場合があるので、その都度調べ

たりする必要もなく、その場で確認しながら良否判定を行うことができ

る。また、あとどれくらい使用できるか、次回の点検まで交換しなくても

大丈夫かなど、予想データにより判断できる。 

ＤＸ推進に必

要なﾊｰﾄﾞｳｪｱ 

タブレット又はＰＣ 

ＤＸ推進に必

要なｿﾌﾄｳｪｱ 

株式会社シイエム・シイが開発したソフトウェア 

ＤＸ推進に必要

なデジタル技術 

パソコンの操作等のスキル 
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（１）企業によるディーラーＤＸ実習

① 兵庫日産エクスレイビジョン研修

〇日時  令和 6年 12月 17日(火) 11：00～12：00 座学 60分 

  13：00～15：00 実習 120分 

〇対象      一級自動車工学科 2年 19名  

〇講師  兵庫日産自動車㈱ 土井 広行 様  

兵庫日産自動車㈱ 船曳 賢紀 様  

兵庫日産自動車㈱ 土井 邦生 様  計 3名  

〇内容  

＜座学＞ 

・CS顧客満足度（Customer Success）と ES従業員満足度（Employee Satisfaction） 

・ⅮＸとは？

・兵庫日産自動車の DXへの取り組み

＜実習＞ 

・必要な配線図を印刷して、車両のコネクタ、端子位置を探して計測してみよう

・テクスレイビジョンを使用して、コネクタと端子位置を探して計測してみよう

・テクスレイビジョンを使用して部品の取り付け方を確認して取り外してみよう

〇考察  

"座学では、お客様満足度のＣＳの向上はどの業界も言われているが、従業員満足

度である ES が下がると従業員のパフォーマンスが下がり、CS が下がるため悪循環

となるとの説明があり、学生達は働きやすい職場の重要性を再認識し、来年度の就

職活動について考える良い機会となった。 

実習では、実際にＤＸの取り組みであるテクスレイビジョンを使用しない場合に

ついて、実際に今までの手順通り学生に実施させ、その後に同じ内容をテクスレイ

ビジョンを使用して行ってみる事で、ビフォーアフターを経験させることで DXによ

り、効率と視覚による大きな違いについて認識することができた。 

25



 
 

 

 

 

 

② 車両安定稼働システム研修 

〇日時  令和 6年 10月 17日(木) 14：00～16：30 150分   

〇対象   一級自動車工学科 3年 18名  

〇講師  いすゞ自動車近畿株式会社      

  "牧野部長、坂田担当課長、福井センター長、東課長、福田課長" 

〇場所  いすゞ自動車近畿株式会社  住之江支店   

  大阪府大阪市住之江区平林北二丁目 8番 91号    

〇内容           

・いすゞについて（商用車メーカー、取り扱い車種、トラックの役割等） 

・いすゞのエンジニアについて       

・車両安定稼動システムの概要       

・車両安定稼動システム導入した経緯      

・車両安定稼動システムのメリット      

・車両安定稼動システムの今後       

・車両安定稼動システムの現場での活用      

・工程管理の使われ方等        

・車検システムについて        

〇考察           

座学にていすゞ自動車が導入している、車両安定稼動システムのプレイズムの

説明があり、動画等によりどのようなメリットがあるのかなど、わかりやすい内
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容で学生も興味を持って学ぶことができた。いすゞ自動車近畿の最新の営業所に

て、実際の整備工場での車両安定稼動システムの活用方法の流れを、見学で見る

ことができたので非常に良かった。また、それ以外の入庫管理と工程管理、車検シ

ステムの DX 推進状況についても見学できたので、整備工場の DX 推進状況につい

て肌で感じることができたと思う。  
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（３）コンテンツ①「スマートグラスリモート故障診断」 

評価５ すごくそう思う 評価４ そう思う 評価３ ふつう 

評価２ あまりそう思わない 評価１ まったくそう思わない 

※単位は％ 

ア 学生アンケート結果 

理解度に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①コンテンツの内容は、理解しやすい内容であった。 33 33 33 0 0 79 

②ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善にどのようなデジタル技術が使用されているのか、わか

った。 

53 33 13 0 0 87 

③知らないことが多くあり、今後、役に立つと感じた 20 60 ７ 13 0 77 

④コンテンツ視聴後に満足感や充実感が感じられた。 13 33 47 7 0 70 

平均 30 40 25 5 0 79 

 

探究意欲喚起に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善に興味がわいてきた 

33 13 53  0 75 

②もっと様々なディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活

用した仕事の改善について知りたいと思った。 

33 47 20 0 0 83 

③ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善に参加するため、基礎的なデジタル技術を身に付けたい

と思った。 

33 40 27 0 0 81 

④就職したら自分もデジタル技術を活用した仕事の改善の推進

に加わりたいと思った。 

20 53 27 0 0 79 

平均 30 38 32 0 0 80 

 

コンテンツ（動画）の構成に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①コンテンツの時間は、短くも長くもなくちょうどよかった。 47 20 27 7 0 82 

②コンテンツの映像や音声は、鮮明で視聴しやすかった。 53 27 20 0 0 87 

平均 50 24 24 4 0 85 

 

全体の平均 37 34 27 3 0 82 

 

※点数の計算方法   

評価 5の％×1＋評価 4の％×0.8＋評価 3の％×0.6＋評価 2の％×0.4＋評価 1の％×0.2 
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イ コンテンツに対する意見 

＜理解面＞ 

・導入の壁となっている価格の問題を打破するための取り組みやアクションが表現でき

れば良いと思う。例えば、導入計画表の策定など。 

＜コンテンツの構成＞ 

・音楽が少し大きい。 

 

＜実証実験の様子＞ 
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（４）コンテンツ②「車両安定稼働システム」 

 

評価５ すごくそう思う 評価４ そう思う 評価３ ふつう 

評価２ あまりそう思わない 評価１ まったくそう思わない 

※単位は％ 

ア 学生アンケート結果 

理解度に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①コンテンツの内容は、理解しやすい内容であった。 69 31 0 0 0 94 

②ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善にどのようなデジタル技術が使用されているのか、わか

った。 

69 
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6 0 0 93 

③知らないことが多くあり、今後、役に立つと感じた 44 38 19 0 0 86 

④コンテンツ視聴後に満足感や充実感が感じられた。 44 50 6 0 0 88 

平均 57 36 8 0 0 91 

 

探究意欲喚起に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善に興味がわいてきた 

50 38 13 0 0 88 

②もっと様々なディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活

用した仕事の改善について知りたいと思った。 

44 38 19 0 0 86 

③ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善に参加するため、基礎的なデジタル技術を身に付けたい

と思った。 

44 50 6 0 0 88 

④就職したら自分もデジタル技術を活用した仕事の改善の推進

に加わりたいと思った。 

38 38 25 0 0 83 

平均 44 41 16 0 0 86 

 

コンテンツ（動画）の構成に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①コンテンツの時間は、短くも長くもなくちょうどよかった。 56 25 19 0 0 87 

②コンテンツの映像や音声は、鮮明で視聴しやすかった。 50 31 13 6 0 85 

平均 53 28 16 3 0 86 

 

全体の平均 51 35 13 1 0 87 

 

※点数の計算方法   

評価 5の％×1＋評価 4の％×0.8＋評価 3の％×0.6＋評価 2の％×0.4＋評価 1の％×0.2 
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イ コンテンツに対する意見 

＜理解面＞ 

・実際の効果や確認があれば、見ている人への納得感が高まると思う。Before～After、

また、全面展開したときの苦労話などもあるとよい。 

＜コンテンツの構成＞ 

・動画のテンポが少し早く感じるので、もう少し遅くすればメモも取りやすく理解しやす

くなると思う。 

・全国で使用するのなら、字幕は話し言葉そのままではなく、多少標準語の方が馴染みや

すいと思う。 

・字幕は関西弁ではなく、標準語の方がよいように思う。 

 

＜実証実験の様子＞ 

 

 

 

 

32



（５）コンテンツ③「ＡＲアプリ」 

評価５ すごくそう思う 評価４ そう思う 評価３ ふつう 

評価２ あまりそう思わない 評価１ まったくそう思わない 

※単位は％ 

ア 学生アンケート結果 

理解度に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①コンテンツの内容は、理解しやすい内容であった。 75 25 0 0 0 95 

②ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善にどのようなデジタル技術が使用されているのか、わか

った。 

75 25 0 0 0 95 

③知らないことが多くあり、今後、役に立つと感じた 33 50 17 0 0 75 

④コンテンツ視聴後に満足感や充実感が感じられた。 42 50 8 0 0 87 

平均 56 38 6 0 0 90 

 

探究意欲喚起に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善に興味がわいてきた 

50 42 8 0 0 88 

②もっと様々なディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活

用した仕事の改善について知りたいと思った。 

42 50 8 0 0 87 

③ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善に参加するため、基礎的なデジタル技術を身に付けたい

と思った。 

42 50 8 0 0 87 

④就職したら自分もデジタル技術を活用した仕事の改善の推進

に加わりたいと思った。 

58 33 8 0 0 89 

平均 48 44 8 0 0 88 

 

コンテンツ（動画）の構成に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①コンテンツの時間は、短くも長くもなくちょうどよかった。 83 8 8 0 0 94 

②コンテンツの映像や音声は、鮮明で視聴しやすかった。 83 8 8 0 0 94 

平均 83 8 8 0 0 94 

 

全体の平均 62 30 7 0 0 90 

 

※点数の計算方法   

評価 5の％×1＋評価 4の％×0.8＋評価 3の％×0.6＋評価 2の％×0.4＋評価 1の％×0.2 
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イ コンテンツに対する意見 

理解面 

・ＡＲアプリを使用できる対象車種が少ないという課題への今後の取り組みプランをア

ピールできると、視聴者の納得感がさらに高まると思う。 

 

＜実証実験の様子＞ 
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（６）コンテンツ④「ディーラーＤＸ推進概要（総括編）」 

評価５ すごくそう思う 評価４ そう思う 評価３ ふつう 

評価２ あまりそう思わない 評価１ まったくそう思わない 

※単位は％ 

ア 学生アンケートの結果 

理解度に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①コンテンツの内容は、理解しやすい内容であった。 44 22 28  6  0 81 

②ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善にどのようなデジタル技術が使用されているのか、わか

った。 

50 22 22  6 0 83 

③知らないことが多くあり、今後、役に立つと感じた 33 50 17 0 0 83 

④コンテンツ視聴後に満足感や充実感が感じられた。 28 33 33 6 0 77 

平均 39 32 25 5 0 82 

 

探究意欲喚起に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善に興味がわいてきた 

33 44 22 0 0 81 

②もっと様々なディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活

用した仕事の改善について知りたいと思った。 

39 33 28 0 0 82 

③ディーラーが取り組んでいるデジタル技術を活用した仕事の

改善に参加するため、基礎的なデジタル技術を身に付けたい

と思った。 

39 39 22 0 0 83 

④就職したら自分もデジタル技術を活用した仕事の改善の推進

に加わりたいと思った。 

44 28 28 0 0 83 

平均 39 36 25 0 0 83 

 

コンテンツ（動画）の構成に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 点 

①コンテンツの時間は、短くも長くもなくちょうどよかった。 44 33 17 6 0 83 

②コンテンツの映像や音声は、鮮明で視聴しやすかった。 50 28 17 6 0 85 

平均 47 31 17 6 0 84 

 

全体の平均 42 33 22 4 0 83 

 

※点数の計算方法   

評価 5の％×1＋評価 4の％×0.8＋評価 3の％×0.6＋評価 2の％×0.4＋評価 1の％×0.2 

 

イ コンテンツに対する意見 
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理解面 

・複数回見て、理解を深めたい。 

映像面 

・もう少し、動画のテンポを下げてほしい。 

 

＜実証実験の様子＞ 
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（７）コンテンツごとの理解度評価結果 

① コンテンツごとの正答率 

問題① このディーラーはどのようなＤＸを導入していますか。 

コンテンツ名 正答率（％） 

スマートグラスリモート故障診断 ８０ 

車両安定稼働システム ７８ 

ＡＲアプリ ８３ 

 

問題② 何のためにそのようなＤＸを推進し始めたのですか。 

コンテンツ名 正答率（％） 

スマートグラスリモート故障診断 ８３ 

車両安定稼働システム ９１ 

ＡＲアプリ ８５ 

 

問題③ ＤＸの導入は、顧客にはどんなメリットがありますか。 

コンテンツ名 正答率（％） 

スマートグラスリモート故障診断 ８３ 

車両安定稼働システム ８０ 

ＡＲアプリ ９２ 

 

問題④ ＤＸの導入は、スタッフ（職員）にはどんなメリットがありますか。 

コンテンツ名 正答率（％） 

スマートグラスリモート故障診断 ８７ 

車両安定稼働システム ９２ 

ＡＲアプリ ９０ 

 

問題⑤ ＤＸ推進に職員は、どんなデジタル技術を身に付けておく必要がありますか。 

コンテンツ名 正答率（％） 

スマートグラスリモート故障診断 ８７ 

車両安定稼働システム ８０ 

ＡＲアプリ ９０ 

 

【合計正答率】 

コンテンツ名 正答率（％） 

スマートグラスリモート故障診断 ８３ 

37



車両安定稼働システム ８５ 

ＡＲアプリ ８８ 

 

② 正答例・不適切解答例 

【スマートグラスリモート故障診断】 

問題① このディーラーはどのようなＤＸを導入していますか。 

＜正答例＞ 

・スマートグラスというメガネに小さなカメラを取り付けたような機材を使う。リモート

で他の整備士と連絡が取れ、映像としてリアルタイムで共有することが可能。 

・スマートグラスというモニター無しの小さなパソコンを利用し、遠隔で画面や映像を共

有しながら整備を行う方法。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・スマートグラスを活用したリモート故障診断。これは短答で、リモート故障診断の説明

が不十分である。 

・スマートグラスを使った遠隔整備。これも短答で、具体的に述べられていない。 

問題② 何のためにそのようなＤＸを推進し始めたのですか。 

＜正答例＞ 

・口頭では伝わりにくい部分を映像で伝えることにより正確性が上がる。出張などの移動

時間をなくすことで早い対応が可能になる。 

・作業の効率が上がり、自動車業界の人材不足が解消できるから。また、無駄な作業がな

く、整備士の技術力が向上するから。 

・迅速かつ正確に故障個所を見つけることができる。現場に一人いれば、カメラを見なが

らどこにいても助けることができる。作業の効率が良い。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・テクノロジーを活用するため。人材育成のため。これは短答で、ＤＸ推進の理由が明確

に述べられていない。 

・人材不足への対応、新人教育の質の向上。これも短答で、ＤＸ推進の理由が具体的に述

べられていない。 

問題③ ＤＸの導入は、顧客にはどんなメリットがありますか。 

＜正答例＞ 

・整備時間の短縮につながるため、待ち時間の短縮になる。お客様の車を動かせず困った

場合でも、その場で原因を探せる。 

・作業効率向上による速やかな納車。教育の質の向上による正確な整備。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・作業中にお客様に車の状態を見せることができる。これは短答で、顧客のメリットの説

明が不十分である。 

・故障してしまった車がすぐに直って戻ってくる。これも短答で、顧客のメリットの一部

しか述べられていない。 
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問題④ ＤＸの導入は、スタッフ（職員）にはどんなメリットがありますか。 

＜正答例＞ 

・移動時間を無くすことができる。映像のおかげで伝わりやすく正確。必要なデータがあ

ればすぐに共有できる。部品注文の無駄が減る。 

・ミスやロス削減による業務効率の向上。リアルタイムで共有が可能。さらに働き方改革、

業務形態の変化につながる。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・分からない修理でも指示を聞きながら整備することができる。これは短答で、メリット

の説明が不十分である。 

・教える人の負担が軽減される。これも短答で、職員のメリットを正しく理解できていな

い。 

問題⑤ ＤＸ推進に職員は、どんなデジタル技術を身に付けておく必要がありますか。 

＜正答例＞ 

・技術の進化による電子制御などの高度なスキルやテクノロジーのスキル。 

・テクノロジーをどんどん活用しようと思える人間性と、作業共有した際に相手に分かり

やすく伝える語彙力。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・安心安全で健全な技術。信頼してもらえる技術。これは短答で、身に付ける技術の具体

性に欠ける。 

・データの分析力、コンピューター。これも短答で、身に付ける技術を十分説明できてい

ない。 

 

【車両安定稼働システム】 

問題① このディーラーはどのようなＤＸを導入していますか。 

＜正答例＞ 

・プレイズムというトラックが通信でつながることによって、車がなくても故障の予兆を

捉えて未然に防ぐ。全国で車両の状態がわかるシステム。 

・プレイズムによって車両をデータで管理し、故障を未然に防ぎ、故障した場合はすぐに

直す。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・車に端末を載せて、インターネットを通して車の状態がわかる。これは短答で、ＤＸの

内容説明が不十分である。 

・プレイズムによる車両の意状態の監視。これも短答で、ＤＸの内容の具体性に欠ける。 

問題② 何のためにそのようなＤＸを推進し始めたのですか。 

＜正答例＞ 

・物流を止めることなく安定して車両を稼働させるため。車両の状態を共有することで、

故障を未然に防ぎ整備時間の短縮ができる。必要な整備を行えば、突発的な故障は起こ

らない。 
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・衣食住の９割を運ぶ日本のインフラを支える重要な役割を担っているトラックの車両

状態をモニタリングすることで、滞りなく稼働でき、荷物を運べるようになり当たり前

の日常を保つため。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・日本の物流を止めないため。これは短答で、ＤＸ推進理由が具体的に述べられていない。 

・故障を一早く発見するため。これも短答で、ＤＸ推進理由を正しく理解できていない。 

問題③ ＤＸの導入は、顧客にはどんなメリットがありますか。 

＜正答例＞ 

・車両の故障を未然に防いだり、故障してしまっても治るまでの時間が短縮できる。車両

の走行距離、安全装置の作動状態がわかるので、運転手と車両の状態が把握できる。 

・車両の状態が一目でわかることにより車両管理が楽になる。また、もし故障した際にも

修理の時間が大幅に短縮されることで、すぐ稼働することができる。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・故障して車が止まってしまう前に直せる。これは短答で、メリットの一部しか述べられ

ていない。 

・修理時間の短縮で、顧客満足度の良さや時間通りに物を運ぶ。これも短答で、メリット

の説明が具体性に欠ける。 

問題④ ＤＸの導入は、スタッフ（職員）にはどんなメリットがありますか。 

＜正答例＞ 

・車両の故障状態、必要な部品、作業方法、入庫までの時間がわかるので、作業の効率化

ができる。不調な部分がわかると予防整備ができる。故障を未然に防げる。 

・突然の故障で入庫した場合でも、ＡＩによる故障箇所の断定、交換する部品がすぐに分

かる。準備時間も大幅に短縮でき、修理完了まで迅速に対応ができる。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・修理に必要なデータがすぐに届くため、作業時間の短縮ができる。これは短答で、メリ

ットの一部しか述べられていない。 

・遠くにいても車両の状態を確認できる。これも短答で、メリットについて具体的に述べ

られていない。 

問題⑤ ＤＸ推進に職員は、どんなデジタル技術を身に付けておく必要がありますか。 

＜正答例＞ 

・先進技術や遠隔で分かるため、パソコンなどを使える技術を身に付けておく必要があ

る。また、よく壊れる部品がなぜ壊れるのかを研究する技術。 

・受け取った情報を活用する能力。電子制御部品やシステムに関する知識。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・電気の勉強も必要。これは短答で、身に付けるデジタル技術の一部しか述べていない。 

・ソフトウェアを扱う知識。これも短答で、具体的な説明が述べられていない。 
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【ＡＲアプリ】 

問題① このディーラーはどのようなＤＸを導入していますか。 

＜正答例＞ 

・iPadの中の「Texray Vision」というＡＲアプリで、現実世界を立体に読み取り、電子

配線図やクリップ、ねじなどの位置を表示することで、３次元でのレイアウトが可能に

なるもの。 

・Texray Vision。ＡＲを使い立体で配線、ねじ、クリップの位置や形状がわかる。コネ

クタ番号、名称で調べることも可能。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・ＡＲアプリ。Texray Vision。これは短答で、内容が具体的に述べられていない。 

・iPad 活用によるＡＲコンテンツ呼び出し。これも短答で、ＤＸの内容が具体的に述べ

られていない。 

問題② 何のためにそのようなＤＸを推進し始めたのですか。 

＜正答例＞ 

・経験年数に左右されない作業効率の向上。整備士の人材不足解消。ヒューマンエラーの

削減。修理メンテ性の向上。 

・紙の資料と違い立体的に表示されることで、より効率的で確実な作業ができ、ヒューマ

ンエラーの削減や作業時間の短縮につながるから。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・限られた人数で作業を効率よく行うため。これは短答で、理由の説明に具体性が欠ける。 

・故障探求などの作業をより分かりやすくし、スタッフの負担を減らすため。これも短答

で、推進理由の一部しか述べられていない。 

問題③ ＤＸの導入は、顧客にはどんなメリットがありますか。 

＜正答例＞ 

・タブレット端末を使って整備結果説明を聞くことができるのでわかりやすい。それによ

り満足度が向上する。 

・説明時、リアルで分かりやすく表現される。整備品質の向上。正確な作業。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・意思疎通にも使え、満足度が向上する。これは短答で、メリットの一部しか述べられて

いない。 

・アプリを見ながら詳しく車両の説明が聞ける。これも短答で、メリットの一部しか述べ

られていない。 

問題④ ＤＸの導入は、スタッフ（職員）にはどんなメリットがありますか。 

＜正答例＞ 

・これまで、整備士の経験値が必要だった部分でも、部品の位置や形が分かりやすくなる

ことで、経験年数を問わず、品質が向上する。作業時間の短縮。ミスの減少。 

・限られた人員の中でより効率的な作業ができ、ミスを削減できる。他にも。iPadを見な

がら整備することで覚えがはやくなり経験や慣れを問わず即戦力になれる。 
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＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・ヒューマンエラーを減らせる。お客様と意思疎通がしやすい。これは短答で、メリット

の一部しか述べられていない。 

・人手不足解消、作業効率向上、作業負担低減。これも短答で、もう少し具体的に述べら

れると尚よい。 

問題⑤ ＤＸ推進に職員は、どんなデジタル技術を身に付けておく必要がありますか。 

＜正答例＞ 

・iPadの操作以外に、デジタルに頼り過ぎないアナログにも臨機応変に対応する力。 

・立体で表示される電子配線図などをきちんと頭で理解し、確実な作業を行える技術。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・アプリの使い方。これは短答で、必要性が具体的に述べられていない。 

・ＡＲアプリに対応していく技術が必要。これも短答で、身に付ける技術の一部しか述べ

られていない。 

 

③ 「ディーラーＤＸ推進概要（総括編）」理解度評価結果 

問題 正答率（％） 

１ 冒頭で自動車ディーラーがＤＸに取り組んでいる理由（背景）には何

がありましたか。 

５８ 

２ 自動車ディーラーがＤＸに取り組んでいる３つのテーマを記入しなさ

い。 

９６ 

３ 問題２の①についてどのような取り組みが紹介されていましたか。 ７２ 

４ 問題２の②についてどのような取り組みが紹介されていましたか。 ７１ 

５ 問題２の③についてどのような取り組みが紹介されていましたか。 ７５ 

平    均 ７４ 

 

④ 「ディーラーＤＸ推進概要（総括編）」の正答例・不適切解答例 

問題１ 冒頭で自動車ディーラーがＤＸに取り組んでいる理由（背景）には何がありまし

たか。 

＜正答例＞ 

・人材不足、他店との差別化ができにくくなってきても、ユーザーとのコミュニケーショ

ンを大切に信頼関係を深める。サービスの品質を高める。 

・人手不足や情報の多様化による差別化への対応。顧客様とのコミュニケーションの品質

を向上させる。また、信頼関係の構築。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・人員不足。これは短答で、ディーラーがＤＸに取り組んでいる理由を十分に述べていな

い。 

・お客様により良いものを届けるため。これも短答で、ディーラーがＤＸに取り組んでい
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る背景を理解できていない。 

問題２ 自動車ディーラーがＤＸに取り組んでいる３つのテーマを記入しなさい。 

＜正答例＞ 

・①顧客満足度の向上 ②売り上げアップ ③業務の効率化 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・①デジタル技術の導入 ②働き方の改革 ③データの収集。これは、内容を部分的に捉

えており、テーマとして３つを理解しているとは言えない。 

問題３ 問題２の①についてどのような取り組みが紹介されていましたか。 

＜正答例＞ 

・ユーザーの情報を登録し共有することでユーザーとのコミュニケーションの円滑化が

でき、信頼関係を深める。車両に状態に合わせた適切なサービスを提供できる。 

・お客様情報共有ツール、タブレットを使用した整備作業説明、コネクトカー、車両安定

稼働システム。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・お客様の声を反映する。これは短答で、具体的な取り組みが述べられていない。 

問題４ 問題２の②についてどのような取り組みが紹介されていましたか。 

＜正答例＞ 

・ナンバープレート認識システム、車両機器連携、お客様情報共有ツール、ＡＲアプリ。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・車両情報をリストアップして反映する。これは短答で、具体的な取り組みが述べられて

いない。 

・店舗の良さを知ってもらう。これも短答で、取り組みを具体的に述べていない。 

問題５ 問題２の③についてどのような取り組みが紹介されていましたか。 

＜正答例＞ 

・修理書のＰＣ化、整備士作業管理システム、リモート故障診断、スマートグラスを活用

したリモート故障診断。 

・ユーザー⇔ディーラー⇔スタッフ間の情報共有をすることで作業のロスを減らし確実

に行える。人材不足でも確実に早くサービスを提供できる。 

＜不十分な解答例・誤答例＞ 

・スケジュールをＤＸで管理する。これは短答で、とりくにが具体的に述べられていない。 

・故障診断器のデジタル化。これも短答で、取り組みの一部分しか述べられていない。 
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３３　　デデジジタタルルススキキルル・・リリテテララシシーーのの育育成成

（１）実践内容

〇試験時間　40分

〇合格点　70/100

●情報モラルを理解する
①情報モラル
②ネチケットに対する基礎的な知識

①　 情報検定3級試験概要

出題範囲

情報表現と処理手順

●情報手段としてのパソコンのあり方とその使用法を理解
する。
①情報の理解と、情報や手段の適切な選択
②情報の収集・伝達のあり方とパソコンの利用

パソコンの基礎
●パソコンの基本構成とその取り扱いを理解する。
①パソコンの代表的な装置と媒体、およびOSの主な役割
②データ保存の形式とファイルの管理の仕組み

インターネットの基礎
●インターネットの基本的な仕組みを理解する。
①インターネットの特長とプロバイダの役割
②プロトコルを理解する

インターネットの利用

●インターネットの利用方法を理解する。
①ブラウザの利用
②電子メールの利用
③利用するために必要な設定

情報機器の基本操作

●パソコン、情報機器の基本操作、およびアプリケーショ
ンソフトを利用した情報の検索・収集・伝達の適切な方法
について理解する。
●主なアプリケーションソフトの種類と目的について理解
する。

情報社会とコンピュータ

●日々の生活とコンピュータの関りを理解する。
①身近なコンピュータシステムの役割（eラーニング、eコ
マース、SOHO・POSシステム、マイコン制御など）
②高度情報化の進展における問題点（ハイテク犯罪・コン
ピュータウイルス・テクノストレスなど）

情報モラル
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前期　金曜日1時限目（自動車学部1,2時限目）100分を15回実施

1章 情報表現と処理手順 3章 インターネットの基礎

1-1 情報とデータ 3-1 ネットワークの基礎知識

1-2 コンピュータでの情報の表現形式 3-2 インターネットの仕組み

1-3 数値データの表現法

1-4 論理データの表現法 4章  インターネットの利用

1-6 問題解決の方法①（アルゴリズム） 4-1 インターネットのサービス

4-2 メールソフトの利用 (1)

4-3 メールソフトの利用 (2)

4-4 WWWの利用 (1)

4-5 WWWの利用 (2)

2章 パソコンの基礎

2-1 コンピュータの特長と種類 5章 情報機器の基本操作

2-2 パソコンの仕組みと取り扱い

2-3 パソコンの発展と性能

2-4 パソコンの基本構成

2-5 ソフトウェアの種類と役割

2-6 オペレーティングシステム（1）

2-7 オペレーティングシステム（2）

2-8 入力装置の種類

2-9 出力装置の種類

2-10 主記憶装置と補助記憶装置

2-11 補助記憶装置の種類（1）

2-12 補助記憶装置の種類（2）

5-1 入出力インタフェース (1)

5-2 入出力インタフェース (2)

5-3 アプリケーションソフトの基礎知識

5-4 ワープロソフトの機能と活用 (1)

5-5 ワープロソフトの機能と活用 (2)

5-6 プレゼンテーションソフトの機能と活用

5-7 表計算ソフトの基礎知識

5-8 データベースソフトの基礎知識 

5-9 マルチメディアソフトの基礎知識

② 情報検定3級　 一級自動車工学科3年DX授業　 スケジュール

15 26 過去問題

6-5,6-6,過去問題

7 31 4-1,4-2,4-3,4-4 14 19 7-1,7-2,7-3,7-4

3-1,3-2,過去問題 13 12

5-9,過去問題

5 17 2-9,2-10,2-11,2-12 12

7月

5 6-1,6-2,6-3,6-4

6 24

4

5月

10 2-5,2-6,2-7,2-8 11 28

5-5,5-6,5-7,5-8

4-5,過去問題

2 19 1-5,1-6,過去問題 9 14 5-1,5-2,5-3,5-4

3 26 2-1,2-2,2-3,2-4 10 21
6月

7

回 月 日 実施単元 回

1

4月

12 1-1,1-2,1-3,1-4 8

月 日 実施単元
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6章 情報社会とコンピュータ 7章 情報モラル

6-1 生活とコンピュータシステム 7-1 情報モラルの重要性

6-2 身近なコンピュータシステム 7-2 ネチケット（1）

7-3 ネチケット（2）

7-4 個人情報保護と著作権

6-4 社会におけるコンピュータシステム

6-5 高度情報化の進展と課題

6-6 ネットワーク社会の問題点

（２）評価結果

〇試験方式　　CBT方式（インターネットを利用した試験方式）
〇試験実施日時　　令和6年11月8日(金)13:30～
〇受験者　一級自動車工学科3年　18名
〇合格者数　16/18名　合格率88.8%　（全国平均74.2％：令和4年度）

① 試験結果

6-3 学校や職場におけるコンピュータ
システム

② 考察

自動車整備の内容では、自動車に使われているコンピュータの中身がどうなっているか

や、デジタル信号、コンピュータ同士のデータ通信の方法について、根本的な部分につ

いては触れられていない。

情報活用の中に出てくる単語や名称はよく聞くものがあるが、説明できない物が多く含

まれており、わかっているようで知らない部分について知ることができた。

受験者名 総合得点 判定
情報表現
と処理手
順

パソコン
の基礎

インター
ネットの
基礎

インター
ネットの
利用

情報機器
の基本操
作

情報社会
とコン
ピュータ

情報モラ
ル

A 98 合格 14 14 14 14 14 14 14
B 98 合格 12 14 14 14 16 14 14
C 92 合格 10 12 14 12 16 14 14
D 65 不合格 9 10 12 6 8 12 8
E 90 合格 14 14 14 12 14 14 8
F 84 合格 12 12 12 10 12 14 12
G 94 合格 14 14 12 10 16 14 14
H 78 合格 12 2 12 12 12 14 14
I 94 合格 12 14 14 10 16 14 14
J 82 合格 14 10 12 14 14 14 4
K 63 不合格 3 6 4 8 16 12 14
L 83 合格 12 8 14 11 10 14 14
M 82 合格 14 6 14 6 16 12 14
N 96 合格 14 14 14 14 12 14 14
O 74 合格 14 6 10 10 12 12 10
P 92 合格 14 14 14 14 12 14 10
Q 89 合格 14 14 10 13 10 14 14
R 90 合格 14 10 14 14 16 10 12
平均 85.8 12.3 10.8 12.4 11.3 13.4 13.3 12.1
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( 3）コ ンプラ イ アンス指導

〇日時 令和6年9月13日(金)　10：00～　12:00　　120分

〇対象　　一級自動車工学科3年　18名

〇講師 神姫商工㈱　藤井　康生　様

〇内容

・コンプライアンスとは何か？

・コンプライアンスの違反となるものはどんなものがあるか？

・コンプライアンスに違反した場合、どういった事になるか？

・コンプライアンスの違反をしないための注意すべき行動は？

・コンプライアンスの違反が起こる原因

・動機・機会・正当化

・自動車整備に係わるコンプライアンス

・道路運送車両法の違反した場合の罰則等

・情報管理について

・SNSの活用について

〇考察

また、難易度もそう高くなく、全く違う分野という訳でもないため、身近にある内容で

あるため、習熟できたのではと思われる。

自動車の電子制御の基礎的な部分の補足や、今後の自動車の通信システム、データ等を

活用した業務の効率化などに活かせるのでは感じた。

学生にとってコンプライアンスというものが、少し漠然としている部分があった。アルバ

イトをしている学生がほとんどなので、モラルやルールなども含めると、今までの成果る

でもお客さんやアルバイト先に良かれと思っていた部分についても、少し考えさせられた

部分があるようであった。違反した場合、自分だけでなく会社や、ほかの従業員にも大き

な損害を与えていしまうことを再確認することができた。今後働いていくうえで、気を付

けなければいけない事について考える良い機会となった。
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４４  哲哲学学対対話話教教育育教教材材  

（１）哲学対話教育の基本的な指導方法

授

業

前

の

工

夫 

１ 哲学対話教育により、どのような力を育成したいのかを明確にしてお

く。抽象的なものではなく具体的な学生の姿として明確化する。 

２ 学生がどういう状態になれば、目標達成の授業になるのかを事前にイメ

ージしておく。 

３ 教師のねらいと学生の意識には必ず段差が生じる。その段差を超えて次

の深まりへと深化させるストーリー、場面構成、発問の方法を事前に何種

類か用意しておき、その場面に応じて対応できるようにする。 

４ また学生の思考状況を事前に把握し、その後の全体対話の時の揺さぶり

発問等のネタを仕入れる場にすること。 

導

入

時 

の

工

夫 

１ 動画を視聴した後、「気づいたこと」「面白かったこと」「モヤッとしたこ

と」を発表させ、その学生の感想をまとめる形で課題、テーマ設定へと導

く方法で授業を進める。 

２ テーマに対して全体でやり取りする中で、イメージに違があることを感

じ取らせ、場合によっては「グループで考えてみよう」とするとスムース

に対話が進む。 

展 

開 

時

の

工

夫 

１ 学生の発言を教師がとりあげ「いいことに気づいたね」と返してやるな

どの方法で対話スキルを高めるための誘導発言を行う。また学生の発言へ

のフィードバックを行う。 

２ グループワークを取り入れた対話の場面を設定する。その際、ファシリテ

ーターは班を回り、話し合いを誘導したり、深めたりする。 

３ 枝葉の部分は簡単に流し、重点部分に時間をとる。 

４ 対話が深まりにくい場合は、学生の見方を広げるようなファシリテーター

の投げ込み発言を行う。  

終

末

時

の

工

夫 

１ 知識を得る授業でないため、学生は自分が何を学び成長したのかモヤッ

としている。教師は授業の最後の場面で、哲学対話授業により学生が着実

に成長していることを具体例を挙げて話す。 

２ またゲストティーチャーを招聘し、現場の実際や職業人の考え方、のエ

ピソードなどの話を聞く。その際、教師との対話形式とし、教師はゲスト

ティーチャーの体験を引き出す工夫を行う。

３ 友達の発言によって対話が深まったことを振り返る場面を設け、授業参

加への充実感を実感させる。 

49



（２）自動車業界とＳＤＧs

授 業 名 自動車業界とＳＤＧs 

対象学生 一級自動車工学科４年生 11名 

授業日時 令和 7年 1月 16日 

① 自己評価結果

ア 全体評価（自己評価）

評価５ そう思う 

（100点×％） 

評価４ や や そ う 思 う

（80点×％）、 

評価３ ふつう 

（60点×％） 

評価２ あまりそう思わない

（40点×％） 

評価１ まったくそう思わない

（20点×％） 

（単位：％、計：ポイント） 

動画に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 計 

①動画の内容は、わかりやすい内容であった。 45 36  9  0 9 81 

②動画で表現していたテーマは、考えてみたいと感じるもので

あった。

36 45  9  9  0 81 

平均 41 41  9  5  5 81 

「自分の考えを深めること」に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 計 

①テーマについて自分なりに考えることができた。 73 18  9  0  0 93 

②友達の意見を聞き、自分の考えを見直すことができた。 55 27  9  0  9 84 

③この授業により、自動車について今までより、深く考えるこ

とができるようになった。

55 27 18  0  0 87 

平均 61 24 12  0  3 88 

哲学対話教育の学び方に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 計 

①友達の意見をしっかりと聞くことができた。 64  9 18  0  9 84 

②友達の意見を聞き、いろいろな考えがあると感じた。 64 18 18  0  0 89 

③友達と協力して対話ができた。 36 36 18  0  9 77 

④テーマについて一生懸命に考え、自分の意見を言えた。 45 27 27  0  0 83 

⑤自分は、対話を深めるのに貢献できた。 45 27 27  0  0 83 

平均 51 23 22  0  4 83 

イ 貢献度・積極性評価（自己評価）

（５-大変よい、４-かなりよい、３-まあまあ、２-少し、１-よくない） 

貢献度・積極性 ５ ４ ３ ２ １ 計 

チームに対する貢献度  9 27 64  0  0 69 

対話への積極性 18 18 55  9  0 67 
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ウ 哲学対話授業で得たもの

哲学対話授業で得たものは何ですか（記述） 

＜対話の楽しさ、良さ、充実感に関すること＞ 

・いろいろな人の意見を聞くことができた。

＜仕事に対する考え方に関すること＞ 

・個人だけでなく、全体が意識して取り組んでいくことが重要であること。目先の目標

から取り組んでいくこと。

・できていることを続けてこれからもやっていく。

＜自動車業界に関すること＞ 

・ＳＤＧsとＣＡＳＥとの関りやＳＤＧsの内容。

・ＳＤＧsについて幅広く知ることができた。

・環境に対しての考え方。

・ＳＤＧsやＣＡＳＥについて。

・ＳＤＧs達成の手段を一つ学ぶことができた。

・社会意識を向上させる取り組みの一面と、経済成長、新技術の開発と投資の目的を知

ることができた。

・ＳＤＧsは、いろいろな意味が含まれていることがわかった。

エ 考察

① 学生の自己評価では、「自分の考えを深めることができた」が 88ポイントと概ね良

好であることから、テーマについて自分の考えを深められた授業であったことが分か

る。また、哲学教育の学び方についても、「友達の意見をしっかり聞く」が 84％と

おおむね良好で、友達の意見を聞きながら自己の考えを深め、広げていった授業であ

った。

② 哲学対話への貢献度・積極性は、約 70ポイントを下回った。これは授業形態が教師と

向き合う形で学生相互に対話を深める環境が整っていなかったことが原因であると考

えられる。

③ 記述アンケートにおいては、ＳＤＧｓについて新たに知識を得る機会となったという

回答が多く、知的な学びを深めるためには有意義な授業であったが、対話を深めコミ

ュニケーション能力や問題解決能力を高める授業としては課題がある。

④ 動画の内容についての評価は 81％と概ね良好であった。
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オ 授業の様子

52



 10  

17  

 

 

100 80

60 40

20

 

60  

 

50  

 

 50  

50  

40  

 

50  

80

 

40  

 

 

(1) 

 50

5353



(2) 

 

(3) 

 40

 

5454



（３）自動車業界と人材不足 

授 業 名 自動車業界と人材不足 

対象学生 一級自動車工学科２年生 19名 

授業日時 令和６年 12月 17日 

① 自己評価結果 

ア 全体評価（自己評価） 

評価５ そう思う 

（100点×％） 

評価４ や や そ う 思 う

（80点×％）、 

評価３ ふつう 

（60点×％） 

評価２ あまりそう思わない

（40点×％） 

評価１ まったくそう思わない

（20点×％） 

   （単位：％、計：ポイント） 

動画に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 計 

①動画の内容は、わかりやすい内容であった。 11 53 21 16 0 72 

②動画で表現していたテーマは、考えてみたいと感じるもので

あった。 

16 74 11  0  0 82 

平均 14 64 16  8  0 77 

 

「自分の考えを深めること」に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 計 

①テーマについて自分なりに考えることができた。 63 37  0  0  0 93 

②友達の意見を聞き、自分の考えを見直すことができた。 53 26 21  0  0 86 

③この授業により、自動車について今までより、深く考えるこ

とができるようになった。 

63 26 11  0  0 90 

平均 60 30 11  0  0 90 

 

哲学対話教育の学び方に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 計 

①友達の意見をしっかりと聞くことができた。 84 11 5  0  0 96 

②友達の意見を聞き、いろいろな考えがあると感じた。 79 16  0 5  0 94 

③友達と協力して対話ができた。 58 26 16  0  0 88 

④テーマについて一生懸命に考え、自分の意見を言えた。 53 32 16  0  0 88 

⑤自分は、対話を深めるのに貢献できた。 32 32 37  0  0 80 

平均 61 23 15  2  0 89 

 

イ 貢献度・積極性評価（自己評価） 

（５-大変よい、４-かなりよい、３-まあまあ、２-少し、１-よくない） 

貢献度・積極性 ５ ４ ３ ２ １  

チームに対する貢献度 32 32 32  5 0  79 

対話への積極性 42 26 32  0  0 82 

55



 

ウ 哲学対話授業で得たもの 

哲学対話授業で得たものは何ですか（記述） 

＜対話の楽しさ、良さ、充実感に関すること＞ 

・自分とは全く違う視点を持った人に意見を知ることができて面白かった。 

・何でも言うことで話が広がっていくことがわかった。 

・自分でもいろいろな意見を出してみて、みんなとその意見について話し合ったり、自

分では考えつかなかったことも聞くことができてよかった。いろんな角度から考える

ことができた。 

・自分では考えることのできない他の人の意見を知ることができた。 

・人の意見を聞くことや自分の意見を言うことが大事と思った。 

・考え方は十人十色だと改めて実感できた。自分では気づかない部分もあったので、と

ても良い機会だった。 

・改めて考えることで、人の意見を知ることができて良かった。 

・様々な角度の意見を知ることができた。 

 

＜仕事に関する考え方に関すること＞ 

・仕事に関する考え方が少し変わった。 

・整備だけではこれからの車業界はあまりよくないと思うので、広い視野で物事を見よ

うと思った。 

・人材不足による原因と解決策がわかった。 

 

＜自動車業界に関すること＞ 

・自動車業界に関する現状とこれからのことなど知らなかったことを知ることができて

よかった。 

・自動車業界の現状の問題についての考えを深めることができた。 

・整備士業界はまだまだ乗り越えないといけない課題が多くあることが分かった。 

・これからの自動車業界の発展についてわかった。 

・整備業界について考えることができ、これからの想像図もわかった。 

・自動車業界の現状、今後の働き方について学んだ。 

・自動車業界の現状と未来について考えることができた。 

・会社の成り方やＥＳの時代について学んだ。 

 

エ 考察 

① 学生の自己評価では、「自分の考えを深めることができた」が 93 ポイントと高く、テ

ーマについて自分の考えを深められた授業であったことが分かる。また、哲学教育の

学び方についても、「友達の意見をしっかり聞く」が 96％と大変高く、友達の意見を聞

きながら自己の考えを深め、広げていった授業であった。 
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② 哲学対話への貢献度・積極性は、約 80ポイントと概ね良好な学びであったが、１名が

否定的な評価をしており、机間巡視の時にグループ内での対話参加状況を把握し、ア

ドバイスをする必要があった。 

③ 記述アンケートにおいても、人材不足について様々な意見があることに気づいたこと

や、仕事や自動車業界に対する見方が広がったなどの意見が述べられており、満足感

の高い授業となったことが分かる。 

④ 動画の内容についての評価が 77％と低い評価となっている。これは、動画視聴が学習

の流れ、対話の深化に沿っていなかったためで、動画を学習の導入時に視聴させるべ

きであった。 

 

オ 授業の様子 
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（４）職場環境と私 

授 業 名 職場環境と私 

対象学生 一級自動車工学科３年生 18名 

授業日時 令和７年１月 22日 

① 自己評価結果 

ア 全体評価（自己評価） 

評価５ そう思う 

（100点×％） 

評価４ や や そ う 思 う

（80点×％）、 

評価３ ふつう 

（60点×％） 

評価２ あまりそう思わない

（40点×％） 

評価１ まったくそう思わない

（20点×％） 

   （単位：％、計：ポイント） 

動画に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 計 

①動画の内容は、わかりやすい内容であった。 67 22 11  0 0 91 

②動画で表現していたテーマは、考えてみたいと感じるもので

あった。 

67 22 11  0  0 91 

平均 67 22 11  0  0 91 

 

「自分の考えを深めること」に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 計 

①テーマについて自分なりに考えることができた。 61 28 11  0  0 90 

②友達の意見を聞き、自分の考えを見直すことができた。 56 28  6 11  0 86 

③この授業により、自動車について今までより、深く考えるこ

とができるようになった。 

50 22 22  6  0 83 

平均 56 26 13  6  0 87 

 

哲学対話教育の学び方に関する質問事項 ５ ４ ３ ２ １ 計 

①友達の意見をしっかりと聞くことができた。 67 22 11  0  0 91 

②友達の意見を聞き、いろいろな考えがあると感じた。 67 28  6 0  0 93 

③友達と協力して対話ができた。 39 33 22  6  0 81 

④テーマについて一生懸命に考え、自分の意見を言えた。 44 33 22  0  0 84 

⑤自分は、対話を深めるのに貢献できた。 50 22 17 11  0 82 

平均 53 28 16  3  0 86 

 

イ 貢献度・積極性評価（自己評価） 

（５-大変よい、４-かなりよい、３-まあまあ、２-少し、１-よくない） 

貢献度・積極性 ５ ４ ３ ２ １ 計 

チームに対する貢献度 11 28 44 17 0 67 

対話への積極性 22 22 44 11  0 70 
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ウ 哲学対話授業で得たもの 

哲学対話授業で得たものは何ですか（記述） 

＜対話の楽しさ、良さ、充実感に関すること＞ 

・いろいろな意見があるから、その意見を聞くことも大切。 

・他の人の貴重な意見を聞くことができた。 

・人それぞれの意見を持っていると思った。 

・全く反対の意見も得られて、また話し合いたいと思った。 

・自分の意見をしっかり持ち、他人の意見を尊重することが大事だと思った。 

・自分と違う意見を得られた。 

・他人の意見を聞くことの大切さ。 

・自分の主張だけでなく、人の意見を聞きながら整理する力。 

・一人ひとり違った意見が出て、とても面白かった。違った視点で物を見るのも大切だ

と思った。 

・人の意見を否定せず、自分の意見に織り込むこと。 

・普段は個々の意見を聞けないこともあるが、個人々々が思うことを聞いて考えが広が

りとても良かった。自分の必要なものを見つけられた。 

・人によって重視している点は違う。新しい視点の意見が聞けて良かった。 

・他人の意見を参考にできた。 

・相手の意見を踏まえながらの話し合いが難しかった。 

・みんなの考えや重要視しているところがよく分かった。この意見を汲み取って自分の

考えを良い方に持っていけたらいいなと思った。 

・他人の意見を尊重することの大切さを得た。 

・自分以外の人の価値観がわかった。 

＜仕事に関する考え方に関すること＞ 

・主体性の大切さと働いた時のイメージ。 

 

エ 考察 

① 学生の自己評価では、「自分の考えを深めることができた」が 87ポイントとやや高く、

テーマについて自分の考えを深められた授業であったことが分かる。また、哲学教育

の学び方についても、「友達の意見をしっかり聞く」が 91％と大変高く、友達の意見を

聞きながら自己の考えを深め、広げていった授業であった。 

② 哲学対話への貢献度・積極性は、約 70ポイントと概ね良好な学びであった。 

③ 記述アンケートにおいても、友達の意見を聞くことの大切さ、対話の意義といったこ

とが記載されており、満足感の高い授業となったことが分かる。 

④ 動画の内容についての評価が 87％とやや高い評価となっている。 
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オ 授業の様子 
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５ 評価検証 

（１）総合的ＤＸ人材養成の評価 

１ 評価趣旨 

① デジタルリテラシー・スキルの指導効果や、哲学対話教育による問題解決力・探求力の

育成状況を学生の課題論文により総合的に評価する。 

② 実際のビジネスで課題が生じている場面を「評価コンテンツ」として制作し、視聴する

方法で課題を与える。 

 

  

  

  

  

  

  

       
２ 評価概要 
(1)評価動画のあらすじ 

自動車の故障など、修理の第一歩はお客様と整備士との間で会話しながら聞き出すという

「問診」で始まる。新人整備士として頑張っていたある日、お客様が「前からカラカラと変

な音がする。ブレーキの効きも悪い。この間替えたワイパーの拭きも悪いし、メーターの警

告灯もつきっぱなしだ。」と車の不具合を言ってきた。尋ねる先輩も忙しそうな中、お客様

との問診で申し出を正確に把握する方法はあるのか。さらに、作業をスムーズに行うにはど

うすればよいのか。 

(2)評価方法 

 ①評価動画を視聴し、その動画で投げかけられた課題を解決するための方法等について、

自分の考えを評価シートに沿って記述する。 

 ②採点にあたっては、ルーブリックを作成し評価する。（別紙） 

 ③達成率は、「正答率＋やや不十分な解答×2/3＋不充分な解答×1/3」で算出する。 

 

(3)評価結果 

 正答 やや不十分な解答 不十分な解答 誤  答 平均達成率 

課題把握力 66.7％ 27.8％ 5.6％ 0.0％ 87.1％ 

原因分析力 77.8％ 16.7％ 5.6％ 0.0％ 90.8％ 

解決発想力 61.1％ 27.8％ 11.1％ 0.0％ 83.3％ 

解決方法構想力 33.3％ 38.9％ 27.8％ 0.0％ 65.8％ 

平均達成率 59.7％ 27.8％ 12.5％ 0.0％ 81.8％ 

(4)考察( 

 ・課題把握力、原因分析力、解決発想力は、概ね良好である。 

ビジネス課題の場面設定（シナリオ作成） 

評価コンテンツの制作 

 
 評価コンテンツを視聴し解決方策を論文として記述 

 
課題論文を評価し、目標の達成度を把握 
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・しかし、考えた具体的な解決方法を構想する解決法方向構想力については 1/4程度の学

生が不十分な状況である。 

 ・ＤＸの推進では、課題把握から原因分析、解決方法の発送・構想といった問題解決のサ

イクルを身に着けることが重要であり、今後とも問題解決演習に数多く取り組ませる必

要がある。 

  

＜実証実験の様子＞・・・ 
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（２）評価委員からの意見 

①①評評価価委委員員のの評評価価結結果果  

 Ａ委員 Ｂ委員 Ｃ委員 Ｄ委員 平均 割合 
題材・構成工夫 15/20 15/20 8/20 20/20 15/20 75% 
内容の工夫 39/55 42/55 38/55 49/55 42/55 76% 
表現の工夫 9/15 12/15 11/15 13/15 11/15 73% 
汎用性の工夫 7/10 8/10 8/10 10/10 8/10 80% 

合  計 70/100 77/100 65/100 92/100 76/100 76% 
 
ア 題材・構成の工夫について 

・概ね良好であるが、まだ一次原稿段階であったため構成に関する事項がやや低かっ

た。 

イ 内容の工夫について 

・概ね良好である。 

ウ 表現の工夫について 

 ・活用の手引きのページ数が 100ページを超えやや多かったので、分量の部分の評 

価が低くなった。 

エ 汎用性の工夫 

・良好な状態で、委員からも他の自動車養成課程において活用しやすく工夫できてい

るとの評価であった。 

  

②②評評価価委委員員会会かかららのの改改善善意意見見  －－  教師用の「活用の手引き」 

・ＤＸ人材育成というのが必要なのだなというのが、この手引きの中でよくわかった。 

・動画をたくさん作るのは非常に大変だったと思うが、動画に関しては、学生にとっては 

非常にわかりやすい。 

・日本工科大は、動画を作られたので十分理解して授業できると思うが、他校でも同レベ 

ルで授業ができるのが動画の良いところだと思った。 

・ディーラーＤＸのところで、メーカー系の学校ではできない、ディーラーさんのよいと 

ころを取ったＤＸの取り組みというのがいろんなところの動画が作られているというの

が、非常に素晴らしいと思った。 

・授業を実際に受けて、こんなにディーラーは進んでいるのだということを学ぶ機会として

もよいと思うし、こういった知識があれば、こんな方法で顧客満足度を上げることはでき

ないかと、提案する力もここで養えるのではないかと思う。 

・哲学的なところに関して、答えのない話をし合うというのが非常に少ないというのが今の

学生かなと思うので、非常に良い授業をしている思うし、そこで普段発言しない子が、す

ごく良いことを言ったりとか、授業だけでなくクラスとしてまとまりが出てくことにもつ

ながるかなと思う。 

・哲学が入っているのはよいと思うところで、どれだけＤＸが進んでも、人とのコミュニケ

ーション能力というのはなかなかうまく進められるものではなくい。最近の若い人たちは

どちらかというと動画とかの方が入りやすいく、「こういうケースがあればあなたならど

うしますか」というところで、学生が集まってグループを持ちながら話すというのは、す
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ごく良いなと感じている。 

・動画をしっかり見たら学生さんの満足度を上げられると思った。そして、各々の自己理解

が深められると思った。評価シートを毎回行い、生徒みんなで見返していったら、共感的

な理解も得られ、継続してやっていけば非常に良いものが構築されると思う。そういう面

で魅力ある教材だと思う 

・今求められているところが動画という形で、多くの学校で使われることを想定して、私た

ちも一つの学校で賄っていくというのは、これから人材育成にあたってはなかなか難しい

時代が来ているなというのを思っていて、やはり、それぞれの強みであるとか逆に弱みで

あるところを補っていくそんな体制を作る一つのツールになるのではないかと思って見

ていた。一ついうなれば、この業界も外国人留学生が結構たくさん入ってきている最中で

あるので、外国人でも使えるような、これは次のステップかもしれないが、哲学対話のと

ころなどは、なかなか理解しにくいところもあるのではないかと思ったので、そういった

ことも一つ課題としてあるのではないかと思った。 

・哲学対話教育、これはとても大事なことだと思って見ていた。ただ、ちょっと引っかかる

のが、哲学という言葉が、ＤＸ人材とはすごく距離がある言葉なので、パッと見た時に違

和感があった。哲学対話教育をネットで調べてみると、日常の中のいろんな悩みなどを哲

学的な問いかけに対してみんなで対話して深めていく活動だと出てきた。言葉の通りだと

思ったのだが、一番気になったのは資料の５ページの方針３に、本校が考える哲学対話教

育と書かれているが、ここに書かれていることは哲学対話教育でねらいとすること、こん

なことを成果として出したいよねということが書いてあるが、私が思うには、哲学対話教

育というのは本来どういうもので、そして、ＤＸの職場でこれを使うのは、何故なのかと

いうことを一文書かれていないと、これを利用する人にとって、すっと頭に入ってこない

ような気がする。ではどうすればよいかということだが、私なら、哲学対話教育の定義み

たいなものをまず書いて、それから、デジタル化というのが進んでもこれを利用する人は

人間なのだから、自動車のＤＸの分野でもやはり人と人のコミュニケーションを今よりも

もっともっと深めていく必要があって、その中で人が求めるものを追求していく、こうい

う作業が必要なのだというようなことを分からせた上で、この方針３に書かれているよう

なことを書く方が、利用する人が哲学対話教育というものに納得しながら参加してもらえ

るのではないかと思った。 
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(3)

６６　　３３年年間間のの実実証証ののままととめめ
（１）自動車産業ＤＸ

（２）ディーラーＤＸ

（３）考察
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会議議事録 

事業名 2024 度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

会議名 第１回 プログラム開発委員会 

開催日時 2024 年７月５日（金）17：30～18：30 

場 所 専門学校日本工科大学校（オンライン会議） 

出席者 ＜オンライン参加外部委員＞（計 10 名） 

中原委員・鍛冶委員・土井委員・髙月委員（欠席）・藤井委員・小林委員（欠席）・井戸委員・

脇崎委員・野田委員・橋本委員・柏木委員・濱田委員（欠席）・松尾委員（欠席）・伊勢委員・

阿部委員（欠席）・小谷委員（欠席）・山下委員（欠席） 

＜実施校委員＞（計５名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員（欠席）・岡崎委員（欠席）・薮下委員・矢部委員・片山委員

（欠席）・古河委員 

議題等 [会議目的] 

 本年度「次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業」を始めるにあたり、

令和５年度の成果と課題について報告及び令和６年度の具体的事業計画の説明を行うとと

もに、今年度作成の「自動車の近未来」コンテンツを視聴しより良いものにするための検

討を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 令和５年度の成果と課題（報告）

（２） 令和６年度の具体的事業計画（報告）

（３） 「自動車の近未来」コンテンツ内容（協議）

３． 事務連絡 

・第２回プログラム開発委員会

４． 閉 会 

＜配布資料＞ 

・議事次第

・令和５年度の成果（日本工科大学校のホームページ）

・令和６年度事業計画書（概要版）

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

１１　　会会議議録録
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永城委員の言葉で、第１回プログラム開発委員会が開催された。 

２． 議事 

（１）令和５年度の成果と課題について

（永城委員）本日の議事は３点を予定しています。まず、令和５年度の成果と課題につい

て、力丸委員からお願いしたい。 

（力丸委員）本年度も宜しくお願いいたします。昨年度の成果と課題について、現在成果

物をホームページに掲載している。成果物としては、自動車産業ＤＸ推進動画コンテンツ

として２本制作した。それからディーラーＤＸ推進動画ということで、各ディーラーの企

業に行き、最新のＤＸについて動画を撮らせていただき教材としての動画を作った。こち

らは４本制作した。哲学対話教育の演習では、学生に動画で問題提起し、いろいろな発想

を持ちながら、他の人がどのような考えを持っているかについて話し合わせた。その哲学

対話教材動画を２本制作した。次に、未来動画のコンテンツとして、自動運転などこれか

らいろいろな車が出てきており、今後どうなっていくのかというのを説明した動画を作っ

ている。最後に総合的ＤＸということで、今までの動画を全部ひっくるめたいろいろな課

題について、学生が解決策を検討していくというような動画を１本作った。これらが昨年

度の成果物であり、ホームページにアップしているのでご覧いただきたい。今年度につい

ては、それと同じような流れでいくのだが、自動車産業ＤＸ動画については、昨年度に制

作した２本の動画で終わりになる。ディーラーＤＸ動画、哲学対話教育動画、近未来動画、

総合的ＤＸについてそれぞれ動画を作成していく予定である。この後、制作中の自動車産

業ＤＸの近未来動画のコンテンツを視聴いただき、ご意見をお聞かせいただきたいと思っ

ている。 

（永城委員）以上が昨年度の報告である。 

（２）令和６年度の具体的事業計画について

（永城委員）令和６年度は最終年度となるが。今年度の具体的事業計画、内容について力

丸委員から報告します。 

（力丸委員）今年度の計画ということで、先程説明した動画を引き続き制作していく。今

困っていることは、ディーラーＤＸについて、今年度も昨年度と同様に４本撮る予定だが、

なかなかよい題材が見つかっていない。現在のところ、委員さんとしても参加いただいて

いる兵庫日産さんに、タブレットを使って配線図等が見えるような修理書があるので、そ

ちらの方を動画として撮らせていただきたいと考えている。それから、同じく委員さんで、

いすゞ近畿さんがしておられる大型車のコネクティッドカーということで、そちらの方も

撮らせていただきたいと思っている。３つ目に候補としているのが滋賀ダイハツさんで、

法定点検の音声入力ということで、例えば「パットの残量が何ミリですよ」と言えば、自動

で認識して記録簿に記入していく。「次の作業はこれをしてください」というのも音声で知

らせる。実際に測定したものを音声で入力するとそのまま記録簿が完成していくという流

れのものがあるということで、３本はできればそれでお願いしたいと思っている。あと１

本について困っているので、企業様の中でＤＸの題材になるようなものがあれば、協力い
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ただけたら助かる。哲学対話教育については、今までは、題材に対して学生に意見を求め

て集約するような形にしていたが、なかなか学生から意見が上がって来ないという課題が

ある。大学の先生に哲学対話についての説明をいただいたところ、議題を発表して、各グ

ループ等に分かれて話し合いし、紙や付箋を使って話し合ったものを最終的に代表者が発

表するというような流れが、比較的スムーズに意見が出てきたということで、今年度もそ

のような方向で改善しながら進めていきたいと考えている。他のことについては、この後、

「自動車の近未来」についての動画を見ていただきご意見をいただきたいと思っている。 

（永城委員）以上が今年度の具体的事業計画である。 

（３）「自動車の近未来」コンテンツ内容について

（永城委員）「自動車の近未来」コンテンツについて、まだ試作段階だが、こちらを視聴し

ていただきご意見をいただきたい。動画作成した事務局より説明をお願いしたい。 

（事務局）「自動車の近未来」ということで、昨年、一昨年はどちらかというともっと遠い

未来として漫画で描いていたが、実際アトムというような世界ではなくなってきている。

実際のところ、近い将来、未来はすぐそこに来ているのだということで、学生たちが、自分

たちがやっていることが近い将来こういう動きになるだろうということで表現していこう

と思っている。これから見ていただくのは、全体の流れなので、イラストとか漫画とかは

多用させてもらいたいし、その動きとかは全くつけていない状態である。言葉も長くて説

明的になっているが集約していこうと考えている。写真を入れているが漫画で表現する方

が分かりやすいのか、検討したいと思っている。音声は、今は機械音になっている。 

※「自動車の近未来」コンテンツを視聴

（永城委員）見ていただいた感想やご意見をいただきたい。 

（鍛冶委員）見させていただいて、自分も勉強させてもらった。一部、他メーカーで始まっ

ているものであったり、これから数年にわたって始めていくという活動方針も聞いたりし

ているので、学生さんにとって非常にためになっている話になっていると思った。他メー

カーに関しては、数年前から始まっていることなので、学生さんにとって実際に就職した

ら馴染みやすいと思う。 

（土井委員）将来像というのは、こんな形になるのだと私も改めて勉強させてもらう内容

になっていた。ここから、こういうシステムで、整備士さんがどういう技術を発揮してい

くのかということに置き換えると、今でも苦手な分野がこういったデジタルの部分で、直

近で私どもの２～３件の車で、ナビゲーション関係のサーバーを使っていろいろ情報をや

り取りするような仕組みが導入されたナビゲーションがある。携帯で情報回線を動かした

りするのだが、そういう部分にトラブルがあった場合に、お客様から指摘があった場合に、

仕組みは分かったが、どのようにして不具合の原因を追究して修理していくかというとこ

ろに今すごく壁を感じている。だから、こういう仕組みがどんどん広がっていって、いろ

んなシステムが新たに出来上がってきて、そこに不具合が発生した時にどうしていくかと

いうのが整備士の立場かと思うが、その辺りがついていけてないのが現状なので、そこは

メーカー、作り手に任せればよいかもしれないが、どういう物になるかということは、学

73



生さんが知っておくということは絶対に必要だと思うし、整備士全体が知っておくべき内

容だと思うので、そのスタート地点としてこういう形になるのだよというのを広めるには

すごく良い内容の動画だと感じた。それを現状に置き換えると、ナビゲーションに戸惑っ

ているからそういう気持ちになった。 

（藤井委員）鍛冶委員、土井委員が言われたように、私も勉強になったというのが素直な

感想である。視聴する前に、今後この動画をこういう風にしたいと言われていた中で、言

葉が長いとか説明的な文章なのでもう少し短くしたいと言われていたが、まさにそこが言

葉のボリュームが大きいなと私も思った。博士と学生とロボットの言葉のキャッチボール

を分かりやすいせりふ回しで伝えていただくと学生に伝わりやすいかと思った。それから、

チップのところで、今のところと未来のところの比較があるのはやはり分かりやすいと思

ったし、漫画とイラストと写真とをうまく使って作られているので勉強になった。ただ、

最後に「未来は君たちのもの」という言葉でしめられていたが、それまでの内容と最後の

文面がどうつながっているのかなと思った。例えば、「あれはね、今現状で仕事しているも

の」というと、学校で教えてもらうことではなく、今出ている車に対して一生懸命につい

ていっているのに対して、今勉強している学生は、将来こういった車になりますよという、

今そのチャンスを与えられて勉強している、そういう柔軟な学生が将来こういった新しい

車にも柔軟に対応できる君たちの未来が待っているよというようなイメージかと思った

が、何か最後にうまくつながるような言葉回しがあれば尚よいかと思った。 

（井戸委員）私も同じように近未来の車ということで、こういう風に変わっていくのだな

と、非常に勉強になったと思う。私たちもそうなのだが、学生たちも近未来の車の形とい

うのは教えていただいておぼろげながら見えてきたと思うが、そこで自分たちが今後どの

ようなことを具体的にやっていくのかというようなことをもう少し教えていただけたらと

思った。例えば、先程の半導体のことに関しても、コントローラーがそういうもので形成

されるというのは分かるが、その中で、サービスとしてどこまでさわれるのかというよう

なところだと思う。サービスとして、整備士として、おそらくコントローラー自体はまず

さわれないと思う。メーカーが製作したものなので。そこで、サービスの仕事というと部

品を交換するか、修理するとかそういうようなもので、具体的にサービスが今後どういう

ような方向に進んでいくというようなことがわかればと思う。先程もパネルにしても今後

板金修理というようなことになってくると、部品を動かしていくというようなことはまず

ないと思う。ということで、今後の板金修理ということはどういうような形で進んでいく

のかというようなことをおぼろげながらでもよいので、そういうのを少し知ることができ

たらよいのにと感じた。 

（脇崎委員）非常によくできた動画で、私も勉強になった。皆さんも言われていたように

活字が多い動画になっていて、その活字を読むのに一生懸命になって、意見を考えつくと

ころまでたどり着かなかったというのが正直なところである。中でも、当社が扱っている

ような大型車のことについて、良い意味でも悪い意味でも扱っていただいているのは有難

いことだと思っている。私が気になったところは、この動画を見た学生さんがどのように

思うのかということに興味を持った。対象の方が１級課程の学生さんだったと思うので、
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内容的にもそれぐらいの知識はぜひ身につけていただきたい。これくらいの内容をしっか

りと理解いただける１級整備士に是非なっていただきたいと思った。 

（野田委員）見ていて思ったのは、やはりディーラーさんと我々一般修理工場が受けるの

はちょっと違うので、ディーラーさんで終わった後、我々のような一般整備工場に入って

くるというのが多いので、なかなか難しいところがある。先程の方も言われていたように、

結局学校で習うことと現場に出てから習うこととは違うこともある。現場の先輩はほとん

ど中整校出身なので、相当鼻をくじかれるというか、そこからしかスタートできない。今、

話が進んでいると思うが、そこの仕事は最初にはさせてもらえないので、その辺のところ

をきちっと理解しながら、もちろん習ってきたことは生かしていかなければいけないが、

基本はこうなのだとわかった上で、新しい未来の仕事をやっていく。そこの部分を両方と

も理解しておかないと、我々の時代もそうだったので、今の学生さんはすごく高度なこと

を勉強していると思うので、そこのギャップというのは非常に大きいかもしれない。そう

いうのを見ていて感じた。 

（橋本委員）内容的にはほとんど問題がないと思う。言われていたように言葉の流れが聞

き取りづらいとか話の中身が少しわかりづらいみたいなのはあるが、全体としてはＯＫだ

と思う。最後の方のところで気になったのは、「でもないのだね。デジタル需要の増加にと

もない」という所があったが、唐突で、どことつながっているのかわからなかったところ

が気になった。それから、最後に、空飛ぶ自動車というところでしめてあるが、そういう未

来的なところに持って行くのかな、というのは思ったが、そこまでいくのかなと思った。 

（柏木委員）すごく良い動画と思った。これからの車がどのように変わっていくのかとい

うのがすごくわかりやすく説明されていたのでよいと思うのだが、この整備の中で、近未

来というか未来の話になってくると、ほとんどが診断器をつないでとかノートパソコンを

開いてという映像が多くなってくる。しかし、実際は、そこの部分は作業の中では少なく

て、今でもリフトで上げてという作業、何かを交換する、点検する、清掃することがほとん

どである。実際、整備に興味がある子というのは、みんながみんなコンピュータをつない

でというのを求めているのではなく、車に直接の作業的な動画じゃないが、「やはり皆さん

の技術が必要なのです」というところをふまえていくのもよいかと思った。 

（中原委員）動画を見せていただいて、私も未来を感じるような動画だったと思った。何

人かの方が言われていたことと似たようなところがあるのだが、まずは、説明文が長いと

いう印象があった。あと、急に話が飛んだような印象のところも何点かあったので、その

辺、登場人物のキャッチボール形式でもう少し分かりやすくすることが必要かと思った。

それから、未来のことだが、先程も言われていたが、ディスプレイオーディオというオー

ディオ機器、携帯をつないだりして通信機器を使うのだが、今のエンジニアはかなり苦手

意識が出てきてしまっているような状態になっているので、将来もっともっと複雑な電子

機器が搭載されると思うので、その辺も心構えをして、現在でもありますよというところ

を伝えていくということが必要になってくると思うし、もちろんそれだけではなく、手が

油まみれになって作業をするということももちろんあるので、機械をさわるということは

まだまだ仕事としてあるので、その辺もしっかりと授業として、こういう仕事ももちろん
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ありますよというところを伝えてもらったらよいかと思った。 

（伊勢委員）ＩＴの面からの意見になる。映像と人物の動きが単調なように思われた。ま

だ試作段階ということなので、改善されるのであれば動きのある動画を入れ、もう少し臨

場感のあるコンテンツに仕上げてはどうかと思う。 

（矢部委員）自動車を扱うのは人であることが多いので、コンピュータを導入していって

も判断するのは人間だと思う。といいながらいつまでもそんな時代が続くとは限らない。

突然それが変わってくるのかなというような思いもあるので、小さなことからいろいろな

ことから変化していくということを意識していただいて、こういう所が変わっていくべき

ではというようなご意見をいただきましたら、そういうことも踏まえて今後の課題として

進めていきたい。 

（永城委員）貴重なご意見をありがとうございました。いただいた意見を参考に修正して、

動画作成の取り組みたいと思います。 

３．事務連絡 

（永城委員）次回のプログラム開発委員会では、哲学対話教材のコンテンツが完成してい

ると思われるので、このことについてご意見をいただきたいと思っている。時期に関して

は、９月ごろを予定しているので参加の程宜しくお願いしたい。 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

会議名 第２回 プログラム開発委員会 

開催日時 2024 年９月２日（月）17：30～19：00 

場 所 専門学校日本工科大学校（オンライン会議） 

出席者 ＜オンライン参加外部委員＞（計 14 名） 

中原委員・鍛冶委員・土井委員（欠席）・髙月委員・藤井委員・小林委員・井戸委員・ 

脇崎委員・野田委員・橋本委員・柏木委員・濱田委員（欠席）・松尾委員（欠席）・伊勢委員・

阿部委員・小谷委員・山下委員 

＜実施校委員＞（計８名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員・矢部委員・片山委員・古河委員 

議題等 [会議目的] 

 哲学対話教育教材をより良いものとするために、作成概要動画を視聴し意見交換を行う。

さらに、今回の教材テーマが「自動車業界でできるＳＤＧs ってどんなものだろう」である

ことから、各企業やディーラーの方々のＳＤＧsの推進状況を意見交換し、哲学対話の授業

をより充実したものにするための検討を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 哲学対話教育教材の作成計画（報告）

（２） 哲学対話教育教材①の作成概要動画の視聴

（３） 哲学対話教育教材①の各委員の意見及びディーラーのＳＤＧs 推進状況

３． 事務連絡 

・第３回プログラム開発委員会：11 月「ディーラーＤＸコンテンツについて」 

４． 閉 会 

＜配布資料＞ 

・教材①：自動車業界でできるＳＤＧs って、どんなものだろう。

・教材②：自動車業界の人手不足でどんなことが起こっているのだろう。

その時どんなマインドが大事になってくるのか。 

・教材③：あなたは就職先を選ぶときに何をポイントに考えますか。

自動車業界で出来るＳＤＧs って、どんなものだろう。 
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・議事次第

・哲学対話教育教材①の作成概要動画（視聴）

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第２回プログラム開発委員会が開催された。 

２． 議事 

（１）哲学対話教育教材の作成計画（報告）について

（永城委員）哲学対話教育教材の作成計画について、片山委員が報告します。 

（片山委員）哲学対話教育については、兵庫教育大学の哲学の専門家であられる森教授の

助言をいただきながら進めている。令和４年度、５年度の２年間で、３つの教材を作成し

てきた。加えて、今年度は新たに３教材を作る計画である。教材①、教材②、教材③と３つ

の教材作成の計画を立てている。教材作成にあたっての観点だが、森先生の助言として、

コミュニケーション能力を高める、問題解決能力を高めるということも重要であるが、そ

れは一回授業をしたからといってすぐに高まるものではない、繰り返し実施することが大

事だということである。特に、一つの教材については、視野を広げる、発想を広げる、とい

う観点で教材を作成していく方が良いのではないかということである。また、いつも自分

の立場からばかり考えるのではなく、違う人の立場に立って考えられるような場面がある

そういう教材がよい、というその二つの視点をいただいている。「視野を広げる、発想を広

げる」「違う人の立場に立って考える」ことができるような教材ということで、今作成して

いるところである。本日は、教材①についてご意見をいただきたい。②③については、ご意

見をいただく時間がないので、この場で簡単に説明をさせていただく。 

教材②の「自動車業界の人手不足でどんなことが起こっていくだろうか。その時どんな

マインドが大事になってくるのか」というテーマを掲げている。これは本日ご参加いただ

いている企業様の中にも、外国人技術者を導入されているところもあろうかと思うが、そ

ういった状況がこれから起こってくるであろうと。これまで経験していないような人と出

会うこともあるだろう、そういったことで、人手不足の面から外国人技術者とかに目を向

けながら、そういう人たちと共生していく、共に会社を盛り上げていく、支えていく、大き

く言えば日本を作っていく、そういうふうな教材ができないだろうかということで教材②

として挙げている。 

 教材③では、「あなたは就職先を選ぶときに何をポイントにして考えますか」ということ

で、就職先は一生で大事なところであるが、会社の規模とかお金とか福利厚生とか、そう

いったことは当然考えていくと思うが、自分のやりがいとか自分の生活を豊かにする、そ

ういった今まで考えていないようなところへも視点が広がるような形で議論ができればよ

いということで、友達の意見を聞きながら、そういう視点もあるのだなというような議論

を進めていきたいと考えている。そうすると、就職する時にいろんな視点から会社を見る

ことができるであろうということで、そういった教材を考えている。教材②教材③につい

てもご意見をおっしゃっていただいたらよいと思う。今日は、この後、教材①を中心に協
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議を考えているので宜しくお願いしたい。 

（２）哲学対話教育教材①の作成概要動画の視聴

（永城委員）今回は時間の関係上、３つのうちの教材①の「自動車業界で出来るＳＤＧs っ

て、どんなものだろう」という動画である。これはまだ製作途中になるが、ご視聴後、各委

員様からご意見をいただくとともに、各企業様もＳＤＧs に取り組んでおられると思うの

で、その推進状況も伺いたく思っている。 

※ 哲学対話教育教材①「自動車業界でできるＳＤＧs って、どんなものだろう」を視聴

（片山委員）少し付け加えさせていただくと、今の動画は、今日の会議のためにイメージ

的に作ったもので、本当は２人の配役が出てきて、背景も違ってもっときちんとした撮影

をする予定である。それから、声もＡＩの声で、機械的な声になっているが、それについて

も改善するのでよろしくお願いしたい。 

（３）哲学対話教育教材①の各委員の意見及びディーラーのＳＤＧs推進状況

（永城委員）内容については、こういうシナリオで作っていくということである。改善点

とＳＤＧs の取り組み、この２点についてご意見をいただきたい。 

（中原委員）ＳＤＧs って、始まったときは、環境のことだけというようなイメージが広が

ったように思うのだが、今の動画にはそれ以外のことも織り込まれていたので、それはよ

かったと思った。ただ、流すようなイメージの仕組みだったと思うので、これをパッと見

て全部頭に入ってくるかというと、なかなか難しいところもあると思うので、かみ砕いた

ようなところがあってもよかったのではないかという印象が残った。ＳＤＧs の取り組み

については、うちのホームページに書いている内容の情報になるのだが、項目でいうと３

番の「すべての人に健康と福祉を」とか、８番「働きがいも経済成長も」とか、11 番「住

み続けられるまちづくりを」、13 番「気候変動に具体的な対策を」、16番「平和と公正をす

べての人に」、17 番「パートナーシップで目標を達成しよう」というところで、うちの会社

は取り組んでいるということをホームページ上で言っている。基本方針としては、細かい

説明はいっぱい書いてあるが、まずは「愛され信頼される企業を目指します」というとこ

ろが一点と、「地域社会と調和がある成長を目指します」ということと、「取引先を尊重し、

よりよいパートナーシップを目指します」という取り組みと、「従業員とその家族が誇れる

企業をめざす」ということで取り組んでいるという表記がホームページにあるので、うち

の会社の方針としては、そこを目指しながら細かい取り組みをしていくということである。 

（高月委員）車の会社としては直接的な動画であったと思うが、企業イメージを上げるこ

とにＳＤＧs に取り組むというのは、車会社だが車以外のこともいろいろやったらいいよ

ね、という部分も、先ほどの視野や発想を広げるという部分では必要なのではないかと弊

社では考えている。取り組みとしては、できる部分からやっていこということで、ＳＤＧs

っていろいろな考え方や解釈の仕方があると思うが、弊社もホームページでうたっている

が、今、関西万博で競争チャレンジというのをしている。それもどちらかといえばＳＤＧs

寄りの内容になっていて、そちらの方に投稿させていただいている。どんな取り組みをし
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ているかというと、例えば店舗での献血、献血カーを呼んで献血をするとか、社員がベル

マークを集めて地域へ寄付をするとか、地域清掃などを店舗では定期的にやっている。ま

た、整備士学校さんへのセミナーの参加や、大学と提携して、大学の華道部が作品を披露

する場として弊社の店舗のショールームに飾ったりというようなことをして、地域の活性

化にも関西万博が終わるまでの間は、そこへ注力して活動としてやっている。それがなく

なると、またＳＤＧs のところでどんな活動ができるか、どんな地域貢献ができるかという

ことで、取り組みを考えていくという流れになっている。 

（鍛冶委員）いまの動画で、全体的なＳＤＧsについては理解ができているが、では、自動

車業界の中でのＳＤＧs というところで、この題材で学生さんに向かってということであ

れば、一つ進んでもよいのではないかと思う。前まで出ていると思うが、ケースであった

りと言われるような形ですね、動画の中でもコネクティッドという形とか、カーシェアリ

ングとか、電動化ということも出てきていると思うが、では、「ケースって一体何なのか」

というようなところも学生さん向けにはもう一つ増やしてもよいのではないと考えた。カ

ーボンニュートラルも含めて、今まで言われていることも一緒かと思うが、その形で、動

画の中では思った。当社の方でしていることについて、具体的にどうこうということはお

伝え出来ないが、ホンダ技研としてやっていることの一つとしては、同じカーボンニュー

トラルに関しての次期車両であったりというのが、いわゆるゼロエミッションという車自

体を今後出していく予定というのを聞いている。その他に、現在取り組まれている内容と

すると、他のメーカーさんもされていることだと思うが、メーカーがやっているカーシェ

アリングであったり、マンスリーオーナーといって月極めでユーザーさんに貸すというよ

うな形を日本全国のホンダカーズのお店がピックアップ、いわゆるマンスリーオーナーと

言われるのをやるというお店に関しては、サイトの方からユーザーさんが申し込んでやっ

ていくということで、これも自動車を買う、所有するという時代から借りるという時代に

今後も変わっていくところの中での、これも一つのＳＤＧs ではないかと考えているので、

その辺がお伝えしたいところである。 

（脇崎委員）まず、動画の感想だが、動画のメリットとして、本とか文章で伝わりにくいと

ころを動画を使うことで分かりやすく伝えることがメリットの一つかなと私は思ってい

る。今回暫定的な動画だということだが、もう少し動画としての内容が分かりやすく伝わ

りやすい動画になっているとよいなと感じた。暫定的な動画だということで、テロップを

読み上げるような動画になってしまっているので、実際に見た学生さんが、その内容をイ

メージするのは少し難しいのではないかという印象を受けた。ＳＤＧs については、委員の

皆様が言われている以外のところで言うと、当社は、各整備工場で出た排水、汚水のとこ

ろについて、再度再利用できるように浄化装置のようなものを各整備工場に設置をして、

できるだけ排水を再度利用できるような設備を作るという取り組みを行っている。 

（井戸委員）当社のＳＤＧs の取り組みは、会社全体で言うと、健康系優良法人というよう

なことで取り組んでいる。推進に関する方針として、「経営者はまず歩き、風通しの良い環

境を作る」「管理者としては職場環境の改善や働き方改革を推進する」「社員は自らの健康

の向上、そして働く仲間を思いやる、助け合う心を育む」ということで、健康組合であった
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り産業医と共に連携して取り組んでいる。その中の一環として、定期健康診断の受診率

100％、定期健康診断後の精密検査受診率 100％であったり、ストレスチェックの受診、労

働時間の状況管理、離職率の状況管理、傷病による休職の管理というようなことを行って

いる。また、防災に備えたＢＣＰ作成、ハザードマップを備蓄品と合わせて保管、事前に危

険場所の確認・共有、ヘルメットを拠点に配布などに取り組んでいる。あとは、ホームペー

ジにも載せているが各拠点での取り組みとしては、マイボトルの運動、拠点周りの清掃、

使用しないところの消灯、エアコン設定温度の１度アップ、ペットボトルキャップの回収

によるワクチンの寄付など、自分たち拠点の実施項目として取り組んでいる。動画につい

ては、ＳＤＧs というのは、その取り組みの範囲が広いので、動画にあったようにサスティ

ナブル社会をめざすということでよいというように思った。

（藤井委員）動画については、タイトルが「自動車業界でできるＳＤＧs」ということで、

業界全体の話をされていて、途中から、工場というかお店というか、ディーラーで出てき

そうなところ、さらに最後に個人としてどうするかというところの３段階になっていたの

でわかりやすかったと思うが、もう少し区分けがはっきりと分かった方が見やすかったか

と思う。あと、先ほども言われていたように、今製作段階ということで、内容がずらずらと

会話ばかりの形で、文字起こしをしてくれているので、文字を読んでいけば理解できるの

だが、所々にサンプル動画のようなものが入れば、よりわかりやすく見えたのではないか

と思う。言葉だけでなくせっかくの動画なので、何かサンプル的なものがあればと思う。

弊社で取り組んでいるＳＤＧs については、なかなかそこまでは進んでいないのが現状だ

が、従業員の健康を守るためにそういった取り組みを当然行っているが、自動車整備、自

動車業界というところでいけば、我々の親会社が神姫バスという公共事業を扱っているの

で、以前のように軽油で走るだけではなく、神姫バスも水素で走る、水素バスを走らせて

いる。中国製にはなるが電気バスと言われるＤＹＤ、アルファバスも導入して走らせると

いうところでは、我々が作ることはないが、他社が作ったものをいかに技術を仕入れてメ

ンテナンスしていくかというのもこのＳＤＧs の取り組みの一つになるかと思っている。

あと、新しく立ち上げた電気自動車の会社というところでも、メンテナンス協力を行って

いきながら、どんな形に広がっていくかわからないが、新しい技術を身につける、新しい

エネルギーに向けて前向きに取り組むことを実際にしている。あと、感じたこととしては、

このＳＤＧs に取り組んでいるということが、会社の魅力につながっているのだなという

ことを委員の方の話を聞いていて思ったので、こういったことに取り組んでいるというこ

とを大々的に言えるように会社としても取り組んでいかないといけないなと思った。 

（小林委員）動画で、ＳＤＧs の取り組みの範囲というのは、ありとあらゆる多種多様な取

り組みというのがあると思っている。その中で、先ほどから委員の方のご意見にあるよう

に、学生さんが、ＳＤＧs って何なのだろうというのを、動画を見たときにこういうことが

ＳＤＧs の活動に繋がっているのかということが端的にわかるような、そういったことが

あればよかったのにという風に感じた。私のところのＳＤＧs の取り組みとしては、従来か

らいろいろなサービスの仕事の中で、いろんなものが循環する中で、従来から混在してい

ると思う。では、これからの時代でＳＤＧs の活動を企業としてどういったことに取り組ん
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でいくのかということで、具体的なことは会社としてはホームページ上とかそういったと

ころに明示をしてはいないが、お客様向けだとか、うちのお客様ではなく地域の方々だと

かそういった方々への奉仕活動だとか、離れた分野での提案活動などを少しずつしている

という状態である。 

（野田委員）まず、お聞きしたいのは、なぜこのＳＤＧsが題材になったのか。 

（片山委員）ＳＤＧs がテーマとして上がってきたのは、昨年までの３つの教材では、電気

自動車とか、整備士としての仕事の内容とかそういったものが入っていたが、観点を変え

て、学生たちの多様な意見が出やすい範囲が広いもの、意見が広範囲に出やすいものとし

て一番にＳＤＧs を入れていこうということであげている。その中で、先ほどからご意見が

出ているように、自動車の急速な発展もＳＤＧsにつながってくる部分もあるので、自動車

の発展も含まれるし、環境、職場環境、地球環境、そういった広い面で出てくるので、学生

から広範囲で意見が出やすい題材ではないかということでこのＳＤＧs を取り上げた。 

（野田委員）ありがとうございました。動画を見て感じたことだが、学生さんたちが、ＳＤ

Ｇs という言葉がどういう意味なのか、何をすることなのかわかっていらっしゃるのかど

うか、もしわかっていないのであれば、何人かの委員の方が言われたように、当初のＳＤ

Ｇs から今は大分いろんな考え方が入ってきていて、福祉とか自動車と全く関係がないよ

うなところまできているような状況なので、いきなりすそ野を広げてしまうと何が何やら

さっぱりわからない。「自動車業界がほんとに目指すＳＤＧs って何なのか」という入り口

がもう少し詳しくわかればよかったのかなと思った。ホンダさんの委員さんが言われてい

たがＳＤＧs のケース、ここは学生さんにはしっかりと分かっていただきたい部分だと思

うので、そこはもう少し掘り下げたらどうかと思った。弊社のＳＤＧs の取り組みだが、何

もしていない。一般の修理工場なので、ディーラーさんのような高尚なことは何もできて

いない。今、皆さんのお話をお聞きしていると、「そんなん昔からやってるやん」というこ

とに、ＳＤＧs の看板がついているところがあるかとは思うが、我々修理屋さんももう一歩

何か、今やっていることのもう一歩先のことを変えていくのがＳＤＧs につながるのかな

という気がしている。私も 40 年くらい前にディーラーにいたが、こんな考えは全くなく、

町の修理屋さんと同じようなことをやっていたので、今になってＳＤＧs を考えるように

なると、弊社一つの会社で 12～13人しかいないが、今話していたようなことは、全部社長

が一人でやらないと駄目なような内容になっているので、これからのことも考えていきた

い。 

（橋本委員）私の会社も小さな会社で、会社として取り組めていることはありません。照

明をＬＥＤ化したり、フロンの回収をしたりなど当たり前のことをやっているだけである。

市内のＮＰＯ団体さんと協力をして、紙ごみを回収してトイレットペーパーにしてそれを

使ったりということ、それからとトライやるウィークに協力したりといった程度である。

動画の方は、我々自動車業界でＳＤＧs というと、電気自動車ということになりがちだと思

うが、もっと根本的なところで定期点検であるとか、車検制度であるとか、そういったも

のをきちんとやることによって車の性能が良くなって、環境にも貢献しているんだよ、大

事な業界なんだよというところも、もうちょっと付け加えていただけると嬉しいなと感じ
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た。 

（柏木委員）ＳＤＧs というなかなか難しいところの問題なので、私も勉強不足のところが

多いのだが、動画を見て感じたのは、最後の最後に、「意識を持つことから」というところ

がすごくよいなと思った。ＳＤＧs と聞くと、環境問題とか、あと人のサービスであったり

というところが出てきてしまっているが、ＳＤＧs のことを少し調べてみると、学生さんが

企業さんを選ぶ対象として、どういう風に会社さんが従業員さんを育てていくのかという

人的な内容も入ってくるのかと思う。実際、自動車業界の環境問題となってくると、製作

メーカーさんが多く関わってきてしまうのかなと思う。車を作ろうとすると、作るための

部品や資源であったり、実際それを作る過程において環境問題に関わってくということに

なるので、自動車整備業界においてのＳＤＧs に関わってくるところというのが、動画の中

に、もう少し入れられたらよいのかと思った。工場地帯はどうしても汚れていくというと

ころがあるので、分離層、汚い水をそのまま流さないとか、車から排出される排出ガスを

きれいにするために、エンジンの始動をよくするためにメンテナンス系に力を入れている

とかなど、整備に関するＳＤＧs も何か入れていただいた方がよいかと思った。 

（永城委員）ここからは教育機関の方となるので、動画の感想や意見等をお聞かせいただ

きたい。 

（阿部委員）見せていただいて、良い動画なのかなと思った。あと、音声がＡＩだったので

変えていくというという話があったが、逆に今の子たちって、ＡＩの音声に慣れているの

で、個人的にはＡＩの音声でよいのではないかと思っていた。あと、ＳＤＧs の取り組みと

しては、私は、福島県の自動車の整備のある学校なのだが、取り組みとしては、まず「ＳＤ

Ｇs とは何ぞや」というところを２年前から取り入れている。「ＳＤＧs というのはこうい

うことだよ」という話をしながら、ＳＤＧs の 17 項目あるうちのその中でも特に自動車整

備が、自動車業界で関わりのあるものが、例えばだが 13番目の気候変動のところ、二酸化

炭素とかカーボンニュートラルというのがすごく関係性があるよねというところで、最近、

授業に取り入れている。最後は先ほども言われていた意識を持つことということだが、い

かに、学生たちに身近に感じてもらって、「こうしたらまずいんだよ、だから今こういう風

に変わってきている、変えていかないといけないんだよ」というのを教えているところで

ある。だから、例えば業界的に、「ディーラーさんではこういう風にと具体例を挙げながら、

こういう風に業界も動いているので、まずは、意識や知識を持って業界に行きましょう。

取り組みましょう」と教えているところになる。あと、うちの学校にも建築があるので、建

築もカーボンニュートラルというところで、そういった勉強をしているところである。 

（山下委員）途中から入ったので、導入の部分が分からなかったのだが、聞いていて最後

の辺りで、とりあえず電気自動車というような文言があったと思うのだが、とりあえずＳ

ＤＧs に関して電気自動車にしなければならないのか。私自身個人的には、はてなが付い

た。これをまず電気自動車にしようと学校さんが思われるのであれば、まずという文言的

なところだけをとった。本校でも、恥ずかしながらＳＤＧs のことに取り組めていない状況

である。だから、動画とはかけ離れているが、こちらも見させていただいて、自動車業界で

はどんなことをするのだろうかという風な気持ちで見させていただいた。 
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（伊勢委員）今回、動画の内容が自動車業界のことなので、例えば動画に内容以外で、自動

車を作るところの話でもよいし、自動車を手放したという話があっても良いように思った。

いろんな場面が取り上げられそうな気がするので、自動車業界様のいろいろな部分を使っ

ていくのが良いかと思った。それから、この動画を見る学生さんがどれくらいの学習をし

た後でこれを見るのかということも、動画作成の上で重要かなと思っていて、まったくＳ

ＤＧs のことを知らない人がいるかもしれないし、ある程度知識を持った人が学習に臨む

かもしれないので、設定がなされていれば動画を作る目的や内容も決まるのではないかと

思った。 

（小谷委員）動画については何人かが言われていたが、ÅＩの音声というのは、私自身入

って来にくかったように思った。ただ、言われていたように最近の学生さんはそちらの方

が馴染みがあるというのもなるほどと思った。その上で、内容自体は、ＳＤＧs というのは

幅広い内容だと思うがこういうものなんだよというのが分かりやすかったというように思

う。ただ、幅が広い内容なので、動画を見て学生さんに「自動車業界で、どんなＳＤＧs に

取り組めるだろう」と問いかけたときに、この内容だけでは意見がなかなか出てきにくい

ように感じた。今、いろんな企業さんがこんなことに取り組んでいるというのを言われて

いて、ディーラーさんならではの意見があったりとか、特に自動車業界に限ったことでは

なく、いろんな業界で取り組まれていることもあったと思うが、こういうことが自動車業

界でもディーラーさんでも取り組めますよという具体例がいくつか入っていると、そうい

ったのを見ていると、学生さんも意見が出てきたり、こんなこともできるのではないかと

いうような意見や考えにつながったりするのではないかと思った。 

（永城委員）本校の委員の意見もお願いしたい。 

（力丸委員）今回、企業の方にご意見をきかせていただいて、幅広い内容のＳＤＧs をされ

ているなと思った。自動車の業界にいると、自動車の業界だけでのことかと思っていたが、

もっと身近なことでいくとトライやるウィークだとか健康診断であるとか、自動車業界以

外のところでも会社としてされていた。自動車の業界、製造も含めて、その中で製造する

時にＳＤＧsを使ったりとか、もっと狭めると自動車整備としてＳＤＧsを実施していると

いう、なかなかいろんな段階で幅が広いというのを改めて感じた。今回、話を聞かせてい

ただいて、うちの学生というのは、自動車の業界へ入っていく上で、幅広く意見を出すの

か、自動車整備士として狭めた状態で掘っていくかというところでヒントをいただいた。

その意見を聞きながらどこに照準を絞っていくか考えて進めていかないといけないと私自

身感じた。貴重なご意見をありがとうございました。 

（梶生委員）皆様のご意見をお聞きして思ったこととＳＤＧs についてだが、ＳＤＧs とい

うのは 17 項目あるのだが、こちらに書いてあることは抽象的で結構幅広いというか、正解

がないようなことがＳＤＧs だと思ったので、やはりこの教材を使って学生の若い意見を

引き出して、新しい考え方だとか、なかなか思いつかないような意見を引き出せていけた

らと思うので、貴重な意見をいただいてありがとうございました。 

（片山委員）自動車学科の授業で、ＳＤＧs は教えているのか。 

（梶生委員）授業ではないので、逆に言うとこういう哲学対話を使ってＳＤＧs を教えてい
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くというようなことが今後の課題だと思っている。 

（永城委員）１級の学生の３学期には、企業さんがその辺りに結構重きを置いておられる

ので、就職対策としてそういうのを知っていたらよいと思うので、授業で少ししている。 

（岡崎委員）私も委員さんのご意見をお聞きして、ＳＤＧs とよく言うが、果たして学生は

どれくらい理解しているのだろうというのを感じた。このコンテンツを使っていく中で、

学生も、知ってっている学生、知らない学生がいると思うが、いろんな意見を出してもら

ってＳＤＧs ってどんなものかを感じてもらったらと思った。ほんとに身近な内容をとい

うよい意見をいただいたので、身近なところから考えていければよいのかなと感じている。

ありがとうございました。 

（薮下委員）皆さんのご意見を伺って、私も昨年までディーラーに勤めていて、ＳＤＧs の

ことに関してずっとやってきたことがある。以前のＳＤＧsというのを照らし合わせて、簡

単に言うと節水をするとか使わないところの電気を消しましょうとか簡単なところから学

生にイメージをつけて、働き始めると身体が資本の仕事になるので、企業様の方は健康に

関してを第一に考えていただいている部分もある。長く雇用していきたいという上では健

康診断、後は助け合いという面では、これから留学生の人がどんどん社会に出てきて一緒

に働く機会が増えてくると思うので、そういったことも含めて広い視野で議論していった

ら学生のためになるかと思った。 

（矢部委員）ありがとうございました。お話を聞く中で、目に見えてできること、省電力で

あったりとか、省エネというのを考えるのは大事だと思っている。今日、お話を聞かせて

いただく中で、人を大切にするという観点がいるのかなというのが非常に思うところで、

企業の皆様はその観点で実現に向けて対応されているのだなということを聞くことで、今

後とも取り入れていきたいなという風に思った。 

（事務局）貴重なご意見をたくさんありがとうございました。今回のこのＳＤＧs のことだ

が、皆さんのご意見の中に、ケースについて取り上げてほしいというのがあったが産業Ｄ

Ｘの方と重なると思ったので、今回はざっくりとした全体的な内容のものにさせていただ

いた。もう少し整備士のことについて取り入れていけたらと思っている。よろしくお願い

します。 

（片山委員）貴重なご意見をありがとうございました。今いただいたご意見を基に、修正

し、教材作成に取り組んでいきます。 

（永城委員）本日は、貴重なご意見をありがとうございました。 

３．事務連絡 

（片山委員）第１回目は、業界のＤＸについて議論いただいた。第２回目は、本日の哲学対

話、第３回は、ディーラーＤＸの予定でいるが、全然作成できておらず、これから作成にか

かるところである。それの試作段階のようなものになるが、ご覧いただきご意見をいただ

きたいと思う。時期は 11 月を予定している。詳細については、改めてご連絡させていただ

きます。 
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４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第３回 プログラム開発委員会 

開催日時 2024年 11 月８日（金）17：30～19：00 

場 所 専門学校日本工科大学校（オンライン会議） 

出席者 ＜オンライン参加外部委員＞（計 13 名） 

中原委員・鍛冶委員・土井委員・高月委員（欠席）・藤井委員・小林委員・井戸委員・ 

脇崎委員・野田委員・橋本委員・柏木委員・濱田委員（欠席）・松尾委員（欠席）・伊勢委員・

阿部委員・小谷委員・山下委員（欠席） 

＜実施校委員＞（計７名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員（欠席）・岡崎委員・薮下委員・矢部委員・片山委員・ 

古河委員 

議題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 これまでに、調査したり企業に協力いただいたりしたディーラーＤＸの取組一覧を基に、

情報交換をするとともに、本年度制作したディーラーＤＸのコンテンツ動画を視聴し、感

想や意見交換をし、よりよいものにするための検討を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 主なディーラーＤＸについて 

※ 情報提供依頼 

（２） 令和６年度制作中のＤＸコンテンツについて 

※ 動画視聴 

３． 事務連絡 

４． 閉 会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・ディーラーＤＸ取組一覧 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第３回プログラム開発委員会が開催された。 

２． 議事 
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（１） 主なディーラーＤＸの取組について 

（永城委員）主なディーラーＤＸの取り組み内容について、力丸委員が説明します。 

（力丸委員）事前にお渡しのディーラーＤＸ取組一覧をご覧いただきたい。３年間、いろ

いろな情報を聞きながら、多くの企業を回らせていただいた。今年度も、４本の動画を作

るということで、兵庫日産さん、いすゞ自動車近畿さんにご協力をいただいて、２本は決

定している。あと２本作成しないといけないという状況である。もしも、今から説明をす

る以外で取り組みがあれば、ご紹介していただきたい。それでは、ディーラーＤＸの取組

について説明する。「車両認識システム」は、「お客様来客時に出入口にあるカメラによっ

てナンバープレートを読み取り名前や車両データを把握」ということで、多くの企業さん

が実施されているかと思う。これを動画にした。「タイムマネージメント」は、「ＩＴを利

用。車検や点検の予約が入ると工場長が役割を分担し 1 日の予定表を作成。各整備士はＰ

Ｃ及びタブレットで担当作業を確認でき作業中、作業完了をＰＣにより入力することでリ

アルタイムの進捗状況の把握が可能」、次に「コネクティッドカー」は、「車両に通信端末を

搭載し、車両や運転者等の状況を把握してＩＴで必要な情報共有を行い、トラブル等を迅

速に対応」ということで、今年度はスズキさんといすゞ自動車近畿さんの方で動画にさせ

ていただいた。次に「作業工程管理ボードデジタル化」は、「入庫予約からをすべてデータ

化し、当日行う作業予定と作業状況をモニターにて全体管理が可能」、続いて「ウェアラブ

ル端末を使用した定期点検」は、「乗用車の点検時に、点検項目をパソコンから音声により

作業者に指示が可能」、続いて「タブレットでの顧客説明」は、「お客様への整備説明などは

タブレットを使用し、自動車の構造や仕組みを動画やイラスト、写真でわかりやすく整備

説明」、続いて「修理書・配線図集等の電子化」は、「自動車整備中にＰＣ端末を利用して車

両情報を打ち込むと車両の修理データや配線データが瞬時に表示」、続いて「ワンストップ

サービス（ＯＳＳ）」は、「自動車に関する各種手続きと税・手数料の納付がインターネット

上で一括して行う事ができるシステム」続いて「インターネットを使った自主学習システ

ム」は、「インターネットを使った勉強を就業時間内の細切れ時間で行う事で時間を有効に

使う事が可能」、続いて「アプリを使用したＬＩＮＥ入庫」は、「アプリを使用して入庫予約

ができ、顧客の利便性の向上」で、こちらは、24時間入庫予約ができるということである。

次に「車両データ確認システム」は、「車両データはすべてメーカーで確認できるシステム」

で、これは、メーカーですべて情報を取った中で、いろいろな顧客サービスに展開してい

くというサービスになっている。次に「中古車のＡＩ査定」は、「下取り車の査定を効率的

に行うためアプリを使用し、必要事項、写真等を順番に入れることによって相場にあった

金額提示がされ、そのため時間短縮が可能」、続いて「リモート故障診断」は、「遠隔地に居

ながらアプリを利用して音や振動などを確認しながら故障診断を実施することが可能」、続

いて「車検連携システム」は、「検査員が車両検査を実施することにより測定値が自動で記

録簿に記入できるシステムで、誤記入もなくなり作業効率が改善」、続いて「お客様情報ツ

ール」は、「お客様の情報を会社全体で共有する事でお客様個人個人に親身なアドバイスが

可能」、続いて「ＡＩ等を利用した見守りシステム」は、「車両のコンピューターからの情報

を、サーバーで常に監視することで、そのデータの中から車両の故障が発生している状況
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や、発生する可能性の段階を、ＡＩ等を利用して把握」、続いて「ｉＰａｄを利用したエー

ミングセッティングシステム」は、「エーミングのセッティングを楽々エーミングを使用し

て、ｉＰａｄのＡＲ機能により可視化することでターゲットの設置を容易に実施可能」、続

いて「点検サポートシステム」は、「車ごとに異なる点検箇所などを、イラスト等で表示し

て点検箇所を確認できる。点検方法や点検基準なども表示され、良否判定を簡単に確認し

ながら作業を行うことが可能」、続いて「車両パーツ検索サポート」は、「自動車の整備で部

品交換が必要になった場合の検索機能の充実」、続いて「ＶＲによる点検箇所を可視化」は、

「マイクロソフトのホロレンズ（ＶＲゴーグル）を装着し、点検項目や点検方法を空間に

表示させることにより実車での作業を効率化できるシステム」、続いて「Ｇｏｏｇｌｅフォ

ームを利用した工具のチェック管理」は、「工具チェックをＧｏｏｇｌｅフォームで写真を

撮影して管理することで作業効率が向上し時間短縮することが可能」、続いて「トルク管理

システム」は、「トルクレンチでの締め付けトルクがデータ化され会社やお客様とデータの

共有ができることによって整備士のミスがなくなり安全性も確保することが可能」、続いて

「ＡＲ技術を使用した整備作業データの閲覧」は、「ＡＲ技術を使用してタブレットを介し

て車両を見ることで配線図が出てきて、配線、コネクタの情報を見ることが可能」という

ところまで記載があるかと思う。もう一つ追加している。それは、「ＢＰ作業の工程管理」

ということで、「板金塗装等の修理工程の開始と終了を各担当者がシステムに入力し、現時

点でどの作業状況かを見える化することにより、各担当者の業務管理の簡素化が可能。ま

た、お客様の車両の作業の進捗状況をＢＰ工場だけでなく、各営業所からも確認が可能」、

ということになっている。 

（永城委員）以上が、こちらがいろいろ調査して、また企業の方にいろいろとご協力をい

ただいてまとめた内容となっている。これらの取組以外で、ＤＸの取組について情報提供

をお願いしたいと事前にお願いをしていた。もしあれば、情報提供をお願いしたい。 

（中原委員）今お聞かせいただいた中に入ってしまう情報だと思うのだが、「ＡＩ等を利用

した見守りシステム」の中で、トヨタ自動車から案内があった分があって、車両のスピー

ドセンサーの情報を基に、「タイヤの脱落予兆検知システム」というのが始まるそうである。

これからの季節、タイヤの付け替え、スタッドレスの付け替えをお客様自身が付け替えさ

れるということが多くなってくるので、車速信号の波形の乱れを基に、「ホイールが緩んで

いる」「もうすぐ外れそうですよ」という警告を出すというのがもうすぐ始まるという案内

を受けた。 

（永城委員）このシステムは、いつ頃導入されるのかというような情報があれば教えてい

ただきたい。 

（中原委員）はっきりと詳しいことはわからないが、システム的には出来上がっているが、

それを運用するために、保険とからめてそのシステムを導入することができるみたいな、

すべてのお客様にサービスを提供できるということではなさそうなので、保険契約との絡

みがあるというのをお聞きした。 

（鍛冶委員）今言っていただいた内容は、メーカーによって呼び名ややり方が違うという

ことがあると思うが、実質、部品の注文のシステムであるとか、部品の注文のシステムの
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中から車両データ、車両の色やパーツ、グレードなどがすべて集約できるので、いわゆる

サービス的には部品の注文をするにあたって、今まではパーツリストを紙ベースでしてい

たところを間違えずに部品の注文ができる。さらに、注文をすることによって、車自体の

部品がいつ届くかもタイムマネージメントの方にも連携することができる。さらに、行っ

た内容の進捗状況についても、この車はどのようになっているかが、誰が見てもわかると

いうシステムになってきているというのは、今説明していただいた中では、だいたい理解

できるというか、導入しているところが多いというのは思う。ただ一つ、「ワンストップサ

ービス（ＯＳＳ））は、私だけの情報で申し訳ないが、している県としていない県というか、

実質やっているところとやっていないところがあるというように聞いている。兵庫県はや

っていると聞いているので、自動車の登録や車庫の証明などがワンストップで出来る。あ

と、車検のシステムもワンステップになっていると聞いている。しかし、これがすべてに

おいてＤＸの取り組み事例として全国展開という意味でどうかと思ったが、実際にやって

いるところもあり、少し気になったところである。あと、ホンダの方でどうのというのは

ないのだが、「トルク管理システム」というのは、工場の方ではされているというのを聞い

ているが、「トルクでこれだけ締めました」というのは、お客様に説明できるところは今の

ところないかと思う。お客様の安全安心にあたっては、こちらも課題になってくるのかと

思う。 

（土井委員）「車検連携システム」というのがあるが、それ以前になるかもしれないが、電

子記録簿、定期点検とかの電子記録簿で、ディーラーに特化したということで、メーカー

に特有の「特殊な構造」とか、新車点検、メーカー系の６か月点検、法定ではない記録簿と

かも電子化していこうという風な動きになっている。ディーラーでいえばそういう動きか

と思う。 

（藤井委員）さすが、ディーラーさんはいろんな方面でＤＸをされているなと資料を見さ

せていただいた。お客様の利便性を高める、そして少し整備士の手助けをしてくれるとい

うことが進んでいる中で、我々のような専業のところはここまでたどり着いていないが、

後を追って、こういうシステムが導入されれば整備士の負担も減っていくのかなと、資料

を見て思った次第である。 

（小林委員）ＤＸについてのいろいろな取り組みを見させていただいたが、正直なところ、

こんなにあるのだなとびっくりしたところである。実際のところ、当社でこれをどこまで

導入しているかというと、半分もないかなというイメージであった。ただ、こういう項目

を一つ一つ確認していったら、今後、整備士として必要な通達というのが、これからどん

どん精度が高くなっていくと思うが、あとはこういったものをどう落とし込んでいくのか

というのが今後の課題になっていくと思われる。あと、これはサービスの仕事だけではな

いが、ＤＸの範囲に入るかどうかわからないが、当社では、ショールームでのお客様の動

向の管理だとかをパソコン上でやっている。来店されたお客様が何時に帰られて、どれく

らいの時間が経っているかを、全体で共有して見る、というのが考えられたところかと思

った。これは、サービスとは離れた話になると思うが、総合的なディーラーの取り組みと

して、顧客の対応というところでの仕組みとして、当社ではそういうのもある。 
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（井戸委員）取組一覧を見させていただいた中で、当社の分はもう同じようなのが載って

いるかと思う。とりあえず「ワンストップサービス」の中のスマート継続というのを使用

しているのだが、そこで、検査の記録簿であるとか、法定点検の記録まで電子保存できる

といったようなものを利用させてもらっている。あと、「分解整備記録」などに関しても、

当社の安心点検記録簿というので、それも記録簿は全部電子化ということでやっている。

それから、あと「車両パーツ検索システム」の中で、部品の発注、それからこれで検索して

選んだ中でも、それが整備伝票の方にも反映されるといったところが追加補足して言える

ところかと思う。 

（脇崎委員）皆さんが言われる以外に特に思い浮かぶものがなかった。 

（野田委員）この取組一覧表を見させていただいて、どの項目を見ても、さすがディーラ

ーさんだなという感じを受けた。我々町工場ではまだまだ、何もできていないなと。他の

委員さんが言われていたように、これだけ項目があるのだな、いろんなところに目をつけ

てディーラーさんはされているのだなと思った。お客様に対すると対応とかいうのは別と

して、車の整備、私が整備士だった 40 年くらい前の話だが、その頃と比べると、こういう

ものがあれば楽かと思うが、ずっと培われてきた勘であるとか、匂ってどうのこうのとか、

そういったことが全くここには入ってこないので今後どういうような形で整備が成ってい

くのか危惧するところではあるが、そういった車ももうないかもしれないが。それから、

別の話で、ＡＩを使って査定をする、そういったことをドイツの会社が開発して、東京海

上さんなどが取り入れてきているというようなことを聞いている。我々町工場の方がそう

いったＡＩのことは進んできているのかなと思う。こういう作業とかについては、追いつ

けていないのが事実かと思った。 

（橋本委員）私も 10 名そこそこの町工場なので、ディーラーさんのこのような取り組みは

なかなかできないところである。例えば、ブロードリーフさんとかバンザイさんとかそう

いったシステム屋さんが、こういったものを将来的にはパッケージ化して商品として販売

してこられると思うが、お値段との兼ね合いで、導入できるのかなということだと思う。

我々ぐらいでできることは、グループラインで写真を飛ばして、お客さんの車が駐車場の

何番に止まっていたかというのを撮って、また別の人が納車する時に、ここだったという

ような共有化が、ＤＸかなというぐらいの感じだった。 

（柏木委員）この一覧を見させていただいて、こんなにあるのだなと勉強させていただい

た。まず、こういうことが増えてくると、整備士の方のサポートに繋がってくるだろうと

いうのはわかるが、逆に、結構この業界で勤務されている方で、ちょうど 10 月からＯＢＤ

検査がスタートした。そこで、コンピューターの設定とかそういうことが必要になってき

たのだが、結構苦手な方が多い。修理書関係も電子化されてきているので、慣れていかな

いと直せないというのはわかっているが、なかなかついていけない。若い方の方がそうい

うところは早い。慣れて、このスピードについていくのが大変だなというのを感じたとこ

ろである。こういうことで、事故が少なくなったり、作業ミスがなくなったりしてくると

ころはよい点だと思った。 

（伊勢委員）特にない。 
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（阿部委員）この資料を見せていただいて、23 項目あるが、自動車業界というのはこんな

にもＤＸが進んでいるのだなと感じた。それから、車を使いこなす人材を育成しないとい

けないと思った。ＩＴの知識とかそういったもののレベルアップが必要になってくると感

じた。今の若い子たちは、パソコンよりスマートフォン、タブレットの方が使い慣れてい

るので、レベルが低いというよりは、ＤＸの推進に繋がっていると思った。 

（小谷委員）私もこういうことになっているのか驚いた。これ以上のことはわからない。 

（永城委員）貴重なご意見をありがとうございました。 

 

（２） 令和６年度制作中のディーラーＤＸコンテンツについて 

（永城委員）令和６年度制作中のディーラーＤＸコンテンツについてということで、現在、

兵庫日産自動車の土井委員、いすゞ自動車近畿の脇崎委員にもご協力いただき、動画を作

成している。兵庫日産の土井委員にご協力いただいた動画が完成したので、今から視聴い

ただいて感想をいただきたい。 

＜ディーラーＤＸコンテンツを視聴する＞ 

（永城委員）動画を視聴しての感想をいただきたい。 

（中原委員）将来の技術であるとか、ＡＩアプリの技術、その使用感やイメージが非常に

わかりやすく、メリットに関してもわかりやすい動画であったと思う。感心しながら見さ

せてもらった印象なので、特に直すところはないと思う。動画の中に対応車種に限りがあ

るというのもあるし、自動車販売会社さんによってはまだ導入されていないというところ

も多くあると思うので、学生の方が就職したら、どこでもこんな素晴らしい技術があると

いうように思わないようにだけ、落差が激しいということも考えられるので、そこだけ注

意いただければ、動画として素晴らしいと思う。 

（鍛冶委員）私も同意見である。今紹介の動画は、日産さんの取組になるので、そこまで来

たかというのが素直な感想である。変更とかは全くない。よい動画を見せていただいたと

いうことで、感心した。 

（土井委員）撮影を見ていたので、こんな風に仕上がるのかと感心した。内容については、

多少盛っているので、あれが完全に現場で起こっているとは思わないでほしい。こうなっ

たらよいな的要素も入っている。近い将来ということで、そういう風に考えている。最後

のところで、野田委員が言われた勘とコツは、私も大事だと思う。こういうデジタルの中

で、勘、コツがないまま、アプリなどＤＸがないと何もできないというような、そういう風

には育ってほしくない。だから補助的なものとして効率よくするものとして活用するのは

大事だと思うが、根本的なスキルは持った上で活用していただけるような整備業界になれ

ばよいなと思っている。 

（藤井委員）私も非常に感心、感動して見させていただいた。おそらくだが、これを整備士

経験があるものが見ると、「わあ、すごいな」と非常に感じると思う。学生がこれを見てす

ごいなと思うよりも、現役整備士が見る方が、「ここまでいったか」というように思うのは、

before、after を知っているからで、紙ベースでプリントアウトしたもので一生懸命に探し

ていくという経験をした者からすると、ほんとに見やすいだろうなと思うので、紙ベース
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で探す映像があっても、比較になるのではないかと思った。あと、２次元と３次元で随分

見やすさが変わるなと思うのではないかと思うし、ＡＩであったり、ＶＲであったりとい

うのは、どうしても固定業務の基本の点検に付随する作業が多かったので、仮想と現実を

組み合わせることで、イレギュラーな配線図でのトラブルに対応できるのは本当にすごい

なと思ったし、経験ある者としては、本当に感心させていただいた。それから、これは、視

る人のイメージかもわからないが、これを作ったクリエーターさんのイメージで作られた

と思うが、私は、いろんなところでいろんな角度で土井委員が話されているのが気になっ

たところがあって、例えば、説明はこの角度で、学生に向かってしゃべるときは正面から

というように分けた方が、気が散らなくてよかったのではないかと、細かいことだが思っ

た。 

（小林委員）私も非常に感心して見た。今後、自動車整備士を目指すものとして非常に興

味がわく内容と思った。これから整備士になる若い世代に対してのアピールの仕方として

も衝撃を受けるような、今後こういったことをやってみたいなという風なことを感じるの

ではないか。よかったと思った。 

（井戸委員）非常に素晴らしい動画だと思う。先ほども言ったが、経験者としては見えな

いところが見えたらというようなことで、常に作業をしてきたと思う。ああいう風なもの

がいち早く導入されればという風に思った。 

（脇崎委員）皆様と同じで、わかりやすく、よくできた動画だと思った。あえて言うなら

ば、人それぞれ感覚の問題だと思うが、最初のＢＧＭのところで、教材にしては若干暗い

なという印象を受けた。明るくてもよいのではと思った。 

（野田委員）同じく素晴らしい動画と思った。現実の工場内との落差が激しすぎるのが一

番懸念されるところかと思った。ずっと以前に、東京のモーターショーでポルシェだった

かＢＭＷだったか忘れたが、ＶＲゴーグルをつけてエンジンの修理をしているのを見たこ

とがあるが、日本のディーラーさんもとうとうここまで来てしまっているのだということ

にびっくりしている。 

（橋本委員）我々自工側の話だが、学生さんが見る動画としては本当にかっこいいなと思

うと思う。だから、それはそれで、整備士としてやっていこうという気持ちになるのであ

ればよいなと思った。よい動画だなと私は思った。 

（柏木委員）すごくまとまってよい動画だったと思う。特に、整備士の求人倍率が５倍近

くになっている。車は好きだが整備の知識がないから整備士にはなれないと思っている人

が多いと思われるので、他業種からもどんどん入ってもらえるように、そういう意味のサ

ポートからしても最先端ではここまで来ていますよというような、学生にも良いが、学生

以外の方にも見てもらえたらよいような動画だと思った。確かに、現場とはかけ離れてい

るが、整備士業界もこういうようにへんかしていますという紹介としてはまとまってよい

と思った。 

（伊勢委員）内容については特にない。ｉＰａｄと出てきたが、商品名を使ってよいのか、

タブレットとした方がよいのか少し気になった。それから、ＡＲアプリと言っていたが、

ウェブサイトで調べても情報は出てこなかった。だから、会社の中で使われているもので、
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外部では使っていないので、そういうものを動画にしても大丈夫なのかと思った。 

（事務局）情報をありがとうございます。ＡＲアプリということで、学生たちも興味を持

ちやすい内容だったと思うのでよかったと思う。ｉＰａｄという商標を使うことについて

は、持ち帰って検討する。 

（阿部委員）すごいなという印象だった。非常によくできたコンテンツだと思った。本校

でも使用したい。他の専門学校でも利用度が高いと思う。 

（小谷委員）他の方と同じように、すごいなと思った。先程も経験したからこそというよ

うな話もあったが、クリップの場所とか向きとか、信号がわかるとか、私は整備士の方に

比べたら経験がないので余計かもしれないが、作業しようとした思ったときに、手間だと

感じることがぱっとわかるというのはすごいことだし、作業効率が上がってくるのだろう

なというのは感じた。動画の最後がどうなっていくのかというのは感じたが、ＤＸの紹介

とか今後こういった技術が進んでいくということで、動画としては非常にわかりやすかっ

たしよかったと思った。 

（永城委員）皆様、貴重なご意見をありがとうございました。 

 

３．事務連絡 

（片山委員）長時間にわたりご協議いただきありがとうございました。冒頭で理事長が申

しましたように、プログラム開発委員会は、本年度、この第３回で終了ということになり

ます。この後、いただいたご意見を基に、教材の修正、それから新たな作成も含めて、２月

末を目途に進めていきたいと思います。また、個別でお世話になる方もおられると思うの

で、その際には、ご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。 

 

４．閉会 

 永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 評価検証委員会 

開催日時 2025 年２月５日（水）17：30～19：00 

場 所 専門学校日本工科大学校（オンライン会議） 

出席者 ＜オンライン参加外部委員＞（計７名） 

藤井委員・柏木委員・伊勢委員・阿部委員・山下委員・塚本委員（代理 西川委員）・ 

成岡委員 

＜実施校委員＞（計７名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員（欠席）・薮下委員・矢部委員・片山委員・ 

古河委員 

議題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 本事業の３年間の成果物の一つである教師用「活用の手引き」、これは他の自動車整備士

養成学校の機関でもＤＸ人材を育てるにあたり参考になるように、授業の際に活用できる

ように作成した手引き書である。この手引き書の内容を説明とともに、外部委員の方々か

らこれについての意見を聴取し、より良い手引書にするための検討を目的とした会議を開

催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 活用の手引きの趣旨 

（２） 活用の手引きの内容 

・ＤＸ人材育成の推進方針 

・ディーラーのＤＸ推進状況 

・ＤＸ人材育成シラバス 

・教材「自動車産業ＤＸコンテンツ」 

・教材「ディーラーＤＸコンテンツ」 

・哲学対話教育の指導のポイントと教材 

・ＤＸ人材育成評価 

（３） 評価シートによる評価 

３． 事務連絡 

・評価シート送付について 

４． 閉 会 
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＜配布資料＞ 

・議事次第 

・評価シート（テーマ：活用の手引き） 

・制作教材の活用の手引き 

・次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業」構造図 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、評価検証委員会が開催された。 

２． 議事 

（１） 活用の手引きの趣旨について 

（永城委員）活用の手引きの趣旨について、片山委員が説明します。 

（片山委員）本事業は３年間の事業で、本年度が最終年度となり、今成果物をまとめてい

るところである。成果物として、一つは、１級整備士養成課程におけるＤＸ人材育成のた

めの教材で、この教材については活用の手引きの中で説明する。二つ目は成果報告書で、

当校が、活用の手引き等で示していることのバックデータ、実証データを掲載したものを

作っている。三つめは、他の自動車整備士養成学校の機関で参考となるように、教師用の

活用の手引き、この３つである。本日は、この教師用の活用の手引きについて、委員の皆様

にご意見をいただくとともに評価をしていただきたいと考えているので、よろしくお願い

したい。ご意見は、時間の関係からたくさんの説明をするが、最後にご意見をいただきた

い。お聞きになりながら、気に留めていただいたところやこうした方がよいのではという

ところをチェックしていただきご意見をいただきたい。それと併せて、評価シートをお配

りしている。訂正箇所があったので、メール送信した方をご活用いただきたい。採点の 15

点満点の欄がなかったのでそれを加えている。ということで、活用の手引きについてご意

見をいただくということで宜しくお願いします。 

 

（２） 活用の手引きの内容 

（永城委員）それでは、活用の手引きの内容について、各委員より説明します。各委員から

の説明後に、外部委員の方々からご意見をいただきたい。まず、ＤＸ人材育成の推進方針

について、片山委員が説明します。 

ＤＸ人材育成の推進方針 

（片山委員）ＤＸ人材育成の推進方針ですが、これは活用の手引きで、何のためにどんな

観点でしているかということを示させていただくためにつけているものである。３ページ

をご覧いただきたい。ここに、「育成すべきデジタルスキル・リテラシー及び推進に関する

資質・能力」を示している。デジタルスキル・リテラシーの一つめとしては、「新たな技術

革新に対応できる基礎的な素養を育成する」必要があるのではないか。二つ目は、「職場の

ＤＸに対応できる基礎的・実践的な知識・技能を育成する」必要があるのではないか。三つ

目は、「高等学校の情報科目の学びの連続を図りながら、デジタルスキルを育成する」必要
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があるのではないか。四つ目が、「デジタル技術を生かし変革していこうとする探究心や問

題解決力を育成する」必要があるのではないか、という４つの育成の観点を掲げて取り組

みを進めてきた。そして、６ページをご覧いただきたい。ここに、今申し上げたことを図示

している。ここにあるように、先程申し上げたＤＸに関する素養は、ちょうど真ん中にあ

る「先進技術の進展に関する素養」ということで、自動車産業ＤＸ教材として制作してい

る。それから、「企業における業務に関する知識」は、自動車ディーラーＤＸという形で、

ディーラーのＤＸの取り組みを教材にしている。それからＤＸの推進に必要なデジタル技

術、これはパソコンスキル等のデジタルスキルのことである。それから、ＤＸ推進の基盤

となる能力ということで、哲学対話教育教材を制作している。当校の特徴としては、この

哲学対話教育で、ＤＸの基盤を作って、様々な自動車のイノベーションについての取り組

みを学習していこうというのが、この事業の展開の特徴である。このような教材の説明を

この後していくが、他の自動車養成機関が活用しやすいように、教材すべて動画コンテン

ツとして作成している。推進方針としては以上である。 

（永城委員）では、次に、ディーラーのＤＸ推進状況について、薮下委員が説明します。 

ディーラーのＤＸ推進状況 

（薮下委員）ディーラーＤＸとは、自動車販売ディーラーが取り組んでいるＤＸで、ＡＩ

やＩｏｔ等デジタル技術を導入して、業務やビジネスなど変革することをディーラーＤＸ

としている。10 ページをご覧いただきたい。ディーラーＤＸを調査したものは 10 ページか

ら 22 ページに記載している。推進一覧は 10,11 ページに 26 項目載せている。時間の関係

で全部は紹介できないが、まず自動車産業全体のＤＸと比較して、ディーラーＤＸは直接

的にお客様への対応の向上と販売プロセスの効率化に主点を当てていることが特徴で、デ

ィーラーＤＸは大きく分けて３つのカテゴリーになる。一つは「業務の効率化」、二つ目は

「顧客満足度の向上」、三つ目は、「売り上げアップ」で、共通することはデジタル技術を利

用することで、従来のアナログ的なやり方ではできなかった効率化を実現している。続い

てその事例を紹介する。12 ページの「タイムマネージメント」と 14ページの「作業工程管

理ボードデジタル化」をご覧いただきたい。ＩＴを利用することで、入庫の管理、その日一

日だけの仕事ではなく、３か月ぐらいの作業入力の管理や当日の作業進捗状況などを従業

員全員で共有し把握することで、仕事の平準化や繁忙期の人手不足に対応できるように時

間管理をして、残業しないように時間をコントロールしている。残業が減り、結果として

作業効率が向上する。万が一作業遅れが発生してもお客様に迷惑がかからないように状況

に合わせて工程管理が変更できるという特徴があり、作業が予定通りに完了する。次は 15

ページの「タブレットでの顧客説明」で、説明時に実際に交換した部品や作業風景を写真

で入力して整備説明の時に役立てる。従来なら紙で説明をしていたが写真などのデータと

して説明できるので、車に詳しくないお客様に理解しやすく説明ができ、顧客満足の向上

につながる。整備解説書もタブレット内なので、質の高い説明ができる。説明時に使った

データは、18 ページの「お客様情報ツール」で、会社全体で共有する。入庫時に話した内

容や次回お勧めする交換部品等があれば、お客様情報ツールに残して、次回の入庫時に提

案することで利益につなげる。入庫予約の受付として 16 ページにＳＮＳやラインを活用し
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て入庫をお客様に選んでいただくことにより、仕事の平準化、受付の手間を省くことによ

りお客様の負担や会社の負担が削減でき、結果顧客満足と利益が向上する。ディーラーで

の負担を減らすことによって人手不足と残業増加防止と作業のミスがないように確認する

時間や余裕を持つことができる。以上一連の流れで説明をしたが、ディーラーＤＸの推進

状況としては、自動車ディーラーでは始まりつつあるが、しかしながら民間の整備工場で

はまだこれから始まろうとしている。以上調査した概要となる。 

（永城委員）次にＤＸ人材育成シラバスについて、私が説明します。 

ＤＸ人材育成シラバス 

（永城委員）資料の 23ページをご覧いただきたい。ＤＸ人材育成シラバスで、１級自動車

整備士をめざす自動車工学科４年課程を対象としている。その３年次のシラバスの内容と

して掲載している。今回、新たに教科を設け単元「ＤＸ実践」として設定した。時間として

は 23 コマをあてる。授業形態としては、講義座学と実習の両方を使いながら実施していく

内容となっている。シラバスの内容としては、自動車産業ＤＸは、百年に一度と言われる

大変革を迎えているということで、ＤＸを推進する基盤となるビジネス変革に向かう感性

や、協働して問題を探究し、批判的思考力、創造的・自律的思考力などを育成することを目

的としている。今回のＤＸ実践に関しては、大きく３つに分かれている。一つ目が「自動車

産業ＤＸ」で、デジタル革新により急速に進展する自動車産業に対応するためには、新た

な技術革新に対応できる基礎的な知識・技術を習得させる内容である。この授業は、右に

教材と書いているが、３年間で作り上げた自動車産業ＤＸ動画コンテンツ８つを視聴して

進める授業となっている。二つ目は、ディーラーＤＸで６コマの内容で、自動車産業全体

で様々な技術革新が進んでいる中、整備業界ではどのような取り組みがなされているかを

理解するということである。今回３年間でディーラー様にご協力いただきディーラーＤＸ

の動画コンテンツを 12本作成した。これを使用しながら実習も取り入れながら進めていく

内容となっている。三つ目が 24 ページの哲学対話教育で、12 コマとなっている。これは、

先程の自動車産業やディーラーＤＸを理解した上で、哲学対話を取り入れて協働して問題

解決するスキルを身に付けるというものである。哲学対話動画コンテンツを６つ制作し、

その動画コンテンツを視聴した後、意見交換や意見発表を行い、他者の様々な意見から視

野を広げて問題解決について追求する内容となっている。これが「ＤＸ実践」のシラバス

である。次に 25 ページが「サービスマネージメント」で、１級自動車整備士のカリキュラ

ムとしてもともとある教科の中に、情報活用として入れ、デジタルスキルを学ぶというも

のである。サービスマネージメントは、お客様対応であったり、工場運営や管理などを学

ぶ科目になっていて、この中に情報活用の内容を取り入れデジタルスキルを学ぶ内容であ

る。時間は 22 コマで、講義・実習を行っていく。テーマは７つで、情報検定３級の内容を

入れている。「情報表現と処理手順」「パソコンの基礎」「インターネットの基礎」と続きそ

れを使った利用が「インターネットの利用」、さらに「情報機器の基本操作」ということで、

実際にパソコンを使用してデジタルスキルを学んでいくというものである。続いて実際に

情報を使って効率化を進めていくのだが、そういった「情報社会とコンピュータ」の内容

をし、最後に、情報を活用するにあたり、いろいろコンプライアンスなどの問題が出てく
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るので、「情報モラル」の学習をする。授業に際し、委員をしてくださっている藤井委員様

による指導をここに入れている。シラバスについては以上である。 

続いて、教材「自動車産業ＤＸコンテンツ」について、力丸委員が説明します。 

教材「自動車産業ＤＸコンテンツ」 

（力丸委員）ここからは教材になります。教材を大きく３つに分けている。一つ目は自動

車業界のＤＸについての教材になる。二つ目は自動車整備業界のＤＸのコンテンツ、三つ

目が哲学対話ということである。私からは、自動車産業ＤＸコンテンツについて説明しま

す。目的としては、今、自動車には先進技術が非常に多くあるので、基礎的な知識の育成、 

動画を作ってそれを見て、デジタル技術を探求するというところが目的である。内容は、

教材として６つの動画を作っている。１つあたりの動画は 10 分から 15 分くらいである。

静止画しかないのでわかりにくいと思うが、まず一つ目は 27 ページで、「自動車の近未来」

で、現在自動車は非常に進化し、いろいろなものが電子化されて進んできているが、自動

車整備士自身が今までのままでよいのかという問いかけと基礎的な部分について考える内

容である。二つ目は 32ページで「ＩＴＳの基本と次世代ＩＴＳ」で、これは自動車産業Ｄ

ＸのメインであるＩＴＳ、すなわち自動運転や自動ブレーキ、渋滞予測、高速道路でトラ

ックなどが隊列走行するようないろんなＩＴを使ったものが含まれるので、それを大きく

紹介する動画である。三つめは 37 ページで、「先進安全システムの概要」で、こちらは一

部細かく説明をしていくということで、主に自動ブレーキ、ＡＣＣと呼ばれる高速道路な

どで使うのだが、アクセル、ブレーキなどを自動でしてもらって前の車に追従するという

ような内容になっている。四つ目が 39 ページの「自動運転」である。自動運転は、現在レ

ベル２ないし３であるが、自動運転になると４になり、完全自動運転になると５になると

か、自動運転のレベルについての動画になっている。続いて 43 ページは、五つ目の動画で、

「自動車業界の未来と自動車整備士の役割」ということで、これからどういうようになっ

ていくかということで、自動車というのは昔は機械がメインだったものが、電気の部品が

非常に多くなってきて、今後はそれを飛び越えて電子であったり、情報という部分のウェ

イトが高くなってきて、電気自動車などは大きなバッテリーを積んでいる。例えば家庭用

のエネルギー、電源として取り入れたりとかいうものが今後は広がってくる。今までの整

備士のまま、機械、電気を直す整備士というのは、仕事がだんだん無くなってくるので、今

後は、多領域、例えば、バッテリーを使ってどこかの電源に使ったりとかするようになっ

てくる。これからは、自動車だけを整備していては難しいので、ＥＶとかはバッテリーが

ついているので、そのバッテリーを家庭用で使ったりとか、他で使ったりとか、情報関係

をくっつけてエンタメを自動車の中で見たりとかというように多領域の方にシフトしない

となかなか難しいのではないか。整備士に付加価値が付くと会社に付加価値が付いて差別

化ができ利益も確保できるという整備士に、ゆくゆくはなっていくのではないかというよ

うな内容になっている。この五番目のところで大体集約して、六番目というのは、実際現

時点で、どれくらいの技術があるかということで、六番目の動画は、バスの自動運転の実

証実験ということで、奈良県の飛鳥村で、地域が高齢化になっているので、そこに自動運

転バスを走らせて、地域経済を回していこうと現在の現状を動画にしている。実際、レベ
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ル４になるので、一応最終管理は運転手がしないとダメだが、基本的には自動で動くとい

うバスを実証実験している動画を掲載している。この６つが自動車産業ＤＸになる。 

（永城委員）続いて、教材「ディーラーＤＸコンテンツ」について梶生委員が説明します。 

教材「ディーラーＤＸコンテンツ」 

（梶生委員）「ディーラーＤＸコンテンツ」の目的としては、現場で求められている課題解

決力や効率化の視点を身に付けるには、企業の業務改善に関する基本的な知識の習得が不

可欠となってくる。ディーラーＤＸは、顧客満足度向上、売り上げアップ、業務の効率化、

この３つをテーマとして、これらを学び身に付けることで社会が求める即戦力となる人材

の育成を図ること、これが目的となっている。ディーラーＤＸコンテンツでは、12 個の動

画教材コンテンツを作成した。内容の概要としては、48 ページの「①タブレットを使用し

た整備作業の説明」、50ページの「②ナンバープレート認識システム」、53 ページの「③修

理書のＰＣ化」、55 ページの「④整備士作業管理システム」、57 ページの「⑤リモート故障

診断」、60 ページの「⑥車検機器連携」、64 ページの「⑦コネクトカー」、68 ページの「⑧

お客様情報共有ツール」、72 ページの「⑨スマートグラスを活用したリモート故障診断」、

76 ページの「➉ＡＲを活用した整備の効率化システム」、81 ページの「⑪車両安定稼働シ

ステム」で、86 ページの「⑫ディーラーＤＸの推進概要（総括編）」は、これらの動画の総

括として、見やすく動画で紹介している。今回は時間の関係上、一つ、76 ページの「➉Ａ

Ｒを活用した整備の効率化システム」を紹介する。ＡＲとは、現実世界に画像、音声、映像

こういったデジタル情報を重ね合わせる技術のことである。兵庫日産自動車株式会社様で

は、ＡＲを整備の仕事に導入している。ＡＲの活用には、こちらでは iPadを使用しており、

車両に iPadのカメラを近づけることにより、画面に車両が表示され、その車両に電子配線

図やねじの位置、クリップの位置等そういう物が表示されるようになっていて、これまで

ならパソコンや修理書などで、作業方法とか配線図を調べて、それを見ながら作業をする

という整備だったが、ＡＲの活用によってこれらの作業が短縮できるようになっている。

これにより、整備士の作業負担が軽減されたり、ヒューマンエラーによる整備ミス防止、

整備の効率化による作業時間の短縮、整備品質の向上、アプリを使った整備説明による顧

客満足度の向上、こういったＤＸが実現できた。こういったように、他の 11 項目について

も、ディーラーでのＤＸの取り組みを扱っている動画コンテンツがディーラーＤＸのコン

テンツの教材となっている。 

（永城委員）続いて「哲学対話教育の指導のポイントと教材」について、かたが説明しま

す。 

哲学対話教育の指導のポイントと教材 

（片山委員）まず、Ｐ９をお開きください。これは、推進方針の中にあるものだが、哲学対

話教育の方向性ということで、自動車整備士養成機関では、哲学対話というのは、なじみ

がないので、推進方針の部分で、対話とはどのように深められるかを説明を加えている。

哲学対話によって、学ぶものは、例えば「対話はどのように深められるか身をもって学ぶ」

とか「他人事を自分事として考えをめぐらす見方・考え方が育つ」とか「なぜそうするのか

考える、目を向ける見方・考え方が育つ」「他者の考え方に気づくことの大切さを学ぶ」な
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どで、問題解決の結論を出す場ではなく試行錯誤する場であるというような方向性を示し

ている。具体的には、哲学対話の教材の前に指導のポイントを示している。Ｐ89 をお開き

ください。「哲学対話教育の指導のポイントと教材」ということで、まず一つ目は、授業前

の工夫では、「哲学対話教育により、どのような力を育成したいのかを明確にしておく」こ

とが非常に重要である。それは、抽象的なものではなく具体的な学生の姿として明確に持

っておく必要がある。というようなことを記載している。また、最終場面では、専門学校の

特徴である企業と非常に距離が近いという利点を生かして、「企業の方をゲストティーチャ

ーとして企業に招聘し、エピソードなどの話を聞く。その際に、教師と対話形式ですると

効果が上がります」というような指導方法を示している。では具体的に、例を挙げて言う

と、134 ページをご覧ください。「職場環境と私」ということで、これは指導案で、この前

に教材がある。Ｐ128 をお開きください。これは、残業がない、仕事のプレッシャーもない

と、勤めやすいいわゆるホワイト的な企業と、残業が多い、課せられる課題が多いという

ブラック的な企業の想定で作った動画である。この動画教材による授業指導案がＰ134 に

記載しているものである。この流れは時間の関係で省略するが、導入時は、学生たちは、通

いやすい、家から近い、給料が高い、休みが多い、労働時間が短い、人間関係がよく楽しく

働ける、ミスしてもフォローしあえる職場、環境的に緩すぎない職場、指導や研修をして

くれる職場などの意見であったが、意見を交わす中でいろんな意見が出て来て、最終場面

では、「技術スキルを高め、全体的に何でもできるようになりたい。そういう職場に勤めた

い」というのが半数になった。また、「相談しやすい、聞きやすい人間関係の職場」が、約

20％、そして「新しいことにチャレンジできるなど充実感のある職場に勤めたい」という

のが９割になった。随分と学生が変容していったということである。このような形で、哲

学対話で成果を上げているところである。あと、Ｐ139 に学生自己評価表を添付している。

特に、その２番では、対話での貢献度と積極性の評価欄を設けているのが特徴である。自

分が対話にどのように貢献できたかという評価である。また 140 ページには教師相互の授

業評価表、授業がどうであったかを評価する表も参考として付けている。 

（永城委員）ＤＸ人材育成評価について片山委員が説明します。 

ＤＸ人材育成評価 

（片山委員）ＤＸ人材育成評価というのは、我々の考えは、今申し上げたような動画を見

て、実際に企業に就職したら個々に働くのではなく、総合的に働く力、総合力であると考

えている。そこで、ＤＸの資質・能力の一つである問題解決能力が育成されているかどう

かを評価するため、総合的評価コンテンツという動画を作り、その評価をしている。例え

ば 144 ページに二つ目のコンテンツを示しているが、これは、業務が多忙となっている時

期に、急な飛び込み修理が入ってくる。整備士はその飛び込みのお客さんの強い圧力に押

されてそれを優先させたために、通常のお客様からクレームが来てトラブルになったとい

う動画である。さあ、あなたはどうしますか。というコンテンツである。この動画を視聴

し、学生はどう解決していくかということを評価する、例えばということで、そういった

評価をしている。Ｐ148 のシートで解決能力を評価する。「解決すべき課題は何か」そのよ

うな課題が生じたのはなぜか」「課題を解決する方法を述べよ」というようなことを記述式
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で書かせて、Ｐ151 にその評価基準、ルーブリックを設けて、その学生がどの程度の総合的

なＤＸの力を身に付けたかを評価するという一つの評価例を示させていただいている。 

（永城委員）以上が活用の手引きの内容です。外部委員様からご意見をいただきたい。 

（藤井委員）すごいボリュームで、正直なところ何から話したらよいかと思っている。い

ただいた資料も事細かく読み込めた訳ではないので、ざっくりとした話しかできないが、

改めて、最初からこちらの会議に入らせていただいた中で、ＤＸ人材育成というのが必要

なのだなというのが、この手引きの中で、説明いただいたのがよくわかったし、特に１級

課程の学生さんに関しては、これから会社の中心を担っていくエキスパートというか、専

門職というところにあれば、やはりこういった授業は必要になるなと改めて思った。その

中で、特に動画をたくさん作るのは非常に大変だったと思うが、動画に関しては、学生に

とっては非常にわかりやすいということと、もう１点、日本工科大さんは、動画を作られ

たので十分理解して授業できると思うが、他校でも同レベルで授業ができるのが動画の良

いところだと思った。教科書であれば補足という内容が、学校によっては変わってくると

思うが、動画が非常にわかりやすいと思うので、その辺り非常によいなと思った。そして、

薮下委員が言われていたが、ディーラーＤＸのところで、日本工科大さんの一番良いとこ

ろかなという所が、メーカー系の学校ではできない、ディーラーさんのよいところを取っ

たＤＸの取り組みというのがいろんなところの動画が作られているというのも、非常に素

晴らしいと思った。授業を実際に受けて、こんなにディーラーは進んでいるのだというこ

とを学ぶ機会としてもよいと思うし、我々専業は、まだまだここまで進んでいないという

のも付け加えて言っていただいたが、我々のようなところに入ってきていただいても、こ

ういった知識があれば、こんな方法で顧客満足度を上げることはできないかと、提案する

力もここで養えるのではないかと思うので、我々のようにまだ進んでいないところ、進ん

でいるところどちらでも学んだ知識を生かせるのではないかというように思う。そして、

哲学的なところに関しても、答えのない話をし合うというのが非常に少ないというのが今

の学生かなと思うので、非常に良い授業をされているなと思うし、そこで普段発言しない

子が、すごく良いことを言ったりとか、授業だけでなくクラスとしてまとまりが出てくこ

とにもつながるかなと思うので、この辺り非常に良いと思った。唯一、直したら見やすい

かと思ったのが、ディーラーＤＸで、例えば作業効率を上げるコンテンツ、顧客満足度を

上げるコンテンツ、作業平準化するためのコンテンツのここに当てはまるよという形で目

次を書くとわかりやすいのではないかと思った。あと、48 ページに５教材「ディーラーＤ

Ｘコンテンツ」とあり、ここから５番が始まるということだが、50 ページを開けても、５

教材とあり、ずっと出てくるので、大きいタイトルは一つでよいと思った。見せ方だけの

ことで、教材としては、非常にすばらしいと思った。 

（永城委員）ご指摘いただいた所は修正したい。 

（柏木委員）私もこの分厚い手引きを理解できていないが、業界としては自動車の産業と

してＤＸが先に制作メーカーから入ってきて、その後に、問題となっている整備士の人材

不足、それを補うためのＤＸというのも一部活用されているという所が入っていてもよい

かと思った。最後に哲学が入っているのは、個人的によいと思うところで、どれだけＤＸ
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が進んでも、人とのコミュニケーション能力というのはなかなかうまく進められるもので

はなく、哲学書というあんなに難しい分厚いものを読んだところで理解できるわけでもな

く、最近の若い人たちはどちらかというと動画とかの方が入りやすいのかなということで、

「こういうケースがあればあなたならどうしますか」というところで、学生さんが集まっ

てグループを持ちながら話すというのは、整備としては学校から離れるところかもしれな

いが、そういうところの教材としてこういうＤＸが入っているのが、すごく良いなと感じ

ている。すごくよくまとめられていると思った。 

（伊勢委員）自動車の動の字が間違っている。 

（山下委員）教材として、皆さんが言われるように良いと思った。私も今日になってこの

分厚い資料を見たのだが、動画をしっかり見たら学生さんの満足度を上げられると思った。

そして、各々の自己理解が深められると思った。ただ、評価シートを毎回行っていけば、生

徒みんなで見返していったら、共感的な理解も得られるかなと思いながら、継続してやっ

ていけば非常に良いものが構築されると思う。高校生は、まだまだコミュニケーション不

足のところがつつかれているので、そういう面では、これからの自動車を担う本校の学生

もしかりだが、魅力ある教材だと思うので、是非良いものに仕上げてもらえたらと思う。 

（西川委員）今求められているところが動画という形で、多くの学校で使われることを想

定して、私たちも一つの学校で賄っていくというのは、これから人材育成にあたってはな

かなか難しい時代が来ているなというのを思っていて、やはり、それぞれの強みであると

か逆に弱みであるところを補っていくそんな体制を作る一つのツールになるのではないか

と思って見ていた。一ついうなれば、この業界も外国人留学生が結構たくさん入ってきて

いる最中であるので、外国人でも使えるような、これは次のステップかもしれないが、哲

学対話のところなどは、なかなか理解しにくいところもあるのではないかと思ったので、

そういったことも一つ課題としてあるのではないかと思った。 

（成岡委員）柏木委員も言われていたが、哲学対話教育、これはとても大事なことだと思

って見ていた。ただ、ちょっと引っかかるのが、哲学という言葉が、ＤＸ人材とはすごく距

離がある言葉なので、パッと見た時に違和感があった。哲学対話教育をネットで調べてみ

ると、日常の中のいろんな悩みなどを哲学的な問いかけに対してみんなで対話して深めて

いく活動だと出てきた。言葉の通りだと思ったのだが、一番気になったのは資料の５ペー

ジの方針３に、本校が考える哲学対話教育と書かれているが、ここに書かれていることは

哲学対話教育でねらいとすること、こんなことを成果として出したいよねということが書

いてあるが、私が思うには、哲学対話教育というのは本来どういうもので、そして、ＤＸの

職場でこれを使うのは、何故なのかということを一文書かれていないと、これを利用する

人にとって、すっと頭に入ってこないような気がする。ではどうすればよいかということ

だが、私なら、哲学対話教育の定義みたいなものをまず書いて、それから、デジタル化とい

うのが進んでもこれを利用する人は人間なのだから、自動車のＤＸの分野でもやはり人と

人のコミュニケーションを今よりももっともっと深めていく必要があって、その中で人が

求めるものを追求していく、こういう作業が必要なのだというようなことを分からせた上

で、この方針３に書かれているようなことを書く方が、利用する人が哲学対話教育という
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ものに納得しながら参加してもらえるのではないかと思った。私は、教育者ではないので、

あまり専門的なことは言えないのだが、一般人としてそういったことを思った。 

（永城委員）貴重なご意見をありがとうございました。５ページについてはご意見を参考

に、修正したい。 

 

（２） 評価シートによる評価令和５年度の成果と課題について 

（永城委員）評価シートについて、片山委員から説明します。 

（片山委員）貴重なご意見をありがとうございました。お送りしている評価シートですが、

10 点の配点、15 点の配点のところがあるが、活用の手引きに関するところは配点を高くし

ている。教材の動画等に関するところは、少し配点を低くして、活用の手引きを評価して

いただくことに重点を置いた評価シートとさせていただいている。採点という所に、本日

お感じになったところで採点をしていただき、メールかＦＡＸで 2/12を目途に送付を宜し

くお願いします。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）貴重なご意見をありがとうございました。この後、成果物等外部委員の皆さ

んからいただいた意見を参考に修正し、成果物等の作成の仕上げをしてまいります。また、

ホームページ等で公開する予定ですので、また、ご覧いただけたらと思います。ご多用の

中ご参加いただきありがとうございました。 

 

４．閉会 

 永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

会議名 第１回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024 年５月 28 日（火）17：30～18：30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計６名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員・矢部委員（欠席）・片山委員 

議題等 [会議目的] 

 「次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業」３年次を始めるにあたり、

事業概要の確認とともに、2024 年度事業の具体的実施方針についての検討を目的とした会

議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 2024 年度事業の概要

（２） 2024 年度事業の具体的実施方針と役割

（３） 委員変更の有無確認

３． 事務連絡 

・第２回フォローアップＷＧ・・５月 29 日（水）17:30～

４． 閉 会

＜配布資料＞ 

・議事次第

・令和６年度事業計画書

・令和６年度ＤＸ事業推進計画

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第１回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 

110



（１）2024年度の事業概要

（永城委員）議事の一つ目、2024年度の事業概要について片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）お配りしている事業計画書は、２年間のものをまとめており今年が３年目と

なる。これは、目を通しておいてください。今までの資料とそれ程大きな違いはない。Ｐ30

を見ていただきたい。ＫＰＩとあるが、これは目標を達成するため、成果を上げるために

は、これとこれとこれをやっていれば成果が上がる、そういうものをＫＰＩという。国も

こういう方法を取っており、評価の時もＫＰＩという言葉が出てきたと思うが、今頃の流

行りの手法である。ＤＸで人材育成をするために、今本校がＫＰＩでしているのは、一つ

目が「ＤＸ推進の基盤となる能力」総合的ＤＸ人材養成ということで、総合的なＤＸ人材

養成コンテンツを制作するのでそれの点数を書いている。目標点数は 80 点だが、１年目の

実績値は 63.5、２年目は 53,0 で、達成度がそんなに出ていない。ここが少し課題である。

２つ目の測定指標は、「自動車の先進技術の進展に関する素養」自動車産業ＤＸということ

で、これを見て問題を解く。力丸委員、永城委員が問題を作成してくれた。１年目の実績値

は 47.0、２年目は 76.0 で、達成度が 95.0 ということで、これはそこそこである。３つ目

はディーラーＤＸで、これも二人に問題を作っていただいた。２年目の実績値は 78.0 で達

成度は 97.5 で、これもそこそこいっている。それから、デジタルコンテンツの学生好感度、

これはコンテンツを見た後のアンケート調査であるが、これも上がっている。実績値は 81.7

で目標値の 80 を超えているので、コンテンツは年を追うごとに内容がよくなってきている

ことがわかる。それから、デジタル技術の習得だが、これは実績値が 53.0 ということで、

これは１年目はＩＴパスポートを、２年目もそうなのだが、達成度は 75.7 でもうひとつで

あるが、３年目の今年からはＪ検、情報活用検定の方にＩＴパスポートの方が切り替えて

いるのでもう少し上がるのではないかと思っている。これはもうすでに授業が始まってい

るということである。あとは、見て読んでいただきたい。 

（２） 2024 年度事業の具体的実施方針と役割

（永城委員）続いて、2024 年度事業の具体的実施方針と役割について、片山委員からお願

いしたい。 

（片山委員）１番は、制作物について書いている。今年は６つの制作物を作る必要がある。

１つ目は自動車産業ＤＸの「自動車の近未来」ということで、アニメで作っているが、１年

目が第１部、２年目が第２部、３年目が第３部ということだが、見ましたか。学生には見せ

ていない。 

（力丸委員）ホームページにアップされている。 

（片山委員）これは、事務局との相談が必要で、私としては近未来だから、今自動車新聞を

取っているが、あの最新の情報が入っていないといけないと思う。その最新な情報として

どういうものが入っていないといけないのかを洗い出したい。その要素が入っていないと

近未来とは言えない。こういうことは入っていないといけないということを事務局に提示

して指示する必要がある。これについてどうか。ピックアップにどれくらいの時間がかか

るだろうか。以前、岡崎委員と梶生委員がしてくれたのが２つあるが、他にもあるか。 
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（力丸委員）自動車新聞を見ていたら、結構出てきている。中身は、ＤＸに関わらず自動車

の近未来的なことであればよいのか。 

（片山委員）標準的な自動車の基礎知識、自動車整備士として就職したときの基礎的な素

養として持っておくべきもので、自動車産業がどちらを向いているか分からないでは困る

ので、そういうことを身につけさせるためのものである。 

（力丸委員）仕事に関することなのか。 

（片山委員）自動車そのものに関することでもよい。 

（力丸委員）自動車整備業に関するような大枠でよいか。 

（片山委員）そう、業界の大きなこと。それをピックアップしてもらって、事務局にもう一

度考えてもらう。こちらはその材料、入れてほしいものを提示する。 

（岡崎委員）前の資料はどうしましょうか。パワーポイントにしましょうか。 

（片山委員）あれは冊子に載せられなかったが、パワーポイントにできていなくても情報

提供としてそれでよいと思うので、こちらにもらう。新聞からのピックアップは１週間ほ

どでできそうか。明日第２回ＷＧをし、１週間後の６月４日に第３回をする予定である。

その時に、資料を持ってきてほしい。 

 ２つ目は、ディーラーＤＸ教材を４本作る。ディーラー訪問調査の実施とＤＸ教材とす

る企業の確定、ストーリーの検討であるが、これについては後でもう一度考える。３つ目

に哲学対話教育教材を３本作る。４つ目に本年度は最後なので教師用の活用の手引きを作

る必要がある。これは、目次、原稿作成で、新たに作るというより今までやってきたものを

整理して見やすくしたものをつけるということになる。コンテンツを見る時に教師が参考

となるものである。５つ目が総合評価コンテンツで、これはＫＰＩの一項目なので、過去

を分析しながらどういうものがよいのか、こちらが考えないといけないと思う。６つ目は

デジタルスキル・リテラシーの育成はＪ検である。これは、すでに授業が始まっている。こ

れだけ作るということである。 

次に裏面で、会議としてＷＧを 15 回予定している。６月～12 月の火曜日を予定しておい

てほしい。プログラム開発委員会は６月に実施し、自動車の近未来について意見をもらう。

２回目は９月で哲学対話、３回目が 11 月でディーラーＤＸという予定である。評価委員会

は１月ということお願いしたい。 

次に３番の調査、出張についてだが、県外１泊２日が２回、県外日帰りが３回、県内日帰

りが２回、哲学対話有識者意見聴取が３回と予定している。ディーラーＤＸを４本作るた

めのものだからこれについて、力丸委員の考えはどうか。昨年予定していたところがある

か。 

（力丸委員）去年予定していたところは、全部行った。 

（片山委員）では、新たに４つとなるがあるか。学校見学に来てくれたところでないか。 

（力丸委員）いすゞ自動車近畿は、すると言ってくれた。大阪で、委員さんである。 

（片山委員）自動車新聞にそういうのはなかったか。 

（永城委員）滋賀ダイハツが経済産業省に認定されたというのがあった。 

（片山委員）昨日は神奈川から来ていたのか。 
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（力丸委員）留学生が、何人か内定をもらった。県外も結構希望を出しているが関東は人

が足りないらしい。 

（片山委員）これまでは、兵庫、大阪、岡山と近隣が多いので、関東も視野に入れて。沖縄

とかも。 

（力丸委員）同じようなことになってしまうが、ＡＮＡで航空チェックをするようなのが

あった。 

（永城委員）羽田のＡＮＡだったと思う。 

（片山委員）この調査については、力丸委員の方で考えてもらいたい。整理して３回目の

ＷＧの時に候補をあげてもらいたい。哲学対話の有識者聴取は、引き続き兵庫教育大学で

私が意見聴取に行く予定である。次に、４番目の外部指導者による指導について、情報モ

ラルの指導は、前に神姫商工さんにしてもらったが引き続きでよいのか。

（力丸委員）はい。 

（片山委員）次に、哲学対話授業を誰かにという力丸委員からの提案があるが、これは難

しいかもしれない。それから、企業人によるＤＸ指導は、来校してＤＸの取り組みについ

て説明してもらうか、行ってしてもらうか。それから、次の企業での模擬体験も５回予定

している。マイクロバスを借りて。これも候補を考えてもらうことになる。ここは教材に

はならないが体験したら面白いという所があったらしてもらったらよい。ただＤＸの模擬

体験である。 

（永城委員）４番の企業人によるＤＸ指導と５番の企業での模擬体験とを一緒にやっても

よいのか。 

（片山委員）了解が取れれば構わない。検討をお願いしたい。それからデジタルスキルア

ップ用のＰＣは、18 台こちらで今年もレンタルする。去年のパソコンは返す。それから、

購入消耗品だが、担当者の名前を入れている。情報活用テキストの３級テキストを 18＋２、

永城委員に発注をお願いしたい。テキストも発注をお願いする。書籍は力丸委員から依頼

があった「自動車ＤＸと車載コンテンツ市場」と「イラスト＆図解ＤＸ」、これも発注をお

願いする。日刊自動車新聞は、６月～２月の９か月分だけの経費処理でお願いしたい。請

求書と領収書がいる。直接会社にきいてもらいたい。 

（３） 委員の変更の有無確認

（永城委員）委員の変更の有無確認についてお願いしたい。 

（片山委員）計画書のＰ24 に構成員が記載されている。変更の方については１週間後の会

議で知らせてほしい。計画書はこうなっているが、報告書で名前を変える。 

３．事務連絡 

（永城委員）次回、第２回フォローアップＷＧは、５月 29 日（水）17 時 30 分から行う。 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 
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以上 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第２回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024 年５月 29 日（水）17：30～18：30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計６名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員・矢部委員（欠席）・片山委員 

議題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 「次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業」を実施するにあたり、自

動車産業ＤＸ教材「自動車の近未来」、ディーラーＤＸ教材、哲学対話教材等の制作の方向

性の協議を中心に計画の検討を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 自動車産業ＤＸ教材「自動車の近未来」の制作の方向性 

（２） ディーラーＤＸ教材の制作の方向性 

（３） 哲学対話教材の制作の方向性 

（４） その他の制作物や会議等の計画 

３． 事務連絡 

   ・第３回フォローアップＷＧ・・６月４日（火）17:30～ 

４． 閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・令和６年度ＤＸ事業推進計画 

 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第２回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 

（１）自動車産業ＤＸ教材「自動車の近未来」の制作の方向性  

（永城委員）議事の一つ目、自動車産業ＤＸ教材「自動車の近未来」の制作の方向性につい
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て片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）「自動車の近未来」の制作の目的は、「自動車産業の技術革新と自動車整備士

の役割」と「これからの自動車整備士の素養の育成」である。今までの第１部第２部は、自

動車整備士のことでした。自動車整備士というのは、自動車産業が進歩してもなくなりま

せん、逆に重要な役割を担うというのを作ってもらった。第３部はどんな構想なのか。 

（事務局）切り口を変えて３部作としたいが、皆さんの考えも聞きたい。前の会議で意見

が出たのは、自動車整備士が重要なのは１部２部にも出てきて内容も分かりやすいという

ことである。これからの自動車産業の革新というか変革というのをやってきているが、も

っと総括的に動画でわかるようなものがあればどうかと思う。 

（事務局）思うのは自動車業界だけではなく、ＩＯＴとかも含めたら社会全体のことを入

れ込まないと、自動車業界だけが変わっていくという形ではなく、情報によって様々な態

様になっていくということを絵や写真を入れながら作っていくのがよいかと思っている。 

（片山委員）その方向でお願いしたい。こちらのワーキングの方でも自動車新聞から最新

の情報をつかんでいるのがあるので、それを６月４日に提示してもらうように言っている

ので、それをたたき台にしてまとめてもらったらどうかと思う。 

（事務局）それでお願いしたい。 

 

（２）ディーラーＤＸ教材の制作の方向性 

（永城委員）続いて、ディーラーＤＸ教材の制作の方向性について、片山委員からお願い

したい。 

（片山委員）ディーラーＤＸは４本制作の予定である。 

（事務局）昨年度の岡山トヨペットさんの分が残っているのがあるが、今なら物流でトラ

ックとかもよいと思うが、流れはほぼ変わらないように思う。 

（片山委員）一つ目はいすゞ近畿、それから自動車新聞に出ていた滋賀ダイハツ、これに

ついては永城委員から説明願いたい。 

（永城委員）経済産業省がＤＸを推進している会社を表彰しているもので、滋賀県のディ

ーラーのことが出ていた。ＩＴパスポートを社員の 60％が取得、残業時間を減らしたこと

等が載っている。 

（片山委員）そこで、調べに行って、データを持ち帰って相談しようかと考えている。これ

が２つ目で、３つ目のＡＮＡは、力丸委員からお願いしたい。 

（力丸委員）ＡＮＡが工具をチェックするのに、ペーパーではなくグーグルを使ってデジ

タル化で共有できているところを見に行こうかと思っている。そこも動画があがっている。

動画で撮れたらよいなと思っている。 

（事務局）それを踏まえて自動車に結び付けるのか。 

（力丸委員）管理するという面で、今までならペーパーでしているところをデジタルでし

ているところを撮りたいと思う。 

（事務局）機密保持が高いので撮らせてくれるかどうか。某航空会社はではカットが多く、

後姿をイメージ的に撮ったことがある。撮影できれば最先端の管理状態で非常に参考にな
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ると思う。 

（力丸委員）他には、ＥＶ車も出てきている。充電設備も販売しないといけないというこ

とで、トヨタユナイティッド静岡という所がそういう取り組みをしているらしい。住宅メ

ーカーとかと共同して家電という方につなげているのかもしれない。 

（片山委員）そこも検討したらよいと思う。水素の尼崎の岩谷さんもありましたね。 

（力丸委員）今姫路にも水素ステーションがあるので。 

（永城委員）神姫バスは水素バスを持っている。 

（事務局）それはディーラーＤＸと言えるかどうか。 

（片山委員）目先を変えて、それもありである。そういうのは教材を作るのは難しいかも

れないが。岩谷さんは、水素のことについて展示場を持っていたね。去年の岡山の映像は

よかった。なかなか質の高いものだった。 

（事務局）あそこぐらいオープンにしてくれるとよいが。関西マツダは厳しすぎた。 

（片山委員）では、この委員の中で早めに調査をお願いしたい。 

 

（３）哲学対話教材の制作の方向性 

（永城委員）３つめの哲学対話教材の制作の方向性について説明をお願いしたい。 

（片山委員）これは、３本作る必要があるので、６月４日に内容を検討したいと思う。これ

まで、１年目に１本、２年目に２本、３年目に３本となる。今までは整備士に視点おいてい

たが、視点を変えて、自動車とは関係するが整備士から離れて、６月４日案を出すので協

議願いたい。 

（事務局）自己実現とかそういう辺りで１本作ってもよいと思っていたが、車とか整備士

に結び付けると同じような感じになる。 

（片山委員）あれは、プログラム委員から良い教材であるという意見をもらっている。事

務局も案があれば出してほしい。 

 

（４）その他の制作物や会議等の計画 

（永城委員）その他の制作物や会議等の計画について説明をお願いしたい。教師用の手引

きについても６月 11 日のＷＧで検討したい。総合コンテンツは６月 18 日のＷＧに行う。

次に、デジタルスキル・リテラシーの育成だが、もう授業は行っている。目標値は、合格率

が 80％である。受験はいつするのか。 

（永城委員）まだ決めていないが、一旦前期で終わって、就職活動が 12 月から始まるので、

12 月までには受験させようかと思っている。 

（片山委員）試験は毎月あるのか。 

（永城委員）そのように聞いている。 

（片山委員）本校でするのか。 

（永城委員）そこまで考えていない。 

（片山委員）ＡＩ学科が受けると思うので、一緒に受けたらよいと思うが。人数が集まれ

ば学校で受験できると思うので、できればその時に一緒にしてはどうかと思う。何回か受
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験できる。それから、パソコンだが 18 人にレンタルをお願いしたい。 

（永城委員）オフィスはどういう契約なのか。 

（事務局）オフィスは２年契約である。２年済むと契約更新していくことになる。 

（梶生委員）いろいろセキュリティーの問題もある。 

（永城委員）使い方で分からないところがあるので、また教えてほしい。 

（片山委員）とりあえず、18 台お願いしたい。 

（事務局）ＩＴパスポートの授業資料を貸してほしい。 

（片山委員）ＩＴパスポートからＪ検定に切り替えている。ＩＴパスポートは、技術的な

方はよいがマネージメントの部分は、本校の学生には合わないので、Ｊ検定に切り替えた。

文科省の了解も得ている。次に、会議について、このフォローアップＷＧは火曜日を中心

に 15 回を予定している。はじめ頃は詰めて開催し協議することになる。プログラム開発委

員会は、６、９、11 月で考えている。１回目が自動車の近未来コンテンツ、２回目が哲学

対話教材コンテンツ、３回目がディーラーＤＸコンテンツで、それについて意見をいただ

く。評価委員会は１月を予定している。だから実証は、12 月から１月にかけて行いたい。 

（事務局）実証は何回するのか。 

（片山委員）コンテンツごとに１回する。一度にまとめてすると学生の集中力が続かない

ので、できたものから実施していく。それから、調査や出張については、そこに記述のよう

な計画で、予算だてもしているので宜しくお願いしたい。それから、外部指導者による指

導については、情報モラル授業は神姫商工さん、哲学対話授業は兵教大の森教授に指導し

ていただく。あと、ディーラーＤＸの関係で、模擬体験や来校しての指導も考えている。あ

と、事務局の方から質問や意見はないか。 

（事務局）ディーラーＤＸは取材先が決まれば取材して作成に取り掛かる。哲学の方は、

テーマを自動車に結び付けなくてもよいのも１本あってもよいのかと思ったりする。 

（片山委員）その辺りについては、６月４日のＷＧで検討したい。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）次回、第３回フォローアップＷＧは、６月４日（火）17 時 30 分から行う。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 
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［会議風景］
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第３回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024 年６月４日（火）17：30～19：30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計７名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員・矢部委員・片山委員 

議題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 事業を実施するにあたり、「自動車の近未来」コンテンツに掲載する最先端情報やディー

ラーＤＸ調査訪問企業について情報共有するとともに、哲学対話教育教材のテーマや内容

についての検討を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 「自動車の近未来」コンテンツに掲載する最先端情報のピックアップ 

（２） ディーラーＤＸ調査訪問企業 

（３） 哲学対話教育教材のテーマ 

３． 事務連絡 

   ・第４回フォローアップＷＧ・・６月 11 日（火）17:30～ 

４． 閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・自動車産業ＤＸシナリオ 

・コンテンツに掲載する最先端情報 

・ディーラーＤＸ調査訪問企業 

・哲学対話教材テーマ 

 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第３回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 
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（１）「自動車の近未来」コンテンツに掲載する最先端情報のピックアップ  

（永城委員）議事の一つ目、「自動車の近未来」コンテンツに掲載する最先端情報のピック

アップについて説明をお願いしたい。 

（事務局）自動車産業の近未来ということで、まず自動車産業の現状として、ガソリン車

からハイブリッド車、ＥＶ車、自動運転車というように進んでいると思うが、時代背景と

しては少子化、働き手不足、環境問題、災害などによってＤＸの方向性が決定されている。

その決定によって、開発、製造、物流の形が変わってきているというのを説明として挙げ

る。では、ＤＸの方向性とはどういうことなのかということで、守りのＤＸと攻めのＤＸ

を考えた。守りのＤＸでは、生産性を高めるために作業時間やコストの削減、少量多品種

での柔軟な対応、災害やパンデミックに強いサプライチェーンの構築とデータの蓄積、管

理、セキュリティというのが現在進んでいるような状況である。攻めのＤＸとしては、付

加価値をどう付けていくかということで、付加価値の高い自社サービスや製品をどのよう

に展開していくかというオリジナリティな部分とそこに新たなビジネス機会が生まれてく

るのだろうということを踏まえて、今のＤＸ整備状況の問題点は、ビジョンが不透明でト

ップダウンの意思決定でやっているとか、デジタル化は進んでいるにしても活用が不明確

であるとか、データ分析スキルを持った人材が不足、ビジネスをする側とＩＴの意識のず

れがあるなどする。また、経験則や勘をベースにしたアナログなレガシー業務の固執など

によって、現場の理解があまり得られていないというのが、特に日本は進んでいないとい

うのが現状である。でも、必ずこういう変革というのは来る。取り巻く環境の変化として

製造工程の複雑化や多様化を簡素化していくとか、品質をより高度なものに品質保証して

いくとか、熟練労働者の引退や世代交代はもう始まっているのでそのあたりをどう引き継

ぐかとかがある。そのＤＸによる解決の方向性が、ＩoＴとかビッグデータとかの活用とか、

熟練者の技術力を見える化デジタル化して継承していくというのは逃れられないところだ

ということで、若い自動車整備士には、そこにこそチャンスがあるのだよということに収

めていければと思う。それは、熟練者の暗黙知、すごい経験とか技術、何年もかかって習得

されたものをデジタル化することによって若い自動車整備士がノウハウなどを短期間で学

べるような形になっていく。それによって、顧客との接点が増えたり自分たちのアイデア

や技術視点から事業や業務への参画へのチャンスが生まれてきたりというようなところを

落としどころとして、自動車産業の近未来ということで考えてみた。それを、映像、データ

で解説したものを画像としていく。 

（片山委員）昨年まで、１部２部とあったがこれが３部なのか、あるいは１部２部を取り

込んでこれ１本で仕上げていくのか。 

（事務局）合わせていくような形で考えている。 

（片山委員）１部２部を作ったが、総括的にしていくということなのか。 

（事務局）現実的にこういうことだよということを示す。自動車産業の有識者ということ

もあったが、実際の現場のところからの話ができるような形で、そこへ漫画を入れたりイ

ラストを入れたりして総括的にしていきたい。 

（片山委員）１部２部と重なるところもあるね。１部２部は全部アニメだったが。 
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（事務局）アニメでもいいし、誰がというところは先生方のアニメでもよいし、実際に何

か一つを例にとってでなくても幅広く、と思っている。 

（片山委員）それで宜しくお願いしたい。 

（永城委員）続いて、最先端情報について、梶生委員からお願いしたい。 

（梶生委員）「トヨタとホンダが、ＥＶ生産改革でテスラを追撃」という資料を見ていただ

きたい。簡単にいうと、ギガキャストを使うことでのモジュール構造の導入ということで

ある。その一つが、ギガキャストというもので、車体部品を一体成形できる技術で、アルミ

ダイキャストという鋳造法で溶かしたアルミ金属を流し込んだ金型を圧入して成形するも

のである。大きい金型を使って大きい部品を取り入れようとトヨタとかの日本のメーカー

が言っている。テスラがすでにフレームといって骨格をアルミで一体成形している。トヨ

タとホンダもしようという流れになっている。そうすることで何がよいかというと、今ま

では小さな部品を一つ一つ溶接とか接着とかで組み立てて一つの大きな部品を作っていた

が、それが、ギガキャストの一工程で作れるので、製造コストが劇的に安くなるという利

点がある。具体的にいうと、今まで 86 個の部品を 33 工程で一体化していたが、それがギ

ガキャストを使うと一つの工程で部品が作れる。具体的には、車体をフロント、センター、

リアの３分割した大きなモジュール構造とすることで、フレームを今まで細かい部品を組

み立てていたものが、前と真ん中と後ろの３つの部品をガチャッとくっつけるだけで簡単

にフレームの構造ができる。工程を減らしながら、かつ今までの性能を引き続き維持しな

がら車両を作れるという利点がギガキャストというものである。今後、トヨタとホンダが

中心となって、日本の会社にも増えていくというニュースである。 

（片山委員）ボックスカーなどもこのような方法で作っているのか。 

（梶生委員）日本では、まだ生産がされていない。これからやっていくという話で、そのた

めに、工場とかに機械とかを導入する段階である。 

（片山委員）修理はどうするのか。 

（梶生委員）修理は、事故をしてしまったら、おそらく修復不可になる。一体を交換するこ

とになるが、ただ基本的にフレームの所をギガキャストでするので、既存の車でもそこが

傷むというのは大事故なので、基本的には修復不可能なレベルまで事故するようなことが

ない限りは、修復できるようには作ると思うがそこまで詳しく説明がなかった。 

（片山委員）コストは下がるのか。 

（梶生委員）コストは下がるが、アルミを使うので鉄よりは金属的な原料コストは上がる。

ただ、工程を減らせるので、その分コストを抑えて軽く作れる。ただ問題点があり、今まで

作っていたサプライヤーの金属とか入れて加工してというところの工程が減る分、今まで

仕事をしていた人が仕事がなくなるので一長一短である。 

（事務局）末端がどんどん削られていくことになる。だから、これだけを捉えると整備士

がそんなに必要なくなってくるというように捉えられないかなと思う。それから、エンジ

ンのことも発表していましたね。 

（梶生委員）新型の開発で、トヨタ、スバル、マツダの３社がといっていた。 

（事務局）だから、技術は革新しているが、人材へは届いていないのが現状かと思う。こう
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いうのも例に出したりしていきたい。 

（永城委員）続いて岡崎委員から説明をお願いしたい。 

（岡崎委員）一つ目は、半導体の技術ということで、高性能半導体の技術を日本のいろい

ろなメーカーが集結して、車に搭載できるように開発していこうという物である。二つ目

は、日産の自動車次世代ＬiＤＡＲという車で、昨年研修で実際の車を見せてもらったが、

基本衝突回避で、今はブレーキのサポートみたいなのをやっているのが多いが、これは相

手の動きを予測して自動で緊急の回避までやってくれるものである。特に交差点での出会

い頭の事故まで予測して自動的に回避するという次世代の技術を日産がやっているという

ニュースである。三つ目は、ヒュンダイの車で、車のガラス面をディスプレイにして、車の

移動中に映画鑑賞やネットショッピングが楽しめるというものである。これも次世代の技

術としてどうかと思い提示した。最後は、スマート電気自動車で、新開発ＥＶシャーシ、車

体の部分の技術ということで、メーカーの開発時間の短縮ができるという話である。 

（事務局）これらは、時間軸というか何年後どうなるのというのは決まっているのか。 

（岡崎委員）決まっているものもあれば、今後実用化に向けて試作車を作ったりするので、

いつまでにというのは明確に決まっていないところもある。 

（事務局）これに関して、エンジニアの関わりというのはどこまであるのか。 

（力丸委員）出してもらったものは基本的に電気系がメインである。今まで整備士は、機

械とかエンジンとかだが、電気系も勉強していかないといけないというようなことかと思

う。カメラとかは性能が上がって増えてきているのか、減ってきているのか。 

（事務局）要はＧＰＳの精度があがらない限りは、どんなすごいカメラを使ったとしても

一緒である。 

（岡崎委員）ゆくゆくはカメラというか整備というか関連してくると思う。 

（事務局）運転手がいないというかオペレーションがいないから、オペレーション業務ま

で担うような形になるというのは、それはチャンスでもあるが、自動車整備士にとっては

不本意な部分もある。そのあたり技術的にうまく落とし込めるようなことを、各メーカー

さんはどのように考えているのかなと思う。技術だけが進んでもあまり意味がないという

のがある。気象やパンデミックなどその辺りを整備士が担うというようなことになるのだ

ろうか。 

（力丸委員）そういうようなことが求められてくると思うが、整備士の中でも住み分けが

できてくるのではないか。 

（事務局）以前、岡山で見させてもらって思ったのだが、整備士とユーザーが直接で、営業

はいらないというような世界、営業はネットで購入してもらって、メンテナンスとかは整

備士や技術者がやって、それだけでなくオペレーション業務もやって幅は広くなるが、そ

れがちゃんと働き方に落とし込めるのか分からないが。 

（片山委員）車をさわらずにパソコンをさわっているだけというようなのが実際あるのか。 

（梶生委員）ここまでくると今まで既存のタイヤ交換とか整備の部分と、電気関係とが別

れないとできなくなってくると思う。ここまで発展すると、勉強量がとてつもなく多いの

で、今までの自動車と一級というより電気関係だけに特化した人というのが必要になるか
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もしれない。 

（事務局）タイヤ交換は整備士がしないといけないのか。営業がしたらどうか。 

（力丸委員）確かに、それができれば必要ない。今、梶生委員が言われたように、単純作業

と高度な技術の人に分かれる傾向が出るだろう。それが年齢によるのか、技術的なものな

のかは分からないが。 

（片山委員）自動車の構造とかがわかっていないと、単にオペレーターすると言っても難

しいと思う。 

（事務局）そう思う。資格というものがもっと細分化されるのかもしれない。１級、ＤＸ、

電気、どうのこうのと。そういうのは当然必要になってくるだろう。そこの成り手をどう

育てるかというのが一番問題だが。 

（片山委員）今も同じで、電気関係をさわれるかどうかがあるだろう。 

（力丸委員）安全作業の講習になるので、技術的なものでいうと１級の整備士になる。 

（片山委員）工場に一人置かないといけないというのは何か。 

（力丸委員）あれは、各メーカーでそういうのを設けている。そういう研修を受けた人だ

けがさわれるというのはある。 

（片山委員）それが資格化するかもしれないのか。 

（力丸委員）はい。 

（永城委員）私も調べるところによく出てくるのがＳＤＶである。ソフトウェア・ディフ

ァインド・ビークルのことで、いわゆるソフトウェアにリンクされた車で、車を買ったら

それで終わるのではなく、今後は、ソフトウェアを書き換えていったらずっと機能が向上

していく車が今後どんどん出てくるということである。自動車新聞にも経済産業省がシェ

アを３割とるために、企業に補助金を出したりという話があったので、多分これがこれか

ら出てくるので修理が変わる。今までは部品交換で修理していたのが、これからは、ソフ

トウェアを変えたら性能が上がるというので、今後そうなっていくだろう。そうなると整

備士はいらないということになってくるが、私が思うのは、ソフトウェアはアップデート

しても、ハードウェアも一緒に変えたりするのが必要になってくるかなと思う。結構前か

らあるのだが、トヨタも最近やっていて、既存車をアップデートするというのをやってい

る。今乗っている車をアップデートする。部品交換して今の機能をさらに進化させますと

いうのにトヨタが取り組んでいて、私が日産にいる時も、カタログがあって新しい車にで

きるというキットとかを売っていたりした。それに付け替えたりすると、同じ型式になる

みたいなことをやっていたので、今後、点検とか整備して維持するのではなく、家でいえ

ばリフォームみたいな感じでしていくのではないかと思う。整備に関しては、そういうハ

ードウェアの交換も必要だし、逆にいうとソフトウェアを替えていって、もしかしたら車

検がまだずっとある場合は、保安基準で危ない車も出てくるので、そこの判断は整備士が

見ないといけないなということが出てくると思う。誰かが作ったソフトウェアを入れてし

まって、すごいスピードが出てしまうので車検で点検するなど、整備士が見ていかないと

いけないことになってしまうと思う。 

（事務局）ソフトやハードがレベルアップすることによって、整備士は当然学ぶことが増
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えてくると思うが、学生たちがそれをやりたいのか、夢があるのかないのかそれがわから

ないね。時間内で仕事が終わるというようなことが夢で、自動車のことをもっと知りたい

しやりたいという所に結び付くのかなと思ったする。 

（力丸委員）ユーザーとしてはよいと思うが、整備士としてはどこまで何ができるのだろ

うか。 

（事務局）面白いと感じるのだろうか。車はどんどん進化するから聞いてみないとわから

ない。 

（梶生委員）学生によっては、少人数だがそういうのが好きな学生がいると思う。調査し

てみないと分からないが。 

（事務局）学校としては、そこを増やしたいというのがあるだろうし。ＡＩとかそういう

分野には興味があると思う。ゲーム世代だし。ゲーム感覚でアップデートしていくのなら

面白いのかもしれない。 

（片山委員）これも含めいろいろ参考にして、近未来のストーリーを考えていただきたい。 

 

（２）ディーラーＤＸ調査訪問企業 

（永城委員）ディーラーＤＸ調査訪問企業について、力丸委員から説明をお願いしたい。 

（力丸委員）ディーラーＤＸの企業を何社か当たっている。まず、ＡＮＡは、工具チェック

をグーグルでしているということで連絡を取った。１名５万円の研修があるので参加して

いただいたらよいとのことである。撮影については検討するとのことである。お金がかか

る事なので慎重に進めたい。２つ目は、いすゞ自動車近畿で、こちらは大型車でのコネク

ティッドカーで、顧客が乗っているトラックの走行状態をリアルタイムで見ることができ

るということである。走行距離等で、この車はそろそろこの部品がだめになるというと、

お客さんに連絡をしてお店に来てもらう。もちろん予約をしているので、交換部品も準備

した上で交換ができるので、故障して待ってもらうことがないという説明があった。前年

度見学に行って、できることは協力するとの了解を得ている。ただ、昨年、スズキのコネク

ティッドカーをしているので、代り映えがしない可能性もある点で、検討が必要である。

撮影については検討するとのことである。３つ目が、トヨタユナイティッド静岡で、自動

車だけでなく充電設備や蓄電池など設備関係の工事なども整備士がするということであ

る。会社に連絡すると取り組んでいこうかというような状況であった。電気工事士の資格

を所得する予定であるということである。本校のホームページも見て文科省事業興味を示

していただき前向きに検討するとのことであった。会社のグループ会社に住宅会社があり、

太陽光や充電設備も工事をしているので、連携して整備士にもそういう技術や知識を勉強

させたいということである。ここも文科省事業として撮影ができるかについては、社内で

検討するとのことである。４つ目が、滋賀ダイハツで、こちらはディーラーで初めてＤＸ

認定事業者を取得とあったので連絡した。実際にＤＸをしているということで、中身は、

ＩＴパスポートは社員の 60％が取得し、タブレットや社内連絡もすべてデジタルで連絡を

しているということであった。文科省のことを話すと、人事ＤＸと人事ＤＸサービスなど

との検討があり、難しいかもしれないという回答であった。最後は、スズキ自販兵庫で、こ
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こは１年目に永城委員に行ってもらって、点検した項目をＯＫというとチェックが入るよ

うになっている。今まで手書きでしていたことを、口頭でいえばよいので便利だというこ

とである。昨日は連絡が付かなかったので、引き続き連絡をとる。 

（永城委員）新人教育として、点検項目を読み上げてくれる。「何々を取り外しなさい」「何々

を確認しなさい」というように。それが流れた後で言葉で言うと記録される。ただベテラ

ンがすると、読み上げてからすると時間がかかるので、点検項目を覚えている人は自分で

やった方が速いが、新人の場合は点検項目の順番が分からないので、読み上げてもらえる

のは新人教育に向いているということであった。２年前のことだったので、今はどこまで

進んでいるのか分からない。 

（力丸委員）連絡を取って協力してもらえるのかどうか確認する。それらを踏まえて、訪

問調査と意見聴取出張を計画した。記載のとおりである。調査等が可能であれば、これら

の所を優先して行きたいと思う。 

（片山委員）今のところこれ以上はないのだね。新聞やニュースなどにはなかったか。 

（力丸委員）あまりこれといったものがなかった。 

（事務局）昨年行った加古川のスズキ自販さんだね。まだやっていないと言っていたよう

に思うが。 

（片山委員）県外とか他のスズキ自販さんはどうなのだろうか。 

（力丸委員）これはメーカー系なので、スズキ自販京都とかスズキ自販奈良とかがある。 

（片山委員）ホンダ、日産はどうなのか。 

（永城委員）ないと思う。 

（梶生委員）バイクで、トルクレンチでカワサキなどはどうだろうか。締めた所がデータ

に出るので締め忘れがないという。 

（力丸委員）連絡してみましょうか。 

（永城委員）引き続き宜しくお願いしたい。 

 

（３）哲学対話教育教材のテーマ 

（永城委員）次に、哲学対話教育教材のテーマについて説明をお願いしたい。 

（片山委員）資料を見ていただきたい。令和４年度と５年度は、テーマのタイトルがつい

ていなかった。内容的にこうだったということで書いている。４年度は「10 年後の自動車

業界と自動車整備の仕事」で、５年度は「自動車整備士として生きる」と「10 年後、20 年

後の自動車産業界・自動車整備士業界」という取り組みで、自動車整備士に着目した、学生

が一番身近に感じられるテーマで教材として動画を作ってもらった。６年度は、整備士で

いくとこれ以外のテーマは作りにくいと思ったので、整備士ではない、自動車の動きの中

で考えてみた。案①は「ＡＤＡＳ技術（先進運転支援システム）は必要か」である。聞くと

ころによると、必要ではないという人もいるそうで、果たして、こういうものがいるのか

どうか学生はどうとらえるのか議論させる。弱者には必要だというような意見が出るので

はないかと思われる。案②は、「空飛ぶ自動車が自動車の半分を超えた時の社会を考える」

ということで、そういう社会を想像する。案③が、「ＥＶ車を日本で普及させる作戦を考え
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よう」ということで、日本のＥＶ車の普及が世界で一番遅いという現状があり、欧米と比

べて遅いのはなぜかということで、学生に普及させる作戦を考えさせる。案④は、「循環型

社会システム時代の自動車を考えよう」ということで、今までにも出ている脱炭素化の自

動車ということで、今までと重なるかと思う。案⑤は、「完全自動運転が実現した社会とは」

ということで、先程出ていた車の中で映画が見ることができる、そういうようなことが出

てくると思うがどんな社会、世界なのかというのを想像力を働かせていく。案⑥は「自動

車からタイヤのなくなる日」ということで、まん丸のボールのような自動車になるとか、

空飛ぶ自動車の話もあるが、タイヤがなくなるとはどういうことなのか考える。案⑦は「自

動車業界の人手不足を解決するプランを考えよう」ということで解消のプランを考えてみ

る。③番，⑦番のようにプランを考えるのはどちらかというとグループワークにしていく

提案型の授業になり、対話とは少し離れるが、文科省はグループワークをして提案型の話

し合いをするのも取り入れてはどうかと言われたので、そういうものも入れた案を作って

いる。 

（事務局）こちらも案を３本考えてみた。哲学的ということから自己実現のために自分を

知ることが大事であろうということで、心理学で、マズローの欲求階層説というのがあっ

て、通常の生理的欲求とか、安全の欲求とか、社会的欲求とか承認欲求とかいうのは、自分

が足らないのではないかということで欲求がうめられる。一方、成長欲求としては、自己

実現の欲求であるとか自己を超越したものになっていけばよい。そのための心理テストを

してはどうかと思って、自分が自己実現をするために、自分がどんな存在で、意義までは

難しいかもしれないが今の自分を知ることが必要だと思って、そのために心理テストのよ

うなものをやって、それについてディスカッションをするというような形をとれば、自動

車と少しかけ離れるかもしれないが、自動車をするにしろ何をするにしても自分の位置み

たいなものを知っておく必要があるのではないかと思う。例えばＱ１「人の意見には流さ

れないほうだ」、Ｑ２「目の前の人を品定めする癖がある」、Ｑ３「自分が誇れるものは、謙

遜しないではっきり言う」など何問か出して、「あなたは今こういう心理状況にある」とい

うのを出して、誰かに添削してもらう必要があるが、生活する上でこうしなさい、こうし

た方がいいよという心理テストのようなものがあれば、自動車整備だけにとらわれずいけ

るのではないかというのが１つ目である。２つめは、「課題解決と価値の探究」で、現状と

自分の目標の間にはいろんな課題があるが、どのような解決方法があるのかを考える。自

動車と直接関係はないが、価値の探究は人間や社会の本質について明らかにするために、

自分自身の関心に基づいて問を立てる。それが人間社会の本質をあぶりだす。そういう気

づきができればと思う。３つ目は、お客さんと直接接することが多くなる自動車整備士に

スポットをあて、「自分は本当に整備士なのか」というジレンマのようなところをドラマ化

すれば、何か面白い形にならないかと思っている。切り口は変わるが、自動車関係のテー

マだけでなく、人間みたいなところがうまく出せればと思っている。 

（片山委員）動画はよい動画ができると思う。ただ、対話する時になかなか意見が出にく

い。やはり問題解決型のテーマの方が、学生からの意見が出やすい。問題解決型のストー

リーにしていかないと指導が難しい。 
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（事務局）人前で自分のことをさらけ出すというのは難しいと思うが、心理テストみたい

なのがあれば面白いと思ったのだが。 

（力丸委員）見ていて思ったのは、自分の意見、思ったことをいうのは言いにくいのだろ

うと思った。確かに、解決するのであれば間違っているか間違っていないかは分からない

ので、まだ意見が言いやすいのかと思う。 

（事務局）それをきちんと言えるのがＤＸ人材だと思う。それをどうやって言わせるか。

対話でするのもよいし、１対１でもよいし個別でもよいしと思ったのだが。自分で判断し

て決めるのが自己の成長につながると思うのだが。自動車でいくとテーマがなくなってく

る。 

（永城委員）前に、哲学対話の動画を撮るときに、「女子学生はいませんか」と言ったのは

何だったのか。 

（事務局）女子の方が、何でもはっきり言うと思う。対話させても話しやすかったり引き

出しやすかったりするように思った。ナビゲーターとしていてもよいと思った。 

（力丸委員）そういう意味では、学年によっても雰囲気が全然違うので、今年度の方がや

りやすいかもしれない。 

（事務局）少しやらせになるかもしれない。正解をいうのは簡単だが、人の本音を引き出

すのにそういうのがあってもよいと思った。 

（永城委員）方向性はどうしますか。 

（片山委員）プログラム委員会をして委員さんから意見をもらったらよいと思うが、早く

決めて制作に移らないといけないと思う。 

（事務局）７つの中から考えるなら、例えば空飛ぶ自動車とあるがその概念は、日本と海

外は全く違う。日本では空飛ぶ自動車と言っているが、海外ではドローンである。だから、

これはちょっと難しいと思った。 

（力丸委員）３つめの「ＥＶ車を日本で普及させる作戦を考えよう」は、自分でも考えられ

るように思う。この先、どうなると思いますか、と言われると発言がしにくいかもしれな

いが、「考えよう」なら、あれします、これしますとしゃべりやすい気がする。 

（事務局）ＥＶ車は日本にはあまり売っていないということだが。普及させるためには日

本で販売すればよいということになるのではないか。離島などではどうなっているのか。 

（力丸委員）以前、宮古島へ行ったとき、問題点が、バッテリーが２～３年したら充電が貯

まらないので走れない。置きっぱなしになってしまう。一時期、沖縄のタクシーを電気自

動車にということでリーフをまとめて入れたらしいが、長い距離を走れないので、１年も

しないうちに見なくなったと聞いている。 

（事務局）環境の意味からＥＶ車が走るのはよいが、ＥＶ車を作るときにすごいＣＯ２を

出すと言われているが、その辺はクリアできているのか。 

（力丸委員）まだと思う。そう考えると、エコかどうか分からない。考え方によってはガソ

リン車の方がトータルで考えるとよいということもあるので。 

（片山委員）話を元に戻すと、専門学校の学生は、対話だけでは授業がやりにくい。何か作

業する部分が入らないと。作戦を考えようとか、プランを考えようということならグルー
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プで自分たちの考えやプランをまとめて発表して協議させる。そういうような形にしてい

かないと対話は進まないなというのを去年思った。 

（永城委員）そう思う。 

（片山委員）だから、グループで紙にまとめるとかの作業が入るようなテーマがよいと思

う。③番とか⑦番のような。 

（梶生委員）⑦番の「人手不足を解決するプランを考えよう」は面白そうである。 

（事務局）自動車で人が足りないというのは、運転手が足りないのか、整備士が足りない

のか、もともと自動車に関わる人が少なくなっているのか、何の人手が足りないのか。 

（力丸委員）自動車全体の中でも若い人がいない。整備士になっても給料や仕事の環境や

待遇などの面から、やめて他の仕事に行く人もある。 

（事務局）整備士の資格は何歳からというのはあるのか。 

（力丸委員）特別にはない。ただ、試験を受けようと思えば実務経験がいる。３級からいる

が、３級は実務経験が１年いる。整備工場に１年働いて、１年の実務経験ができて受験が

できる。専門学校なら高校を卒業した後に入らないといけないというのがあるので、現実

的には高校を卒業してからになる。 

（事務局）では、③番と⑦番で行きましょうか。 

（片山委員）もう一本要る。 

（梶生委員）空飛ぶ自動車が面白そうに思う。 

（力丸委員）私も空飛ぶ自動車か、タイヤがなくなる日のどちらかがよいのではと思った。 

（梶生委員）モビリティーで移動手段として、自動車から空を飛ぶものに変わっていくよ

うになったらどうなっていくだろうというのは面白そうだと思った。 

（事務局）空飛ぶ自動車というのは、リニアみたいなものなのだろう。ちょっと浮いたよ

うな。 

（梶生委員）いろいろあると思う。 

（力丸委員）リニアみたいになるのか海もそのままいけるのがあるよとか、学生に言った

らいろいろ出てくるのではないか。 

（永城委員）ひとつ思ったのは、自動車の定義は何なのだろう。空を飛んだら飛行機なの

か。整備士の守備範囲、エリアはどこまでなのだろう。空を飛んだら自動車ではなくなっ

てしまうのでそこは違うのか。「自動車の定義は」という質問も面白いかもしれない。タイ

ヤが接地していたら自動車で、浮いたら違うのか。飛んでも着地してタイヤで走るのなら

自動車なのか。自動車整備士の定義は何なのだろう。 

（片山委員）法令に書いてないのか。 

（永城委員）空を飛んだらダメとは書いてない。 

（矢部委員）航空法で規制するから自動車ではなくなるね。飛行機でもタイヤはついてい

る。 

（梶生委員）トヨタはよく言うじゃないですか。モビリティーと。新しい移動手段として。 

（力丸委員）ホンダも使う。だから、自動車だけではないですよ、乗り物を提供する会社で

すという意味だと思う。 
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（梶生委員）今なら電動キックボードなどを新しい車と言ったりする。バイクでもないし

自転車でもない新しい車が出てきたりする。 

（事務局）バックトゥザフューチャーみたいな。ではそれも想像させて好きなことを言っ

て終わってしまうのか。 

（片山委員）そう。結論はない。 

（梶生委員）それを整備する人はどうなっていくのか、と広げるとか。自動車ではなくな

った時に別の整備士がいるとかになるかもしれない、というのを考えてもよい。 

（事務局）走るということでは、電車も新幹線も同じなのか。 

（梶生委員）動力や構造が違う。例えば自動車の整備士が電車を整備するかといえばなか

なかしないし、飛行機は飛行機の整備士がする。自動車は自動車整備士がするが、ドロー

ンができたらそれは誰かがする。それは、自動車整備士がするのか新たな整備士が生まれ

るのか。 

（事務局）自動車整備士の１級を取ったから、次飛行機の整備ができるとか、自動運転の

整備ができるとかであれば次のことが考えられるが、別々の話なのか。 

（力丸委員）くっつく接点がないような気がする。バイクの整備士は整備士でいる。一部

自動車の整備士ができるかもしれないが。 

（事務局）２級の整備士は、電動車椅子の整備ができるという。 

（力丸委員）基本的な構造さえわかれば、機械的なところはあると思うが、どうやって動

いているかがわかれば、こうなっているから動くのだなというのが、バイクの整備士でも

自動車の整備士でも理解はできると思う。 

（梶生委員）法律だと思う。整備ができる人でも資格を持っていなければお客さんの車を

整備してはいけないので。例えばそれが電動車椅子になった時に、電動車椅子の整備がで

きても資格がなければさわってはいけない。 

（力丸委員）そこへ、数ですね。数が増えた時に、危ないことがあれば資格が必要になる。 

（事務局）電動車椅子は自転車屋さんへ行ったらしてもらえる。２級の自動車整備資格が

あればできる。 

（矢部委員）今資格の話でこれだけ盛り上がったから、資格のことをテーマにしてもよい

かと思った。 

（事務局）学生に資格を作ってもらったらどうか。こういう整備をしたいとか。 

（梶生委員）広げようと思ったら結構広げられる。 

（片山委員）矢部委員や事務局が言われていることは、事務局の３番目の案に近い。モビ

リティーがいろいろ変わってきているが、整備士って何なのという話、その３つがよいの

ではないか。ストーリーを考えてください。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）次回、第４回フォローアップＷＧは、６月 11 日（火）17 時 30 分から行う。 

（片山委員）今出た課題についての進捗と、それからプログラム開発委員会をいつするか、

そしてその内容について。それが決まれば、一旦ＷＧは休みにしたい。 
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４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第４回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024 年６月 11 日（火）17：30～18：30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計７名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員・矢部委員・片山委員 

議題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 自動車産業ＤＸの「自動車の近未来」動画コンテンツ（自動車産業の技術革新と自動車

整備士の役割）のシナリオについて検討するとともに、ディーラーＤＸ調査訪問企業につ

いての情報を共有し訪問についての検討を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 「自動車の近未来」コンテンツの提案内容について 

（２） 第１回プログラム開発委員会の開催日について：候補 7/5（金）17:30～ 

（３） ディーラーＤＸに係る企業訪問計画について 

３． 事務連絡 

   ・第５フォローアップＷＧ・・７月２日（火）17:30～ 

４． 閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・自動車産業ＤＸ「自動車の近未来」動画シナリオ 

（タイトル：自動車産業の技術革新と自動車整備士の役割） 

 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第４回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 

（１）「自動車の近未来」コンテンツの提案内容について 

（永城委員）議事の一つ目、「自動車の近未来」コンテンツの提案内容について、事務局か
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らお願いしたい。 

（事務局）自動車の近未来ということで、近未来をどこに設定するかということがあった。

自動車産業の計画というのが 30 年、40 年ということなので、その辺りも踏まえて総括的に

出した方がよいのではないかと思った。それをイラストや写真とかを使って表現していき

たい。登場人物は、自動車博士と未来型ロボットＲ６と整備士を目指す学生ＡＢの二人を

考えている。まだ、背景とかイラストは作っていない。今、ＥＶとか自動運転とかが出てき

ているが、学生目線として「どういう状態なのか教えてほしい」、というところで自動車博

士が出てきて、自動車技術については、「日本の代表的産業である自動車業界も人手不足の

傾向にあり、その原因は少子高齢化による労働人口の減少だけでなく、若者の車に対する

関心が薄れていることや職業選択の多様化も挙げられる」ということで、デジタル技術に

頼らないといけない状態になってきている、と説明をする。それにあわせて、消費者行動

の劇的な変化も大きな問題で、都市部では公共交通機関を移動手段とし車の所有には消極

的で、維持や管理の経済的負担から若者の自動車離れなどの時代背景がある。また、近年

は価値観の変化もあって、生産台数や販売台数は少なくなっていくだろうと思われる。「そ

れでは。整備士はどうなるの」という学生の疑問に対し、博士から「その一方、半導体の需

要が急速に拡大し高性能な半導体の技術が向上して、あらゆる業種がデジタル化されＡＩ

技術の発展とＤＸで問題を解決しようとしているというところに現在さしかかっている。

製造面では産業ロボットやシステム化が進んできており、2040 年には自家用新車の 1/2 が

ＥＶ車になると言われている。ＥＶ車の生産には、ギガキャストやモジュール構造が導入

されて簡素化されようとしている。また、各自動車メーカーが連動した形で、ＳＯＣ（高性

能半導体）を搭載することで、自動車の安全性と信頼性を高め、レーダー・カメラ・蓄電池

のレベルが急速にアップし、まだ実証段階である自動運転が実用化される時代がすぐそこ

に迫っており、2040 年には、無人のタクシーが自動車産業の成長を支えるぐらいである」

と学生に伝える。「それって、整備士に関係あるの」という学生の意見に対し、「いろいろな

ことを覚えるのは無理だと思うかもしれないが、ガソリン車のほかにＥＶ，ＰＨＥＶ車の

技術は、今学んでいてベースにあるから、自動車としては変わらないことを認識してもら

いたい。実際のところ、ディーゼルエンジンの大型トラックは、まだまだＥＶには時間が

かかるし、ＤＸについても製造面では進んでいるが、顧客対応やオフィス業務における顧

客満足度の向上や利益向上へも確実につながっているとはまだ言えない状態である。」それ

を聞いて学生たちは「じゃ、まだまだ安心だね」と言うのだが、そこへ、未来型ロボットＲ

６が突然現れて、そうでもないと話し出す。「デジタル需要の増加に伴い、自動車にもデジ

タル技術の応用が進んでいる。例えばカーシェアリングでも、デジタルキーで車の利用状

況確認やキャンセル待ちができたりしてユーザーの利便性向上につながっている。ＩoＴを

搭載したコネクティッドカーは、完成したようで完成していないが、車両の状態や道路状

況などあらゆるデータを取得・分析することで安全性や快適性を実現し、運転手支援だけ

でなく、緊急通報システム、盗難車両追跡システムなどが備わり更なる市場の拡大も予測

されている。それから、ＣＡＳＥという言葉がよく使われているが、Ｃは、Ｃｏｎｎｅｃｔ

ｅｄ（コネクティッド）、Ａは、Ａｕｔｏｎｏｍｏｕｓ（自動運転）、Ｓは、Ｓｈａｒｅｄ
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（シェアリング）、Ｅは、Ｅｌｅｃｔｒｉｃ（電動化）のことで、自動車業界に新たな変革

をもたらす取り組みである」と。だが、学生から「ＣＡＳＥは、これまでの自動車の価値を

全否定するものでしょう。外部から隔絶された空間、運転する楽しさ、所有することの喜

び、エンジンの生み出すパワーや振動が個性や価値を生み出してきたのが事実でしょう」

との意見が出る。この辺りを学生たちがどう受け取るのかということなると思う。ロボッ

トが、「実際、販売はオンライン化を進めているので、ディーラーを外すような形でコスト

を削減したりしてディーラーでの整備士はなくなるかもしれないよ。今後車の価値に占め

るハードウェアの比率が下がり、ソフトウェアの価値が多くを占めるようになると車もス

マートフォンと同じようにソフトウェアというところに本来の整備士のビジネスチャンス

があると思う。価値は変わっても車は車であり続けるし、車がなくならないのは確かだ」

いうことで変化に対応していかなければならないことを示す。一応近未来としてこういう

流れで、イラスト写真や動画を入れながら分かりやすくしていきたいと考えている。 

（永城委員）提案についてご意見をお願いしたい。 

（片山委員）映像イメージの所は、アニメであったり実物の映像であったり写真であった

りするのか。 

（事務局）近未来というのはある程度想像図というのが出ているが、逆に遠い未来であれ

ば想像して描かないといけない。大きくいえばインフラとかも関わってくるがそこまで必

要ないだろう。自動車整備士の未来の近いところで、今こういう事実があって将来、君た

ちが働くようになるとこういう時代になっているよということが示せればよいのではと思

っている。空飛ぶ自動車がそこら中を飛んでいてというような未来までは想像しなくても、

現実のところで想像できる範囲で収めた。 

（片山委員）要素はほとんど入っているので、学生が映像を見て実感を持って、それを感

じることができるか、イメージがわくか。言葉だけなら多分わからないので、映像の強み

はそこだと思うが。 

（事務局）こういう流れでよいのか、アトムのようにもっともっと先を見せた方がよいの

か、そういう方が現実離れしてワクワクしてくる部分も出てくるだろうが、近い将来とい

うところで整備士のあり方もある程度覚悟することも必要かと思う。 

（岡崎委員）私も現実に近いものの方が、学生もイメージしやすいかと思う。あまり遠い

話だと学生はぼんやりしてイメージできないと思う。 

（永城委員）学生に見せる前提と、あと企業さんが見るというのを考えた時に、ディーラ

ーがなくなるかもしれないというところは、ちょっとどうかと思った。 

（事務局）実際は統合されてそういう動きもある。 

（力丸委員）そういう方向ですね。 

（永城委員）確かにディーラー自体の数は集約している。特にホンダさんの場合は。ホン

ダさんは、小さいディーラーがたくさんあるので、それをまとめるような形で動いている

みたいである。 

（力丸委員）内容的には網羅されていてよいなと思った。一つい入れてほしいのは、整備

士の環境の変化、時代が変わっていろいろなものがＩＴ化してＤＸになる中で、おそらく
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整備士が普通にタブレットを持っている。今までなら本とか持ってしていたのが、将来は

こういう形に変わっていくというのを入れたら学生も興味を持つと思った。 

（事務局）それはイラストでもよいのか。 

（力丸委員）イメージできればイラストでもよい。 

（薮下委員）２枚目のところで、ＰＨＥＶ車の発電機はエンジンなので、エンジンはまだ

すぐにはなくならないよということをもう少しアピールしていただけたらと思う。完全な

バッテリーの車がこれから来ると思うが、エンジン、内燃機関もすぐにはなくならないと

いうことを印象づけていただけたら整備士の必要性も出てくるのかなと思った。 

（事務局）エンジンがなくなる前提でも、整備士の生き残り方みたいなものを思っていた。

エンジンがそんなに近い将来にはなくならないと思うが、いつごろまでというのも示して

あげないといけないと思う。「まだまだ」が、５年なのか 10 年なのか。ここではなくなる

ことも示せた方がよいのかと思った。なくならないよと言ってしまったことで、そこで生

き残ることを前提としているような気がする。エンジンがないと整備士が生き残れないの

ではなく、エンジンがなくなっても車はなくならないので、そこに逆に整備士のビジネス

が広がるのではないかと思う。 

（力丸委員）そこは分からないと思う。バッテリーの性能が上がれば、多分いっぺんに変

わると思うし。前提として、こういうことになった時に、このようなことがという主旨で

あればそれでよいかと思う。ただ、エンジンもという部分は、今回は置いておくというこ

とですよね。 

（事務局）そういう言葉も入れてみます。 

（片山委員）航空エンジンはどうなのか。燃料が足らないと言っているが。 

（力丸委員）補給ができないと言っている。 

（片山委員）あれは、エンジンなのか。 

（力丸委員）外燃機関であるが基本的には一緒だと思う。 

（梶生委員）３枚目のＣＡＳＥの内容で、ライドシェアリングはまだ普及に至っていない

とあるが、確か最近始まったと思う。制限はまだ多いが。「普及していない」というよりは、

「徐々に進んでいる」というような前向きの方がよいかと思った。 

（矢部委員）時間を決めてシェアリングしているような。 

（梶生委員）タクシー関係のところが主体となって教えたりしている。 

（矢部委員）３枚目の最後の、ソフトウェアにビジネスチャンスがあるねというそこに焦

点を当てて、いろんなことを診断できてそれに対応したりとそこの環境が変わってくるか

ら、そのデータを集めて、人間が操作しなくてもいけるような時代が来るのかなというこ

とで、ＡＩも勉強しないといけないなというような方向でもよいような気がする。 

（事務局）勉強しなさいというのがよいのか、知識的に知っているだけでも大きな差があ

る。 

（矢部委員）農業も車もいろいろなものがＡＩとなっていくのかなと思う。 

（片山委員）そんなに難しいＡＩではなく、前に Society5.0 の時に冊子を作ったが、機械

学習のようなことなのだが。 
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（事務局）整備というと、もっとはるかに簡単になってくると思うが。覚えることがない

と思えるが。エンジンをさわるよりはもっと簡単になっていると思う。そこがビジネスだ

と思う。そこを、「頭を柔軟にしろよ」というのか「勉強しろよ」というのか、「こんなこと

もあるよね」で収めてしまうのかの落としどころがどうなのかと思う。 

（片山委員）情報活用検定はどういう内容なのか。ＡＩも入ってきているのか。 

（永城委員）ＡＩまでは入ってきていないが、情報に関する単語、コンピューターの構造、

ハードウェアとソフトウェアとか、ハードウェアの中でも形式があるのを順にしている。 

（片山委員）今の意見を踏まえて修正していただいてプログラム開発委員会の資料として

作っていただきたい。事前に見せてほしい。 

 

（２）第１回プログラム開発委員会の開催日について 

（永城委員）第１回プログラム開発委員会の開催日について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）日は７月５日（金）を予定しているが皆さんの都合はいかがか。 

（事務局）ビジュアルとして見せるのか。 

（片山委員）シナリオだけでなく、もちろん映像があれば分かりやすい。動画の完成は難

しいだろうが、コマを提示するとわかりやすい。 

（永城委員）では、７月５日で進める。 

 

（３） ディーラーＤＸに係る企業訪問計画について 

（永城委員）ディーラーＤＸ調査訪問企業について、力丸委員から説明をお願いしたい。 

（力丸委員）変わった点をいうと、ＡＮＡとオンラインで話をした。できることとできな

いことがあって、ＡＮＡの中のエンジンをさわる部門があって、そちらなら本校の研究と

合うのではないかと思われた。もしそれが合うなら、紹介していただこうと思っている。

もう一社、カワサキさんの方に連絡をして、トルクレンチを使って定期点検などの場合は、

デジラテといってＫＴＣが出しているのだが、測ったものをそのままデータとして飛ばし

て記録簿に載せる。人が書いたりするのではなく、トルクレンチがそのまま自動でデータ

を送る。ＫＴＣさんがしたのを使っている。主に定期点検で使っているということである。

訪問については、ここでは決められないので追って返事をするということである。 

（片山委員）どこのカワサキなのか。 

（力丸委員）明石の２輪のカワサキである。本社である。ＫＴＣさんのを使っているので、

ＫＴＣさんに聞いた方がよいのではないかと言われたが、実際に作業で使っているところ

を撮りたいのでその旨を言った。難しいかもしれない。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）次回、第５回フォローアップＷＧは、７月２日（火）17 時 30 分から行う。 

（片山委員）プログラム開発委員会を７月５日に開催するので、その打ち合わせを兼ねて

７月２日にＷＧをする計画だがどうか。 

（永城委員）では、次回、第５回フォローアップＷＧは、７月２日（火）17 時 30分から行
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う。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第５回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024 年７月２日（火）17：30～19：00 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計４名） 

力丸委員（欠席）・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員（欠席）・矢部委員（欠席）・

片山委員 

議題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 第１回プログラム開発委員会を開催するにあたって、コンテンツ動画の試作を視聴し、

内容検討及び役割の確認を行うとともに、事業の進捗状況を報告し合いコンテンツ制作に

ついての検討を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 第１回プログラム開発委員会の内容について 

（２） 第１回プログラム開発委員会の役割について 

（３） 事業の進捗状況について 

３． 事務連絡 

   ・第６回フォローアップＷＧ・・７月 12 日（火）17:30～ 

４． 閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・ＤＸ事業の進捗状況 

・第１回プログラム開発委員会の会議事項 

 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第５回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 

（１）第１回プログラム開発委員会の内容について 
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（永城委員）第１回プログラム開発委員会の内容について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）第１回プログラム開発委員会の次第を見ていただきたい。委員さんについて

は、小林委員さんから中原委員さんに変わられている。もう一人脇崎委員さんに変わられ

た。本校では、薮下委員さんが入られた。会議の内容は、令和５年度の成果と課題というこ

とで、令和６年度の計画もあわせて報告をする。資料はＵＲＬで見てもらう。本年度の事

業概要もメールで事務長から送信してもらう。その会議の中心が、「自動車の近未来」コン

テンツについてで、その動画についての意見をいただく。括弧３が中心となる。今日は、事

前に見てもらって、変える時間はないが、こういう意見が出るのではないかというような

意見を出してほしい。 

（事務局）変える時間がないというより、この間の会議でのことをあらすじとして起こし

ているので、写真やイラストも動きが全くなく、音声も機械音声である。だから意見や話

が出てすり合わせが済んでから本番を作っていく形である。 

（片山委員）そのことをプログラム委員会で説明してもらった方がよいですね。 

＜「自動車の近未来」コンテンツの試作を視聴する＞ 

（事務局）実際の動画はナレーションを入れて、もう少ししっかり話す。ライドシェアが

進んでいるとか自動車整備士がどう変わるかなど、会社名は出さずにこの間の会議で出て

いた内容を入れている。近未来といっても具体的に進めることと、それが近未来に現実化

していくことなので、空飛ぶ車などあまり遠い未来にまで行っていない。 

（片山委員）委員さんからどのような意見が出そうか想像してもらいたい。 

（岡崎委員）最初のグラフのところで、いきなりグラフが出るのではなく、グラフの説明

があった方がよい。 

（事務局）少し、説明を加える。 

（梶生委員）動画の言葉は、全部話し言葉にせずに、要所要所では箇条書きで載せた方が

伝わるかと思う。 

（事務局）説明するところや動きをつけるところなど変化を持たせようと思う。 

（永城委員）内容が盛りだくさんなのだが、整備士が話すところが少なく博士が話すとこ

ろが多いように思うので、掛け合いがあった方がよいように思った。整備士が質問すると

ころで、「整備士はどうなってしまうのだろう」の繰り返しが多いように思った。 

（事務局）学生の意見として変化をつける。 

（片山委員）今の内容をどれだけ視覚化というか動画で出せるのか。 

（事務局）写真よりイラストの方がよいと思う所はイラストにする。学生が話していると

か、学生は「すごいね」とか「へえー」と言っているようなところは人物になるかもしれな

い。実際に写真を使うにあたって許可を取らないといけないところもあるので、そういう

所はイラストにすることになる。内容によっては簡素化して漫画っぽくするところもある。 

（片山委員）ストーリー的には、学生と博士との対話でいくのか。 

（事務局）そのつもりである。 

（片山委員）以前、Society5.0 の時に、内閣府からこんな社会に変わるというような映像

があって実際の人が出てきていた。ああいうのもわかりやすいと思うがどうか。 
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（事務）そういうのが撮れないこともないが、イラストで考えていた。哲学対話の教材で

は、写真を見せて具体的な人物で作ろうと考えている。 

（片山委員）先程の動画では、難しいのではないかというような意見が出てくるような気

がするのだが、あれを見て学生は理解できそうか。かみ砕けばかみ砕くほど説明が長くな

るという難しい面があるが。３年生の１級の学生だね。 

（永城委員）６～７割はわかると思うが、それがどんなものかというイメージがわかない

可能性はある。例えば、「ハードウェアよりソフトウェアが重要視されるようになる」とい

うのがあったが、そうなればどうなるのかが多分想像がつかないと思う。内容はそういう

ことだとわかってもどうなることか分からずに終わってしまう可能性がある。 

（事務局）整備士のやり方は簡単になるのだが技術やスキルを要求されるということと、

そこにチャンスがあるのだが、ＤＸやＡＩといったところを将来的にはやらないといけな

いという感じである。近い将来というのが何年後とわかっていれば時代背景が出せるが。

内容は結構簡単にしたのだが。 

（永城委員）内容は６～７割は分かると思う。 

（片山委員）学生の立場で見ることができるのは職員だけなので、学生は、内容は分かる

がそれがどうなることまでわからないのではないかというような、そういう意見を本校の

委員から学生の目線での意見を出してもらったらよいと思う。 

 

（２）第１回プログラム開発委員会の役割について 

（永城委員）第１回プログラム開発委員会の役割についてお願いしたい。 

（片山委員）協議についてはこの動画を見ての意見なので、学生の立場にたっての視点で

意見を出していただきたい。司会は永城委員で、後の委員にはその会議の中で意見を言っ

てもらう。セッティングは事務長がしてくれる。 

 

（３）事業の進捗状況について 

（永城委員）事業の進捗状況についてお願いしたい。 

（片山委員）哲学教材の方はもう少し詰めないと事務局も作りにくいと思う。 

（事務局）今考えているのだが、今週中に粗方のシナリオができる。再来週のＷＧには出

せる。 

（片山委員）では、それを検討してから、一度大学の先生に意見を聞いてみる。それから、

昨年の哲学の授業を録画したものを事務局に簡単にＤＶＤにまとめてもらっているので、

それについても聞いて来る。それから、難しくなっているのは、ディーラーＤＸの４本の

動画をどう作っていくかということである。力丸委員に現在の状況をまとめてもらった資

料があるのでそれを見ていただきたい。永城委員から説明をお願いしたい。 

（永城委員）力丸委員から企業さんにきいてもらった。ＡＮＡは、講習は有料でできるが、

内容は外に出せないということなので、ＡＮＡは、厳しいのではないかと聞いている。次

は、トヨタ静岡だが、これは家とか車とか含めた企業だが、いろんな部署が絡んでいるよ

うで、そこの調整が難しく、動画撮影となるとハードルが高くなるため難しいということ
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である。３つめがカワサキさんのトルクルというものだが、現場の見学であれば可能だが、

動画を撮り一般に公開するとなると関係部署が多くなり困難である。こちらもカワサキさ

んではなくＫＴＣさんというツール会社さんの関係で複雑になっているということであ

る。この３つが難しいようである。４つめが、滋賀ダイハツさんで、こちらは自動車新聞に

も記事が載っていて、内容は経済産業省から、ディーラーで初めて「ＤＸ認定事業者」の認

定を受けた。やっていることは、１年目にあった「音声認識システム」で、整備士の人がし

ゃべるとそれが記録簿に記入されるというのを見せてもらえるということでＯＫが出てい

る。日程は、視察が７月 29 日、撮影が８月 29 日を予定している。５つ目は、いすゞ自動

車近畿さんで、コネクティッドカーということで、車両の不具合とかをインターネットを

介してコールセンターとかに自動的に飛んで、そこから車両の運転手にどこの店に行って

くれというような指示が全部出るような感じでやっているのがコネクティッドカーであ

る。この間、学校に来られていたので、学生向けの研修と動画撮影ができないかをお願い

している。ただ、いすゞ自動車近畿さんはメーカーと調整しないといけないので、視察の

日程については返事待ちである。撮影と学生の研修もさせてほしいということなのだが、

回答として 9 月までは忙しいが 10 月以降ならと言われている。あと２本必要なので、力丸

委員が岡山トヨペットさんの自社開発の作業工程管理アプリを入れるかどうかという話が

出ているがディーラーＤＸはかなり苦戦している。 

（片山委員）上の３つのうち、カワサキというのはどういう取り組みなのか。 

（永城委員）部品を取り付ける時に、トルクルといって締め付ける力が各箇所決まってい

るのだが、それを締め付けた確認とか、どれくらい締め付けるということを全部パソコン

を通じて締めたか締めていないかの確認が最終的に全部できるようになっているものらし

い。 

（片山委員）それはカワサキさんしかしていないのか。 

（永城委員）カワサキさんが導入しているが、工具屋さんが作っているので、工具の方に

アプローチしないといけないのかと思う。ＫＴＣさんという会社がやっているのだが、本

校は今年度ＫＴＣの工具を買わなかった。今までは買っていたが買わなかったので話を通

しにくくなっているのかなと思う。 

（片山委員）今の工具メーカーはそういうのをしていないのか。 

（永城委員）調べてみる。 

（片山委員）２輪はどうなのか。先日、神戸新聞に、同じカワサキだが明石か加古川で、オ

ートバイは部品が多いらしいが、部品を取り付けたらランプがついて、次々と取り付ける

手順をランプが示すようである。 

（永城委員）それは製造なのか、組み立てなのか。 

（片山委員）組み立てである。乗用車だけでなく、２輪でもそのようなのがあればよいよ

うに思うので、尋ねてみてほしい。 

（永城委員）もう１か所、日産で、ｉＰａｄを支給して、アプリで車両を映し出すと、カメ

ラで画像を認識して、外し方とかを表示できるようにしたり、配線なども部品で見えない

ところを透き通って画面上で見えるようにしたりできるのを導入したと聞いたので、一応
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お願いをしているが、メーカーが作ったものなのでどこまで出せるかわからない。 

（片山委員）近畿日産なのか。 

（永城委員）兵庫日産である。明日、研修に来られるので、聞いてみようと思う。 

（片山委員）それ、面白いね。 

（永城委員）はい、だから、外そうと思った時にどこを外したらよいかが画面上に表示さ

れるので、移動しても表示される。それを明後日、３年生の学生に研修でデモンストレー

ション的にやってくれるらしいが、文科省の方へどこまで出してもよいかが分からない。

ただ、研修ではできるということである。 

（事務局）東京の方の企業で、メモをＡＩで写したら情報が画面に写って、場面場面を見

ることができるというのがあったが３年前だったので、すごく初歩的な感じだった。もし、

実用化されているのならそちらもよいと思う。 

（永城委員）多分全国にｉＰａｄで出来るようになっているだろう。ただ、車種は限られ

ているだろう。ここは、要相談になるが出来たらよいなと思う。お願いをしてみる。 

（事務局）ゴーグルを付けて見ると情報が出るが実用化されているかどうか。手をかざし

たら見られるというのもあるが限定される。 

（永城委員）今のところ、整備士２人にｉＰａｄを１台支給する予定で、最終的には１人

１台にする予定らしい。それがあれば整備書を見ながら実物と見比べなくても、ｉＰａｄ

に写したら、そこに表示される。 

（片山委員）それから、トヨタユナイティッド静岡の家庭用充電器だが、これは、トヨタユ

ナイティッド静岡でなくともやっているのではないか。 

（永城委員）家庭用の充電器なので、家の方のことになっていくと思う。力丸委員の話で

は、トヨタユナイティッド静岡は、車販売と別に住宅販売の経営もされていて、それと併

せてされているようである。 

（片山委員）前に言っていた、三菱などはどうなっているのか。 

（事務局）どちらかというと、住宅屋さんとかそういう方から、自動車の方へもしている

のかもしれない。住宅メーカーの方がよくやっているのかもしれない。 

（片山委員）その視点というのは大事だね。そういう方面のを、一つ作っておきたい気が

する。 

（事務局）小さいところがやっている気がする。 

（片山委員）トヨタはスマートシティを作ると言っていたが。 

（永城委員）今、徐々に見学ができるようになっているらしい。 

（片山委員）一度そういう所へ行って見てきたらどうか。 

（永城委員）どこかの自動車メーカーが、充電施設を販売するとか聞いたような。今まで

なら、充電の工事は工務店とかそういったところに依頼していたが、ディーラーの方で受

けて全部しますというのを、どこかのメーカーがやっていたと思う。それも調べてみる。 

（事務局）蓄電池の技術ができたら、販売や工事などそこらは全部進んでいく。 

（片山委員）忙しいだろうが、実際に行って見ないと分からない部分があるので行ってみ

てはどうか。 
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（事務局）今、ＥＶとかの充電のステーションは、どこがやっているのか。 

（永城委員）充電ステーションについて、多分、一番聞くのはニチコンさんという会社だ

と思う。 

（事務局）出光とかガソリンスタンドはやっていないのか。 

（永城委員）１年くらい前に聞いたのは、ＤＭＭがやりだす。国がお金を出すので、急速充

電器を増やさないといけない。 

（事務局）その辺のことは自動車整備士と全く関係がないのか。将来的に。 

（永城委員）ないと言えばないと思う。ただ、充電器の互換性とかが出てくるので、そうな

るとソフトウェアとかになってくるかと思う。 

（事務局）このスズキのコネクティッドカーで大型車とあるが、どれを指しているのか。 

（永城委員）多分、一番大きいトレーラーとかなど、運送に使うトラックだと思う。私も一

度動画を見たが、運送なので、荷物を運んでいる場合に何か不具合が発生した場合に、最

寄りの店舗に案内して、そこでもう既に、不具合の場所が特定されている状態で入って、

どれくらいで修理できるかというのも、運行管理社の方に連絡して、修理するかしないか

を決定して、修理するなら案内するというようなシステムである。 

（事務局）コネクティッドカーは個人であるとかだったが、物流とかにうまく組み込める

ような感じになったね。ホンダとかはないのか。 

（永城委員）ホンダは全然出てこない。 

（片山委員）ホンダはガードが堅いのか。やっているだろうが。 

（永城委員）やっていると思う。それから、以前に事務局さんと行った加古川の Bluetooth

でするのと、滋賀ダイハツさんのとが同じになってしまう。内容がどこまで同じか分から

ないが。それで、スズキ自販兵庫さんも今月の 18,19 日に、３年生に研修をしてもらう予

定にしているので、その時にもう一度やってもらえるか聞こうと思っている。これは、も

し学生を連れて見に行くとしたら、まだ、ＤＸとの関係がはっきりしないが、その場合、マ

イクロを使った場合の費用は出るのか。 

（片山委員）出る。県外でも３～４回いける。ＤＸの視点で報告を作ってもらったらよい。 

（永城委員）学生の研修と撮影がセットでなくても良いのか。 

（片山委員）よい。学生を連れていくと相手にとっても良いのかもしれない。職員募集の

ＰＲもできると思うなら、連れていってもらったらよい。 

（永城委員）明日、明後日は兵庫日産さんなのだが、送迎付きである。 

（片山委員）では、その辺り早めに目途を付けて、足を運んでもらうのがよいと思う。梶生

委員や岡崎委員も手分けして進めてもらいたい。 

（事務局）ダイハツさんといすゞさんは決定ということでよいのか。 

（永城委員）まだ仮なので、調整が必要である。最終、決まり次第連絡をする。 

（事務局）これは両方学生を連れていく予定なのか。 

（永城委員）そのつもりである。力丸委員は、学生を連れていくのと撮影はセットでない

といけないと思っているのではないかな。 

（事務局）逆に、すごくやりにくいと思う。学生に説明しているところしか撮れない。研修

145



時間が限られているので、インタビュー動画が精いっぱいである。 

（片山委員）では、別々にしてはどうか。主旨は映像だけではなかなか分からないから模

擬体験を実際にするということなので。 

（事務局）模擬体験のところは、学生の時でないとなかなかしてもらえない。だから、研修

の時も撮り、他の時にはインタビューなども撮るというような形になると思う。 

（永城委員）調整します。 

（片山委員）それから、次回は哲学対話となるが、別問題でトロッコ問題を入れてはどう

かと思ったりする。それは、車がスピードを出してブレーキが効かない。自動運転でブレ

ーキが効かない。山へ突っ込んだら止まるが人がいて死んでしまう。そうしなければ自分

たち４人は崖から落ちてしまう。あなたが自動運転の設計者であれば、ブレーキが効かな

い時にどういうセッティングをするか、というものである。 

（事務局）方法は２つしかないのか。 

（片山委員）そう。「あなたは、自動運転の頭脳にどういうセッティングをしますか」とい

う問いである。 

（事務局）それ以外の選択肢を考えるのか。 

（片山委員）それでも構わない。整備士のことと直接関係しないが。 

（事務局）心理テストみたいになってしまうだろう。 

（片山委員）自動車の知識というより、実際には設計者は責められる場面が出てくるとい

う、設計者の体験みたいなものである。 

（事務局）アレンジしたら面白いかもしれない。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）第６回フォローアップＷＧは、７月 12 日（金）17 時 30 分から、哲学対話の

シナリオ検討を行う。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第６回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024 年７月 18 日（木）17：30～19：30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計６名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員（欠席）・矢部委員・片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 令和６年度事業の進捗状況を確認、検討する中で、特に「ディーラーＤＸに係る企業訪

問調査」及び「哲学対話教育教材のシナリオ」についての検討を目的とした会議を開催し

た。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 哲学対話教育教材のシナリオについて 

（２） ディーラーＤＸに係る企業訪問調査計画について 

（３） 令和６年度事業の進捗状況について 

（４） 第２回プログラム委員会の日時と内容について 

３． 事務連絡 

   ・第７回フォローアップＷＧ 

４． 閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・哲学対話教育演習動画シナリオ 

・令和６年度事業の進捗状況 

 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第６回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 

（１） 哲学対話教育教材のシナリオについて 
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（永城委員）哲学対話教育教材のシナリオについて、事務局からからお願いしたい。 

（事務局）一つ目は、「ＥＶ車を日本で普及させる作戦を考えよう」ということで、これは、

ドラマ仕立てでいこうと思っている。シーンは、実家で父と息子という設定が多いがその

方がしっくりくるかと思いそうしている。父が庭で手入れをしていると、車をＥＶ車に替

えた息子が帰ってくるところから話が始まる。父が「電気自動車に替えたんだ」と言うと、

息子が「電気自動車は補助金制度が利用できたので割とリーズナブルだったよ」と答える。

さらに息子が、「俺の会社が進めている企業イメージ向上のためのサスティナブル経営の実

践とかＳＤＧs とか企業の社会的責任ってやつだ。スタッフにもある程度ノルマが課せら

れるんだ」と言う。それを聞いて父が「今からの時代、環境や資源やエネルギーの問題を考

えている企業でないと、仕事の受注や経済発展にも影響するからなあ。特に、地球温暖化

問題は気象状況などにも関係し深刻だな」と言う。この会話の後、画面は一旦ストップし

て、サスティナブルやＳＤＧs の解説を写真や統計イラストなどを使って説明をする。「サ

スティナブル社会」とは次代の社会モデルのことで、20 世紀の科学技術の発展は生活の質

の向上をもたらした一方、地球温暖化や環境汚染など多くの問題が起こったことであり、

この反省から、自然環境、産業経済、人間生活の調和を保ちながら健全な発展を続けてい

くサスティナブル社会を目指そうと世界中で取り組みが進められていることなどの説明が

入る。「ＳＤＧs」も目指すものは同じで、すべての人が平和と豊かさを得ることのできる

社会を目指すため 17 個の目標が設定された、というような解説内容を示す。次にドラマに

戻って、息子が「これからの社会や暮らしている人にとって大切だということは分かるが、

そこまで意識しているのだろうか。特に日本は危機感が薄いよね」と言う。父が「電気自動

車は、補助金や減税の適用みたいにメリットが多いのではないか」と問うと、息子が「維持

費は安いし、静かで快適だし、非常用電源として使えるのでキャンプには便利だ」と言う。

それを聞いて父が「ＣＯ2 の排出削減で温暖化に貢献し、これからの地球のことや未来の社

会のためにとか言えないのか」という問題提起をする。息子が、「メリットだけでなく充電

に時間がかかるし、スタンドが少ないし航続可能距離が短いし保険料も高い」とデメリッ

トの話や普及率の話をする。普及率については、グラフとかを提示し、中国では 20.0％、

アメリカは 7.2％、ＥＵは 12,9％に比べて日本は 2.9％であることを示す。さらに、日本で

電気自動車の普及が遅いのは、環境意識が低いのだろうか、ハイブリッド車は売れている

ので冒険せずにまずはＰＨＥＶ車やＰＨＶ車からということだろうか、どうしたらもっと

早く普及するのだろうなというような会話でのシーンで終わっていく、という動画である。 

（永城委員）このシナリオについてご意見はないですか。 

（片山委員）学生は、ＥＶ車に対してどんな意識なのか。 

（永城委員）意識は低いと思う。車が好きだが意識は低い。 

（片山委員）仕組みは分かっているね。それほど難しいものではないから。 

（永城委員）仕組みも分かっているし、メリット、デメリットも分かっている。 

（片山委員）では、学生は何故意識が低いのか、ということだね。 

（力丸委員）現実的ではないということをある程度分かっている部分がある。充電時間が

かかることや遠出ができないということがデメリットで、バッテリーが今の構造ではなか

150



なか難しいので、充電設備がないと遠くへ行けない、というようなところに引っかかって

いるのではないか。その部分がネックだというのは多分出てくるだろう。その辺りを知っ

ているので、突拍子もない発想というのはなかなか出にくいかもしれない。 

（事務局）技術的なところや環境的なところがあるのだろうが、意識を高めるためにどう

説明していくかということだと思う。よいことだという意識はあるのだろうが、本来作る

ときにすごいＣＯ2 が出るというところもあるが、国の施策としては 2030 年には 40％とい

うのがあるので、その意識がないと技術や整備という所にいかない。 

（片山委員）国の施策としては 2030 年には 40％なのか。 

（事務局）だから、難しいと思う。このことを出してよいものなのか、国が決めているから

ということが必要なのか。 

（片山委員）日本がすごく低いことがわかるね。あと６年で。 

（事務局）ヨーロッパの考え方と日本との開きが大きいと思う。 

（片山委員）ＥＵは、2030 年は 100％と言っていたと思う。 

（事務局）逆に、中国はハイブリッドに変わっているとか。それは、高いからというのが一

番大きいかもしれない。もっと教育的な意識づけを出した方が良いのか。 

（片山委員）自分で考えて。多分、会社でも社会の課題だから、自分なりにどんな解決法を

見つけていくかという試行錯誤をすればよい。 

（力丸委員）その中で、どうやって普及させるかという案を出させる話だと思う。 

（梶生委員）学生は結構ガソリン車が好きである。だから、それを踏まえた上で、自分の好

きな車とかそれはそれでよいが、それだけではだめで、環境問題とかいろいろある中でＥ

Ｖが普及していかないと、後の世代の人につなげていくという意味でも、自分の好きなも

のとは別にＥＶ車を普及させる方法を考えていかなければいけないよというのを伝えてあ

げればと思う。 

（永城委員）多分、自分自身がＥＶに乗り換えるつもりがないので、自分がＥＶ車に乗り

換えようと思うことを言ってもらう方が、誰かにＥＶ車に乗ってもらうというより、自分

自身が、こうなったらＥＶに乗り換えようという方を考えさせた方が、意見が出るのかも

しれない。 

（事務局）逆にＥＶ車に乗り換えたら、他の整備の人に「なぜＥＶ車なんかに」というよう

なことになりかねないというようなことはあるのか。 

（力丸委員、岡崎委員）そんなことはないと思う。 

（梶生委員）学生に関しては、結構言う子は多いかもしれない。学生にしたら、車は移動手

段というより趣味の方が強いので、マニュアルやスポーツカーが欲しいと思う子は結構多

いと思う。特に、バイクやスポーツカーに興味のある子が多い。電気自動車なら２割とか

１割くらいしか興味のある子はいないのではないか。その中の１割の子も興味はあるが、

乗るのなら何に乗るのかを聞くと、スポーツカーに乗りたいと言うので、そういう子たち

がＥＶ車の良いところを説明するのは大変だと思う。 

（事務局）だから、設定は学生ではなく、働いている人と親にした。社会人にしたら意見が

変わってくる。 
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（梶生委員）この方が良いと思う。 

（片山委員）今日検討して、良ければ来週、大学の先生の所へ持って行く。それで修正を入

れてもらって撮影になるね。 

（事務局）プログラム開発委員会でも視聴してもらうのですね。いつ頃になりますか。 

（片山委員）だいたい、８月の末か９月のはじめである。委員会用の試作を作ってもらう

ことになる。 

（事務局）２つ目のシナリオは「自動車業界の人手不足を解決するプランを考えよう」と

いうもので、これは、登場人物は、自動車専門学校の学生、男女という設定である。そもそ

も、自動車業界の人手不足解消を学生ができるのかということがあったが、登場人物であ

る学生の一人は３社から就職の話があり、もう一人の学生は実家の整備会社に入るという

設定である。前段は、学校の帰りでの会話である。今は、電気部品、センサー、ハイブリッ

ド車や電気自動車に関わる電気・電子分野の人材が必要だということや、人手不足という

より人材不足だというようなところを問題提起として出していく。今までの整備士の在り

方が変わっていくとか、高度な技術が必要とされていくとかの会話がなされる。ここで、

動画は一旦ストップして、労働力人口の減少と自動車業界が選ばれていないということを、

総務省の統計から引き出して今の状況を提示する。労働力不足というのは少子化によって

の人手不足ではなく、技術力を教えるのと覚えるのとの育成の部分が停滞しているのだと

いうことから、なぜ自動車業界に入りたがらないのかというと、移動手段と考えている人

とそうではないと考えている人とのギャップが大きくなって、一般的には移動手段と考え

ていて、自動車業界に入ろうという人材が少なくなっている。それと、電気自動車みたい

なところで高度な技術がいるのではないか。昔は油まみれになって３Ｋと呼ばれる負のイ

メージを払拭されていない部分があったり、高度な技術が必要というところで人材不足が

発生したりしている。人材が育たないというところでスパイラルに陥っているのではない

かということで、選ばれないという背景に繋がっている。ここで、外国人や留学生を登場

させると違う観点になってしまうと思い、入れなかった。自動車産業自体に魅力を感じな

くなってきているというところが一番大きいのかなというところを時代背景として説明

し、二人の会話に戻っていく。毎日のように技術は進歩しているが、現役の人は日々の仕

事があり新しいことに向き合うのは大変。学校の授業でさえ覚えることが増えているのに、

というところで、自動車が好き嫌いというよりも、自動車業界が過渡期になっていること

が問題なのと、卒業生の話を聞くと、生産管理や営業もやっているということからいろい

ろなことをやらないといけないということから、自動車整備士は自動車をさわるだけでは

なく人間関係も大事ということから、自分たちの思う方向と違うと思うかもしれないが、

そういう人材不足を解消する画期的な方法ってあるのかなと、考えているところで終わる。 

（片山委員）１ページのところはいい感じだと思ったが、２ページ目でここまで情報を入

れてしまったら、学生が考えることが少なくなってしまう。こういうことも学生はうすう

す気が付いているので、こういうことは学生からいろいろ出てきた方が面白いのではない

かと思う。カフェでの二人の会話にもう少し方向性を入れてはどうか。 

（事務局）では、２ページ目から抜粋して会話として入れてみる。 
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（片山委員）あまり入れ過ぎてもよくない。自分たち自身はどう考えているのか、人材不

足についての学生の考えも聞きたい。もう一つは、「人手不足というより人材不足」とある

がこれで違いが分かるのだろうか。もう少し深めた方が良いのではないか。 

（事務局）労働力というのと適材適所の違いだが。 

（片山委員）そこは答えと違う所なので、人手不足のデータを入れてもらったらよいと思

う。中身は、良い感じの流れだと思った。 

（岡崎委員）はじめのところで、今の自動車産業の取り巻く環境とか人材不足という話が

結構出てきているので、学生がこれを見た時には、現状から入ってきているので話に入り

やすいのではないかと思った。 

（永城委員）片山委員が言われたように情報が入り過ぎているので、それしか出てこない

という気がした。 

（事務局）問題が大きいので、学生にとったら就職が選べるということで終わっていて、

就職してからが大変、かといってあまり大変大変と言い過ぎてもよくないしと思った。情

報をもう少し減らす。 

（片山委員）できるだけ情報を少なくして学生に考えさせる方向でお願いしたい。 

（事務局）３つ目のシナリオは、１つ目２つ目と変えて、心理テストの方がおられるので、

正解がない問題を５つ出した。社会で起こる問題は正解のないことが多く、多数派だから

正しくて少数派だから否定するというわけでもない。正解のない中で自分の考えや意見を

見つける力は生涯必ず必要となる大切な力である。ということで「頭の中の思考を実験し

よう。正解のない５つの問題」を作った。問題１は、「知らないものをどう信じる？」で、

次郎は自分の国を出たことがない。井の中の蛙みたいなところがある。兄は世界を回り帰

ってきて見てきたことを話す。例えば、鉄の塊が線路といわれる鉄の道を恐ろしい速さで

駆け抜けていくなど、弟は兄の話を信じられない。次郎は、「兄の言うことを、信じるべき

か、信じるべきではないか」ということで、情報の正しさをどう判断していくかというこ

とを問題として、「真実である、ない」というよりも、自分の経験にないところから、正し

いとか行くべきところとか未来とか目に見えないことを、何をもって判断するのか、自分

を信じてどうするのかを考えていく。問題２は「事故の責任は？」ということで、近未来の

自動車と事故について考える問題である。完全自動運転車が走っている時に小さな子ども

が飛び出してきた。このままでは子どもをはねるし、ハンドルをきれば所有者が傷つく。

どちらを守るかをどう判断するのか。自動運転での事故の責任をどう考えるのか。自動運

転車を使う日も遠くないはず、自分事として考えるべき問題である。問題３は、「危機的な

状況では？」ということで、ある日、船が遭難した。Ａは１枚の船板につかまって海をさま

よっていたがそこへＢが泳いできて船板を奪い取った。Ｂは板を奪われ亡くなってしまっ

た。Ｂの行動は許されるだろうか。Ａは先に板を持っていたので板はＡのもの、という普

段の考えは通用しにくい。命の尊さは同じなのでＢの行為は正当防衛とも考えられる。命

の問題になるが倫理観をどう考えるか。危機的な状況になった時に自分はどう判断するの

か。人によってはあきらめる人もいるだろうし、生きるか生きないかということよりも、

自分ならその状況の時にどう判断するのか。問題４は、意思の問題である。陽子はパン屋
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さんへクロワッサンを買いに来たのに、焼き立てチーズパンが出てきたらそれを取り、店

長のおすすめと書かれたコーンパンを見たらそれを取り、レジ横のクッキーも載せて会計

をした。一体自分は何を買いに来たのだったっけ。環境に左右されがちである。この買い

物は自分で選択したといえるのか。周りの環境によって決断は変わるだろうが、人間の意

思をどのように捉えるかで判断が変わる。問題５は、「やりがいかお金か」ということで、

やりがいで仕事を見つける人はそれでよいが、お金は大切な部分でもある。仕事はお金の

ためにやって、やりがいとはまた別の意識を持つ人もいる。生業としてやっていくのか儲

ける手段としてやっていくのか。例えば整備士の仕事で、営業もしてくれと言われたとき

に、お金として飲み込めるのか、整備士としての仕事にやりがいを感じるのか。学生たち

は就職するといろいろなところで、葛藤する部分があると思われる。自分を見つめるとい

うことで提案してみた。 

（片山委員）これは、５つも授業でするのはしんどいね。優先順位をつけるなら、問題１は

あまりよくない。問題５の「やりがいかお金か」は、就職の時に指導しているのではない

か。 

（永城委員）指導というか、やりがいで選ぶ学生もいれば、休みや初任給で選ぶ学生もい

る。 

（力丸委員）これは、はよいと思う。 

（片山委員）改めて考えるのはよいと思う。 

（力丸委員）あと１つか２つ選ぶなら、問題２か問題３か。 

（片山委員）クロワッサンのは、ちょっと難しいかと思う。これは、どんな感じの動画にな

るのか。 

（事務局）動画にするか、アニメーションにするか、漫画にするか。実際には撮影できない

でしょう。 

（片山委員）力丸委員が言うように、1 つ目と４つ目は省いてもよいかもしれない。これは

ディベートのようになるのか。 

（矢部委員）ちょっと極端すぎる。問題２は、自動車に関することだが。 

（片山委員）これらはディベートなのか。哲学対話はディベートではないのでディベート

にならない方がよいのだが。 

（矢部委員）答えがない話にするなら、4 番のクロワッサンや１番のにしたらよいと思う

が。 

（片山委員）１や４なら進まない。 

（矢部委員）「これは極端な例だが、皆さんの身近なところで、こういうように私たちが判

断せざるを得ないようなことはないですか」というような話に持って行く。 

（片山委員）確かに。はじめ少し議論をして、身近な話へ。 

（矢部委員）その切り口で入っていくのはよいと思う。 

（事務局）生々しさを省くということか。 

（矢部委員）二つの選択肢でも、どちらもしたくないのだが、それは命に関わるところだ

が、もう少し身近なところに落とし込んでいくとよいのでは。身近なところであなたはど
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うしますかというのだったら、その人が今まで生きた感情だったり生活のことで、哲学に

つながっていくかと思う。最終的にどちらが良いという答えは出さない方がよいと思う。

どこへ持って行くかが腕の見せ所だろう。 

（梶生委員）問題が５つくらいあってもよいと思う。時間が読めないから、優先順位をつ

けて、優先順位の高い方から 1 つずつやっていって、時間が足らなかったら最後のはしな

い。せっかく５つあるので、使えるなら使ったらよいと思う。それから、特に内容は変えず

動画はこれでよいとしても、教える講師陣がこれを基に話を広げていかないといけないの

かと思う。例えば両極端の問題 2 とかでまず学生に選ばせてから、口頭で簡単に分かるよ

うな身近なことで、「これと似たような選ばなければならないようなことがあって正解がな

いよね」と、こちらから広げていってあげる必要があると思う。 

（事務局）話としてはどちらがよいというのではなく、こちらを選んだら、そちらを否定

するのではなく、話はもう少し柔らかくグレーに修正する。学生も生きていく上で選択し

ていかないといけない場合が出てくる。 

（片山委員）時間的には５本は無理で３本も難しいのではと思う。ここで意見が分かれて

いるので、大学の先生に意見を聞いてみましょうか。こんな生々しいのは哲学対話ではな

いと言われるかもしれないし。こういう風にしたら使えると言われるかもしれないし。 

（永城委員）では、それでお願いしたい。 

 

（２）令和６年度事業の進捗状況について 

（永城委員）令和６年度事業の進捗状況についてお願いしたい。 

（片山委員）1 つ目の自動車産業ＤＸは、プログラム委員会でも検討していただいた。これ

を使うのは主に単元導入時の方向付けである。あるいはまとめに使うということである。

私は導入に使ったらよいと思う。「こんな風に新しいことが入ってきていますね。皆さんは、

一定の基礎的なことを身に着けておかないと就職したときに戸惑いますね」ということで

勉強を始めていきたいと思う。これはもう進んでいる。 

次に、２つ目のディーラーＤＸについて確認だが、①は、滋賀ダイハツは音声認識で点

検などを音声でやり取りする。②は、いすゞ自動車近畿で大型車のコネクティッドカー。

運送業で運んでいる時に不具合があったらどうするかということ。③は、兵庫日産で、整

備補助システム。これらは確定なのか。 

（永城委員）調整中である。 

（力丸委員）一応できるだろうという状態である。企業側はやろうという状態だが、動画

とかどこに出すのかということで、会社内で検討したいということである。 

（片山委員）それはどこの企業なのか。 

（力丸委員）滋賀ダイハツさんは、事前調査の日程を調整しているところである。 

いすゞ自動車近畿さんは、提案書をいただきたいとのことである。去年からこういうこと

をしたいという声かけをしている。提案書がほしいということなので今送っている。 

（片山委員）提案書というのはどういうものなのか。 

（力丸委員）こういうことをしたいという物で、社内で協議をするための資料である。 
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（片山委員）回答待ちということですね。 

（力丸委員）そう。 

（永城委員）兵庫日産さんは、土井さんから日産自動車の方に問い合わせをしてもらって

いる。今の段階での日産自動車の回答は、操作動画のＳＮＳへの公開は控えていただきた

いということである。 

（事務局）ホームページは、大丈夫なのか。 

（永城委員）第 1 段階としては、ｉＰａｄの撮影風景はＯＫだが、画面の公開は控えたい。

上記の制限はあるが、基本的には活用いただければということで、微妙な内容である。文

科省事業でこういうことをしたいと投げかけているところで、どこまでｉＰａｄの分を出

せるかという状況である。ただ、日産学園の京都校のホームページを見たら、操作場面が

ホームページのトップに出てきている。これを出しているということは、こちらも使える

のかなと思う。オープンキャンパスで、高校生向けにこれをするらしい。 

（片山委員）４つ目はどうか。 

（永城委員）株式会社シーエムシーというのがあり、この会社は、ＤＸを活用した整備シ

ステムを開発している会社である。傘下に子会社で府中自動車という整備工場があって、

そこで実際に実証実験をしているのが、現場作業支援ＡＲというもので、ＡＲグラスを装

着した現場の作業員に本部から必要な情報とか映像とかが送られてきて、ＡＲグラスに着

いたカメラを本部が確認しながら対応の指示ができるものらしい。ここはもう一つしてい

て、ヒヤリハットＶＲということで工場内の危険部位とかを、ＶＲで目線とがどこに行っ

ているかをみて安全管理に使用しているということである。これはＤＸ活用でよいなと思

った。 

（片山委員）まだ声はかけていないのか。 

（永城委員）まだ、声はかけていない。 

（片山委員）⑤⑥⑦はどうか。 

（永城委員）これらはネットからＡＲ，整備士で検索したら出てきた記事だが、⑤のトヨ

タ自動車がやっているのはマイクロソフトと連携して、ＡＲグラスをつけて、つけた視界

の中にいろいろな情報が出て来て、それをタッチしていって作業ができたり、見ているの

を本部が見て確認するというのを開発しているようである。ただ、トヨタ系のディーラー

さんから、そういった情報は入ってきていない。⑥⑦も似たような感じである。 

（片山委員）シーエムシーに一度連絡を取ってはどうか。 

（永城委員）調べると、ここも整備士の課程の採用となっている。ここも開発しているの

で、ＣＭというか広げられるメリットもあるので、させてもらえたらと思う。 

（片山委員）ではここも当たってほしい。こちらとしては、時間的なものがあるので検討

が長くなると大変である。リミットはいつになるのか。 

（事務局）民間は撮りやすいと思う。ただ、名前を入れるとか広告を入れるというような

ことがあって、それを文科省がＯＫするかどうかということはよく聞く。 

（片山委員）これまでのも入っていたと思う。 

（事務局）もしそういう話が出たら、ＯＫしたらよいと思う。 
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（片山委員）金銭が発生するのか。 

（永城委員）それは聞いていない。 

（力丸委員）今の流れで行くとそれはなさそうな感じである。 

（片山委員）問題は、どういう形であれば映像化できるかということだろうね。そこの調

整だね。今の話を聞いていたら、全く駄目だという所はないようなので。ここまでなら良

いとか、こういう感じなら良いとかの調整になると思う。 

（永城委員）事務局からいただいた動画のシナリオは、兵庫日産ですね。 

（片山委員）どの順で作っていくのか。 

（事務局）哲学教材と並行して作っていく。日程の計画がありましたね。 

（片山委員）最終年度なので、12 月のはじめには実証をやりたい。いすゞ自動車近畿さん

は、来られていたのか。 

（力丸委員）永城委員が話をした。 

（片山委員）滋賀ダイハツは一度行かないといけないね。 

（力丸委員）行かせてもらおうと思っている。 

（片山委員）シーエムシーにしても、こういうことなので一度話を聞いてくださいと行っ

て聞いてこないと話が進まない。基本的な技術の中身がどうのこうのではないので。 

（事務局）自動車産業界がこういう風に変わっていくということがわかることはメリット

なので。 

（永城委員）３点目の哲学対話教材について説明をお願いしたい。 

（片山委員）哲学対話教育教材の進捗については先程検討していただいたように３つで、

１つめ、２つめがＰＢＬ手法を用いた感じで、「作戦を考えよう」「プランを考えよう」とい

うものだが、３つめが、ジレンマ的教材である。こうしたらよいとなかなか決められない

ジレンマ教材は、先程事務局から提案があった通りである。 

次に４点目だが、今年は最終年度なので、教師用の活用の手引きを作成する必要がある。

①は制作した動画コンテンツ一覧と概要で、実際にはこういう主旨でこれだけ作っていま

すというようなものだが、これは事務局でまとめてもらうことになると思う。 

（事務局）それは、大丈夫である。 

（片山委員）②が、単元「ＤＸ実践」シラバスで、これは単元展開である。これは１級自動

車の３年生の単元ということで、永城委員にお願いしたい。今の単元との関連の中で、Ｄ

Ｘの位置づけも必要であるし、実際に作った教材をどういう流れで展開していくか。ふつ

うに考えたら、自動車の業界ＤＸをやって、ディーラーＤＸをやりながら哲学教材という

ことになると思う。シラバスの形は、本校が学生に配っているようなシラバスではなく、

Society5.0 の時に稲岡先生が作られたような形の方が、コンパクトにまとまっているよう

でよいのかなと思う。③がディーラーＤＸで、すでに動画にしているものも含めて、企業

名は出さなくてよいと思うのだが、見出しをつけてディーラーではこんなことをしている

というようなこと、例えば、コネクティッドカーでこういうことをしているというのを力

丸委員の方でまとめてもらいたい。④の哲学対話教育の実際は、私の方でまとめようと思

う。これらが教師用の活用の手引きで、文科省が求めている内容が全部入る形になる。こ
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れは、ホームページにＰＤＦで掲載となる。文科省に送る分は印刷となる。構成にどれく

らいの期間が要りますか。２月の中旬までに。 

（事務局）哲学対話教育の実際とあるが、これは、画像やコメントが必要なのか。 

（片山委員）それは制作動画コンテンツの中に入れてしまう。③は、撮った動画というよ

りディーラーの全体的なもので、ディーラーではどんなＤＸをしているのかとまとめるよ

うにとの指示があるので、一覧にまとめていく。④も同じである。ただ、哲学対話の教材も

だが、ディーラーＤＸも一つ一つの動画にタイトルをつけてほしい。この動画を使えばこ

ういう展開になりますねというような。 

（事務局）３年間のコンテンツの一覧ですね。 

（片山委員）そうです。それを、２月 10 日締め切りでお願いしたい。成果報告書の方が遅

くなるかもしれない。活用の手引きは構成してもらう必要があるかもしれない。 

（事務局）活用の手引きは、全部のコンテンツの活用の手引きなのか。 

（片山委員）そう。全部。業界ＤＸ、ディーラーＤＸ、その中に評価を入れないといけない

と思う。それは、成果報告書の方に評価の実際を入れるので、総合評価コンテンツの動画

も入れてください。あれを使ってＤＸの総合的な力が付いたかどうかを測る。 

 次に５番め、その他についてだが、①哲学対話教育授業の指導者をどうするかというこ

とで、学部の方から外部の指導者をという提案をいただいて予算化はしているがなかなか

難しいと思っている。もし、適任者があればといっても、業界の人よりも先生方の方が授

業は上手だし、結局難しい。②の情報モラルは藤井さんにお願いしたい。 

（力丸委員）声はかけている。 

（片山委員）学生は昨年と変わりますね。去年は、パワハラやセクハラも入っているが、で

きればそこは軽く流して情報モラルの方をもう少し手厚くしてほしい。この事業の趣旨か

らして、デジタルスキルを身に着けさせるための部分で情報モラルを位置づけているので。

去年は講義 10 のうち情報モラルは２～３割で、ほかの部分が多かったので半分くらいは情

報モラルをしていただきたい。それから③の企業によるＤＸ模擬体験指導だが、ＤＸの内

容であれば、動画を撮るところでなくとも構わないので、行ってもらって模擬体験をして

もらったらよいと思う。逆に、企業から来てもらってもよい。予算取りはしている。 

（永城委員）明日、スズキ自販兵庫さんへ模擬体験に行く。コネクティッドカーのことで

ある。 

（片山委員）その際、写真と何をしたかの記録、報告をお願いしたい。以上宜しくお願いし

たい。 

（事務局）ＰＲ動画を撮るにあたり、次世代自動車の授業をやっているとかのところを撮

りたい。写真はエンジン関係で、電気自動車とかが実習としてながれているのであれば、

学校のＰＲとしてエンジンだけではないという所を見せておきたいから。３分のＰＲ動画

の中で、その前段階で、こういう学校だということを出したい。ＤＸの様子が素材として

あれば有難い。授業で電気自動車についての実習があるのならその日程を教えてもらった

ら撮影にいく。 

（岡崎委員）７月 29 日 30 日に電気自動車の実習をする予定である。 
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（片山委員）それは、１年生なのか２年生なのか。 

（梶生委員）１年生がほとんどである。 

（事務局）時間はいつか。 

（梶生委員）８時 10 分から 17 時 10 分で、午前中が学科で実習は午後にする。 

（事務局）こういうことをやっているからＤＸや次世代自動車をという所に結び付けたい。 

（永城委員）では、それでお願いしたい。 

 

（３）プログラム開発委員会の日時と内容について 

（永城委員）プログラム開発委員会の日時と内容についてお願いしたい。 

（片山委員）内容は哲学対話教育教材についてで、今日の分を大学へ持って行ってアドバ

イスを受けて、プログラム開発委員会用の試作品を作ってもらう。日時をいつにしますか。

９月の早い時期でお願いしたい。では、授業や行事予定を考えて９月２日（月）に行うこと

とする。第７回フォローアップＷＧについては、８月中旬明けで日は未定である。それま

では、ディーラーの方との調整等をしていただきたい。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）第２回プログラム開発委員会は、９月２日（月）17 時 30分から、哲学対話教

育教材についての検討を行う。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

［会議風景］
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第７回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024 年８月 27 日（火）17：30～20：00 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計７名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員・矢部委員・片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 令和６年度の哲学対話教育教材について、修正方向、修正シナリオの検討及びその指導

の在り方についての検討を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 哲学対話教育教材の修正方向について（兵庫教育大学森教授による指導） 

（２） 哲学対話教育教材の修正シナリオについて 

（３） 哲学対話教育の指導のポイントについて 

（４） 第２回プログラム委員会の役割について 

（５） ディーラーＤＸコンテンツに係る進捗状況について 

３． 事務連絡 

   ・第８回フォローアップＷＧ・・・９月 17 日（火）17:30～ 

４． 閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・哲学対話教材についての指導助言要旨（兵庫教育大学森教授） 

・哲学対話教育の授業改善のポイント 

・哲学対話教育演習動画①②③ 

 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第７回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 
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（１）哲学対話教育教材の修正方向について 

（永城委員）哲学対話教育教材の修正方向について片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）第６回のＷＧで、哲学対話教材について協議していただいたが、最終的には

兵教大の哲学の専門家の先生の指示を仰ごうということで終わった。７月 25 日の指導内容

が次のページの掲載である。一つ目の提案テーマは「ＥＶ車を日本で普及させる作戦を考

えよう」だが、もう少し範囲を広げたほうがよいだろうということである。日本で普及さ

せる方法というのは、予想される答えが大体わかっているので、範囲を広げて「自動車業

界でできるＳＤＧs ってどんなものだろう」と、もう少し大きく柔らかい形でテーマを設定

しましょうということでそういうテーマになった。その下の記述は、森教授の指導記録を

抜粋したものなのでまた読んでおいてほしい。次に２つ目の提案テーマ「自動車業界の人

手不足を解決するプランを考えよう」については、「自動車業界の人手不足でどんなことが

起こっていくだろうか。その時どんなマインドが大事になってくるのか」というふうにし

てはどうか、ということである。プランを考えるというより、どういうことが起こってい

くのか、そしてその時のマインド、そこで出てくるのが、たぶん人手不足で、ＤＸもその一

つに入ってくると思うし、留学生が本校で学んでいるが、外国技術者の採用が増えている

というのも出てくるのではないか。これから特に、留学生技術者の導入が多くなった時に、

外国人労働者と共生していくマインドが必要になってくるので、マインドというのはそう

いう意味のことで、そういう方向で多文化共生というのかそういう方向を学生として考え

ていけばどうだろうということで、その修正テーマのほうが良いのではないかということ

で意見をいただいている。３つ目の提案テーマは、「頭の中の思考を実験しよう『正解のな

い５つの問題』」だったが、修正テーマは「あなたは就職先を選ぶときに何をポイントにし

て考えますか」ということで、正解のない５つの問題の最後に就職の問題があったのでそ

れをピックアップした。やはり５つするのは時間的に無理なので１つに絞らないと 90 分の

授業では無理だろうということである。就職先を選ぶのにポイントを考えるというのは、

おそらく自分の就職ポイント持っているのだが、そのポイントを話し合うということはな

かなか少ない。先生からもポイントは指導されていると思うが、お互いに価値観を話し合

うことは少ないと思われるので、就職先を選ぶときのポイントを話し合って、学習の流れ

によっては、就職して１年目とか３年目とかの先輩を招聘してはどうか。「こういうポイン

トで就職先を決めたが、実はね、こういうポイントが大事なんだよ」というような話をし

てもらうと面白い展開ができるかもしれないということである。先輩に実際に来てもらう

ということも含めての取り組みがよいのではないかということであった。このテーマを図

る時間もないので、この修正テーマで事務局にシナリオの修正をお願いした。今日配布し

た資料は、この指導に基づいて作っていただいたシナリオである。 

 

（２）哲学対話教育教材の修正シナリオについて 

（永城委員）哲学対話教育教材の修正シナリオについて、事務局からお願いしたい。 

（事務局）なかなか難しく、哲学的というよりどうしても答えを導いてしまう感じになっ

てしまうが、そのほうが学生からの意見を引き出しやすいということがあったのでそうし
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た。 

１つ目の「自動車業界で出来るＳＤＧs ってどんなものだろう」だが、シチュエーション

は前回に出したように親子である。はじめの方はあまり変わっていなくて、父が待ってい

るところへ息子が電気自動車で帰ってくる。なぜ電気自動車なのかを尋ねたところ、勤務

している企業イメージ向上のためのサスティナブルとかＳＤＧs とか企業の社会的責任を

担っているからと。環境や資源やエネルギーの問題を考えている企業でないと仕事の受注

や経済発展にも影響する。特に自動車業界は脱炭素とか責任重大だ、というような会話が

続く。ここで画面をストップさせて、学生がわかっているかどうかわからないので、サス

ティナブルとＳＤＧs の解説を入れる。どちらも持続的発展の可能な社会を目指そうとす

るもので 17個の持続可能な目標が設定された。これは日本だけでなく世界中で取り組んで

いる。では、自動車業界はどういうところでＳＤＧs に関わっているのかというところで、

３番目は「すべての人に健康と福祉を」、７「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」、こ

れはＳＤＧs のスローガンだが、８「働きがいも経済成長も」、９「産業と技術革新の基盤

をつくろう」、11「住み続けられるまちづくりを」、12「つくる責任つかう責任」、13「気候

変動に具体的な対策を」の７つに、自動車業界が大きく関わるのだろうなというところで

ある。ここで映像に戻って、メーカー自体がＣＯ2の削減で進めている電気自動車や燃料電

池車の技術開発、これは 13 番にあたると思われる。それから、高齢者や人材不足のために

コネクテッドカーや自動運転、カーシェアの技術も進んでいる。これは「すべての人に健

康と福祉を」にあたると思われ、この辺りを中心に考えている。息子が「今まであまりＳＤ

Ｇs を意識していなかったが、会社の方針と考え方を見たり聞いたりするとスタッフみん

なの意識が変わってきているのをすごく実感する」と言う。父が「会社としてはどういう

方針なのか」を尋ねると、息子が「多くの人が働いている。多様化。女性の活躍や障害者雇

用、ＬＧＢＴへの理解はもちろん、シニア、ベテラン層の活躍などについてもみんなで話

し合ってこれからの人材育成や最適な配置に向けた取り組みを考えている。これもＳＤＧs

なのだ」と答える。これは、８番の「働きがいも経済成長も」にあたる。そういう会社が広

がればよいが、日本にとって待ったなしの問題だというところから、「自動車業界でできる

ＳＤＧs ってどんなものだろう」と問題を投げかけた、というものである。できることの一

例をあげてあとは皆さんに考えてもらうということである。 

（力丸委員）ＳＤＧs という言葉は聞くが、この項目は理解できていないところがあって、

最終的にＳＤＧs について問われると、学生としては意見を出しにくいかと思う。おそらく

教師がいくつか方向を区切りながらＳＤＧs をまとめるような形にしないと、これを見て

はいどうぞでは難しいように思う。説明の部分でも、少しずつ解説した方がよいのかと思

った。 

（事務局）ＳＤＧs のスローガンは抽象的というかアバウトというか、それを一つ一つ説明

するのか、ほかの方法をとるのか、自動車業界が関わっているところで７つ出したが、そ

こだけに限っていくのか。 

（力丸委員）７番の「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」というのは、電気自動車の

ようなイメージはできるが、３番の「すべての人に健康と福祉を」はあまり自動車のイメ
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ージがわかない。 

（事務局）シェアするとか自動運転もそうだが、どちらかといえば高齢化社会に対して福

祉的な要素がある。もう少し具体的に入れた方がよいのかなと思ったりもする。 

（片山委員）持っていきかたによるだろう。１つを取り上げてから「他のことについても

考えてみよう」というような流れにするかだが、自動車業界はたぶんＳＤＧs のいろいろな

取り組みをしていると思うので、自動車というのはＳＤＧs に非常に関係して人の幸福ま

で考える重要な仕事だ、ＳＤＧs の重要な位置を占めているというところへ持っていくの

がよいのではないかと思う。最後のまとめの中で、企業はこういうことをしているという

のを出してもよい。 

（力丸委員）実際にこういう取り組みをしていますというようなものを出す。 

（片山委員）そうすると、「ああ、自分たちはそういう社会へ行くのだ」ということで、自

動車整備士としての誇りを深めていくということにもつながる。 

（事務局）メーカーがしていることと関連会社がしていることとのギャップがあるが、そ

れを実践するのが難しかったので、働き甲斐のところを取り上げて、ＬＧＢＴや女性、外

国人など多様化するなかで、これからの人材育成や適材適所に向けた取り組みを考えてい

ることを入れた。エネルギーなどはメーカーさんがすることになってしまうので、それを

知ることも大切なのだが。 

（片山委員）それは産業ＤＸでやっているね。 

（事務局）実際やっている。そして、自分の将来とか未来を具体的に考えると、こういう話

し合いも必要になってくると思う。大きなところはメーカーに追従するというか、それで

メーカーさんの話を聞いていればよいのではないかというのを入れてみた。 

（片山委員）実際には企業は何をしているのか。 

（薮下委員）まず、電気を節約しましょう。水道で水の出しっぱなしはやめましょう、とい

うようなエコ関係のところ。あと、働きがいということで、留学生の人を積極的に採用し

ているし、障害者枠で大人数のところは雇用しましょうということで、だいぶん前から促

進していた。私は、働きながら、ＳＤＧs で会社が変わったなあというのはあまり感じ取れ

なくて、当たり前のこととしてやっていたのかと思う。ただ、他にも 17 項目あるので、関

連付けると 12 番の「つくる責任つかう責任」ということでメーカーと一体となって自動車

づくりをしていたのかなというのは感じるところである。電気自動車をつくるときの排気

ガスの量というのはすごく多いですよね。それで、電気自動車を１台作るよりはハイブリ

ッドみたいなのを５～６台作る方が環境によいという話をよく聞いていたので、その辺り

のこともお客さんに話して相談しながら車を売っていた。だから、ＳＤＧs に関してはずー

っとやってきたことなので、そういう感じが見受けられるので、テーマ的にはこれから学

生さんに伝える意味ではぴったりなのかと思う。 

（片山委員）では、企業は、今までやっていることを改めてＳＤＧs として意識してやって

いるということなのか。 

（薮下委員）本来なら一人一人が言うのを全体でまとめてという形である。例えば張り紙

をして、「節水をしましょう」「こまめに電気を消しましょう」エアコンなら「28 度に設定
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しましょう」と、目で見える形にしていた。 

（事務局）それは、会社のコストカットなどの意識なのか、ＳＤＧs を考えて節水している

のか。 

（薮下委員）会社としてもＳＤＧs にかなり早くから参加していたので、そういったところ

で環境とかに意識を持っていた。メーカー100％出資の会社だったので、メーカーがやって

いることはディーラーもやっているということになるので。 

（事務局）ディーラーさんならそういう話が下りてくるのだろう。 

（薮下委員）モータースさんがそこまでやっているかと言えば、やっていない感じがする。 

（力丸委員）ディーラーさんはやってますね。 

（薮下委員）逆に、ＳＤＧs 検定などを経営の人は受けに行かれてますね。 

（梶生委員）ネットを見ると、特に環境に配慮した車を販売したり、あと地域への取り組

みで子供たちへの職場体験の取り組みとか、交通事故ゼロ社会を目指した講習会の実施な

ど、商売とは別に社会貢献という形で、やっていますよというのを出しているのが多いよ

うに思う。社会貢献というところが、健康、環境面に多いように思う。 

（薮下委員）私がいた会社では、献血に必ず行きなさいと言われた。 

（梶生委員）就職先が決まっている学生なら、自分が行く会社がどういうＳＤＧs をやって

いるのかを調べさせて、それを読んでいくと、「ＳＤＧs とはこういうことなのか」という

ことを自分の中で知識を得た上で、「あなたはどういうことをしていったらよいのかな」と

進めていくとわかりやすいのかと思う。ちょっと調べさせてからさせてあげる。 

（片山委員）それもいいね。 

（永城委員）すごく広がるが、最初は電気自動車を普及させる作戦だったが。 

（片山委員）この動画というのは、哲学対話をしようという気持ちを起こさせる問題提起

のドラマですよね。それなら、途中で自動車の公害や環境破壊と言われていた時の映像を

出して、「さあ今はどうなのだろうか」みたいなのはどうか。20～30年前の状況を出して、

今はそれを踏まえて振り返ってＳＤＧs に取り組んでいるのだが、どんなことをしている

のだろう、というようなのはどうか。今、梶生委員が言ったように、ＳＤＧs ってどんなこ

とをしているのだろう、自分が就職する会社はどういうことをしているのだろうというよ

うな気持ちを起こさせるような資料であればＯＫだと思うのだが。それと、あと解決の方

向性が見えたら一番良いのだが。これにプラスどこかにインパクトがあってもよいかと思

う。今、自動車業界は頑張っていろいろやっていますというストーリーなのだけれどね。

昔と変わっていますよと言っても昔の状況を知らないので。 

（事務局）結果論としてはそうだったかもしれないが、経済成長の中でやらざるを得なか

った部分とかある。そういうところを批判的に昔はこうだったというのを出すのはどうな

のか。公害とかがあっての今の日本というのがあるから、そこを違いに出すのはしんどい

のと、ＳＤＧs をやっている企業ということで就職先を選ぶというのは違うと思う。結果的

には、一人一人の気持ちの問題だが、「環境にやさしくないと私は就職しない」みたいな。

そうなると就職に弊害が出ないか。取り組もうと思ってもなかなかやれない、ディーラー

だからやれることであるが、一般企業や中小では気持ちはあるが、ＳＤＧs をやってないか
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といえばそうではないし。学生が、昔はこんなこときたないことをしていたんだと思うだ

ろうが、それを知って、ＳＤＧs をして当たり前ということにたどり着く意識を持つという

ことの方が大切だと思うが。 

（片山委員）昔と比較する必要もないのだが、主旨はそういうことだ。例えば現場でスポ

ット的に、「何をやっているのだろう」というような映像があったり、これは実話というの

を親子で会話していくとか、このストーリーにもう少し具体的なものが入ってきた方が話

を進めやすいかと思う。 

（事務局）具体的なものというと、父が「お父さんらの時代は」というようなことになる

が。インパクトね。ちょっと何か入れます。 

（片山委員）ちょっと全体的にほんわかとしている。問題意識が出にくいように思う。問

題意識が出るような方法はないですか、ということである。 

（事務局）ＳＤＧs 自体が正しいことであり、そうでないといけないということを力説され

ている感じがするので、そこをどうしましょう。 

（片山委員）梶生委員が言ったことでいくならそれも面白いと思う。自分の行く会社を調

べようという気になるようなものもよい。 

（事務局）３つ目の「就職先を選ぶときに何をポイントにするか」のところではそういっ

たことが少し入ってくるが、全部がリンクしすぎるのもどうかと思った。 

（片山委員）今日は解決できないかもしれないが、その辺を考えてもらうということでお

願いしたい。 

（梶生委員）編集動画はこのままで大丈夫で、息子がよくわかっていない感じはたぶん学

生も同じ感じなので、「そもそもＳＤＧs ってどんなのだろうか、では、就職先のＳＤＧs を

調べてみましょうか」というのを教師が言い、「自動車業界で出来るＳＤＧs ってどんなも

のがあるだろう」と助け舟を出せばこの動画で十分いけるのかと思う。 

（事務局）もう少し考えてみます。 

 ２つ目の「自動車業界の人手不足でどんなことが起こっていくだろうか。その時、どん

なマインドが大事になってくるのか」で、シーンとしては、専門学校へ行っている男女学

生が２人である。男子学生は、就職に困らないというようなところから、本当に人手不足

だと感じると言い、女子学生は親の会社に勤めるが人手が足りないらしいという会話から

始まる。そして、今は電気部品、センサー、ハイブリッド車や電気自動車に関わる電気・電

子分野の人材が必要で、高度な技術者が幅広く必要とされる。人手不足というより人材不

足という感じだが、なぜ人材不足なのだろうか、ということで、ここでストーリーはスト

ップしてなぜ人材不足かのデータを示す。かつて自動車産業は花形であったが、若者の車

離れ、若者の働き方の選択肢が多岐に広がり、車は単なる移動手段として捉えられ、自動

車産業は市場規模が縮小していくと考えられ、自動車産業が選ばれない理由となっている。

また、自動車技術が高度化して開発領域が多様化する一方で、技術者を指導する人材の不

足が起こっており、人材が育たないことで人材不足を解消できないという負のスパイラル

に陥っている。整備士を目指す若者が減少し、整備士の高齢化が進む中ハイブリッド車や

電気自動車に対応でき、ＤＸ・デジタル化やＷＥＢに強い自動車整備士の育成が求められ
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ている整備業界の人材不足は大きな問題である。ここで、動画に戻って、学校でも自動車

学科で学んでいる留学生も増えているし日本で就職している人も多い。また、社員の人は

外国人とのコミュニケーションに苦労している人も多いようなというような会話となる。

また、去年就職した先輩は整備のほかに生産管理や営業もやっているらしい。デジタル化

やＩＴ化、自動運転がもっと進んだり、営業だの管理だの外国人とのコミュニケーション

だの、そんな中で就職したら、自分はどこへ向かうのか不安だな、整備士の在り方はどう

変わっていくのだろう、という会話で終わる。自分のモチベーションを保つためにどうし

たらよいのかなど学生から出てきたらよいと思う。 

（岡崎委員）最後の方で、「デジタル化やＩＴ化がもっと進んだり、自動運転のこととか覚

えることが増えるのだろう」とあるが、あえてこういうのを入れてあるのか。学生からし

たらちょっとネガティブで意見が出にくくなるような感じがした。 

（事務局）「この学生はネガティブだがそんなことはないよ」という意見が出てくるのか、

または、この男子学生みたいにＩＴ化やデジタル化に不安に思っていることが出てくるの

か、車をいじっているのが好きだが電気や電子の方向にいくのだろうかという不安などが

出るかと思った。 

（永城委員）ここでは、留学生とか外国人のことに重きを置いているような感じがするが、

あえて男女にしたところもＬＧＢＴとかも入ってくるのか。 

（事務局）女子学生も整備の仕事に携わっていくとのいうことを知ってもらいたいことも

ある。 

（片山委員）Ｐ２で提示したグラフは何なのか。 

（事務局）専門学校とＪＡＭＣＡ（自動車の専門学校のグループ）の入学者数の推移であ

る。 

（片山委員）このグラフは何のために提示するのか。 

（事務局）整備士の絶対数が縮小していることを示している。 

（力丸委員）専門学校は、最後右に上がっていますね。なぜか。 

（事務局）コロナ下で下がって上がりつつある。 

（力丸委員）上がる可能性は、留学生が入ったからかと思うが、平成 21 年になぜこんなに

上がるのか。留学生を足せば、増えている可能性は十分にある。ＪＡＭＣＡにも留学生が

入っている。 

（事務局）これは、平成のグラフだから新しいのを探す。 

（片山委員）２本より１本の方がわかりやすい。 

（事務局）経済産業省か総務省のグラフは下がっていた。 

（片山委員）その次の１，２，３，は何なのか。タイトルはないのか。 

（事務局）ＤＸが進んでいて、それに強い整備士が求められているということを示してい

る。 

（片山委員）内容のところで、「しかし、世界に目を向けると新興国や発展途上国では需要

の増加とともに自動車業界の人材も増えている」とあるが、なぜ世界のことを出してきた

のか。留学生のことかと思うが、あまり説明が多くない方がよいので、検討していただい
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たらよいかと思う。 

（梶生委員）付け足してもらえるなら、自動車業界だけでなくどこも人手不足だというの

を前書きで入れてはどうか。これだけを見ると、自動車業界が衰退しているように思う。

全体的に人手不足だが、自動車業界も人手不足だという形にしてもらえたらと思う。 

（矢部委員）もう一つ付け加えてほしいのが、日本中にある車全体に対して、車も全体が

減っているが、人も減ってきている。車の数を人間で割ったとしてその数字もだんだん減

ってきているという数字を入れてもらうともう少しわかりやすいかと思う。 

（事務局）検討します。 

 ３つめは、問題というか、就職先を選ぶときのポイントをしっかり教えてあげる方がよ

いかと思ったので、自己分析ができることが一番であると思う。自分は何に興味があるの

か、自分のしたい仕事は何なのか、どんな待遇を求めているのか、自分の持っている体質

や能力・魅力はどこにあるかなど自分自身が把握出来ていなければどんな就職先を選んで

も迷いが出る。しっかり自分の軸を作ることで、企業が求めている人材と自分に合ってい

るかどうか判断しやすくなり迷いがなくなる。就職する前にそこの判断をつけておいたほ

うがよいかと思った。「あなたは就職先を選ぶときに何をポイントにして考えますか」とい

うときに、給料も欲しいしやりたいこともあるし、そういうことを言っているだけでは就

職先を選ぶ基準が分かりにくい。まず自分に合った就職先を選ぶためには、①自己分析を

して就職先選びの中心を決める。そこでは、働く上で大切にしたいことを考える。仕事を

する上でどういう条件が付いてくるのかとか、自分の中で大切にしていることを考えるこ

とができれば、②相手の中身を知るということも基準になってくる。こういう就職先が良

いなということから、③企業を選んだり就職先を探す。就職先を選んだ後で、仕事内容や

募集要項、社風などを調べて就職先の理解を深める。そこで、④優先順位をつける。メリッ

トしか考えていないので、本当にそこでよいのか、どうしてその順位になったのかを探る

ことにより、自分にとって本当に優先度の高い要素を見つけることができる。次に、自分

の希望を満たせる企業なのかを見極めるための就職先選びの基準と具体的チェックポイン

トだが、基準１は、事業内容で、どのような仕組みで利益を生み出しているか。自分のやり

たいことが就職先の目標とずれていないかなどである。基準２は、その企業を経営してい

るトップの考え方や就職先の方針で、どのような経営方針・企業理念・ビジョンや存在意

識を掲げているかである。基準３は、仕事内容で、新採用でどのような仕事に携わるのか、

キャリアアップできるのか、事前に求められるスキルと就職後に求められるスキルはどの

ようなものか、自分のスキルとの接点を探る。基準 4 は、就職先の規模と他との優位性・

安定性である。どの程度利益を生み出しているのか、同業他所との優位性、セールスポイ

ントは何か。これらは、心理的な支えにもなりその企業ならではの志望動機となる。基準

５は、風土・文化・社風で、どのような価値観・考え方を持った人が集まっているのか、就

職先の雰囲気や印象はどのようなものか、方針や価値観が浸透しているか、昇給や昇進な

どは年功序列か実力主義かなどである。基準６は、待遇・福利厚生・働き方で、待遇や給与

が社会情勢やキャリアにより変化しているか、最低限の福利厚生があるかなどである。基

準７は、入社後３年以内定着率である。新卒で就職後の３年間は社会人としてのベースス
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キルを身に着ける大切な時期であり、その定着率はどうかである。就職選びでは、「成長し

たい」ということを中心に持つ学生が就職選びで重視した基準の傾向は、トップや就職先

の方針、仕事内容、風土・文化・社風である。一方、「自分らしく働きたい」ということを

中心に持つ学生が重視した基準の傾向は、待遇・福利厚生・働き方、風土・文化・社風、仕

事内容である。こういう考え方で選んだらどうかという指針が示されたらどうかと思う。

エンディングとして、就職先を選ぶ基準を１つに定める必要はない。途中で変わってもよ

いし、まだ 100％しっくりこなくてもよい。基準が特に見つからない場合でも、感じている

のに言葉にできないこともある。誰かに話すことで気持ちや考えを整理できるはずである

ということで、一つの方向を導ける教材になればと思う。何をポイントに考えるかという

と、いろんな要素を出して方向を示してあげて、考えながら進めていくことがよいと思っ

た。 

（片山委員）これなら動画にしなくとも、パワーポイントでよいのではないか。動画にす

る意味は、普通は、哲学対話はドラマチックな読み物教材である。そこで知的好奇心を喚

起して対話するというストーリーである。しかし、読み物教材にすると、読むのがなかな

か大変なので、動画にするほうが今の学生には効果的だから、動画を作ってドラマチック

でインパクトを与えて対話の動機づけを図る。これなら、教師がパワーポイントで一方的

に指導するのと変わらないから動画である必要がないので、これはよくない。 

（事務局）その通りである。だから、この中で、先生方は就職先を選ぶのに、ポイントとし

てどういう風な設問をされたりしているのか。動画を作ろうと思えば、かなり抽象的にな

る。対話の中で、自分はこう考える、友達はこう考えるという掛け合いみたいなものを動

画にしたほうが良いのか、先生方がここでポイントを見つけてどういう風な指導をしてい

くか、このままなら確かにパワーポイントでよい。ポイントを出してあげないとなかなか

見つからないのではないか。 

（片山委員）学生はそんなバカではない。掛け合いのほうが私はよいと思うが、学生のレ

ベルは後で聞くとして、例えば、お金を稼いだらよい、あれもこれも買えるという学生と、

自分らしく生きて趣味を生かすのだという学生との掛け合いをして、今ここにあるような

ことが学生から出てくるような展開、出て来るか来ないかは、ファシリテーター、指導者

が刺激していかないといけないが、ストーリーとしてはそんな掛け合いかなと思う。 

（事務局）学生が、今、就職を考えて勉強しているのか、就職先を考えて勉強しているのか

みたいなところはどうか。どう考えているのかわからなかったので、網羅的に出すしかな

かった。言われるように動画にする必要はないので、これを動画にするにはどうすればよ

いか聞かせてほしい。 

（力丸委員）イメージとしては、学生は、求人票が一番である。本来は自分に合った、自分

の長所が生かせるところ、自分が話すのが好きなら接客が多いところに行くだろうし、し

ゃべらずに作業に集中したいという学生もいるのでそういう学生はそういうところを選ぶ

だろう。本来なら、成長したい、長所を伸ばしたい、ということが出てくる内容ならよい。

今の求人票なら、給料を優先する、休日を優先するというのが最初に出てくるので、その

中を比べてしまうことが多い。もちろん、このメーカーに行きたいからここに行くという
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学生もいる。いろんな意見が出てくるような、お金を優先する人とやりがいを優先する人

の対比が学生にしてもイメージがつきやすいのではないかと思う。 

（事務局）求人票で決めているのか。 

（力丸委員）例えばトヨタが良いならその中で何社かあるので、給料や休日などを見て、

最終的には会社に行って雰囲気を読むのだが。 

（梶生委員）自動車１年生に関しては、求人票がよくわかっていなくてどちらかというと、

合同会社説明会で説明を聞いて、興味があるところの求人票を見て説明会に行く感じであ

る。だから、例えばÅ社の方が給料が良くて明らかに良い求人ですよ、Ｂ社の方が求人票

的には悪いですよ、という時に、両方の会社の説明を聞いて、Ｂ社の方がすごく説明が上

手ならたぶんＢの方に行くと思う。 

（岡崎委員）それなら、雰囲気で行くということなのか。 

（梶生委員）雰囲気でいくとか、友達が行くから自分も行く、というのが自動車の学生に

は多い。１級になってくると、３年生は就職なのでいろんな話を聞いて決めていくが。 

（力丸委員）留学生なども給料、休みで決めるのが多い。 

（永城委員）１級の場合、対象の３年生が就職活動中だが、ほとんどというか半分ぐらい

が、このメーカーのディーラーに行きたい、という感じである。なぜそのディーラーを選

ぶかというと、昔から好きだったというパターンと、親がトヨタが一番だからトヨタに行

けというパターンがあり、その辺のメーカーで自分の家から通える会社はここしかないか

らここ、という考え方もあるし、後は、給料で決める学生もいれば、逆に趣味がしたいので

土日祝日が休みで趣味と仕事を分けたい、仕事はどんなことでもよいという学生もいる。

だから、ブルドーザーとかフォークリフトとかユンボの整備などはあまり行きたがらない

が、土日祝日が休みで、年間 130 日位休みがある。となると、そういう作業をしたくて行

くわけではないが、自分は車をさわるのが趣味なので、仕事は仕事、趣味は趣味で分けた

い。だから、こういう仕事がしたいからここへ行きたいという学生はあまりいない。今の

３年生に求人票の見方は教えているので、見てそこから休みとか給料とか待遇とかを見て、

この企業に行くという感じで、あまり自分から探すのではなく、来ている情報の中から自

分に一番合いそうなところを選ぶという流れが多い。だから、こちらから整備ではなく開

発系のこういうのがあるよというと、ちょっと行ってみようかなという。自分からは探さ

ない。それから、自分で企業を決めたら、自分でホームページを見て企業情報とか社長の

顔が出ているとか、企業理念とかを見ていって、最終的にどうするかという判断になる学

生がほとんどである。 

（事務局）企業の将来性とか、そういうことは見ているのか。 

（永城委員）見ている学生はいる。今、ディーラーって結構合併が多くて、小さいところは

吸収されてしまうので、小さいところよりは大きいところに行きたいと考えている学生は

いる。 

（事務局）それは、先生方は、Ａランク、Ｂランク、Ｃランクとランクがあるかどうかわか

らないが、学生に当てはめていることはないのか。この学生ならＡランクとかいうように。 

（永城委員）それはない。行きたいところに行ってもらう。 
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（事務局）その時に、失敗はないのか。 

（永城委員）失敗する学生もいる。内定先にインターンシップがある。そこへ行った時に

辞退する学生がいる。 

（力丸委員）実際、今の状態で落ちることはほぼない。 

（事務局）離職率はどうか。 

（力丸委員）離職率は会社によってある。 

（片山委員）それを問題に入れても面白いかもしれない。刺激になる。揺さぶりになる。 

（事務局）ザーッとインタビューをとっていってもよいかもしれない。 

（片山委員）面白いかもしれない。 

（事務局）1点、このことについて話してもらう。 

（梶生委員）架空の超ブラックの整備工場の一日の流れを出して、「この会社に入りたいで

すか。こういう会社を選ばないためには、就職先を選ぶ時に何をポイントにしたらよいと

思いますか」というようなのも面白いかもしれない。会社の方は、よいことしか言わない。 

（力丸委員）それをテーマにということですよね。そういう結末になるのなら、こういう

ことを選ぶポイントに入れておかないといけないなとか。 

（事務局）風貌は悪い人だったが、すごく良い人だったとか。わかりました。そういうこと

が聞きたかったので。それから、斡旋しないのですね。企業さんは何人くらいほしい、とか

いうのはないのか。 

（力丸委員）企業は、枠が埋まらないので、今なら企業が無理をしてでも採るような状態

である。辞めた人とかいませんか、決まっていない人はいませんか、とそれぐらい人材が

不足している。留学生などでも追いつかない。この近辺に、留学生は残らない。逆に東京と

かへ行ってしまうので解消しない。 

（片山委員）みんな試験には通るのだね。みんな通ってしまう。 

（力丸委員）すごい時代である。 

（事務局）初任給は平均どれくらいなのか。 

（梶生委員）18 から 20くらいかな。 

（永城委員）１級はもう少し上で 20 前後かな。 

（梶生委員）資格手当が入るともう少しよくなる。 

（力丸委員）20 近くにはなりつつある。たぶん平均したら 20 はないと思う。 

（梶生委員）基本給が 18、19 で、１級ならもう少し上だろう。 

（事務局）お金が欲しいというのは、初任給で選ぶ訳ではないんですよね。 

（梶生委員）いや、初任給で選んでいる。 

（永城委員）初任給で選ぶしか情報がなく、中にはモデルケースで 30 歳でこれくらいもら

っているというのが載っているが、基本は初任給がいくらと、賞与が何か月というくらい

である。 

（力丸委員）あとは休日ですね。土日とか、110 何日あれば週休２日ぐらいで、それが 100

とか逆に 130 なら魅力的に見えるかもしれない。中には、仲の良い子がいるから行って、

えらい目にあったという学生もいる。 
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（事務局）今の話を参考に考えてみる。 

 

（３）哲学対話教育教材の指導のポイントについて 

（永城委員）哲学対話教育教材の指導のポイントについて、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）これも森先生のところへ行って、以前指導のポイントとして、授業前、導入

時、展開時、週末時として作っていたものだが、赤字のところが新たに指導を受け加筆し

たところである。授業前の工夫では、「目標を立てるときは、何ができたら目標達成なのか

を具体化させる」ということで、授業ですから、どういうところまで高めたいのかを教師

は持っておきなさいということである。導入時の工夫のところでは、「動画の読み取り部分

は、学生がいろいろと言ってよい。むしろ、しっかり考えさせたいことは何なのかを教師

が明確に持ち、考える時間を十分にとる」ということである。学生が何を言ってもそれは

好きに言わせて、ただそれに流されずに、教師がポイントを捉えて、自分の方向へもって

いくということである。展開時の工夫では、多く述べられているが、「発想を広げる」「視野

を広げることを一番大事にする」ということで、授業前と後で何が変わったのかというこ

とである。自分は友達の意見を聞いて発想が広がった、視野が広がったというところへも

っていくことが授業の意味であるということである。次の黒丸では「マジックワードの内

実を具体化する」ということで、コミュニケーション能力、チームで働く力、挑戦する力な

どのマジックワードは人によって捉え方が違うので、それは具体的にどういうことなのか、

抽象的な言葉である。1級の３年生の学生は賢いので、答えがぽんと出てくる。しかし、中

味までわかっているのか。コミュニケーションが大事ですというが、それってどういうこ

とかという中味までが分かっているかどうかが怪しいので、授業の中でそこを深めていく。

教師が期待する抽象的な言葉が出たら「はいよろしい」ではなく、そこを深めるような揺

さぶりが大事ですということである。３つ目は「自分（学生）の立場からばかりではなく、

違う人の立場になって考えさせ視野を広げる」ということで、一つの方法ですね。「あの人

の立場に立って考えてごらん」という投げかけを教師がしていく。4 つめが、「単なる知識

の確認に終わらせず、視野を広げる問いかけをする」ということで、これはゆさぶりです

ね。例のところにあるように、「ガソリン車と電気自動車にはそれぞれどんなメリットとデ

メリットがあるだろうか」という問いに対し、知識による発言つまり自分が知っている話

をするだろう。それで終わったら意味がないので、「それは本当なのか」「別の観点からみ

てもそう言えるのか」と、例えば電気自動車がＣＯ2 を出すのが少ないというが、作るとき

とか、そのエネルギーの電気を作るときにはＣＯ2 が多く出ている。だから、そういうよう

な揺さぶりをかけて、電気自動車って良いことばかりではないと、そういう視野を広げて

いくということを言われていた。最後に「夢のある話をしてモチベーションを上げ、視野

を広げる」ということで、あまり否定的なものではなく、学生の夢を広げていくというよ

うな前向きな話で進めていって、やりがいがある仕事だなということを、指導者は常に思

って指導することが大事であるということである。ということで、今度、３つの授業をす

るときには、前のポイントに加えてこのことも踏まえて指導をお願いしたい。報告になる

が、宜しくお願いしたい。具体的展開は、動画ができてから考えたい。 
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（永城委員）ポイントを重視しての指導をということである。 

 

（４）第２回プログラム開発委員会の役割等について 

（永城委員）第２回プログラム開発委員会の役割等について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）この３つをプログラム委員会に出すと、時間が１時間半ぐらいかかる。遅く

とも７時には終わるような会の進行をしないと委員さんが大変なので、３つとも出すのは

無理ですね。1 つを出して、それについて意見をもらうのがよいと思うが事務局としてはど

うか。 

（事務局）それが良いです。 

（片山委員）どれを出しますか。企業さんとして意見が出しやすく、我々も意見が聞きた

いなというのは、この３つのうちどれか皆さんの意見を聞きたい。 

（永城委員）プログラム開発委員会で提案するのは、①②③のどれがよいか。 

（岡崎委員）②の人手不足が良いのではないか。 

（梶生委員）①のＳＤＧs だろうか。 

（矢部委員）①のＳＤＧs が良いのでは。 

（薮下委員）社会全体を考えるなら①のＳＤＧs が入りやすいかと思う。 

（力丸委員）すんなりいくのは②かと思うが、聞きたいなと思うのはＳＤＧs かと思う。 

（永城委員）企業さんでは、どんなＳＤＧs をやっているか聞いてみたい。 

（片山委員）実際にやっていることをね。人手不足で就職先のことも聞いてみたいが。事

務局は、これを形作れるか。 

（事務局）機械音なら作れる。 

（片山委員）では、それでお願いしたい。見てもらって意見をもらう。永城委員の方で、企

業の取り組みも含めて意見をもらう。 

（永城委員）ではそれでお願いしたい。 

 

（５）ディーラーＤＸコンテンツに係る進捗状況について 

（永城委員）ディーラーＤＸコンテンツに係る進捗状況について、力丸委員からお願いし

たい。 

（力丸委員）滋賀ダイハツさんは、話は進んでいたが撮影となると難しいということであ

る。難しいというのは、いろいろなところを通さないと許可が下りないので時間がかかっ

て、年末までにはちょっと難しい状況だと言われた。明日、兵庫ダイハツさんが来校され

るので、音声認識システムを使っているようなら進めて、使っていないようなら他のダイ

ハツさんにあたってみようかと思っている。 

（永城委員）兵庫日産自動車さんは、ＶＲを使った配線図のことだが、日産自動車のメー

カーから静止画が３枚だけ許可が出た。それをなんとか、事務局の方で、動いているよう

に撮影してもらおうかと考えている。兵庫日産の土井さんからは、部下の人がちょうどそ

れを使って修理をしたことがあるので、それを成功例としてインタビューを受けさせると

のことである。 
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（事務局）仕組みとかの説明をするのはできればテクニカルの人で、企業としてどういう

風に活用していくかというのは営業畑の人がよいかと思う。学生さんの実習のところの動

画があるのならそれも使いたい。 

（永城委員）次に、株式会社ＣＭＣさんといって、整備士向けのＡＲのソフトを作ってい

る会社がある。そこに９月６日に行く予定がある。岐阜の多治見である。もう一つ、大阪の

いすゞ近畿さんのコネクティッドカーについても行く予定だったが、台風で未定になった。 

早めに連絡を取って調整したい。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）第８回フォローアップＷＧは、９月 17 日（火）17時 30分から行う。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

［会議風景］ 

 

174



 

 

 

175



会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第８回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024年 10 月２日（水）17：30～19:30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計７名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員・矢部委員・片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 活動の手引きの内容について検討するとともに、３年間で取り組んだディーラーＤＸに

ついての内容確認及び検討を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 活動の手引きの「目次」について 

（２） ディーラーＤＸ一覧表について 

（３） ディーラーＤＸの概要について 

（４） 第３回プログラム開発委員会の実施日について 

・11 月８日（金）17:30～ 

３． 事務連絡 

   ・第９回フォローアップＷＧ・・・10月 16 日（水）17:30～ 

４． 閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・教師用資料「活用の手引き」の概要 

・ディーラーＤＸ取組一覧 

・ディーラーＤＸ推進内容 

 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第８回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 
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（１）活動の手引きの「目次」について 

（永城委員）活動の手引きの「目次」について片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）教師用資料「活用の手引き」について、資料で示しているような次第で作成を

お願いしているところである。「はじめに」があり、１でＤＸ人材育成の推進方針、２で自

動車産業ＤＸコンテンツの構成と指導のポイントで、これは事務局にしてもらう。指導の

ポイントは、どういう風にするか相談をさせてもらう。３はディーラーＤＸ推進内容で、

今日検討していただくのは、⑴ディーラーＤＸ推進内容と⑵ディーラーＤＸ推進概要であ

る。４は、ディーラーＤＸコンテンツの構成と指導のポイントで、構成は事務局で、指導の

ポイントは学科も協力をしていただく。⑼から(12)はまだ題名が決まっていない。今年の

分である。５は哲学対話で、①から③までがこれまでに作ったもので、全部で６つ作る。教

材ごとにシナリオと指導案をつけていく予定である。これは、私の方でしていく。６は、Ｄ

Ｘ推進人材育成カリキュラムで、これは永城委員にお願いをした。この計画で、少しずつ

作成しているので、協力をいただくところがあるのでよろしくお願いしたい。 

 

（２）ディーラーＤＸ一覧表について 

（永城委員）ディーラーＤＸ一覧表について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）これは、ディーラーＤＸの取組を年度ごとに調べたものである。年度は消す。

力丸委員、永城委員からも情報をもらって作ったものである。この一覧に訂正、加筆はな

いか検討していただきたい。項目だけ読むので内容の加筆や修正をお願いしたい。これは、

一覧なので、他の専門学校が見たときに、こういうことをしているのだなとさっと見れた

らということで作っている。４年度では、①顧客サービスの向上（車両認識システム）、②

整備士の負担軽減と作業の効率化（タイムマネージメント）、③ＩＴを利用し車両の情報か

ら様々なサポート（コネクティッドカー）、④作業工程管理ボードデジタル化、⑤ウェアラ

ブル端末を使った定期点検、⑥タブレットでの顧客説明、⑦修理書・配線図集等の電子化

の７点である。４年度についてどうか。 

（力丸委員）①で車両認識システムをタイトルにして、顧客サービスの向上はいらない。

②もタイトルをタイムマネージメントにして、整備士の負担軽減と作業の効率化はいらな

い。③もコネクティッドカーを残して、ＩＴを利用し車両の情報から様々なサポートを消

す。これで、内容としてはわかるのではないか。 

（片山委員）タイトルの項目と内容があっているかのチェックもお願いしたい。このあと、

それぞれの詳しいものが出てくる。ちょっとおかしいものがあれば、この場で語句まで直

してもらわなくともおかしいと言ってほしい。後で検討する。 

（梶生委員）⑤の６か月ごとの定期点検はどうか。 

（力丸委員）乗用車の場合は 12 か月である。 

（永城委員）スズキさんへ行った時、スズキさん独自の記録簿ではないか。12 か月ではな

かったように思う。 

（力丸委員）普通の点検になってしまう。点検なら６か月でもよいか。 

（永城委員）逆にない方が良いのか。 
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（力丸委員）点検時、とすると６か月ごとでもよい。基本的にはディーラーは６か月にし

ているが、法令の点検はない。 

（片山委員）では、６か月も消して、「乗用車の点検時に、点検項目をパソコンから音声に

より作業者に指示が出る」でよいか。 

（永城委員）はい、４年度はそれでよいと思う。 

（片山委員）では５年度について。①エーミング作業、自動ブレーキ等で使用するカメラ

や赤外線センサーの修理後のセンサー補正のエーミング作業、②ワンストップサービス（Ｏ

ＳＳ）、自動車に関する各種手続きと税・手数料の納付がインターネット上で一括して行う

事ができるシステム、③インターネットを使った自主学習システム、インターネットを使

った勉強を就業時間内の細切れ時間で行う事で時間を有効に使う事ができる、④アプリを

使用したＬＩＮＥ入庫、アプリを使用して入庫予約ができる、⑤コネクティッドカー、コ

ネクティッドカーから得られる車両データを活用し車の利用状況を詳細に把握できる、⑥

車両データ確認システム、車両データはすべてメーカーで確認できるシステム、⑦ＯＳＳ

（ワンストップサービス）、国が行っているシステムで整備士の日常業務を効率化する目的

で電子データの提供や車検手続きの効率化などが行える、⑧中古車のＡＩ査定、下取り車

の査定を効率的に行うためアプリを使用し、必要事項、写真等を順番に入れることによっ

て相場にあった金額提示がされ、そのため時間短縮が可能となった、⑨リモート故障診断、

遠隔地に居ながらＳＮＳアプリを利用して音や振動などを確認しながら故障診断を実施す

ることが可能となった、⑩車検連携システム、検査員が車両検査を実施することによって

測定値が自動で記録簿に記入できるシステムで、誤記入もなくなり作業効率改善になって

いる、⑪お客様情報ツール、お客様の情報を会社全体で共有する事でお客様個人個人に親

身なアドバイスができる様になった、ということであるがどうか。上のコネクティッドカ

ーと下のコネクティッドカーが同じタイトルだがどうか。 

（力丸委員）内容的には若干違うのだが、乗用車と大型車である。 

（永城委員）下は、いすゞさんでしたね。 

（力丸委員）上は、スズキさんでしたね。文言的には合わせている方がよいのか。 

（片山委員）ほかの専門学校がこれを見て、こういうＤＸをしているのだなとわかればよ

いので、同じものなら省きたい。２つもいらない。 

（力丸委員）５年度のコネクティッドカーは外してもよいのではないか。予防整備的なも

のを入れて、どちらかといえばスズキさんの場合は、故障した場合にオペレーターから連

絡が来て、行ってください、と故障が起こってからのものなので。 

（永城委員）事故をしたら、その衝撃がメーカーのサーバーに飛んで、事故の衝撃によっ

て救急車が自動的に呼ばれるのが、令和４年度の③である。だから、トラブル等の対応を

迅速に行える、となっている。⑤は、令和６年度の①の内容と同じなので消してよい。 

（片山委員）あと、文章の語尾がおかしいのはこちらで直す。できるとか、システムという

ような語尾にする。なっている、なった、というのはこちらで直す。 

（梶生委員）ＳＮＳという表現は限定されると思う。 

（永城委員）アプリだけでよいと思う。 

178



（力丸委員）④は、説明ではないような気がする。いつでもお客様は予約を入れられると

かはどうか。これは、ＬＩＮＥ入庫に限定したものにしてはどうか。 

（片山委員）概要は後で見るとして、ここでの内容は、アプリを使用して入庫予約ができ、

顧客の利便性を高める、とするか。では、次に６年度で、①車両の故障の予兆から事前に整

備し入庫の効率化、車両のコンピュータからの情報をサーバーで常に監視することで、そ

のデータの中から車両の故障が発生している状況や発生する可能性の段階でＡＩ等を利用

して把握する、②ｉＰａｄを利用してエーミングのセッティングを容易に実施、エーミン

グのセッティングを楽々エーミングを使用して、ｉＰａｄのＡＲ機能により可視化するこ

とでターゲットの設置を容易に行える、③点検箇所、点検方法、点検基準を見やすく表示、

点検サポート、車ごとに異なる点検箇所などを、イラスト等で表示して点検箇所を確認で

きる。点検方法や点検基準なども表示され、良否判定を簡単に確認しながら作業を行うこ

とができる、④車両パーツ検索サポート、自動車の整備で部品交換が必要になった場合の

検索機能の充実化を実施、⑤ＶＲによる点検箇所を可視化、マイクロソフトのホロレンズ

（ＶＲゴーグル）を装着し、点検項目や点検方法を空間に表示させることにより実車での

作業を実施できる、⑥Ｇｏｏｇｌｅフォームを利用した工具のチェック管理、工具チェッ

クをＧｏｏｇｌｅフォームで写真を撮影して管理することで作業効率が向上し時間短縮す

ることが出来る、⑦自動車整備士が住宅用の電気設備の知識を身に付ける、電気自動車等

が普及し、自動車と家との繋がりが強くなってきており自動車整備士も基礎的な家庭充電

設備の知識を習得してお客様に提案できるようにすることで幅広い商品販売をすることが

可能になる、⑧トルクレンチを使ってトルクが自動的にデータ化されるシステム、トルク

レンチでの締め付けトルクがデータ化され会社やお客様とデータの共有ができることによ

って整備士のミスがなくなり安全性も確保することができる、⑨点検時の記録簿音声入力

システム、記録簿の記載を省略して音声で認識して自動で記録簿に記載してくれるシステ

ムで作業の手順等も音声で教えてくれる。主に新人の研修で使用されている、⑩ＡＲ技術

を使用した整備作業データの閲覧、ＡＲ技術を使用してタブレットを介して車両を見るこ

とで配線図が出てきて、配線、コネクタの情報を見ることができる、ということである。 

（永城委員）この①は、先ほどの⑤の内容、コネクティッドカーである。 

（片山委員）これと、４年度の③のコネクティッドカーとはどう違うのか。 

（永城委員）かぶる部分はあるが違う。 

（片山委員）では、違うタイトルをつけられないか。中身は違うとわかるが、企業はコネク

ティッドカーと言っているのか。 

（永城委員）見守りシステムと言っている。 

（片山委員）その前に何かこないのか。ＡＩ等を利用した見守りシステムはどうか。 

（力丸委員）予防整備というのが、前の分とは違うと思う。故障する前に、だいたいこれく

らいの距離を走ったら交換しないといけないよというように、事前に連絡が来る。 

（永城委員）走行距離と時間と車両から送られてくるデータを、ＡＩが緑、黄色、赤の３段

階で判断し、黄色の段階で部品を交換しましょうということになる。 

（片山委員）では、ＡＩ等にする。次の②はどうか。エーミングは５年度の①にもあるが。 
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（永城委員）５年度の①は沖縄ではないか。 

（力丸委員）普通のベーシックなエーミングだった。 

（片山委員）同じエーミングなのか。 

（力丸委員）６年度②のエーミングは、ｉＰａｄを使って車両を写すことによって、ター

ゲットという印を置かないといけないのだが、その印を置くのが大変なのだが、ｉＰａｄ

を見たら、ここに置いてくださいというのが分かる。 

（片山委員）では、ｉＰａｄを利用したエーミングセッティングシステム、ということで

すね。③は、点検箇所、点検方法、点検基準を見やすく表示、点検サポートとあり、タイト

ルになっていないが。 

（永城委員）これは、ＣＭＣですね。 

（力丸委員）では、点検サポートが一番わかりやすいかもしれない。 

（片山委員）では、点検サポートシステムとする。 

（永城委員）横にイラストで、どういう風に点検するかの手順が出る。 

（力丸委員）右手でここを持って、左手ではここを持ってというのが出る。 

（永城委員）こう動かして、というようなのが出る。 

（片山委員）では、点検サポートシステムでいいですね。⑤は、ＶＲによる点検箇所を可視

化、マイクロソフトのホロレンズ（ＶＲゴーグル）を装着し、点検項目や点検方法を空間に

表示させることにより実車での作業を実施できるとあるが、実車での作業の実施の意味が

分からない。 

（力丸委員）ＶＲで作業ができる。その中で、さわった感じになる。 

（永城委員）ＶＲとＡＲの中間みたいな感じで、ゴーグルを通して実車が見えるが、そこ

に、ここをさわれというのが表示されるので、そこを実際にさわる。点検を早くするため

に、何色は右手でさわる、何色は左手でさわるというのが、ゴーグルをつけると色が映し

出されるのでその通りに現実の車をさわっていく。 

（片山委員）点検項目や点検方法が仮想現実なんですね。それは、効率化なのか、正確さな

のか。 

（力丸委員）効率化と思う。無駄なく、右手ここ、次左手ここ、右手ここ、左手ここ、みた

いに色分けして出てくる。 

（片山委員）効率的に作業できるシステム。⑦もタイトルがどうかと思うが、これはＤＸ

なのか。 

（力丸委員）業種が広がった。まだしていないのだが、電気工事士の資格を取るというこ

とだった。 

（片山委員）これは、ＤＸではないので、削除する。 

（薮下委員）Ｖ２Ｈの勉強もしていた。学生も必要になってくるとは思われるが。 

（片山委員）Ｖ２Ｈの勉強というのは、接続の方法だけではないのか。 

（薮下委員）家側の設置をするのにどのくらいの基準があってとか、基準があるので、幅

広く先にやっていますよというのは、よいイメージがつくと思う。車が壊れても充電シス

テムが壊れても、その判断は必要になってくるので。 
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（力丸委員）これが、ＤＸかどうかとなると。 

（薮下委員）ＤＸかどうかということになると、厳しいところがある。 

（片山委員）他のとはちょっと種類が違うね。必要なんだろうけど、これは省く。⑩はＡＲ

でよいのか。 

（永城委員）⑩は、日産のｉＰａｄで、ＡＲでよい。⑨は、令和４年の⑤とかぶっている。

令和４年度の方がスズキさんで、６年度がダイハツさんである。内容的にはあわさってい

る。 

（力丸委員）ダイハツさんがどこまでどうなっているかわからないが、同じものを使って

いるということですよね。 

（永城委員）たぶん一緒ではないか。マイクで読み上げられて答えたら記載されていくと

いう。 

（片山委員）では、⑨はいらないか。 

（力丸委員）はい。 

 

（３）ディーラーＤＸの概要について 

（永城委員）ディーラーＤＸの概要について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）今の項目をもう少し詳しくして、写真が使えるところは写真を使ってしたの

が推進概要である。先ほどの一覧と対応していると思う。まず、車両認識システムという

ことで、一覧で書いたことを詳しく書いているということである。推進内容と業務改善内

容とあるが、前とどう変わったのかというところが資料のポイントとなる。推進内容は、

先ほどの内容を少し詳しく書いただけのことだと思うが、業務改善内容のところを読む。

一つ目は車両認識システムで、改善内容は、従来は来客したお客様のデータ等がなく一人

一人来客時に要件を聞き対応していた。繁忙期など来客が多いときには従業員の人手不足

で対応に苦慮しておりお出迎えの遅れや受付対応の不備があり不満が高まっていた。高ま

っていたが改善した、とする。これでよいか。次はタイムマネージメントで、改善内容は、

従前は小型の紙とホワイトボードで、入庫管理と当日の作業進捗管理を行っていた為にト

ラブルや飛び込み作業に対応できていなかった。その為にエンジニアの作業効率も上がら

ず、残業で対応することが多かった、とあるが、多かったが改善した、と修正する。備考

は、教材にしているということだが、備考はなくてもよいかもしれない。一つ目の写真は、

マツダの会社の写真なのか。 

（力丸委員）マツダの会社の写真である。 

（片山委員）ＤＸの写真ではないね。 

（力丸委員）ＤＸのカメラの写真である。 

（片山委員）では、残す。二つ目の写真もＤＸなのか。 

（力丸委員）パソコンなので、ＤＸの写真である。 

（片山委員）三つめは、コネクティッドカーで、改善内容は、車両の情報をＩＴにて共有化

できることにより、離れた場所から車両の状態等が確認できるため、迅速な対応が可能と

なった。運転者についてもトラブルの対応に困っていたが、オペレーターと会話できるこ
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とで、対応方法に困らずに済む。その下に写真があるが、これでよいか。 

（力丸委員）はい。 

（片山委員）次が、作業工程管理ボードデジタル化で、改善内容は、仕事の割り振りを時間

ごとに行えるため、予約等の管理もしやすくなっている。また、作業が予定通り進まなく

なった場合は調整が必要になるが、ボードを活用し調整を行うことで 2 次被害を食い止め

られる、とあるがよいか。 

（力丸委員）はい。 

（片山委員）次が、ウェアラブル端末を使用した定期点検で、改善内容は、点検結果がリア

ルタイムで入力されるため、点検後に記入する必要がなくなった。また、入社して間もな

い経験の浅い整備士が点検を行う際、指導者が付きっ切りで行う必要がなくなった。また、

点検項目がまだ習熟していない整備士にとっては、点検の流れを掴みやすくなった、とい

うことであるが、経験の浅い整備士が指導者がいなくてもよくなり点検の流れをつかみや

すくなった、と訂正する。写真もよいですか。次が、タブレットでの顧客説明で、改善内容

は、以前は紙ベースでプリントアウトしたものを使用してお客様に説明していた。紙ベー

スのため情報量が少なく説明する整備士の経験の差によってお客様満足度が変わってしま

っていた。説明に必要な紙の量も多く説明後は不要な資料も多くあった、とあるが改善を

入れる。次は、修理書・配線図集等の電子化で、改善内容は、今まで自動車整備士が車両整

備でわからない事があると修理書や配線図集など紙ベースの本から必要なページを探すと

いう作業があったが修理書は車両モデルや年式によって違いページ数も約 1000 ページと

多くその中から必要なページを探す必要があり経験がなければ見たいページを開くまでに

長時間かかってしまっていた、とある。これも改善したと一言入れる。次は５年度で、エー

ミング作業で、改善内容は、従来はエーミングを実施するためだけに高額なターゲット（目

標物）が必要で会社に 1 セットしかなく作業効率があったがターゲットをインターネット

からプリントアウトして貼り付けることでエーミング作業が行えるようになった、である

がＤＸといえるのか。 

（力丸委員）従来とあまり変わらない。どこでもしている。車種によって方式が違うので、

いろんなターゲットを買わないといけないので困っている。どのメーカーでも基本的には

同じことをしているので、特別新しいことでもないし、ＤＸなのかと言われればそうでも

ないし。 

（片山委員）取りましょか。次は、ワンストップサービス（ＯＳＳ）だが、ＯＳＳというの

は何か。 

（力丸委員）国のシステムである。 

（片山委員）ワンストップサービスというのがよいのか、ＯＳＳというのがよいのか。 

（力丸委員）このままでよい。 

（片山委員）今までは、各都道府県にある陸運局に書類を持ち込み受付にて各種手続きや

税・手数料の納付をする必要がありましたが OSS を利用することによって会社に居ながら

各種手続きや税・手数料の納付を 24 時間行なえて効率化につながっている。これは、国、

国交省がしているのか。 
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（力丸委員）国交省がしている。 

（片山委員）では、国交省と入れておく。次は、メーカー検定のインターネットを使った自

主学習システムだが、メーカー検定の、は消して、インターネットを使った自主学習シス

テムとする。改善内容は、従来はメーカー検定の学習をするために本社に受験者を集めて

研修を行っていた。その為に営業所では人手不足が発生し研修もその時限りで知識として

頭に入りくい環境だった。それを事前学習と研修後にインターネットを使用して学習する

ことで時間の有効活用ができる様になり残業時間も短くなった、ということだが、研修後

ではなく事後学習ですね。メーカー検定だが、集めてしないのか。 

（力丸委員）集めてもすると言っていた。予習をして事後に復習をする。 

（片山委員）研修は集めてするのか。でも、集合研修が短くなったということなのか。 

（力丸委員）そこまではっきりしないが効率が上がったと言っていた。 

（片山委員）残業は減ったのだろう。 

（力丸委員）はい。 

（梶生委員）内容の 24時間は消した方がよいと思う。 

（片山委員）そうですね。効率化を図っている。次が、アプリを使用したＬＩＮＥ入庫。 

（永城委員）題名と内容が違う。内容は、ＢＰ作業の工程管理になっている。ＢＰというの

は板金塗装の工程管理になっている。ＬＩＮＥ入庫の内容ではない。 

（力丸委員）、ＢＰ作業の工程管理の方がよいかもしれない。ＬＩＮＥはわかりやすいかも

しれない。 

（片山委員）今頃どこでもしているし、ネットで予約するよね。ＢＰ作業の工程管理では、

営業所で完了時期が分からずお客様に迷惑がかかっていたが作業工程が見える化できるよ

うになった。また、ナビゲーションに地図情報やＥＣＵプログラムなど情報を流して最新

のデータに書き換えることにより、お客様は来店することなく最新のデータに更新できる。 

（永城委員）また、からの記述は、５つめのナビゲーションのことである。 

（片山委員）ＢＰって何の略なのか。 

（永城委員）ボディペインティング。 

（薮下委員）ＢＰイコール板金塗装という認識である。 

（力丸委員）ボディペインティングで、板金塗装をさす。 

（片山委員）塗装だけでなく、板金も含まれるのか。では、ここはＢＰだけに絞って書いて

いくということでよいか。 

（薮下委員）ボディ＆ペインティングの略で板金塗装事業をいう。 

（片山委員）この写真は、ＢＰの写真なのか。 

（力丸委員）違う。車検連携システムなので、後述の岡山トヨペットの車検連携システム

のところで載せる。 

（片山委員）次は、コネクティッドカーだが、これは消した。 

（力丸委員）これはスズキの分なので残す。 

（片山委員）改善内容は、従来は顧客からの連絡や定期的な点検で情報が得られていたが、

車両のデータや状態をリアルタイムで把握できるようになり、点検や修理の必要性を事前
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に把握し、効率的に作業を行うことができるようになった、とある。写真も合っているか。 

（力丸委員）間違っている。やはり、これはいらない。 

（片山委員）次は、車両データ確認システムで、改善内容は、従来のペーパーからタブレッ

ト（ｉｐａｄ）を使用しての作業に改善となり誤字脱字や作業効率が上がった。また、修理

書等は全てデータ化されておりタブレットで調べて作業するため短時間で必要な情報を得

ることができる様になった、とあるがこれでよいか。次のＯＳＳは、先ほどのと同じだね。 

（力丸委員）同じです。国のもので、いろいろなところがＤＸに使えるだろうとお勧めし

てくれるが同じである。 

（片山委員）では、なしでよいですね。次は、中古車のＡＩ査定で、改善内容は、従来は社

員が下取り車の査定を行っており、経験によって価格提示額が違ったり時間がかかったり

していたがＡＩ査定を導入したことにより短時間で正確な査定金額の提示ができる様にな

り顧客満足度も向上した、とあるがこれでよいか。次は、リモート故障診断で、改善内容

は、従来は整備経験のある熟練整備士が新人社員に直接指導する形での技術継承をしてい

たが現在の人材不足で各店舗での個別指導が困難になってきている。今回のリモート故障

診断を利用することにより、遠隔地での故障診断がインターネットを介してアドバイスす

ることで効率よく実施することができるようになった、とあるがどうか。写真はどうか。 

（力丸委員）右側はそうだが、左はいらない。 

（片山委員）次は、車検連携システムで、改善内容は、従来は検査車両の検査を実施して書

類に書き込むという作業があり手が汚れたりして作業効率が悪くなってしまっていた。今

回の車検連携システムを使うことによって記録簿等の記入は測定時に自動で記入でき、作

業効率が改善して時間短縮を行うことができる、とあるがどうか。写真はどうか。 

（永城委員）右はこれでよい。左は前の写真と差し替える。 

（片山委員）次は、お客様情報ツールで、改善内容は、従来は各店舗でのお客様情報の管理

は店舗が変わると情報がなかったりお客様担当者がいないと情報がわからなくなったりし

てスムーズな対応ができていなかった。今回のお客様情報ツールを使用することにより職

員が話した内容や所有者の来社履歴などをデータとして入力しお客様情報を確認できコミ

ュニケーションを取りやすくなりお客様満足度が上がった、とあるがどうか。 

（梶生委員）これは、だいぶん前からの話である。 

（力丸委員）これは、ＤＸという程のものではないが、システム自体はディーラーなら昔

からあったが、それをもっと情報を詳しくあげていく。飲み物や家族構成などもデータと

して入れておき、来られた時に話がしやすいように、担当者でなくても山登りが趣味です

よねとかいうようなことが言えるようにしたものらしい。だから，ＤＸかと言われると、

もとの共有するものはＤＸかもしれないが、どこもやっているといえばやっている。 

（片山委員）どこもやっていてもＤＸならよいが。ある程度一般化してきているというこ

とだね。前からの取組もあるということだね。一応おいておく。 

（永城委員）写真は、いらないと思う。 

（片山委員）次は、６年度で、ＡＩ等を利用した見守りシステムというタイトルに代わっ

ている。改善内容は、車両の故障を予兆できるようになったことで、車両が使用出来なく
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なってしまう事を予防できる。また、故障が発生した際に、どのような対応が一番効率が

良いかを判断できることで、車両が使用できない時間を最小限にできる。整備工場も修理

箇所が事前にわかるため、交換部品の手配や受け入れ態勢等の準備なども可能になる。ま

た、点検や車検と合わせて事前に故障が予兆される部品を交換する事で、入庫や修理の二

度手間にならず効率が上がる、ということだがどうか。これはコンテンツになるのか。 

（力丸委員）これは、コンテンツにする。 

（永城委員）10月 17 日と 22 日に撮影予定が入っている。 

（片山委員）次は、ｉＰａｄを利用したエーミングセッティングシステムで、改善内容は、

メーカーのみならず、車種によってカメラやレーダーの種類が違うため、ターゲットの設

置位置をその都度調べて、マークを付けたりするなどでセッティングにかなり時間を要し

ていた。楽々エーミングを使用したＩＰＡＤにより実施することで、ＩＰＡＤの水平方向

や距離などをＡＲで表示することで、マーキング位置を確認しながらできるため、メジャ

ーや水平器を利用しての墨出しが必要なく、セッティングの時間が短縮できるのと、マー

キングする場所の間違いなども防ぐことができる、とあるがどうか。 

（力丸委員）マーキング個所の間違いに訂正する。 

（片山委員）写真はどうか。 

（永城委員）これは、違う。 

（片山委員）これは、コンテンツ作成でよいか。 

（永城委員）返事がまだない。催促しないといけないと思っているが、催促したときに、本

部に確認すると言ってから返事がない。 

（力丸委員）行った時は乗り気で、大丈夫でしょう見たいな感じだったが。エーミングは

かなり速いと思うが。 

（片山委員）次は、点検サポートシステムとタイトルが変わっている。改善内容は、点検箇

所や点検方法などを確認しながら実施できるため、正確な点検方法で実施できるので、経

験の浅い整備士でも間違いなく点検を実施できる。基準値に関しても車両により違ったり

する場合があるので、その都度調べたりする必要もなく、その場で確認しながら良否判定

を行うことができる。また、あとどれくらい使用できるかとか次回の点検まで交換しなく

ても大丈夫かなど、予想データにより判断できるということだが、これは何を使うのか。

ｉＰａｄを使うのか。 

（力丸委員）これは、ＶＲなのか。 

（永城委員）ＶＲではなく、普通にパソコンを見ながらだったと思う。画面が出てきて、点

検の方法が出てくる。言っても記録簿の記入ができると言っていた。海外は定期点検がな

いので海外でしていると。 

（力丸委員）海外の言葉もあると言っていた。 

（片山委員）次は、車両パーツ検索サポートで、改善内容は、自動車の整備で部品交換が必

要になった場合、ディーラーでは専用のパーツ検索ソフトに等により、画面でイラストを

確認しながら部品を検索できるが、ディーラー以外では電話にて、口頭で部品の取付場所

や形などを自動車部品販売会社等に伝えて注文している。口頭だと伝えにくい部分があっ
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たり、部品名もメーカーで違ったり、地域ごとによっては通称名で伝えたりするので、経

験を積んだ人でないとなかなか伝わらなかったが、通称名やメーカーで異なる名称でも対

応できるように、検索機能を充実させ素材や形の入力からでも部品検索を実施できるよう

にした、とあるがどうか。 

（力丸委員）時間短縮ができたということですね。 

（永城委員）効率化ですね。 

（片山委員）口頭だと伝えにくいものやメーカーでつがったものが検索機能で出来るよう

になったということですね。これも撮影予定か。 

（力丸委員）動画にするほどの内容がない。 

（片山委員）次は、ＶＲによる点検箇所を可視化で、改善内容は、経験の浅い若手の整備士

の場合、点検箇所を記録簿等で確認しながら実施していたが、ＶＲにより作業しながら確

認できるので抜け等もなくなり、効率が上がる。点検箇所も色が変わって認識できるので、

点検箇所を間違うこともなくなる。また、左右の手を使用して同時に点検することで、点

検にかかる時間を短縮できる、ということだがどうか。左右の手を使用してというのはど

ういうことか。 

（永城委員）色が変わる。右手が赤で、左手が青をさわれということで、両手でやってい

く。 

（力丸委員）右手ここ、左手ここ、次右手ここというように、次々と点検の順番を示してい

く。 

（片山委員）これ、よいのではないか。 

（永城委員）もう今はやっていない。 

（力丸委員）トヨタカローラへ行った時は、一時期していたが、回収されてなくなったと

いう話を聞いていた。たぶん、ゴーグルをつけて 20～30分したら酔うらしい。それに重く

て耐えられない。調子が悪くなってしまうらしい。酔うのがなくならないと難しいと。酔

うので、メーカーが回収したと。 

（片山委員）矢部委員、ＶＲ酔いというのかＡＲ酔いというのがありますね。 

（矢部委員）すぐに酔うから下を向いている。 

（片山委員）次は、Ｇｏｏｇｌｅフォームを利用した工具のチェック管理で、改善内容は、  

従来はできるだけ見える化して業務の負担軽減をしていたが、最後の工具チェックは個人

で一個一個行いシートにチェックする必要があった。今回のＧｏｏｇｌｅフォームを利用

することにより、工具確認後に画像を残すことによってチェックシートに記載する手間が

省けて業務の効率化に繋がった、とあるがどうか。 

（力丸委員）チェックシートではなく、画像で残して、そこにアップしたら終わり。一つず

つチェックしてあったら画像に残して終わり。何かなくなった場合に、画像で確認できる。 

（片山委員）Ｇｏｏｇｌｅフォームでそれができる。これはどこでもできる。 

（力丸委員）どこでもできる。 

（片山委員）そのソフトを入れるかどうかだけなのか。 

（力丸委員）ただ、中身はどうしているか教えてくれなかった。研修はお金を払ってきて
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ください、動画は無理です、ということであった。画像は一つずつ確認して、写せるのもあ

るが写せないものもある。撮ってもらってからでないとわからない。動画は、基本的に無

理と言われた。どうも、研修を、そのシステムを商売にしている感じだった。 

（片山委員）次は、トルク管理システムで、改善内容は、従来は整備士個人での責任でトル

クレンチを使用してトルク管理を行っていたが今回のシステムを使うことにより、他の職

員でもトルクの確認を行うことができミスの防止に繋がっている。また、トラブル等があ

ったときにもデータが残っているのでトルク管理が原因のトラブルかどうかの確認にも使

用することができる、ということだがどうか。これは、どうやってトルク管理するのか。 

（力丸委員）もう、工具に電子機器がついている。それで、締め付けたところをそのままデ

ータを飛ばすものである。 

（片山委員）これは、撮影できるのか。 

（力丸委員）これは難しい。いろんなところが絡みあうので。工具メーカーが絡んだり営

業所が絡んだり、カワサキモータースジャパンという２輪の会社にお願いしたが、会社と

しても動画として残す場合は難しいということである。 

（片山委員）次の、点検時の記録簿音声入力システムは、省きましたね。次は、ＡＲ技術を

使用した整備作業データの閲覧で、改善内容は、従来は修理書や配線図集など紙ベースの

書類から自分の必要なページを探す必要があり整備士個々の能力によって時間差ができて

しまっていた。今回のＡＲ技術を使うことによって誰でも簡単に必要な情報を得ることが

でき、紙ベースの書類と違い実際の車両を見ながら情報を読み取れるためにクリップやボ

ルトの場所もわかりやすく作業ミスや時間短縮に改善効果がある、ということで、これは、

撮影できるのか。 

（永城委員）これは、撮影が終わった。 

（片山委員）では、この中で、６年度に撮影するのはどれか。 

（力丸委員）一番最初のコネクティッドカーは、今進めている。最後のは撮影が終了した。

ＣＭＣの楽々エーミングが今交渉中で、あと一つが、兵庫ダイハツさんにお願いしている

が、音声認識の点検システムである。滋賀ダイハツに断られたので、兵庫ダイハツにお願

いした。内容は同じである。 

（片山委員）では、それでよろしくお願いしたい。 

 

（４）第３回プログラム開発委員会の実施日について 

（永城委員）第３回プログラム開発委員会の実施日について、11月８日金曜日、17 時 30 分

より開催ということだがどうか。 

（力丸委員）特に予定がないので大丈夫である。 

（片山委員）内容は、ディーラーＤＸで、コンテンツを１本見ていただいて意見をいただ

く予定である。仮仕上げだが、10月 16 日水曜日にＷＧで提案してもらう予定である。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）第９回フォローアップＷＧは、10 月 16 日（水）17時 30分から行う。 
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４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第９回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024年 10月 16 日（水）17：30～18:30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計５名） 

力丸委員（欠席）・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員・矢部委員（欠席）・片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 第３回プログラム開発委員会を開催するにあたりディーラーＤＸコンテンツを視聴し、

内容について検討するとともに、ディーラーＤＸの３年間の取組について説明および意見

聴取するなど、開催に向けての打ち合わせを目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） プログラム開発委員会で意見聴取するディーラーＤＸコンテンツについて 

（２） プログラム開発委員会の役割分担について 

３． 事務連絡 

   ・第 10 回フォローアップＷＧについて 

４． 閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・第３回プログラム開発委員会の会議次第 

・ディーラーＤＸ取組一覧 

 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第９回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 

（１）プログラム開発委員会で意見聴取するディーラーＤＸコンテンツについて 

（永城委員）プログラム開発委員会で意見聴取するディーラーＤＸコンテンツについて、

まず動画を見ていただきたい。 

189



 

 

 

＜ディーラーＤＸコンテンツを視聴する＞ 

（事務局）ディーラーから提供されたものは３枚の写真だけであったので、制作に苦労し

た。 

（片山委員）動画の時間はどれくらいなのか。 

（事務局）８分 30 秒くらいである。 

（片山委員）時間的にはよかった。 

（事務局）もう一つのいすゞさんからは、素材を全部提供してもらえるのでだがすぎて、

このコンテンツと極端に差が出てくる。 

（片山委員）いすゞさんは、いくつ位のＤＸをしているのか。 

（事務局）１つである。 

（片山委員）あまり長いのならば、前半後半に分けるか、２本にするとかしてはどうか。 

（事務局）今のままであれば 20 分くらいになるので、コンパクトにして 15 分以内に収め

ないといけない。 

（片山委員）あまりコンパクトにすると、学生にわかりにくくならないか。 

（永城委員）どこまでがみまもりで、どこまでがプレイズムかわからない。 

（事務局）たぶん、前半のところがみまもりで、後半、見学してからまた上に上がってのと

ころは、お客さんとの画面を見ながらということなので、分けてもよいのであればその方

がよいかもしれない。 

（片山委員）あまり長くてだれるのは困るが、簡単にしすぎて中身がないのもよくない。 

（永城委員）明日行って２つに分けることを提案してみてもよい。 

（事務局）プレイズムというのが総称で、プレイズムの何々、というふうに形で分けると

いう話をしていただければ。２本にすることができる。 

（永城委員）インタビューを２本に分けるのはどうか。 

（事務局）インタビューは２人おられるのでそこで切ってもよいかとも思う。あと２つの

コンテンツについてはまだ決まっていない。 

（永城委員）岐阜のＣＭＣさんへ行ったが、本部に確認するということである。先週連絡

してからまだメールがない状態である。もう１本は、力丸委員から聞いているダイハツさ

んである。ウェアラブルの点検のことだが、ここもメーカーにきいてみないとわからない

ということで、ちょっと時間がかかりそうである。 

（片山委員）制作の関係で、いつをリミットにしますか。了解が得られない場合は、もう一

度岡山にするか。そちらへ方向転換する時期を見極めないといけない。 

（事務局）２月に実証するのであれば、１月中に制作する。 

（片山委員）そうだとしても、いつまでに取材をしないといけないのか。 

（事務局）11 月中には結論を出して、12 月に撮影をするようになると思う。 

（永城委員）ではそれであたってみる。先ほど視聴したコンテンツについての意見をお願

いしたい。 

（薮下委員）見ていて、あれ以上長くても短くてもよくない、ちょうどよかったと思った。 

（事務局）長くても 15分以内に収めないといけないと思っている。何しろ提供が写真３枚
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なので。 

（永城委員）土井委員に聞いてみて、もし提供してもらえるのであれば、追加できるのか。 

（片山委員）土井委員は次の会議に来られるが。 

（永城委員）一応メールで送っている。 

（事務局）内容は変えられないが、素材を増やすことはできる。 

（岡崎委員）メーカーさんの出せる範囲もあるのだろうが、見やすかった。抵抗なく見ら

れると思った。 

（梶生委員）素材の少ない中、すごく見やすい、わかりやすい動画であった。 

（片山委員）レベルとして、１級３年生が見て、あの内容というのは理解できる内容なの

か、それとも何か説明がいるのか 

（永城委員）授業で配線図を見たことがある学生は、その大変さがわかっているので、あ

れで配線図を見ることができるのであれば便利だなというのがわかると思う。 

（薮下委員）紙ベースからパソコンベースに切り替わって、今は新しい技術でこういう風

にできるということなので、学生にとっては、すごく使いやすいと思う。 

（片山委員）昔のことがあった方がいのではと思ったりしたがそうではないんですね。 

（薮下委員）昔は解説書を見てしていた。自分で判断ができるかどうか。動画にもあった

が、それを見て解読する熟練度が人によって変わってくるので、それを見る、プラスＡＲ

になる前はパソコンから探し当てるのも難しかった。それがＡＲになると検索が速くなっ

た。そういう印象を受けた。 

（事務局）写真の３枚が動画であれば、さらにわかりやすかったのだが。 

（薮下委員）検索画面が一部出てくればもっとわかりやすい。 

（永城委員）こういう風に操作すればこういうのが見れるというのが出てくればよいが、

そこは一切駄目であった。 

（薮下委員）駄目であれば、紙ベースからパソコン、パソコンから次の世代にというのが

入れば、入りとしてはすごく入りやすいと思った。 

（事務局）もし更に提供されるものがあればありがたい。 

（片山委員）あとは委員さんから意見を貰ったらよいと思う。今皆さんが言われたのと同

じような意見が出るのではないか。 

（永城委員）委員さんにも意見を求めます。 

 

（２）プログラム開発委員会の役割分担について 

（永城委員）プログラム開発委員会の役割分担について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）資料の第３回プログラム開発委員会の次第を見ていただきたい。開発委員会

は 11 月８日 17時 30 分からで、中身は「主なディーラーＤＸについて」ということで、資

料を委員さんに送っている。「資料を同封していますので、他にＤＸの取組をご存じの方は

会議にて情報提供をお願いいたします」と伝えている。次の資料「ディーラーＤＸ取組一

覧」が、この３年間、９月現在で把握しているＤＸの取組の内容である。これについては、

たくさん掲載しているが、一つ一つ力丸委員から説明してもらってはどうか。これについ
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て一通り委員さんから意見を貰って、その中で、取材とか、この一覧に掲載漏れのものが

あれば、プラスしてまとめの資料を作成していく。議題の２番目が、「令和６年度制作中の

ディーラーＤＸコンテンツについて」ということで、先ほどの日産の動画を見ていただく。

これで、１時間から１時間半になるかと思っている。動画の方は、事務長が流してくれる

ので、その旨、永城委員から伝えてほしい。この３回でプログラム開発委員会は最終とな

る。 

（永城委員）ではこの予定で進めていく。 

（事務局）哲学対話のシナリオについてはどうするのか。 

（片山委員）それについては、別に改めてＷＧを持つ。シナリオを修正してもらっている

ので、第 10回のＷＧで検討する。 

（事務局）１，２本目はそれほど変わっていないが、３本目は意見をもとに作っている。 

（片山委員）では、それに関する資料を用意する。 

（永城委員）では、今日の議事はこれで終了する。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）第 10 回フォローアップＷＧは、10 月 23 日（水）17 時 30 分から行い、議題

は哲学対話についてである。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第 10 回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024年 10月 23 日（水）17：30～19:00 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計６名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員・矢部委員（欠席）・片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 哲学対話教材①、②の修正とともに、③「自分の考えや意見を見つける力」の動画シナリ

オの検討を中心に進めるとともに、ディーラーＤＸの推進状況についての意見交換等を目

的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 哲学対話実証授業の担当について 

・「自動車業界とＳＤＧs」 

・「自動車業界と人材不足」 

・「自分の考えや意見を見つける力」 

（２） 哲学対話教材「自分の考えや意見を見つける力」について 

（３） ディーラーＤＸの進捗状況について 

３． 事務連絡 

   ・第 11 回フォローアップＷＧについて・・・後日連絡 

４． 閉 会 

 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・哲学対話教育教材演習動画シナリオ①、②、③ 

 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第 10 回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 
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（１）哲学対話実証授業の担当について 

（永城委員）哲学対話実証授業の担当について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）今日は哲学対話実証授業について検討するのだが、事務局から３つのシナリ

オを提案してもらっている。一つは「自動車業界とＳＤＧs」、もう一つは「自動車業界と人

材不足」、そしてもう一つが「自分の考えや意見を見つける力」の３つである。「自動車業界

とＳＤＧs」というのは、自動車業界でどのようなＳＤＧs ができるだろうか、というよう

な流れ、テーマで、どんな工夫ができるかなと、工夫を考える。②の「自動車業界と人材不

足」は、どうすれば人材不足が解消できるかという学生なりの考えを出せる。③の「自分の

考えや意見を見つける力」については、これから協議をするのだが、ストーリーとしては、

会社を選ぶにあたり、よいところとそうでないところがあって、会社選びの視点、どうい

うところを見て自分の進路を考えていけばよいのかということで、それぞれの意見で、「こ

んな考え方があるんだ」「あんな考え方があるんだ」と考えを広めていくような教材である。

この３つの教材については、指導案はこちらで準備します。作ったものを兵教大の森先生

に見ていただくので、その指導案に沿った授業をしていただくということになる。授業の

流れというのは、基本的には起承転結である。それから、振り返りとか発展とかプラスア

ルファがあるが、授業の山を作ることが必要である。起承転結の起で意欲づけをし、山を

作って、協議して、考えを深める、広めるということが起承転結で、ドラマと一緒である。

そういう授業をしていただきたい。それで、今考えているのは、この３つの教材を自動車

自動車１級の学生の２年生、３年生、４年生で授業を実施していただきたい。一つの学年

で３つするのは負担で、学生が疲れてしまうので、しかも動画が出来上がるのは同時期に

なる可能性が高いので。２年、３年、４年の担任の先生が、学年の発達段階を踏まえてどの

教材をやりたいかを決めてもらう。誰がどの教材をするか、今決めますか。 

（永城委員）今、決めます。教材は３つあるが、③は会社を選ぶ力なので、これを４年生に

するとなると、もう就職先が決まってしまっているので、２年生か３年生がよいと思う。 

（薮下委員）できれば３年生が一番、時期的に良いかもしれない。 

（永城委員）実証授業をするのはいつ頃になるのか。 

（事務局）片山委員から、ナレーションの部分を取るようにと言われたが、学生さんはＳ

ＤＧs を認識されているのかどうかがわからなかったが、その説明は入れなくてもよいの

か。 

（片山委員）ドラマとしては入れずに、できればそれはパワーポイントを作ってほしい。 

動画の中でＳＤＧs の説明を出してしまったら、答えを半分以上出してしまうことになる。

学生が、何もないところから考えるのではなく、ある程度色がついたところから考えてし

まうので、考えの範囲が非常に狭まってしまう。だから、ＳＤＧs を理解する授業をするの

であればよいが、そうではなく、思考力、考える力やコミュニケーション能力を高めるも

のだから、ＳＤＧs を理解する授業ではない。ただ、事務局が言われるように、そこが必要

になってくるだろうから、教員が状況に応じて、学生の実態に応じてパワーポイントで、

「実はＳＤＧs というのはこういうことなんだよ」というように、後付けで説明する。パワ

ーポイントを作るのが難しいようなら教員が用意すると思うが、できれば用意をしてほし
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い。 

（事務局）授業をどのように進めるかというのがわかっていればよいし、ＳＤＧsの説明か

ら入ってしまうと考えるというよりＳＤＧs というのはこういうものだとわかる。が、作る

のは構わないが、そこでまた説明するのか。 

（片山委員）するかどうかわからない。学生の実態に合わせるから。ドラマに入れてしま

ったら、ストーリーではなくなる。あくまでも視聴教材だから、教材としてはそういう説

明的な要素はできるだけ省きたい。そして、必要に応じて使う。それは、学生の実態によっ

て、もし、４年生ぐらいになるとＳＤＧs もかなり知っているかもしれないから、その説明

は少なくて済むかもしれないが、説明をストーリーの中に入れると長いので、流れが途切

れてしまう。 

（事務局）わかりました。ただ会話の中にＳＤＧs の言葉が出てくる。 

（片山委員）それは、入っていてよい。学生から、「ＳＤＧs って何。初めて聞いた」とい

うような発言が出てきたら、説明を出していく場合もあるだろうし、それは教師が手持ち

教材として使う。 

（事務局）わかりました。 

（片山委員）では、３番以外は、11 月中にできるか。 

（事務局）昨日で、撮影はある程度できたので、11 月中には①②の２本はできるかと思っ

ている。 

（片山委員）では、③は、12 月か１月なのか。 

（永城委員）そうなると、時期的に３年生は、就活が終わってしまう学生が出てくる。終わ

ってからでもよいのか、そこらがどうかと思う。 

（力丸委員）永城委員が言われたように、３つの中で検討すると、この③が一番良いのか

なと思う。①のＳＤＧs は、４年生が環境とかを勉強した上で、ある程度基礎知識が少なか

らずあるかと思う。②の人材不足は、この中ではみんなが分かりやすいものかと思うので、

２年生がするのが、難易度的に合っているかと思う。 

（永城委員）今の力丸委員の考えについて、薮下委員はどうか。 

（薮下委員）就職先が内定している学生がいるので、内定先もＳＤＧs に取り組んでいると

いう話があるので、話は切り出しやすいのでそれが一番合っているかと思う。 

（永城委員）岡崎委員はどうか。これやりたいというのがあれば言ってもらいたい。 

（岡崎委員）人材不足について、学生の立場で考えてもらうのであれば、今言われたよう

に取り組みやすいのかと思う。いつ頃することになるのだろうか。 

（事務局）これをすぐに実証するのか、委員会に諮るのか。 

（片山委員）すぐに実証する。プログラム委員会にはかけないが、評価委員会はする。 

（事務局）それでは、日程を決めていただいたら、それに合わせてする。11 月は無理。 

（力丸委員）では 12 月の初めに。 

（永城委員）３年生と４年生は調整できるが、２年生は、12月なら特色の時に入れ込むか。 

（岡崎委員）16 日の週に特色があると聞いている。 

（永城委員）もし、そうならその時が良いと思う。カスタムが入るとやりにくい。①の４年
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生と②の２年生は、12月に。 

（事務局）では、日程調整をする。では、説明のところは、パワーポイントを作ります。 

（片山委員）パワーポイントを作ってもらえたら助かる。 

（永城委員）説明が入るのか。 

（片山委員）ナレーションはいらないだろう。 

（薮下委員）パワーポイントで、自分で言った方が、話の構成がしやすいかと思う。 

（事務局）では、画面を作っておく。 

（片山委員）では、続いて、※印に書いているように、指導案のもとはこちらが作り、森先

生の助言に基づいて従業をしていただく。自分なりにアレンジしてもらったらよい。基本

的なスタイルを示すことになる。その中で、最後か途中で、ＳＤＧsや人材不足は、企業の

人に入ってもらって、最後の 10 分間で、「みんなの意見を聞いたが、実はうちの会社では

こういうこともしている」「みんなの意見の中で、これは特によかったね」とか評価しても

らったり、会社の現実を言ってもらったり、あるいは③の「自分の考えや意見」のところで

は、先輩を呼んできて「自分はこういう考えで会社を選んだがこうだった」とか、そういう

ようなのを入れたいということで、指導案を作っている。そういう、外部人材の調整を力

丸委員にしてもらいたい。 

（力丸委員）大丈夫と思う。日程調整がいると思う。 

（片山委員）そうしないと、ＳＤＧs なら学生は意見を言っても、実際はどうなのかと疑問

に思ったまま終わってしまう。しかし、企業の人を呼んでくると、「企業はこんなことをし

ているんだ」と思ったり、企業の人が「うちの会社でも先ほどの学生さんの意見を取り入

れたい」というようなことを言われたら、学生も元気になるし満足感がある。そのような

授業をしたい。 

（力丸委員）それは、２年生、３年生、４年生、それぞれに一人ずつなのか。 

（片山委員）時間の関係があると思う。50 分以内に収めよう思うなら、５分から 10 分で、

謝金は出せる。100 分授業をするのなら、もう少し企業の人の発言時間を入れられる。昨年

の授業記録を見ると、永城委員の授業は 100分くらいかかっている。 

（永城委員）50 分では中途半端に終わってしまう形になる。 

（薮下委員）ＳＤＧs は、幅が広いので。 

（力丸委員）時間は統一しないといけないのか。 

（片山委員）そんなことはない。100 分なら、途中で１人が入る、最後で２人入るとかＯＫ

である。こういう風にすると、学生も満足感があると思う。哲学対話といっても、対話ばか

りしていると、「僕らは何を勉強したのだろう」ということで終わってしまうのはよくない

ので。事務局との関係もあるが、日を決めてもらったら調整してもらえると思うので、実

証も考えてお願いしたい。次の※だが、授業評価表を作成し、授業のポイントが分かるよ

うにする。哲学対話として、「こういうポイントはおさえられたか」「こういうポイントは

高まったか」という評価表である。これは自己評価ではなく、授業を実際に見て、評価す

る。昨年までは、カメラで授業を撮ってもらったが、実際にはそれを使う場がなかった。３

分動画には少し入っているが、それ用に事務局は撮りに来るかもしれないが、１時間撮っ
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ても使いようがないので、動画は基本的には撮らない。授業日に、授業をしない人が、授業

を見に行って、授業が高まっているかどうかを評価して、授業の成果と課題をまとめてい

きたいと思うので、そういう形で授業評価をしていこうと思う。評価表は、こちらで作る。 

（永城委員）評価をする人は一人でよいのか。 

（片山委員）空いている人、だから私とか力丸委員は入るべきだろうし、あと委員の人で

その時間に都合がつく人は入ってもらう。 

（事務局）では、撮らなくてよいのか。 

（片山委員）写真があったらよいのではないか。 

（事務局）実証の流れは、テキストに出すのか。 

（片山委員）実証の流れは、学生の自己評価と教員の評価、それが出る。指導案は出すの

で、流れはわかる。 

（事務局）一応授業の日は知らせてほしい。活用のてびきは何なのか。 

（片山委員）作ります。紙ベースのシナリオと指導案と成果と課題である。 

（事務局）では、報告書の中身と同じなのか。 

（片山委員）そう。活用の手引きに載せたものは、報告書から省こうかと思っている。事務

局には、シナリオの画像とかを少し入れてほしい。 

（事務局）わかりました。 

 

（２）哲学対話教材「自分の考えや意見を見つける力」について 

（永城委員）次に、哲学対話教材「自分の考えや意見を見つける力」について、事務局から

説明をお願いしたい。 

（事務局）イントロの部分は、「何が正しいのだろうか」というところで、「社会で起こる問

題は正解のないことが多く、社会へ出たら、多数派だから正しく少数派だから否定するも

のでもない。大切なのは自分の意見を持ち相手の意見を尊重することが大切です。正解の

ない中でも、自分の考えや意見を見つける力は生涯必ず必要となる大切な力です」と示す。

次に、ドラマが始まる。２つの会社があって、一つはブラック企業、もう一つはホワイト企

業で、それぞれの部下は近所の友達で、どちらも整備士をしている。Ｗ企業の部下がＢ企

業の部下に「休日出勤で大変だなと」と声をかける。Ｂ企業部下は「今月は残業も多いし休

日出勤も２日目で、お客さんの言うことは何でも聞いてしまう」と答える。Ｗ企業部下が

「断ればよいのに」というと「うちの会社は人手も少ないし、この間行ったが・・」ここ

で、回想に入る。Ｂ企業上司が「あす、出勤できるか。お客さんが遠出するからどうしても

見てほしいと言っている。何とか頼むよ」と言われてＢ企業部下は了解してしまう。もと

の部下二人の場面に戻って「君は優しいからなあ、権利はちゃんと主張しないと。俺の会

社はいろんなことを社員が話し合って決めるので楽しいよ」「大きいところはいいなあ」と

いう会話で終わる。数日後の休日の場面で、Ｗ企業部下が「今日は休みなのか。上司に言っ

たのか」と尋ねるとＢ企業部下が「いつもの倍の給料が振り込まれていたので言えなかっ

た」と。Ｗ企業部下が「お金は欲しいが、ちゃんと言える環境を作るのも大切だぞ。うち

は、コンプライアンスとかハラスメントにはうるさいから、楽だし働きやすい。みんな優
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しいし」と。ここで、Ｂ企業部下の回想場面になる。わからないことがあるから部長に尋ね

ると「他の人に聞いてみろ」とか「自分で調べてやってみろや」と言われて出かけてしまっ

た。それを聞いたＷ企業部下が「ブラックやなあ、うちならみんな丁寧に教えてくれるし、

できなかったらやってくれるし、デジタル化が進んでいるからやることも限られて楽。で

も、教えてもらったことあまり覚えてないな」と。Ｂ企業部下は「うちは、教えてくれない

のにおこられてばっかり。でもそのおかげかわからんけど、知識力も技術力も上がったと

思う。直接客と話すことも多いから忙しいときはほんまに大変。うちの会社はブラックな

んかなあ」Ｗ企業部下が「どうなんだろう」というところでドラマは終わる。Ｂ企業は、い

ろいろ押し付けられるが、自分のスキルが上がっていく状態で、Ｗ企業は、デジタル化が

進んでいて楽だが、自分のスキルはあまり上がっていない。お金の面では、日曜出勤があ

るがその分ちゃんと給料をもらっている。そのあたり、どれがブラックなのかどれがホワ

イトなのか、自分たちで見つけないといけないし、ブラックやホワイトというのはひとく

くりの問題であって、自分に合っているかどうかは自分で探さないといけないというもの

である。 

（永城委員）ご意見を貰いたい。 

（梶生委員）完全なブラックというのではなく、給料はちゃんと支払われて絶妙なライン

である。学生なら、ブラックだけど給料はちゃんともらえるので、こちらが良いという可

能性もあり、悩んでくれるのかなと思った。 

（事務局）ブラック企業といってよいのかどうか、会話の中で、ブラックだなというのは

よいかなと思ったりして。 

（薮下委員）ブラック、ホワイトの切り分けでよくあるというか、梶生委員と同じで、給料

をもらえるのならまあブラックでも良いかという人もあれば、早く帰れるからホワイトが

良いという人もある。なかなかリアルな話で、学生からしたら話しやすい議題でなるなと

思った。では、他のブラックは、他のホワイトは、という具体例的なものがもういくつかあ

れば、幅が広がるのかなと思った。 

（事務局）例えばどんなことを思いつきますか。 

（薮下委員）実際に、私が感じるブラックでいうと、上司から指示がない限りは残業がつ

かない。新人なのでどうしても時間がかかってしまうが、そういったところで、新人でも

２か月分の給料をちゃんと出しますよというところはホワイトかと、そういった切り分け

である。上司から指示のない残業は、残業代はつかないんだよというのは、どうなのとい

うのがある。 

（岡崎委員）どちらが正しい、間違っているというのではなく、よい部分もあるし、悪い部

分もあるというので、学生なりに考えてもらう非常に良い内容なのかという印象を受けた。 

（力丸委員）自分の考えや意見を見つけるというので、仕事も目的としてすごくよい。た

ぶん選ぶ上で、学生が分かれる可能性があると思う。こうやって見ると、どちらもホワイ

ト企業なのかなと思って見たとき、題材として「自分の考えや意見を見つける」というこ

とで、どちらを選ぶかというところは面白そうだなと思った。題材の上で、ブラックを出

してしまうと討論の余地がないのではないか。これなら、給料が少なくても楽で趣味に時
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間を割きたいという意見も出てくるだろうし、やはり自分は自動車の勉強をしたいから学

校に入って整備士になるのだから、技術力を身につけたいという人も出てくると思う。そ

ういう意味では、すごく両極端で、ホワイトの中でも両極端なので、よい内容と思った。 

（片山委員）ホワイトの内容がもう少し出てきてもよいと思った。ホワイト会社の内容の

イメージが弱いと思う。 

（事務局）給料は少ないが休みはきちんと取れて趣味に時間が使えるしというようなこと

だろうか。 

（片山委員）休みに趣味でこういうことをしているというようなことを入れるとか、休み

の日は楽しんでいるというようなことを入れてはどうか。 

（力丸委員）新しい趣味も始めた、みたいなことを。 

（片山委員）自動車業界はあまり残業がないのか。 

（力丸委員）時期にもよるが、ほぼないというところもある。 

（片山委員）それなら、残業はないし、福利厚生があるとか。どんなことがあるのか。 

（力丸委員）家賃補助が５割以上とか。基本的にはだんだんなくなってくるが。独身とか

結婚した時などによっても違う。労働組合があるないで、全然違う。ここへ何を入れるか

だが。子供の運動会に休みがしっかり取れるからよいとか。 

（片山委員）技術面で、強制的に帰るように勧められているから限られた時間にできるだ

け目いっぱいやって、そのためにＤＸ化も進められているというような。要するに昔なが

らの会社と今の会社みたいな感じですかね。 

（事務局）新しくＤＸ化した会社がホワイトに聞こえるが、あとは、給料の差みたいな感

じがする。残業があるが 23 万あると、かたや残業もしないが 20 万あるというところで、

そういうような選び方にならないかなという感じがする。楽で福利厚生が整って残業がな

いというところがホワイトとなってこないか。学生を誘導しているような。油まみれにな

ってもう一回やり直せ、みたいな所は、ほんとにブラックなのか、でも知らず知らずのう

ちにスキルが上がっているというところにつなげているのだが。それを、あれもこれも整

って、と言ってしまうと、そちらの方がいいなあという感じがしてくる。 

（力丸委員）みんな休みが多くて給料が多くてとなってしまう。 

（片山委員）基本的には今言われた流れでよいが、ホワイト情報をもう少し入れた方がわ

かりやすいかなという感じである。 

（事務局）働いた分だけ給料もらってというところに、ホワイトの部下が、そこもよいな

と思う感じがないと思う。 

（片山委員）完全なブラックならみんな行かない。今の学生なら、この２つの会社ならど

んな反応をするだろうか。 

（永城委員）今の学生は、どちらかというと、これでいうとホワイトの方かな。あまり、し

んどいことは避けたい、というところが多い。 

（力丸委員）これ、どちらに行くのかな、面白いと思う。 

（片山委員）議論しやすいと思う。 

（梶生委員）学科によっても違うようにも思う。カスタム系はブラックで、それでも行き
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たいのは、ある程度は技術をつけたくて言っているのではないかと思う。学生によっても

違うだろうけれど。 

（片山委員）やはり、カスタムと１級、２級とは違うのか。 

（梶生委員）違う。特色とか楽しくとか。あと、変わったことをするのが好きだったりす

る。どちらかというと、触ったりするのが好きなのは、カスタムの学生の方が多いような

イメージで、１級の学生も触ったりするのが好きで。１級の学生は、好きな学生と、そうで

ない学生と、なぜ入ってきたのかなという学生もいる。好きでなく入ってきている学生は、

簡単で楽でお金を貰えるところへ行きたいし、休みが多い方がよいと思う。 

（片山委員）そういう意味では、いろいろ出たら面白いね。そういう考えもあるのか、とい

うので考えが深まったら授業は成功ですね。 

（永城委員）では、修正していただいて、よろしくお願いしたい。 

 

（３）ディーラーＤＸの推進状況について 

（永城委員）ディーラーＤＸの推進状況について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）事務局の方の進み具合はどうか。 

（事務局）日産さんの方は、次のプログラム開発委員会には間に合わせるようにする。来

週、日産に見てもらい、修正をかけたものをこちらへ届ける。残りが３本であるがいすゞ

さんの分を分けてよいということだったが、１つのものなので分けようがない。ただ、素

材をいっぱい貰っているので、分けても大丈夫である。分けてもあとの１本をダイジェス

トにするというのは怠慢な感じがするのだが。 

（力丸委員）ダイハツさんは連絡を取っているが、社内ではやっていないので、メーカー

に尋ねるということであった。年内に動画を撮りたいと伝えている。 

（事務局）それが確定しないと分けるかどうかが決まらない。それに、これは来年になっ

てもよいのか。 

（片山委員）これは、見せてテストをするだけだから。 

（力丸委員）ＣＭＣにももう一回聞いてみます。 

（永城委員）９月に行って、会って話もしたが、社内で検討するといったきりである。 

（片山委員）岡山の分はよかったが、あの他にはないのだろうか。以前見に行った時に、こ

れもよいなと思ったものはなかったのか。 

（力丸委員）板金の工程管理である。ただ、工程管理は他で撮っている。岡山トヨペットの

方がレベルは上だが、内容的には同じような延長線上のことをしている。 

（片山委員）兵庫ダイハツは、皆さんと付き合いがあるんですよね。 

（力丸委員）あります。ただ、社内では使っていなくて、来年度に新しいものに変わるらし

くて、うちは本年度に撮りたいことを言うと、早急に会議をするということであった。 

（片山委員）それは、どの立場の人なのか。 

（力丸委員）採用の人である。 

（片山委員）どちらか、返事がほしいと連絡を取ってほしい。 

（永城委員）ＣＭＣも連絡を取ってみます。就職している学生もいない。 
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（片山委員）11 月８日のプログラム開発委員会で、ＤＸの取組を流すので、その時に他に

あるかを尋ねた時に出てくるかもしれないので、期待したい。 

（事務局）いすゞは２つに分けますか。同じシステムだから前半後半に分けても違和感は

ある。 

（片山委員）プログラム開発委員会を待ってもらえるか。 

（永城委員）そして、もう一度先ほど出た企業に確認をとる。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）次回、第 11 回フォローアップＷＧについてお願いしたい。 

（片山委員）第 11 回フォローアップＷＧは、プログラム開発委員会までは開く予定はない。

その後は、哲学対話や、ディーラーＤＸの進捗を見て開催する予定である。後日連絡する。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第 11 回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024年 12 月６日（金）17：30～18:30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計５名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員（欠席）・薮下委員・矢部委員（欠席）・片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 第３回プログラム開発委員会で委員から出たディーラーＤＸについての取り組みについ

て検討するとともに、今年度作成予定のディーラーＤＸの進捗状況についての意見交換等

を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 第３回プログラム開発委員会のディーラーＤＸに関する意見の整理 

（２） ディーラーＤＸ一覧の見直し 

（３） ディーラーＤＸの進捗状況 

３． 事務連絡 

   ・第 12 回フォローアップＷＧについて・・・12/10  

    （哲学対話教育授業の指導案と授業評価表） 

４． 閉 会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・ディーラーＤＸ取組一覧 

・プログラム開発委員会意見より抜粋（11/27） 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第 11 回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 

（１）第３回プログラム開発委員会のディーラーＤＸに関する意見の整理について 

（永城委員）第３回プログラム開発委員会のディーラーＤＸに関する意見の整理について、

片山委員からお願いしたい。 
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（片山委員）資料として、ディーラーＤＸ取組一覧をつけている。今これだけの情報があ

る。この前のプログラム開発委員会で意見をもらった中で、この一覧にプラスするものが

あるかないかについて意見をいただきたい。なければない、または重なるものもあると思

う。手順としては、あるかないかの選択が一つ目で、もしあればここに掲載できるような

情報を誰が集めるかを考えてもらう、というのが今日の予定である。では、資料「プログラ

ム開発委員会意見より抜粋」の中原委員さんの意見から検討したいので、順に読んでもら

いたい。 

（梶生委員）中原委員からの意見で、「今お聞かせいただいた中に入ってしまう情報だと思

うのだが、「ＡＩ等を利用した見守りシステム」の中で、トヨタ自動車から案内があった分

があって、車両のスピードセンサーの情報を基に、「タイヤの脱落予兆検知システム」とい

うのが始まるそうである。これからの季節、タイヤの付け替え、スタッドレスの付け替え

をお客様自身が付け替えされるということが多くなってくるので、車速信号の波形の乱れ

を基に、「ホイールが緩んでいる」「もうすぐ外れそうですよ」という警告を出すというの

がもうすぐ始まるという案内を受けた。はっきりと詳しいことはわからないが、システム

的には出来上がっているが、それを運用するために、保険とからめてそのシステムを導入

することができるみたいな、すべてのお客様にサービスを提供できるということではなさ

そうなので、保険契約との絡みがあるというのをお聞きした」という内容である。 

（永城委員）この中原委員の意見についてどうか。 

（力丸委員）内容的には、すごく良いものだと思う。この情報の中にある「はっきりとは分

からない保険」というところで、おそらく保険と絡めて、緩んだ場合は保険会社から連絡

が行くというような感じかと思う。聞いてみる価値はあると思うが、なかなかガードが固

そうな感じがこの文章からする。内容的には新しく面白いと思う。 

（薮下委員）トヨタさんの案内があった分の既得事項に該当するかどうかという所が、一

つ出てくるかと思う。現段階で、新しいことをやっているなというイメージはあるが、実

際にメーカーから言ってはいけないよという内容であったら展開は難しいかと思う。そこ

をまず確認した方がよいと思う。 

（梶生委員）私も同じような意見で、内容としては非常によいがトヨタさんがどこまで情

報を出せるかという所が気になる。 

（永城委員）私も、内容的にはざっくり言うと、ディーラーＤＸ一覧の「ＡＩを利用した見

守りシステム」のいすゞさんの内容の発展系かと思う。おそらく、車両のセンサーからの

情報から、おかしな情報を抜き取って、そこから多分タイヤの脱輪を予見するみたいなも

のかと思う。中原委員の話し方からいうと、かなり出すのは難しそうな印象を持った。 

（片山委員）それで、調査するか、しないか。 

（力丸委員）意見を言われた中原さんに、調査できるかどうかを一度確認してはどうかと

思う。 

（片山委員）確認は、力丸委員がしてくれるのか。 

（力丸委員）はい。 

（薮下委員）次は、鍛冶委員の意見で、「今言っていただいた内容は、メーカーによって呼
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び名ややり方が違うということがあると思うが、実質、部品の注文のシステムであるとか、

部品の注文のシステムの中から車両データ、車両の色やパーツ、グレードなどがすべて集

約できるので、いわゆるサービス的には部品の注文をするにあたって、今まではパーツリ

ストを紙ベースでしていたところを間違えずに部品の注文ができる。さらに、注文をする

ことによって、車自体の部品がいつ届くかもタイムマネージメントの方にも連携すること

ができる。さらに、行った内容の進捗状況についても、この車はどのようになっているか

が、誰が見てもわかるというシステムになってきているというのは、今説明していただい

た中では、だいたい理解できるというか、導入しているところが多いというのは思う。た

だ一つ、「ワンストップサービス（ＯＳＳ））は、私だけの情報で申し訳ないが、している県

としていない県というか、実質やっているところとやっていないところがあるというよう

に聞いている。兵庫県はやっていると聞いているので、自動車の登録や車庫の証明などが

ワンストップで出来る。あと、車検のシステムもワンステップになっていると聞いている。

しかし、これがすべてにおいてＤＸの取り組み事例として全国展開という意味でどうかと

思ったが、実際にやっているところもあり、少し気になったところである。あと、ホンダの

方でどうのというのはないのだが、「トルク管理システム」というのは、工場の方ではされ

ているというのを聞いているが、「トルクでこれだけ締めました」というのは、お客様に説

明できるところは今のところないかと思う。お客様の安全安心にあたっては、こちらも課

題になってくるのかと思う」という内容である。 

（永城委員）この意見についてどうか。 

（梶生委員）ワンストップをしていないところがあるというのを初めて聞いた。している

ものだと思っていたので、そこが意外だった。全国展開になっていくだろうというのは問

題ないと思う。トルク管理の方は、この会議に欠席していたのでどういう流れだったかが

よくわからない。 

（薮下委員）ワンストップサービスというのは、隣の岡山県の方では既にしていた。特に、

ディーラーが先駆けて行っていて、あとで、モータースの方がされるという流れになって

いた。その時に、私が聞いた話では、まずディーラーからやって、次は輸入車ディーラーも

行う。ちょっと時期がずれていたというのを覚えている。ワンストップサービスというの

は、これからの仕事のやり方が、統一されているものなので自然にできていくのかなと思

う。トルク管理に関しては、いろいろ製造工場の方では、どのくらいで締めましたよとい

うのをデータ蓄積しているというのをよく聞いていて、私が聞いたのは、三菱自動車では

締めつけをしたら、データがメーカーの製造会社に残っていると聞いている。 

（片山委員）それはＤＸなのか。 

（薮下委員）ＤＸというよりは、車の管理ですかね。製造段階での車の管理になってくる

ので、どちらかというとお客様にその情報を提供するとなると、また違った方法なのかと

思う。 

（力丸委員）ワンストップサービスについては、やっている県とやっていない県があった

としても、一言書くなりしてもよいかと思う。実際、今回、すべてがディーラーＤＸをして

いる訳ではないので、やっているところがあれば問題はないのかと思う。トルク管理につ
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いては、このリストの中に、カワサキさんに連絡をしてバイクをしているということで一

応調査をしている。一覧の２ページ目にトルク管理システムとして載せているので、鍛冶

委員の中では、入れるものはないのではないかと思った。 

（永城委員）私もワンストップ自体、かなり進んでいるのかと思っていたが、していない

ところがあることを初めて聞いた。調査したところでは、スズキさんもしているという話

であったし、ほぼしているかと思っていたが、県によってそういう差があるというのを初

めて知った。それから、トルク管理については、鍛冶委員が言われていたのは、多分製造の

方かと思っていた。「工場の方ではされていると聞いている」というのは、製造工場の方の

話をされているのかと思った。だから、これが今後整備の方にも入ってくるのかという内

容のことを言われているのかと思っていた。確かに、上の中原委員の意見のタイヤ付け替

えの脱輪のこともあるので、そういったところで、こういうのがまた必要性があるのかな

と感じた。内容的には、一覧にトルク管理システムもあるので、特に載せなくてもよいか

と思った。 

では、次は土井委員の意見で、「車検連携システムというのがあるが、それ以前になるか

もしれないが、電子記録簿、定期点検とかの電子記録簿で、ディーラーに特化したという

ことで、メーカーに特有の「特殊な構造」とか、新車点検、メーカー系の６か月点検、法定

ではない記録簿とかも電子化していこうという風な動きになっている。ディーラーでいえ

ばそういう動きかと思う」という意見である。これも結局はＯＳＳに近いのかと思う。だ

から、今までは車検だけを電子の記録簿にしていたのを、それ以外の点検についても、簡

単な点検についても電子化していこうかという内容になるので、私としては、ＯＳＳとし

てまとめるのではなく、記録簿の電子化を増やした方が良いかと思う。記録簿自体は今ま

で紙で保管し、使用者のお客さんに渡す時も紙で、社内にも同じ写しを保管することにな

っているが、それ自体が電子化しているという風に、ちょっと分けた方がよいかもしれな

い。 

（片山委員）何と何に分けるのか。 

（永城委員）ＯＳＳと、ＯＳＳの中に全部電子化が入っているのだが、今後点検とかの電

子化というところで、別にした方がわかりやすいかと思う。ＯＳＳに括ってしまうと、記

録簿が入っていないので。 

（片山委員）では、記録簿の電子化という項目を取り出すということなのか。 

（力丸委員）永城委員の意見を聞いて、そうした方がよいと思った。ＯＳＳがかなりざっ

くりしている。ただ、ＯＳＳに関係のない、法定でない６か月点検などもここには記載が

あるので、ちょっと分けて、お客様に渡すものを電子化するという意味でも、記録簿全部

を電子化しようというのは、分けたらわかりやすいかと思う。 

（片山委員）では、別に項目を起こして、内容をまとめてもらいたい。これは永城委員がす

るのでよいか。 

（永城委員）はい。多分、今までは紙で保管していたので、何年にもなるので大変である。

前にスズキに行った時、書いた記録簿をそのままＯＳＳで国土交通省に送って保管してい

た。そうなるとミスがあれば書き直しができないので大変なことだと思った。では、これ
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は、分けて記載する。 

（力丸委員）次は、小林委員の意見で、「これはサービスの仕事だけではないが、ＤＸの範

囲に入るかどうかわからないが、当社では、ショールームでのお客様の動向の管理だとか

をパソコン上でやっている。来店されたお客様が何時に帰られて、どれくらいの時間が経

っているかを、全体で共有して見る、というのが考えられたところかと思った。これは、サ

ービスとは離れた話になると思うが、総合的なディーラーの取り組みとして、顧客の対応

というところでの仕組みとして、当社ではそういうのもある」という内容である。 

（永城委員）これについてはどうか。 

（力丸委員）これは、どこかで見たように思う。岡山トヨペットさんがされていた。お客さ

んがいつ来て、コーヒーを出して、30 分経ったら、30 分経ちましたというのがパソコン上

に出て来て、もう１杯いかがですかというのをさらに案内できるというシステムがある。

さらに、前はブラックを飲まれたという情報も入っているので、来られたらブラックでよ

いですかという声かけもできるということを聞いている。ただ、今回の、ディーラーＤＸ

として入れるべきかというと、内容的にどうかと思う。一部中古車査定とか整備と関係が

ないものも入っているが、お客様の情報を入れるというのが入っているので、関西マツダ

さんのお客様管理を載せているので、そこへ追記するような形でもよいかと思う。お客様

情報ツールの中に、追記する形で入れたらよいと思う。 

（永城委員）では、お客様情報ツールに追記する。続いてお願いしたい。 

（梶生委員）井戸委員の意見で、「取組一覧を見させていただいた中で、当社の分はもう同

じようなのが載っているかと思う。とりあえず「ワンストップサービス」の中のスマート

継続というのを使用しているのだが、そこで、検査の記録簿であるとか、法定点検の記録

まで電子保存できるといったようなものを利用させてもらっている。あと、「分解整備記録」

などに関しても、当社の安心点検記録簿というので、それも記録簿は全部電子化というこ

とでやっている。それから、あと「車両パーツ検索システム」の中で、部品の発注、それか

らこれで検索して選んだ中でも、それが整備伝票の方にも反映されるといったところが追

加補足して言えるところかと思う」という内容である。ワンストップサービスは同じこと

なので、電子記録簿と法定点検は同じところに入ってくるかと思う。車両パーツ検索シス

テムもリストに入っているので、特に新たに取組一覧に入れるものではないように思う。 

（薮下委員）ワンストップの方は先程と同じで、記録簿全般を電子化で保存されていると。

また、車両パーツ検索システムというのは、民間の車屋さんであれば、「これとこれを欲し

いのです」と言ってお伝えしているのが大半かと思うが、ディーラー関係なら、車両パー

ツ検索システムというのは、もう一般的なツールとして使われていると思うの、梶生委員

と同じで、そこまで充足しなくともよいと思う。 

（力丸委員）同じ意見で、車両パーツ検索サポートが取組一覧に入っているので、ワンス

トップも入っているので、特別加えるところはないかと思う。 

（永城委員）私も同じ内容なので、入れる必要はないように思う。続いてお願いしたい。 

（薮下委員）野田委員の意見で、「別の話で、ＡＩを使って査定をする、そういったことを

ドイツの会社が開発して、東京海上さんなどが取り入れてきているというようなことを聞
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いている」という内容である。 

（永城委員）これは、中古車査定のことなのだろうか。 

（力丸委員）そうだと思う。１ページにある「中古車のＡＩ査定」になるのか。 

（梶生委員）それのドイツ版にあたるのか。 

（力丸委員）ボルボさんに聞いたのだが、カーセンサーのグーネットか何かで、そこが開

発したものを使っていると言っていた。出所は違うかもしれないが。 

（永城委員）では、同じ内容ということでよろしいですね。 

次は、橋本委員の意見で、「私も 10 名そこそこの町工場なので、ディーラーさんのこの

ような取り組みはなかなかできないところである。例えば、ブロードリーフさんとかバン

ザイさんとかそういったシステム屋さんが、こういったものを将来的にはパッケージ化し

て商品として販売してこられると思うが、お値段との兼ね合いで、導入できるのかなとい

うことだと思う。我々ぐらいでできることは、グループラインで写真を飛ばして、お客さ

んの車が駐車場の何番に止まっていたかというのを撮って、また別の人が納車する時に、

ここだったというような共有化が、ＤＸかなというぐらいの感じだった」という内容であ

る。これは、特によろしいですね。 

 

（２）ディーラーＤＸ一覧の見直しについて 

（永城委員）では、ディーラーＤＸ一覧の見直しについてお願いしたい。 

（片山委員）この一覧には京都のものなど、新しいものは入っているのか。 

（力丸委員）入っている。ＤＭＣは、「ｉＰａｄを利用したエーミングセッティングシステ

ム」ですね。それから、部品検索は、「車両パーツ検索サポート」に入っていますね。 

（片山委員）では、今日検討の分を入れて最終にしてよいですね。 

（永城委員・力丸委員）はい。 

 

（３）ディーラーＤＸの進捗状況について 

（永城委員）ディーラーＤＸの推進状況について、力丸委員からお願いしたい。 

（力丸委員）２つはディーラーＤＸで、いすゞさんは今編集中である。日産さんが終わっ

て、現在、いすゞさんの方を編集中である。あと１つ予定があるのが、京都の自動車整備振

興会で、ＡＲグラスということで、12 月 17 日に撮影に入る。事務局にシナリオを考えてい

ただいて、ＡＲグラスを使う前提となるシチュエーションで作業を撮ろうかと思っている。

実際に作業をしている途中でミスがあって、上司が「それ、抜けているのではないか」とい

う場面を動画の部分で確認できるようなものにしようかと検討して、企業さんにもそのこ

とをお伝えしている。17 日に撮影して出来上がりはいつになるか分からないが、また調整

して進めていきたい。今年度は、この３本になってしまうかと思う。 

（片山委員）残りの１本は、撮影するところがないので、事務局と話をしているのは、ダイ

ジェスト版で、「ＤＸとは何か」というところから、特に「ディーラーＤＸとは何か」とい

う所から入って、ディーラーでもこういうことをするためにこういうようなことをしてい

る。例えばといって、順に入ってくるような、そして今後こういうようになってくるので
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はないかというようなのができたら、まとめや導入に使える、そういうようなものを作っ

てもらいたいと言っている。それで、一応４本ということである。17 日の京都自動車整備

の撮影には力丸委員も行くのか。 

（力丸委員）京都の撮影には行く予定である。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）次回、第 12 回フォローアップＷＧについてお願いしたい。 

（片山委員）第 12 回フォローアップＷＧを 12月 10 日火曜に実施したい。というのは、哲

学対話の授業の動画ができたので、永城委員にお渡しし、授業者の先生に渡していただい

た。それで、哲学対話の授業を、12月 17 日に岡崎委員がするので、委員全員の日程調整が

できていないが、授業の前に第 12回フォローアップＷＧを実施したい。この授業では、３

つともに、企業の方にゲストティーチャーとして入ってもらう予定だが、調整してありま

すか。 

（力丸委員）まだ、していない。 

（片山委員）まずは、岡崎委員がする「人材不足」の授業のゲストティーチャー調整しても

らいたい。他の２つも違う人でお願いしたい。よく話ができる人で。ゲストティーチャー

の予定によって授業日を決めないといけないかもしれない。 

（永城委員）２年生は、クラスが 1 級だけ取り出すのはなかなか難しいかと思う。特色し

か無理かと思う。3 年生４年生は、１月にはできたらと思っている。１月の終わりが後期の

試験なので、それまでにできたらと思う。 

（力丸委員）ゲストティーチャーを探してみます。 

（片山委員）テーマにもよるが、ＳＤＧs は、やっているところがよいと思う。あと人材不

足とか、進路選択などは、本校の卒業生の方がよいかもしれない。 

（永城委員）卒業生でもよいのなら、授業日が火曜、水曜日なら来れるかもしれない。 

（片山委員）学校評価委員会の委員になっている卒業生がいるから、その人でもよいと思

う。人材不足の方は、普通の整備士の方より、人事系の人の方が良いように思う。会社説明

会で来られるような人で良い人があればよいと思う。 

（力丸委員）この時期たくさん来られるので、当たってみます。 

（永城委員）授業の指導案は作るのか。 

（片山委員）10 日に提案する。基本ベースだが。一応兵教大の森教授に監修してもらった

ものである。あと、アレンジしてもらわないといけないが基本のものは、10 日に出す。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第 12 回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024年 12月 10 日（火）17：30～19:00 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計５名） 

力丸委員（欠席）・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員・矢部委員（欠席）・片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 哲学対話教育授業を３本実施するにあたり、森教授の助言を踏まえ、授業の趣旨の捉え

方や考え方、展開の仕方、対話のさせ方などについて協議するとともに、哲学対話教育授

業の評価表の意味や内容についての共通理解を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 哲学対話教育授業計画について 

（２） 哲学対話教育教材の指導案について 

（３） 哲学対話教育授業の評価表について 

（４） 哲学対話教育の指導に係るパワーポイント 

３． 事務連絡 

   ・第 13 回フォローアップＷＧについて・・・12/13 

    （デジタルスキル指導結果と考察） 

４． 閉 会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・哲学対話指導案①②③ 

・森教授 指導助言要旨 

・哲学対話教育授業動画シナリオ①②③ 

・哲学対話授業評価シート 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第 12 回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２． 議事 
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（１）哲学対話教育授業計画について 

（永城委員）哲学対話教育授業計画について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）３つの教材の授業者が決まったのだが、いつしますか。いつ頃、または決まっ

ていれば日時を教えてほしい。 

（永城委員）哲学対話の②「人材不足」は１級の２年生で、12 月 17日を予定している。午

前か午後かは未定である。ゲストティーチャーは、兵庫日産の土井さんともう一人が入っ

てくださる。土井さんはよくわかってくださっているので、ゲストティーチャーとして入

ってもらい、あとで、意見を言ってもらうようお願いしている。次に、１月 22日水曜は１

級３年生が対象で、ゲストティーチャーはスズキ自販兵庫の卒業生の清水君で、教育課程

編成委員会にも入ってもらっている人である。授業は、③「職場環境と私」で、時間は未定

である。もう一つの①「自動車業界とＳＤＧs」は、１級４年生が対象で、ゲストティーチ

ャーはまだ決まっていない。授業日は、１月の３週目か４週目の火曜か水曜を考えている。 

 

（２）哲学対話教育教材の指導案について 

（永城委員）哲学対話教育教材の指導案について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）資料を３つつけている。一つはシナリオである。これは、以前見てもらったの

で、もう一度、目を通しておいていただきたい。あとは、森教授の指導助言要旨と哲学対話

指導案で、よく見ていただいて、特に、授業者にはイメージを高めてもらいたい。森教授の

指導助言要旨であは、下線部に特に留意していただきたい。 

① 「自動車業界とＳＤＧs」について 

森先生は「①ＳＤＧs ってどんなことだろうと聞かれたら、環境を守ることだとか、女性問

題であれば、女性が働きやすい職場にするだとか、というようなことが出てくるかと思う

が、そういうポイントを尋ねると、今度は知識物になってしまう気がする」と。だけど言わ

れていたのは、そういうことではないと思う。そこのところが分かるような問いかけが、

どういうのがよいのか共有出来るようになれば、深めるきっかけになるかと思う。例えば、

シナリオの方だと、こういう風にヒントになるような発言がある。「環境や資源やエネルギ

ーの問題を考えている企業じゃないと業績にも影響するからなあ。特に、お前の働いてい

る自動車業界は脱炭素とか言って、責任重大みたいだしなー」とあるが、これも一つの見

方ですよね。でも、これは損得の話である。「ＳＤＧs っていうのは、そういうモノとか資

源とかいうことだけではなくて、女性の活躍とか障害者雇用のこととか、ＬＧＢＴへの理

解とか、あとなんだっけな、あ、そうそう、父さんみたいなシニア・ベテラン層の活躍なん

かについて、みんなで話し合ってこれからの人材育成やなんかに取り組んでいきましょう

っていうのもあるみたいだな」と、いろんな話があるが、ここのところ学生さんはついて

来れるか、どうかである。学生さんたちに考えてもらいたいというのは、「ＳＤＧs とは、

いろんな課題を解決する」ということで、何か難しいことを一生懸命に何とかしないとい

けないことに対応することみたいに思っていると思う。めんどうくさいじゃないかという

ことである。もちろんそういう側面はあるが、そこに参加していろいろと知恵を絞ってみ

ることがすごく意味があることだと思う。そういうマインドが共有出来たら考えが深まっ
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ているという気がする。」ということで、ＳＤＧsはいろんな課題を解決するということで、

いろいろ知恵を絞ってマインドができたらよい、ということである。さらに、「どこかの誰

かに任しておけばよいというよりは、自分もそこに参加して何か手伝えたら良いなとか、

その活動自身が幸せなことではないかというような、そういう捉え方ができるようになる

と、いいんじゃないかという気がする」ということで、授業の目的の辺りでこういう風に

捉えさせたいということである。「ＳＤＧs っていうのはいろんな課題があって、自分も参

加することで誰かが幸せになったりしたら自分もやりがいがあるし、生きがいになるよね、

っていうそういう考え方ができるようになれば、とても意味があるのかなと思う」そして、

「コストとかだけではなく、企業の社会貢献みたいな意味であるとか、あるいは企業は本

質的に消費者に対して素晴らしいものを提供しない限り、利潤を上げることができない訳

ですよね。つまり、人々を幸福にしない限り企業って成り立たないんだよねっていうよう

な話をすれば、コストがかかるというのは今後の課題なのだが、コストが高くても人々を

幸せにすることができる商品だったら売れるんだよね。そこを作っていかないと企業って

いうのは成り立たないんだよねというようなところですかね。たぶん、そういう見方って

あまりしないと思う。そういう話をすると、すべての人が平和と豊かさを得ることができ

る社会というのがここに書いてある訳だが、それは学生さんたちにとってみれば、素晴ら

しいことだけど、それはいったい何なの、みたいなところがあると思う」ということで、こ

の辺をどう捉えさせるかがポイントである。そして、「それは簡単に手に入るものではない

かもしれないが、夢を持ちながら、自分自身もそこに関わっていくというのは社会人とし

てやりがいのあることですよね、というような気づきに持っていけるかどうか、というの

が一つの見方かなと思う。⑤一つのゴールとしては、企業による社会貢献について意識で

きるようにすることで、何らかの提案ですよね、自分自身がその企業に対する社会貢献で

あるとか、自分自身が社会に何らかの提案ができるような社会人になってほしいというの

が、ここでの大きなまなざしがそちらに変わってくれたらよいのかなと思う。一旦、そう

いう目になってしまうと、直接関係のないような女性の活躍とか、障害者雇用とかという

ものが、企業にとって大事だということがすんなりと理解できるというか」ということで

ある。指導案としては、目標は読んでいただいて、本時の展開の２枚目で、流れとしては、

ＳＤＧs やサステイナブル社会について少し話をして、学生の知識が不足しているようで

あればパワーポイント等で補ってから動画を見る。その知識がないと動画を見ても分かり

にくいので。動画を見るのが２枚目の２番ですね。動画を見てその中で、「自動車業界はな

ぜＳＤＧs に取り組んでいるのだろう」というのを課題にして話し合っていくという感じ

の授業になる。ポイントとしては、学生は営利のため、お金儲けのためという風に捉える

学生もいると思われるが、それだけではないという所を、動画から引っ張り出していく。

先程あったように、社会のためとか、自分自身も何かできたらと高めていくような形で話

し合いを進めていく。その中でもよいし最後の３枚目の４番のゲストティーチャーの人に

「企業はどんなことに取り組んでいますか」と、ゲストティーチャー自身はどう取り組ん

でいるかですね。単に、上から言われているからやっているのではなく、もう少し主体的

に、自動車の仕事を生涯する人にとって社会貢献にもなっていくと、社会を支える重要な
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活動であるというようなことを話していただくと、まとめになっていくように思う。今言

っているのは一つのサンプルなので、これをアレンジしてやってもらったらよい。普通一

般的には、こういうような感じに流れるのだろうということである。疑問とかあれば言っ

てください。 

（薮下委員）内容としては、私が想像していた通りになっているが、知識不足のところは

パワーポイントということだが、パワーポイントのレベルがどういうレベルかということ

がわからないといけないのではないか。17 項目あったとして、自動車産業に何個当てはま

るかということを考えていかないと、ちょっと範囲が広いように思う。 

（片山委員）このＳＤＧsは授業が１月なので、それまでには事務局の修正が間に合う。こ

の前の案では、自動車業界のことについて触れていたので、多分自動車業界のことについ

ても、自動車業界とＳＤＧs というような感じで、パワーポイントに入ってくると思う。 

（永城委員）動画、流れ等についてどうか。 

（梶生委員）私としては、こういう流れでよいと思うが、４年生にはちょうど良いように

思う。 

（岡崎委員）確かに、薮下委員が言われるように、ＳＤＧsの幅が広いので、学生がどれく

らいいけるかと思った。 

（永城委員）動画を見た時に、電気自動車に関する内容が多かったように思ったので、そ

こだけをするのかと思った。逆にその方がやりやすいのかどうか、あまり広げ過ぎない方

がよいのかなと思ったりして。だから、動画も電気自動車に絞ったのかと思った。 

（片山委員）その通りで、流れの中で広がってもよいし、はじめは電気自動車に絞ってや

った方が良いかもしれない。学生は話しやすいかもしれない。 

（永城委員）最後は、ゲストティーチャーから、今やっていることの話をしてもらうとい

うことを依頼していたらよいですね。 

（片山委員）特に、このＳＤＧs のところは、森先生の話と合うように、会社の取り組みで

なく、個人がどういう気持ちを持って取り組んでいるか、みたいなところがほしいところ

である。 

（永城委員）このＳＤＧs のゲストティーチャーがまだ決まっていない。卒業生にそれぞ

れ、どんなＳＤＧs に取り組んでいるかを聞いているのだが、「そんなにたいしてやってい

ない」という。卒業生の子がそう思っているだけかもしれないが。そういう状態でゲスト

ティーチャーに入ってもらうのは厳しいなと思い、人選に悩んでいるところである。 

（片山委員）この間、情報モラルの話をしてもらった神姫商工の方はどうか。考えをきち

んと持っておられた。 

（永城委員）力丸委員も藤井さんはどうかと言っていた。卒業生に聞いて、もしかすると

藤井さんにお願いするかもしれない。 

②「自動車業界と人材不足」について 

（片山委員）森先生からは「①学生さんというのは経営者に自己を同一するのではなくて、

働いている人の方に自分の姿を重ねますよね。この目線っていうのは、経営者寄りという

か、である。働き手にとっての視点から問いを立てた方がよいのではないか。別の言い方
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をすると、働きたくなる職場にするための提案みたいなものを考えられるとよいのかとい

うような気がする。つまり、人手不足を解消するプランを考えようだと、賃金を上げまし

ょうとかいうのはよいのだが、それって実際に経営の立場に立ってないから言える訳であ

る。そういうことって、いっぱいあると思う。言ったってできる訳ではないよね、という話

だと思う。だからむしろ、ある種の制約を引き受けた上で、自分たちが自分たちの職場を

どのようによくしていくのか、という目で考えられるというのが、さっきの話と重なるの

ではないかと思う」ということである。そして、「ここの場合であれば、イメージとして敬

遠されがちな自動車業界であり、そのことから人手不足が起こっている訳だけど、みんな

は車が好きとか、夢を持っている訳で、その中で、みんなが働きやすい、つまり自分も働き

やすい、他の人にも働きやすい職場にしていくにはどんなふうに変えていったらよいだろ

うか、どんな風に考えていったらよいだろうか、どんな提案をしていったらよいだろうか、

みたいなことが考えられるといいよねと、これも発想の転換みたいなものかと思う」とい

うことで、さらに「例えば、新しい技術を勉強しないといけないから大変だねというとい

う話があるんですかね。技術畑の人材不足が起こっているからというような話ですよね。

自分たちが、電気部品の整備技術を身につける。そこができるようになると給料もアップ

するし、求められる人材になっていいよねという風に見れば、人材不足というか、これは

チャンスでもある訳である。整備以外のことも必要であるというのも、例えば営業の仕事

をするというのは、車好きということだけ見ればそうかもしれないが、車を買ってくれた

り、その整備を依頼してくれている人とつきあうということが良い整備に繋がる訳ですね。

営業的な活動というのは整備の仕事にもフィードバックしてきますよね。というような、

ここに書いたのは、ネガティブ要因だと思われているが、それは、本当に悪いことなので

すか、というようなことも、改善した方がよいというようなことも当然ありますが、それ

もいろんな見方次第で変わってくるよね、というようなことを発見してみる。こういうの

って、正解はないじゃないですか。これ、一見駄目そうなことなのだが、こういう風に考え

ると、やりがいがありそうに見えるよね、というようなこと。そして、それはだめだよ、み

たいな話にはならないので、みんながその気になってくれれば、いろんな意見を出してく

れそうな気はする。何よりも職場の在り方について提案できる人って重要だと思う。職人

さんとか、昔の技術労働者っていうのは、言われたことをきっちりするという美風があっ

たかもしれないが、これからはやはり、職場をよくしていくために、知恵を絞り、あれこれ

コミュニケーションをとれるあり方ということが大事になってくるし、今こういう授業を

取り入れようとされているのは、そういったことを目指しておられるからだと思う。だか

ら、自動車業界の人手不足ということが言われているが、働きやすい職場になっていくた

めには、どんなことが大事なのか、みたいな感じだろうか。どういう風にしたら職場の仕

組みがより良いものになっていくのかというのが、管理的な仕事の人が考えるだけではな

くお互いに意見を出しやすい職場にしていけば、それがすべてかなうわけではないが、管

理する側の人にとってもね。そういう意見はとても大事なので。何も言わずに疲弊してや

めますという事よりは、文句とか提案とか、そこはわかるがここはわからないよ、みたい

なやり取りがある職場の方が、風通しがよいのかと思う。だから、人手不足になるからと
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言って、具体的な要因があると思うが、やはり、働きがいがうまく感じ取れないという要

因は大きいと思う。決められたことだけをもくもくとこなさないといけなくて、その仕事

がどうも充実しないという事ですかね。だけど、そこの視点、目の付け所ですよね。同じ修

理をするのでも、顧客の方が喜んでくれたりとか、あるいは、そこで工夫をすれば、すごく

うまくやってくれたという風に言ってもらえるのであればやりがいを感じることができる

でしょうし、あるいは同僚とどう関わっていけばよいのかという次第で、職場が明るいも

のになったり、ぎすぎすしたものになったりしますよね。そんなところに気づける、場合

によっては提案できるというところができればよいかなと思う」ということを言われてい

る。指導案の方だが、はじめは、「自動車業界の人手不足ってどうなんだろう」という話を

していって、いろんな人手不足の情報が出てくると思われる。動画にも出てくるが３Ｋと

いうような話も出てくるのではないかと思われる。次に、３番で動画を視聴する。森先生

の所へ持って行くのに、「職場が魅力的であれば人材不足が解消できるかもしれない」と。

この展開が難しいところであるが、ここへ流れを持って行かないと、森先生の話になって

来ないので、ここの展開が難しい。森先生が言われるのは、学生は経営者ではないので、人

材不足を解消するという経営者の立場で話を流してもだめだろう。単に一般論で、給料を

上げたらよいとか、３Ｋを無くしたらよいとか、そういう話になってきて、それなら哲学

対話にならないと言われる。経営者の立場ではなく、自分たちが仲間を増やすのにどうし

たらよいだろう。それなら、魅力ある職場に改善したらよいのではないか、というところ

へ持ってこないとだめだろうということである。そこへ持ってくるのに、どうしても学生

から出なければ教師が出すしかない。「そういうことがあるが、どうしたらよいかな。もっ

と魅力があれば増えるのでなないかな」という投げかけをして、そしたら「誰もが働きや

すい魅力ある職場にするにはどうすればよいかな。皆さんはどう思いますか」というとこ

ろで、意見を出し合って話し合っていくという形に持って行く必要がある。そこには、た

とえば、ＤＸ等、３Ｋを解消するような取り組みもあるだろうし、魅力ということで給与

面のことも出てくるかもしれない。いろいろその辺りを出していって、最後にゲストティ

ーチャーから、人材不足解消の実際の取り組みで、企業はもっと真剣な取り組みをしてい

ると思う。自動車の魅力を伝えるとかも含めて。ここではゲストティーチャーが重要な働

きを示すのではないかと思う。あるいは、ゲストティーチャーの話を聞いて、もう一度学

生に返して、「みんなはどう思うか」と返してもよいかと思う。この授業は、そういう意味

では難しい授業である。 

（永城委員）授業者の岡崎委員、どうか。 

（岡崎委員）誰もが働きやすい魅力ある職場にするにはどうしたらよいだろう、というと

ころへ持って行かないといけないが、給料がどうのといった話になりそうな気がする。そ

ちらへ持って行くように働きかけないといけないと思う。 

（梶生委員）誰もが働きやすい魅力ある職場にするにはどうしたらよいだろう、というと

ころへ持って行くのは難しいと思うが、ここに持っていけたら、今の働きやすい職場とい

うのが見えてくるのかなと思う。私たちとはまた違う別の、こういう職場が良いというの

が出て来て、よい研修になるかと思う。 
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（薮下委員）ポイントが幅広くあり、それを求められるので、すごく難しそうであるが、こ

のことはどの学生にとっても、２年生であっても３年生であっても４年生であってもよい

経験になると思うので良いと思う。 

（永城委員）これを見た時に、片山委員が言われたことで、学生はやはりどうしても待遇

の方に話を持って行きがちになるかと思うので、これは根本的には人手不足解消にはなら

ないので、魅力というのはどうしたらよいか私たちも困っているところと思う。整備士不

足、整備士になりたい子を増やすにはどうしたらよいか悩んでいるところでもある。あと、

ゲストティーチャーは、兵庫日産の人材育成グループの土井さんに来ていただくが、多分、

土井さんも今後どうしたらよいかと思っていることなので、学生から意見やアイデアがで

れば、非常に有意義な時間になるのではないかと思う。 

（片山委員）学生から素直な意見を出してもらう、考えを巡らしてもらったらよいと思う。

あんなのもこんなのも、そんなのもできるのかと考えを巡らせたら面白い授業になるかも

しれない。 

③「職場環境と私」について 

（片山委員）これは、Ａ社とＢ社の２つの会社があって、「ブラックな企業なのかな」とい

うような話なのだが、森先生の指導では「①ここの例示で上がっているものであれば、あ

まりブラックなところには行きたくないなという意見は、割とすぐに出ると思うが、その

こと自身は間違っていないというか最もそうだね、ブラックでも給料が高ければ行くって

人は、一定数いるのかな。②どちらの会社に就職したいかと聞くより、そこは選択が偏る

と思うが、選択をするにあたって、あなたはどういう点を考慮して決めましたか、だった

ら、観点というのが出てくると思う。給料がいいよ、残業がないよ、とか。そこで、自分た

ちが持っている就職観みたいなものが目に見える形で出てくる。お金とか、仕事がしんど

過ぎないことが大事とか、ということが自分の価値なのだな、ということが分かった上で、

物事には必ずプラスとマイナスがある訳で」とここをかなり強く言われていた。そして「 

その観点で決めると何を見落とすことになるのか、あるいは、自分でもネガティブに評価

しているもののプラスの側面って何だろうか、というようなことを考えていくと、若干多

様化してくる。例えば、新しい技術を求められる職場って勉強し続けなければならない。

面倒くさいと言えば面倒くさい。競争も激しいかもしれない。でも、そこに行くとキャリ

アアップが望める。自分自身の価値を高めることができる。というのは、忙しくて勉強も

しないといけないが、メリットがある、というのが出てくる。そういう風に、自分の就職の

時に、ポイントになっていることというのをまず意識してその中には必ずポジティブな面

とネガティブな面があるよねと分析してみると、どの観点を自分は優先していくのかとか、

あるいは、あまり決めつけない方がいいよという事にはなるのかと思う。やりがいという

のはなかなか大事なことだと思うが、イメージしづらいと思う。やりがいのある会社がい

いですか、と聞けば、文句なしにやりがいがある方がよいと答えるが、やりがいってどん

な時に感じられますか、あまりイメージしたことがないのではないかな、という気がする。 

④親方が厳しくて鍛え抜かれる職場というのは辛いかもしれないが、すごく良い職場かも

しれない。そういうところが、両面が見れて、選択ができると、就職する際の見方が豊かに

218



なる。現状を踏まえた上で、自分で提案、選択できるという事である。⑤ここもゲストティ

ーチャーの方が来られて、仕事のいろんな様子について話していただける。ここで伝えて

いただきたいことというのは、勝手に学生さんが不安に思っていることってあると思う。

それは、勤務の実態という事でまた教えてもらって、もちろんそんなバラ色の職場ばかり

ではないと思うが、でも、仮にそういうバラ色ではない職場に入ったときに、そこで学ん

だり気づいたりしたようなことって、多分お持ちだと思う。そういう自分が就職して初め

て分かったことなどを話していただくと、よいと思う」と。そして、これは、ゲストティー

チャーのことですね。よいと思ってもそうではなかったり、よくないと思ってもそうでは

なかったりと、そういうことを、自分が就職してはじめてわかったことを話してもらうと、

学生にとっては見方が広がるのではないか、というようなことを言われていた。そして、「 

ここの話で言うと、最初自分が就職先を選ぶときに、こういうことは大事だと思っていた、

持っていたものは何であるかという事を明確にする。自分の価値観を明確化する。その上

で、議論の中で、それがもしかしたら狭すぎるのではないかという事に気が付いて、先輩

がこんなことに気づいたよ、という事によって、もっといろんな観点から会社とか就職の

ことを考えられるというところまで行けたら、十分深まっていると言える。」ということで

ある。指導案の方は、「自分が就職先を決める時にどうするのか」ということについて単純

に意見交換をして、それについての動画を見る。その中にいくつかのストーリーが出てく

るが、動画を見て少し話し合った後、会社を選ぶにあたっての選ぶ観点のプラス面、マイ

ナス面を話し合ってはどうだろう。「会社を選ぶにあたり、自分ならどういう点を大事にし

て選びますか」ということで、給料面、勤務時間面、技術的な面、施設設備的な面が出ると

思われるが、その時に、ここからが教師の働きかけが必要になってくるのだが、プラスと

マイナスを考えていくという流れですね。自分は多分こういう観点で見るというのは、プ

ラス面ばかり見ているのだと思うが、マイナス面もあるのではないか。逆にこんなところ

へは行きたくないと言っているが、プラス面もあるのではないか。一人一人の意見の中で、

プラス、マイナス、ここは小グループでそういった話し合いをしてもよいのかもしれない、

というような指導案になっている。最後に４番で、ゲストティーチャーから会社の実態や

仕事をする上で大事なことなどの話を聞く。先程と同じようなことで、自分の経験談、成

功、失敗、あるいは今からもし会社を選ぶのならこういう会社を選ぶだろう、というよう

な話があってもよいかもしれないと思う。ただ、話の中で、企業を探すというのは学生に

とってステップアップする時期になるので、あまり暗い話にならないように。早く就職し

たい、社会に出たいというような夢のある話に、全体的な雰囲気にしていく必要がありま

すねということである。 

（薮下委員）「会社を選ぶにあたり、自分ならどういう点を大事にして選びますか」という

のは、自分の時を思い出すような感じがあって、そういうことを踏まえて話ができたら、

話がしやすいのかと思った。 

（片山委員）薮下委員自身も先輩なので、その体験談が入ってもそれはよいと思う。 

（梶生委員）これは、話が広がりやすい反面、最後に書いてあるように、話の内容が暗くな

らないようにするのはすごく大事なことだと思う。おそらく、ディーラーへ行った人なら
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良いこともあるし、悪いこともあるだろうが、悪いことはうまくかわしつつ夢を持たせて

あげるよう気をつけないといけないなと思った。 

（岡崎委員）これは、哲学対話として、学生にとっても一番良いのではないかと思った。や

りがいだとか大事だと思うが、イメージしづらいので、プラス面マイナス面と分けて考え

ると学生も話しやすいのではないかと思った。 

（永城委員）この「職場環境と私」は、１級の３年生が授業する予定になっている。おそら

くこの授業をするタイミングでは、ほぼ就職先が決定している、内定をいただいたぐらい

で授業をすることになると思うので、学生にとってはこれを聞いた後で後悔するというこ

とにならないようにしたいと思う。ただ、現時点で就職先を決めるにあたってこの辺りで

悩んでいるし、学生同士で自分はここが良いといったところを言い合ったりしているので、

意見は出やすいと思う。中には、やはり給料や休みで選んでいる学生もいれば、技術力を

つけたいとなった時に、そういったところではなく、もうちょっといろんなことをさせて

もらえる方が良いということで選んでいる学生もいるので、その辺は、多分いろんな意見

が出るかと思っている。ゲストティーチャーを予定している先輩は、今勤務している会社

を辞めようかと言っていたが、まだずっと続けて勤務しているので、何かあったのかと思

うが、その辺で、いろんな話をしてくれるのではないかと思っている。彼自身も、整備士の

コンクールで１位を取ったらしいので、そのことも含めてやりがいなどの話をしてくれる

のではないかと思う。 

 

（３）哲学対話教育授業の評価表について 

（永城委員）哲学対話教育授業の評価表について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）哲学対話授業評価表をご覧いただきたい。授業をしていただいて、授業のや

りっぱなしはよくないので、授業を評価してもらう。ある意味、逆にいえば、授業者はこの

辺を意識して授業をしてくださいという裏返しの表でもある。授業全体では「教師は、本

時でどのような力を育成したいかを具体的な学生の姿（発言・対話）として明確に持って

指導しているか」ということで、これは先程の森先生のコメントのところで、我々が一般

的に平たく授業をすると、「ＳＤＧs って、自動車ではどんなことをしていますか」という

ような話になってしまうが、そうではなく、自分自身に捉えさせていくとか、会社は決し

てお金儲けだけでやっていないとか、そういうところへ持って行く。学生が自分のことと

して、自分もやってみたいなというような意見が出てくると、授業として成功ですよね。

そういうものを持って授業をしているかということである。だから、あとの２つのも同じ

ように、その辺をきちんと持って、人材不足のところであれば、誰もが働きやすい人材不

足の社会の単なる現象として捉えずに、自分のこととして「誰もが働きやすい魅力ある職

場にするために、自分ならどういうアイデアがあるか」というところですね。そのアイデ

アが出れば、そういう学生の姿が出れば、この授業は成功である。それから、会社選択の所

でも、自分の一面的な見方から、それはプラス面もあるのだと、逆にマイナス面もあるの

だという見方が広がっていけば授業は成功であるという、そういう捉えで、90 分を流して

もらう。それを持っているか持っていないか、ということである。２つ目は導入場面で、 
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「設定したテーマは、学生の学習・対話意欲を高めるようなかたちで提示できているか」

ということで、動画を見る時に「はい動画を見ましょう」というのではなく、今回の指導案

では、はじめに少し話し合いを入れて、動画にもっていっているので、その導入のところ

で、この指導案には出て来ていないが、何か先生方のアイデアで、こういうのを入れたら

学生が自分の思う授業の流れに乗ってくるのではないか、こういうのを入れるとＳＤＧs に

注目するのではないか、こういうのを入れると人材不足や就職の見直しや企業の見方が変

わるのではないかとひと工夫をしているかというところである。これが、「はい動画を見ま

しょう」ではないポイントである。次に展開場面では、動画を見た後が中心になるが、①は

「対話を深める授業ストーリー（シナリオ）を持って指導にあたっているか」で、指導案自

体がストーリーなのだが、これを自分なりにかみ砕いて、自分のものとして指導にあたっ

ているか。それから、②は「対話が深まらないことを想定して「思考の揺さぶり」を準備し

ているか」ということで、ここは教師の出番なので、哲学対話だからといって学生に流さ

れっぱなしではなく、対話が深まらない方向に行きそうな場合は教師の出番で、揺さぶり

をかけていく。あるいは提示していく、先程の仮説みたいに出なかったら、教師から無理

にでも仮説に導いていくとか、ゆさぶりを準備するということである。③は、「授業が山場

（重点場面）に向かうよう手立てを講じているか」ということで、先程のことと同じよう

なことになると思うが、指導案の四角に書いているところが山場になる。そこで、時間を

十分に取れるような授業展開を工夫していただきたい。それまでは、ぽんぽんと効率よく

やってもらう。だから、パワーポイントで教師が説明するのがあってもよいし、効率的に

やって、山場では、十分学生が対話できるように時間を取ってもらう。そういう工夫をし

ているかというのが④になる。⑤は「ゲストティーチャーの出番を適切に設定しているか」

ということで、指導案では最終の所にしているが、途中でしてもらってもよいかと思う。

また、事前にそういう話をしてもらって、途中で学生の意見が出にくい時に振るかもしれ

ないということを伝えてもらっておいて、ゲストティーチャーの出番というのが、今年の

授業の一つのポイントになるので、最後の体験談だけでなく、途中で深まりが難しい時に

ゲストティーチャーを活用していただく。展開場面の②、③のところで、ゲストティーチ

ャーを活用していただくのもよいかという風に考えている。それから終末場面、授業の最

後は、学生が対話してよかったと思えるような、まとめではないが授業者の先生が聞かれ

て「そんな意見が出るとは思わなかったなあ、よく考えているね」という話をしていただ

いたらよいかと思う。ほめてやってもらって、それで満足感、成就感を感じさせるという

ことで、その辺は、担任が授業をされるので、多分学生は担任の先生の心の動きをすぐ感

じるのだろうと思うので、表現していただいて、よい意見もたくさん出てくると思うので、

褒めてやる、そういう感じの終末で授業を終わっていただきたい、ということである。 

（永城委員）この授業評価シートについて意見をお願いしたい。 

（岡崎委員）裏を返せば、自分の授業をどうやってしていくかということになるのでこの

辺を意識しつつやっていこうと思った。自分なりにかみ砕いてするようにする。 

（梶生委員）授業の指導案に沿った形で、進めていこうと思う。 

（薮下委員）90 分の中に入るか心配である。 
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（永城委員）それは長くなってもよいと思う。 

（片山委員）長くなっても短くなってもよい。 

（薮下委員）意見が出てこなさ過ぎて揺さぶりかけて短くなったりしないかと思うが何と

かいけると思う。 

（永城委員）この評価は誰がするのか。 

（片山委員）見る人がする。私と力丸委員と、あとはこの委員のメンバーの中で、授業があ

るので都合がつく人になる。 

（永城委員）微妙になってくるのはこの揺さぶりの準備かと思うので、私は準備しておか

ないといけないと思う。 

（片山委員）揺さぶりのところは、昨年永城委員は授業の時に、パワーポイントとかいろ

いろ準備をされていましたね。事務局が作るのは説明パワーポイントで、揺さぶりのパワ

ーポイントを事務局は作らないので、こうなった時にこれを出したら発想が動くかなとい

うようなパワーポイントでもよいし、誰かの発言録みたいなものでもよいので、そういう

物を用意していただいていたらということである。 

（永城委員）授業の方、宜しくお願いしたい。 

 

（４） 哲学対話教育の指導に係るパワーポイントについて 

（永城委員）哲学対話教育の指導に係るパワーポイントについて、片山委員からお願いし

たい。 

（片山委員）パワーポイントは事務局が作っている。でき次第永城委員に送るので、授業

者に渡してほしい。 

（永城委員）あと、確認だが資料を企業さんに渡すのは構わないか。この流れで行くので

ということで知らせたい。 

（片山委員）何々いりますか。指導案とシナリオですか。 

（永城委員）動画があるので、指導案だけでよいと思う。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）第 13 回フォローアップＷＧが 12月 13 日（金）の予定で、内容はデジタルス

キル指導結果と考察である。 

（片山委員）資料はいつできるか。それについての意見を皆さんから出していただいたら、

考察部分に入れることができる。Ｊ検の合格率やどの項目の評価が高くて低いのかという

ようなことを共有したいと思う。 

（永城委員）では、12月 13 日にお願いしたい。  

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第 13 回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2024年 12月 13 日（金）17：30～18:30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計６名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員・薮下委員・矢部委員（欠席）・片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 一級自動車工学科の３年生が情報活用の授業を受け情報活用検定３級を受験した。その

結果からの考察、及び一級自動車工学科と情報活用の学習内容を比較しながら、カリキュ

ラムのデジタルスキル学習の位置づけについての検討を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） 情報活用３級検定の結果について 

（２） 一級自動車工学科カリキュラムへのデジタルスキル学習の位置づけについて 

３． 事務連絡 

   ・第 14 回フォローアップＷＧについて・・・後日連絡 

４． 閉 会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・情報検定３級試験概要 

・情報活用検定考察及び補足資料 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第 13 回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２．  議事 

（１）情報活用３級検定の結果について 

（永城委員）今回、１級自動車工学科３年生が受験した情報検定３級試験は、試験時間が

40 分で、合格点は 100 中 70 点である。出題内容は、情報表現と処理手順、パソコンの基

礎、インターネットの基礎、インターネットの利用、情報機器の基本操作、情報社会とコン

ピュータ、情報モラルで、ここから全て出題され、70 点以上を取ると資格として認定され
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るということである。次に、授業は、一級自動車工学科３年生は、前期の毎週金曜日の１時

限目、自動車学部でいうと１，２時限目、計 100分 15 回をＡＩ工学部の先生に指導しても

らった。情報活用検定のテキストがあるのだが、１日に４項目ずつぐらいを目途に実施単

元を計画した。単元の具体的内容については、そこに書かれている通りである。実際のと

ころはこれだけではなく、講義が始まってからも試験対策ということで、過去問の対策と

して解説等を実施した。その結果が３ページの試験結果である。試験はＣＢＴ方式といっ

て、インターネットを利用した試験方式である。実施日が 11 月８日（金）13 時半から 18

名が受験した。この試験は、ＣＢＴ方式で、受験者によって問題がばらばらである。ランダ

ムに選択されて自動的に出題される試験である。最終的に 18 名中 16 名が合格で、合格率

が 88,8％という結果になっている。公式ホームページには載っていないが、インターネッ

トの検索でみると、令和４年度の全国平均は 74,2％ということだったので、全国平均を上

回ることができた。今回受験した情報検定の内容についての考察として、自動車整備の内

容では、自動車に使われているコンピュータの中身がどうなっているかとか、デジタル信

号、コンピュータ同士のデータ通信の方法について、根本的な部分については触れられて

いない。こういう物ですよ、ということで始まってしまうので、実際の基礎的な部分につ

いてはあまり載っていない。情報活用の中に出てくる単語や名称は、自動車整備にも出て

くるような語句がよく出て来て、その語句について理解はしているが説明するとなるとな

かなかできない語句が多くて、分かっているようで知らない部分が多いが、情報検定を受

験、もしくは勉強することで中身を知ることができたのではないかと思う。また、情報検

定３級は難易度的にもそう高くなく、かといって全く違う分野という訳でもなく若干自動

車整備にも関係する内容でもあったと思うので、自動車整備を学んでいる学生にも、そう

いったところで情報活用検定の内容については、わかりやすくついていけたのではないか

と思う。それから、自動車の電子制御の基礎的な部分の補足とか、自動車の通信システム

はさらに進化していくのだが、内容やデータ等を活用した業務の効率化などに生かせるの

ではないかと感じた。 

（岡崎委員）ＩＴパスポートより合格率が高いので、学生も１級に絡んでこういうのも結

構出てくると思うので、すごく頑張ったと思う。 

（永城委員）ＩＴパスポートはもう少し難しいというか、若干１級の整備士の内容とかけ

離れていたところが多かったのかなという印象がある。 

（梶生委員）内容とかを見させていただいて、自動車は勿論だが、これから社会に出て仕

事をする上で、覚えておいて損はない知識が多いという印象がある。情報を勉強する良い

機会になる。情報関係やパソコン、インターネットの使い方とか、様々なこれから働いて

いく上で有効な知識だと思うので、すごく良かったと思う。 

（薮下委員）これから社会に出てくる学生たちが、小中高で習ってきている中で、高校生

がこういう分野をかじっているのかなという印象が大きい。４年生に話を聞くと、Ｊ検で

も難しかったと聞いている。ＩＴパスポートに関してはもっと難しかったという話も聞い

た。これからの情報社会、自分もだが、エクセルとかワードとかモス関係の知識も必要に

なってくるので、ＡＩとよく協力してこういった情報を授業の中に取り入れていけたらよ
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いのではないかと思った。 

（力丸委員）内容を見ると、私も分からない内容もあるのだが、この情報検定というのは

デジタルとか情報系の基礎になるのかなと思う。実際自動車整備士の場合、高度なことを

しているのだが、実際整備士に必要な必要最低限の内容しか入っていないと思う。それ以

外の基礎的なところというのは、この情報検定で補うことができるのかなということを感

じた。学生も理解して知識的にも入っている感じがあるので、リンクする部分、私生活に

おいてもリンクする部分、例えば、「学校や職場におけるコンピュータシステム」など結構

身近なものもあるので、そういう意味では入りやすい部分で、自動車の学生のためにもな

るのかなと見出しを見て思った。 

（片山委員）この授業は、ＩＴの留学生も一緒に授業をしたのでしたね。留学生の合格率

は聞いているか。 

（永城委員）多分、この子たちより遅れて受験すると言っていたと思うのでまだ受験して

いないのではないか。 

（片山委員）時間数が 15 回ということで結構な時間学習した。ＡＩの方ではこれで２単位

になると思うのだが、自動車の方では、時間数はもっと短くてもよかったのか。 

（永城委員）学生からの話では、留学生と一緒にしている分、留学生に合わせた授業にな

ってしまっているので、内容的には留学生に１級の３年生が教えるみたいな形の授業だっ

たらしい。国際ＡＩの学生は、まだ日本語に不慣れな部分があって、この情報検定に出て

くる単語を日本語で言われても、母国の言葉で使わないので、１級の３年生が言い換えて

教えるみたいになっていた。それを考えるともう少し効率化できると思う。 

（片山委員）あと、不合格の２人いるが、この学生は、基礎的なものがなかったのか、それ

とも全体的に自動車の分野も理解力が劣るのか。 

（永城委員）そんなに成績的に低い訳ではないと思う。問題がバラバラなのでどんな問題

が出たのか、学生によっては、過去問そのままだったという学生もいたし、全然違ったと

いう学生もいるので、どういう内容だったか分からない部分がある。 

（片山委員）もう一度受験するのか。 

（永城委員）一人は受けたいと言っている。 

（片山委員）これは、月に１度あるのか。 

（永城委員）いつでも受けられる。ＣＢＴ方式なので。 

（片山委員）学生はこれだけの時間学習したので満足して終わらせたいので、受ける気が

あるのなら受けさせてはどうかと思う。 

 

（２）一級自動車工学科カリキュラムへのデジタルスキル学習の位置づけについて 

（永城委員）一級自動車工学科カリキュラムへのデジタルスキル学習の位置づけについて、

片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）今から１級の内容を簡単に説明していただいて、この情報検定をどの程度位

置づけるか。永城委員から提示のこの資料は、サービスマネージメントの教材なのか。 

（永城委員）一応情報検定としては、サービスマネージメントの中に含まれるが、この内
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容はサービスマネージメントの内容ではない。 

（片山委員）このも資料はどの内容にあたるのか。 

（永城委員）どちらかというと、全体である。エンジンとかシャシ、全部に関わる。 

（力丸委員）エンジンとシャシの教科書があるのだが、同じようなことが書いてある。そ

れぞれ所々違うような。でもベースが一緒である。 

（片山委員）カリキュラムとか時間数を出す関係で、今どんな勉強をしていて、これをど

う入れていって、時間数はどうなのかというところを教えてもらいたかったのだが、まず

説明を聞きたい。 

（永城委員）補足資料の方で、これにまとめたのは１級整備士の内容と情報検定のところ

で似通っている部分というか、重なっている部分をまとめた。１では、論理信号センサと

か論理信号というものが出てくる。一つ目の〇が自動車整備士の方の説明文で、二つ目の

〇が情報活用検定で、情報表現と情報処理に載っている論理演算という言い方が変わるの

だが、同じことを言っているかと思う。情報検定では、０か１しかない、真か偽しかないみ

たいな感じである。それの詳しいことは、情報検定の方が例も詳しくわかりやすいのかな

という印象がある。それの右側の図は、２年生の論理回路のところでする内容と全く同じ

かと思う。その辺りもあわせて、情報検定と似通っている部分があるように思う。ここで

は、デジタル信号とはこういうものであるということの続きで、論理というものが出て来

て、最終的にこれがプログラミングになってくると、そこでどちらなのかということで、

そこに書いているように、以上か未満か、０か１という判断で使われているということで

ある。コンピュータは一番大元でそういうのをして、それを組み合わせてフローチャート

的なプログラムをしているという流れだと思う。２は、ハードウェアとソフトウェアとい

うことで、コンピュータの仕組みのところで出てくるのだが、１級自動車整備士の内容も

センサ信号のところでハードウェア、ソフトウェアというのが出てくる。内容は、そこに

文章で記述されている通りである。情報検定の方は、パソコンンのシステムとして、ハー

ドウェア、ソフトウェアというものがあって、ソフトウェアは基本ソフトウェアとアプリ

ケーションソフトウェアに分かれていて、ハードウェアの中には、制御装置や演算装置が

あるということである。これについては、電子制御の内容と絡めていくと、パソコンの中

も一緒なのだなと分かりやすいと思う。センサに関しては、ハードウェアの中では入力装

置に該当するのかなと思うし、出力装置がアクチュエーターかと思うので、その辺りを絡

めて話ができたら、１級整備士の方も広がりが見えて、例えやすいかと思った。３は、アナ

ログとデジタルということで、１級整備士の方は、主に通信信号のところで出てくるのだ

が、アナログとデジタルの違いということでは、そこまであまり深堀りをしていない。情

報検定の方では、どういう違いがあるかということだが、１級整備士の３年生が苦戦して

いたのは、アナログの信号をデジタルに変換するのが結構苦戦していて、簡単にいうと、

アナログ信号は 10 進数でしているがこれを２進数に変換しなさい、０と１の組み合わせに

変換しなさいというところに結構苦戦していた。が、そこでアナログとデジタルの違いと

いうところで、扱いが簡単とか、雑音に強いとか、ただやはりアナログの方が独特の表現

がしやすいとかがあったり、その辺の違いを情報検定の方は載せていた。なので、それを
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すると、アナログとデジタルの違いが、整備士の方と関連づけてわかりやすいのかと思っ

た。だから、デジタル信号が使われているのだなということがわかっていたと思う。４は、

プロトコルで、１級自動車整備士の方は、ＣＡＮ通信のところで、プロトコルというのが

出てくる。情報活用検定の方でも、パソコン同士の通信のところで、プロトコルが出てく

るので、絡めて覚えたらよいと思う。５は、通信単位で、１級整備士の方は、ＣＡＮ通信の

送信データでビットというのが出てくるが、ビットの説明はないのだが、何となくデータ

量かなという所だが、情報活用検定では、０が１ビットですよ、それが８個集まるとバイ

トになりますよ、というところで、車だけではなく、通信はパソコンもやっているので、そ

の辺の単位をあわせて覚えられるのではないかと思った。６は、情報活用検定では、入出

力インターフェイスとファイルの種類と特徴というのが載っている。整備士の方は載って

いないのだが、働き出したら必要になるのかなと思うの。ＵＳＢってこういう特徴があり

ますよとか、ＨＤＭＩや Bluetooth の特徴が出ている。こういう所は、今、自動車整備を

する時に診断器とかのつなぎ方がいろんなつなぎ方になってきているし、そのデータのや

り取りとかもいろいろなつなぎ方になってきているので、その辺の内容と絡めて、情報検

定の入出力インターフェイスと絡めてできるのかと思う。あと、データファイルの形式に

よる違いについても情報活用検定には載っている。簡単にいうとＪＰＥＧというのは静止

画像データの圧縮方式の一つで、拡張子はこういう物を使っているというのを全部入れて

いるので、今後、故障診断を遠隔でする時に、車両のデータを送るときの拡張子とかその

他をメールで送るときに、そういうことを知っている方がよいのかなと私は思った。情報

活用検定ではそういう所が生かせるのではないかと思った。 

（片山委員）よい資料だと思った。これは、１級３年生が学ぶものなのか。 

（永城委員）１級の３，４年生が使っている教科書の資料と、情報活用検定とが似通って

いる部分である。 

（片山委員）２級にも情報活用検定を取り込むというのもあるだろうが、１級で学ぶのが

良いのか。 

（永城委員）１級整備士の教科書で勉強をしている３年生の方が結び付きやすいかと思う。 

（力丸委員）新しい教科書になってどこら辺まで入っているのか、２級の電子制御とか。 

（梶生委員）１級を少しやさしくした感じである。ＣＡＮのデータフィールドとかは出て

くるが、そこが何ビットとかいうのは出てこない。ちょうど今、授業をしているが、２級の

学生はこの辺りが苦手で、１級の学生はＪＰＥＧとかいうとうんうんと言ってくれるが、

２級の学生は、それは何ですか、拡張子は何ですか、という感じなので、やはり、２級課程

だと難しいように思う。 

（薮下委員）この辺になってくると、１級の話になってきて、普通科の人には難しいかと

思うが、授業で細やかに説明をしたら結びつきができてわかりやすいかと思う。特に、ハ

ードウェア、ソフトウェアでいうと、コンピュータが計算してそれを出力して動いている

のだなとわかるので、そういった面でもこういった情報を頭に入れた状態で授業を受ける

とより深まると思う。 

（岡崎委員）１級の教科書でぼんやりと説明していたところを情報活用検定の試験を通し
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て、そういうことなのかと、両方でリンクしてくると多分理解力が深まるので、薮下委員

が言われたように、並行してすることによってより理解が深まるように思った。 

（片山委員）関連があってよいのではないかという意見だが、この授業を今年はＡＩ学部

の教師が授業をしたと思うが、自動車学部の先生も授業できますか、Ｊ検３級の指導を。 

（永城委員）できると思う。そんなに難しくはないように思う。 

（片山委員）できるのなら、自動車のカリキュラムに入れて内部で指導できるわけですね。 

（力丸委員）ＡＩの方にまた、お願いしようと思っていたのだが。 

（片山委員）本校は、ＡＩ学部を持っているから相互に授業をもったらよいが、外向きに

は自動車の先生でできるということですね。授業時数がこれでよいか、最終報告になるの

で、確認をお願いしたい。 

 

３．事務連絡 

（片山委員）12月 17 日の岡崎委員がする授業の時間は決まったのか。 

（永城委員）ゲストティーチャーの土井さんからの返事待ちである。 

（片山委員）このあとは、実証実験になる。並行して、活用の手引きやまとめの作成に取り

掛かっている。次のＷＧは、年明けとなる。 

（永城委員）岡崎委員は授業の準備も宜しくお願いしたい。動画は 10 分ぐらいである。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

 

［会議風景］
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第 14 回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2025年 1月 24 日（金）17：30～18:30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計５名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員（欠席）・薮下委員・矢部委員（欠席）・片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 これまでに取り組んできた自動車産業ＤＸ、ディーラーＤＸ，哲学対話教育、さらに情

報活用の授業等ＤＸ関連の学習を、一級自動車工学科カリキュラムに位置づけるための具

体的な検討を目的とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１） １級自動車工学科カリキュラムのＤＸ関係学習の位置づけについて 

（２） 哲学対話教育の指導のポイントの修正について 

（３） 評価検証委員会の実施について 

（４） 最終まとめについて 

３． 事務連絡 

   ・第 15 回フォローアップＷＧについて・・・後日連絡 

４． 閉 会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・１級自動車工学科カリキュラム 

・哲学対話教育の授業改善のポイント 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第 14 回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２．  議事 

（１）１級自動車工学科カリキュラムのＤＸ関係学習の位置づけについて 

（永城委員）１級自動車工学科カリキュラムのＤＸ関係学習の位置づけについて、資料を

ご覧いただきたい。教科名がサービスマネージメントの資料で、前回話したように、デジ
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タルスキルやデジタルリテラシーを学ぶために、情報活用検定３級の内容の授業を行い、

情報活用検定３級の試験を受験させた。以前、自動車１級の電子制御の内容と重なるとこ

ろもあると説明したが、その情報活用検定の内容を１級自動車工学科の３年生のもともと

あるサービスマネージメントの中に情報活用検定の内容を入れ込もうということで、その

内容がこのシラバスになっている。このシラバスは、前にアンケートを取ったところ、「専

修学校生の約７割がパソコンを操作しておらず、約５割がデジタルスキルを高めることに

興味を持っていない」とあるので、パソコンの操作も授業でした方がよいかと思い、計 22

コマ履修して、ＤＸ推進の基盤となるデジタルリテラシーなどのスキルを育成するような

内容になっている。22 コマは、情報活用検定のテキストの流れで提示している。一つ目の

２コマは「情報表現と処理手順」で、実際のところ情報というのはどういう風に表示され

たりするのかということで、何バイト、何ビットというような話から始まり情報の基礎の

部分を学ぶ。次の６コマは、「パソコンの基礎」で、パソコンのいわゆる中身の部分、どう

いう仕組みになっているかということについての 12 項目を学ぶ。次が「インターネットの

基礎」で、パソコンはインターネットで繋がっているが、インターネットはどういう仕組

みなのか、どういうシステムなのかということが基礎ということで学ぶ。次が、それをど

のように活用するかということで、「インターネットの利用」が２コマになっている。その

中に、メールソフトの利用とか、Wi-Fi の話も出てくる。次が「情報機器の基本操作」で、

個々の内容については、ワード、エクセル、パワーポイントの説明も入ったりして、その基

本操作もパソコンを使ってするということで４コマとなっている。そして、インターネッ

トとかを使ってどういう内容をしているかというのが、次の「情報社会とコンピュータ」

である。それが３コマで、最後が「情報モラル」で、セキュリティ部分の内容が情報モラル

ということで４コマとなっている。そして、最後に情報活用検定３級を受験させて評価す

るという内容がサービスマネージメント、情報活用の内容である。ということで、サービ

スマネージメントに入れた方がよいのではないかと思っている。 

（片山委員）情報モラルのところは、３級テキストのところでよいのか、それとも神姫商

工さんがしてくださった講座、あれも入れた方がよいのかどうなのか。 

（永城委員）おそらく神姫商工さんの方が自動車整備士に近い内容で、こういうことをす

るとこういうことになりますよ、こういう罰則がありますよという話だったので、この情

報モラルの最終的にどうなるかというのをイメージしやすいのは神姫商工さんの方なの

で、これをした後で、神姫商工さんのコンプライアンス研修を入れるというのがよいと思

う。 

（片山委員）神姫商工さんのは、コンプライアンスと情報モラルだったと思うが、コンプ

ライアンスの方が結構分量が多かった。90 分の２コマだったと思う。だから、別に起こす

のではなく、情報モラルの中の①から④まであるが、⑤で「自動車整備業界の情報モラル

の実際」というような内容で入れて、コマ数を６コマにするのはどうか。 

（永城委員）４コマとしているが、詰めて２コマでいけると思うので、それを入れて４コ

マでできると思う。 

（片山委員）そして、テキストの所にパワーポイントを入れる。 
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（永城委員）評価シートも入れた方がよいか。神姫商工さんが講義のあとで、学生に評価

シートをしてくれたものである。 

（片山委員）これの評価はどうするのか。 

（永城委員）情報活用検定の試験結果でしている。 

（片山委員）それなら、評価方法のところに、情報モラル実践評価シートを入れますか。 

（永城委員）はい。 

（梶生委員）授業は見ていないが、ＩＴ学科の先生が授業をしてくださって勉強になると

思う。入出力装置など自動車と関連のあるところもるので、関連付けるとより理解も深ま

ると思った。これと車をどうリンクさせて授業をしていくかという所が大事になってくる

かと思う。 

（力丸委員）今回、パソコンというところで、本校では全くしていなかった部分になるが、

今後１級は、まさにこういうことが必要になって、メーカーの方に就職するためには、こ

れにプラスしてプレゼンとかすることになってくると思うので、これを実際に活用してい

くのによいと思う。ただ、基礎的なところで、自分も分からない部分もあるのだが最低限

のところで網羅されているように思う。こういうのは必ず必要になってくると思う。 

（薮下委員）この分野に関して興味があって、こういうことをやっているのはすごいと思

う。内容面では、学生がそこに興味があるかどうかということに視点を置くと、興味がな

いことにはなかなか頑張ろうという気になれないと思うので、１年生２年生の時にでもこ

ういったことをするよというのを根付かせておいた方が、少しは興味が沸いてくるのかな

と思う。それから、インターネットは、スマートフォンと切り離せないので、そこと関連付

けて、こういったこともやっていかないと世の中についていけないという意味で、ワンク

ッション、柔らかいところへ一度落とし込んでから３年生でこういうことをするよという

風にすれば、もう少し入り口が緩やかになるかと思う。３年生になって急な上り坂になる

とイメージがわかないのではないかと思ったので、ここにもう少し興味のあるものを増や

せば、取得率が上がってくるのかなという感じがした。授業としては今後こういうことは

やっていかないといけないなと思う。 

（片山委員）薮下委員の意見を生かすなら、導入時に「情報と生活」みたいなのを一つ入れ

て、「自分たちの生活や２年生までで学んだことと情報スキル、リテラシーについて話し合

う」というのを１コマ導入でして、もう１コマをパワーポイントでいれてはどうか。 

（永城委員）では、最初の部分のところに、「情報と生活」とか梶生委員が言っていた自動

車と関連付けるような内容を入れる。 

（片山委員）Society5,0 で、稲岡委員が自動車にＡＩが使われているというのを言われて

いた。あれが直接自動車と関係する部分で、スキルというよりＡＩとの関係である。そこ

は、かなり難しく、本当にＡＩの部分に入っていく。１コマでするのなら、梶生委員が言っ

たような１，２年生の学びとの関係づけがあるのか。 

（力丸委員）学んだ中で、パソコン、インターネット系のところが何故必要なのかという

所が合わさるところ、自動車ではこういう所に使われていますよというようなところ、１，

２年の時に習ったところで示していく。 
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（片山委員）故障診断器はまだ使わないのか。 

（力丸委員）１，２年生で使う。そこが一番リンクするかと思う。そういうプログラムのも

のを使うので、パソコン操作も必要になってくる。だから学ばないといけないという所に

もっていけたらよい。 

（片山委員）導入で、そういう生活と関連付けるような内容を入れるとよい。 

（永城委員）では、最初にそういう自動車と関連づけた導入の内容を１コマ入れるように

修正する。では、次にもう一つ、ＤＸ実践についてで、これは元々あったのではなく、教科

として新たに追加する内容だったので、ＤＸ実践という科目を追加している。内容として

は、「ＣＡＳＥ」ということで、百年に一度の大変革期ということで、デジタル技術やデジ

タル活用技術、また、哲学対話教育を通して問題を探究したり、問題解決したりするスキ

ルを磨くのがＤＸ実践という科目である。全体で 21 コマで、流れとしては最初に自動車産

業ＤＸをもってきている。自動車産業のいわゆる車の今後といったところで、これから新

しい車はどういったものが出てくるかとか、自動運転はどうなっていくかというようなこ

とを、これまでの動画コンテンツが７点あるので、それをここへ入れている。内容として

は、「デジタル革新により急速に進展する自動車産業ＤＸに対応するためには、新たな技術

革新に対応できる基礎的な知識・技術を習得させる」ということである。自動車産業がこ

れからどうなっていくだろうというところを３コマした後で、次がディーラーＤＸである。

流れとしては自動車産業がこう変わってきて、自分たちが卒業して働くことになる整備業

界ではどういう取り組みがされているか、どのようなＤＸをしているかというのを学ぶと

いうことで、３年間取り組んできたディーラーＤＸの 12本である。最後に仕上がってきた

⑫番の「ディーラーの取り組み」は①番から⑪番のダイジェスト版になっているが、この

ダイジェスト版については導入として一番最初に持っていくか、最後に持っていくか考え

たが、内容的に最初にいきなりこれでは何のことかわからないかと思ったので、まとめと

して使った方がよいと思い、ディーラーの取組としてダイジェスト版を最後に持ってきた。

各動画を見せて、各ディーラーがどんな取組を行っているか、なぜそれを取り入れたのか、

また、それに対しての課題とか、今後どういったスキルが必要になってくるのか、という

ところを学ぶ６コマとなっている。この後に、哲学対話教育として、このディーラーの取

り組みを理解した上で、自動車業界、自動車整備業界にいろんな課題があるが、その問題

解決するスキルを身に付けるのが哲学対話教育ということで、３年間で作った６つの動画

コンテンツを使用して、各動画を視聴して哲学対話を実施していく。みんなの意見を聞き、

そこからどういう風にしていけばよいのか問題解決能力スキルを身に付ける。１つの項目

に２コマ必要と考えて、６本あるので 12 コマとした。これがＤＸ実践ということで、自動

車産業、ディーラーＤＸ、哲学対話教育という流れで組んでみた。 

（薮下委員）今回は４年生で授業をしたが、３年生の時にもやってきているようで、学生

たちは整備業界としてこういったことをしているのですよということを、知っているとこ

ろもあれば知らないところもあって、知っていたとしてもどんどん変わっていくものなの

で、授業としてやっていくことは必要なことなのかと思う。時間に関しては、変わってい

くので範囲がどんどん変わっていくと思うので、時間数がもう少し取れたらと思う。 
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（永城委員）どの部分を増やせばよいと思うか。 

（薮下委員）車のペースの背景のところをもう少し理解すると、業界的にそういったこと

を学んでいかないといけないなという視野が広がっていくかと思う。この辺りでもう少し

時間が取れたらよいのではないかと思う。 

（永城委員）コマ数を増やすということか。 

（薮下委員）コマ数はこのままでもよいが、一つ一つをもう少しゆっくりとしてはどうか。 

（梶生委員）私が授業を見学したのは、哲学対話の⑤自動車業界と人材不足、岡崎委員が

された授業であった。面白いというか、新しいというか、授業というのは教師が前に立っ

て学生は受け身で授業をするスタイルではなく、アクティブラーニングで推奨されている

が、この哲学対話の授業はアクティブラーニングというか、学生が机も囲んだ形で、学生

が結構ああでもない、こうでもないと、考えながらしかも楽しそうに授業をしていた。楽

しみながら学んでいける授業というのが良い印象だったのと、最近の若い子はなかなか自

分で考えて行動しないと言われるが、授業を見た感じでは逆なのかなと、学生って意外と

私たちよりも柔軟な考えを持っていて、題材がないと考えることはできないが、題材があ

れば教師が思っているよりはいっぱい考えて情報を発信してくれるのだなと感じて、すご

い良い授業だと思った。 

（力丸委員）質問で、科目が自動車整備等とあるが、自動車整備という科目なのか。自動車

産業ＤＸなら新技術にリンクするのかなというイメージがあって、もし授業時数的に足り

ないのであれば、新技術の方に入れても内容的に良いのかなと思った。あと、文科省事業

の特徴としては、ここにぎゅうっと自動車関係のところが収まっているのかと思うが、今

回作った成果物を順番にするような形だが、時間的にもこの時間の流れでいけるかなと思

う。それから梶生委員も言われていたが、アクティブラーニング的な学生の意見も取り入

れながら、教師によって授業自体が変わるウェイトが大きいかと感じている。時間的には

この感じでよいと思う。気になったのは、新技術と含めていくのであれば、自動車産業の

ところをもう少し膨らませてもいけるかと思う。ディーラーＤＸと哲学対話については、

この感じで大丈夫と思う。 

（永城委員）自動車産業ＤＸのコマ数を増やしてもよいということですね。 

（力丸委員）これが根本かしれないが、これも変わっていくので、他のもの、これに関連付

けて教科書の内容とかを若干入れてもよいかと思った。 

（永城委員）「自動車の近未来」の動画は入れていないのだが、この中に入れた方が良いの

か、これとは別にするのか。 

（片山委員）自動車産業ＤＸの中に入れてください。 

（永城委員）近未来の内容としては、「整備士はどうなっていくのだろう」みたいな感じの

内容だったが。 

（片山委員）それを永城委員はどう思ったのか。導入に使うかまとめに使うか。 

（永城委員）導入の方が向いていると思った。 

（片山委員）では、①ＩＴＳの前に①として入れる。コマ数は増えるね。 

（永城委員）近未来動画は、今年度作ったものだが、前のものと内容が似ていますね。 
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（片山委員）１部、２部、３部ということだが、一応一つにしておいてください。一応は、

３がまとめなので。 

（永城委員）では、今年度の動画を自動車産業ＤＸの導入として使う。 

（片山委員）では、コマ数はどうなるのか。 

（永城委員）１コマ増やして４コマにする。 

（片山委員）補足説明を教師がどれだけするかですね。評価委員会などでの委員さんは、

難しいね、と割と言われていた。だから、教員が大分補足しないと理解が進まないのなら、

コンテンツは 15 分くらいの内容だが、補足して 30 分くらいの内容になるのなら、４～５

コマが必要になるだろう。 

（永城委員）５コマにする。 

（片山委員）ディーラーＤＸの⑫番のまとめだが、ディーラーＤＸの推進概要（総括編）と

しますか。 

（永城委員）動画の題名はこれでよいのか。 

（片山委員）事務局に動画のまとめを作ってもらうのでそれとの整合性がいるので、最後

に調整する。原稿はこれで入れて、修正は事務局がする。 

（永城委員）➉番、⑪番にメーカー名が入っているが、入れない方がよいのでは。 

（片山委員）ディーラーＤＸ一覧とも合わせて見直さないといけない。あまり企業名は入

れない方がよいので、抜いておこう。 

（永城委員）では、ＡＲアプリと車両安定稼働システムとする。 

（片山委員）アプリを使って何をしていたのか。 

（力丸委員）整備に使う。 

（片山委員）では、ＡＲを活用した何なのか。 

（力丸委員）修理書。今までなら紙をめくって配線とかを見ていたが、ＡＲでどこを通っ

ているかとか、どことどこが繋がっているかとかが出てくる。 

（永城委員）ＡＲアプリというより、ＡＲを活用したという方がよいのではないか。ＡＲ

を活用した修理書とか。 

（片山委員）整備の効率化ではないのか。「ＡＲを活用した整備の効率化システム」として

はどうか。言葉は、他のも見直していく。 

（永城委員）では、導入に入れるのと、コマ数の変更、動画の名称変更をする。 

 

（２）哲学対話教育の指導のポイントの修正について 

（永城委員）哲学対話教育の指導のポイントの修正について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）みんな考えてくれているので、共通理解を図りたい。この前、永城委員が授業

をした時に、永城委員とゲストティーチャーが対話形式で、ゲストティーチャーの助言を

出していった。あれは、非常に良いなと思ったので、「その際、教師との対話形式とし、教

師はゲストティーチャーの体験を引き出す工夫を行う」という文言を入れた。岡崎委員の

時も薮下委員の時も、ゲストティーチャーに「はい、お願いします」という感じだったが、

対話形式で引き出していくのは、感じが全然違ったのでよいなと思ったので入れたという
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ことである。 

 

（３）評価検証委員会の実施について 

（永城委員）評価検証委員会の実施について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）最後に評価検証委員会をするのだが、７名の委員さんで、業界から、ＩＴ関係

から、高校から、専門学校から、教育部からと出席をお願いする。永城委員がしてくれたこ

れも活用の手引きの原稿なのだが、活用の手引きを提示して意見をもらおうと考えている。

２月５，６、７日辺りを考えているが、都合はどうか。 

（力丸委員）オートメッセの搬入が６日で、７，８，９日が実施である。 

（片山委員）では、２月５日で委員さんに聞いてみる。 

 

（４）最終まとめについて 

（永城委員）最終まとめについて、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）最終的にできるのが、活用のてびきで、各学校の先生方が、本校が作ったコン

テンツをどういうように活用したらよいかというものである。動画だけあってもどうやっ

て使ったらよいかわからないので、その活用のてびき。それから実施報告書と一般的な報

告書と３つのまとめを作る。今までに資料を集めているが、お願いすることもあると思う

ので、まとめをよろしくお願いしたい。２月 28 日に提出である。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）第 15 回ＷＧはまた後日連絡ですね。 

（片山委員）活用の手引きを評価検証委員会にかける関係で、ある程度できた段階で、活

用の手引きの説明をして、評価検証委員会での役割分担を決めたい。１月下旬か２月上旬

ごろ、最後になるが調整して開く。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第 15 回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2025 年２月４日（火）17：30～18:30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計６名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員（欠席）・薮下委員・矢部委員・片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 今年度作成した「活用の手引き」を評価検証委員会で紹介し説明するにあたり、各委員

の役割分担を決めるとともに、本事業の完結に向けて、具体的内容についての検討を目的

とした会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１）活用の手引き説明…別添資料による 

（２）評価検証委員会の役割について 

① 活用の手引きの趣旨 

② 活用の手引きの内容 

・ＤＸ人材育成の推進方針 

・ディーラーのＤＸ推進状況 

・ＤＸ人材育成シラバス 

・教材「自動車産業ＤＸコンテンツ」 

・教材「ディーラーＤＸコンテンツ」 

・哲学対話教育の指導のポイントと教材 

・ＤＸ人材育成評価 

③ 評価シートによる評価  

（３）説明方法 

・目的、内容の概要、例示 

・各分担５分以内 

・すべての説明後、委員からコメントをもらう 

３． 事務連絡 

     ・第 16 回フォローアップＷＧ・・・後日連絡 

４．  閉 会 
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＜配布資料＞ 

・議事次第 

・評価シート（テーマ：活用の手引き） 

・制作教材の活用の手引き 

・「次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業」構造図 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第 15 回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２．  議事 

（１）活用の手引き…別添資料による 

（２）評価委員会の役割について 

（永城委員）評価委員会の役割について片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）会議次第の次に評価シートを入れている。これは、評価委員の方に評価して

もらうシートである。これも配布済みである。次が 151 ページ分の活用の手引きで、評価

委員会で提案するものである。他の学校に配った時に、他の学校が参考になるようにとい

うように作ったものである。これを、効率よく皆さんに説明をしてもらうということであ

る。実施していただいたそれぞれの分野があるので、説明の役割を決めるというのが主な

内容である。 

（永城委員）では、実施した内容の説明者を決めたいと思う。 

（片山委員）次第に載せているのが、目次の題項目である。①の「活用の手引きの趣旨」は

私がする。②の部分の説明を誰がするのかを決めてもらいたい。各項目を約５分ですると、

約 40 分ぐらいになり、その後７人の評価委員さんから意見をもらって、全体で１時間半ぐ

らいと考えている。いろんな人が説明した方が単調にならなくてよいと思う。はじめの「Ｄ

Ｘ人材育成の推進方針」と「哲学対話教育の指導のポイントと教材」「ＤＸ人材育成評価」

は私が説明する。あとは、皆さんの方が専門性が高いので、分かりやすく説明していただ

けると思う。 

（永城委員）では、残りが「ディーラーのＤＸ推進状況」「ＤＸ人材育成シラバス」「教材自

動車産業ＤＸコンテンツ」「教材ディーラーＤＸコンテンツ」の４つである。「ＤＸ人材育

成シラバス」は、私が作成したので、永城が説明する。 

（薮下委員）では、「ディーラーのＤＸ推進状況」は、私が説明する。 

（片山委員）「ディーラーのＤＸ推進状況」というのは、Ｐ26の一覧とそれの詳しいものが

ある。 

（薮下委員）割と数が多いので、これを５分で説明するのは難しいので、特徴的なものを

説明する。 

（梶生委員）では、私は「教材ディーラーＤＸコンテンツ」を説明する。 

（力丸委員）では、「教材自動車産業ＤＸコンテンツ」を私がする。 

（永城委員）ではそれでお願いしたい。③の評価シートはだれが説明するのか。 
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（片山委員）これは、記入の仕方を説明するもので、私がする。 

（永城委員）この評価は、その場で書いてもらうのか。 

（片山委員）その場でもよいが、あとでメールまたはＦＡＸ等で送ってもらうので、会の

中で時間は取らなくてよい。 

（永城委員）では、説明者を確認する。「①活用の手引きの趣旨」は片山委員、「②活用の手

引きの内容のＤＸ人材育成の推進方針」も片山委員、「ディーラーのＤＸ推進状況」を薮下

委員、「ＤＸ人材育成シラバス」は永城、「教材自動車産業ＤＸコンテンツ」は力丸委員、

「教材ディーラーＤＸコンテンツ」は梶生委員、「哲学対話教育の指導のポイントと教材」

と「ＤＸ人材育成評価」「③の評価シートによる評価」を片山委員ということで、お願いし

たい。では、明日、各５分程度でお願いしたい。 

 

（３）説明方法 

（永城委員）説明方法について、片山委員からお願いしたい。 

（片山委員）説明の仕方だが、まず目的である。委員さんの中で、すでにほかの委員会に入

っている藤井委員、柏木委員、伊勢委員、阿部委員、山下委員は、分かっておられるが、塚

本様、多分主幹が代理出席と思う。それから、成岡様は理解されていないので、はじめに何

のためかということを簡単に述べる。例えば「自動車産業ＤＸ」であれば、ＤＸに対する変

化、進展が激しいので、その素養を育成するためにこのコンテンツを作成している、とい

うようなことである。次に概要で、全部で何個のＤＸの動画を作ったとか、これだけどＤ

Ｘを調査したとか言って、次に一つ例を取り上げて、時間によっては二つでもよいが、薮

下委員のところであれば２～３取り上げてもよいと思う。他のところは一つぐらいしか取

り上げられないように思う。いずれにせよ例を取り上げて説明をする。それが大体５分ぐ

らいである。その後、一つ一つに意見をもらったら、時間が足りないので、全体的に、気に

なるところはメモをしておいていただいて、あとで総括的に意見をもらうようにしたい。

この会の目的は実は、意見をもらうこともそうだが、定量的な評価というのが一つのねら

いであるので、聞いていただきながら評価してもらって、質問とか意見があるものはチェ

ックをしてもらい、最後に意見をもらうということで会を進めたいと思っている。 

（永城委員）この評価シートだが、一番下に採点の考え方とあって、５点満点と 10 点満点

となっているが、配点分が 15 点のところがあるが。 

（片山委員）もう評価シートを送っているので、その場で修正の説明をする。 

（永城委員）質問や意見はないか。 

（薮下委員）私が説明する部分についてだが、５分に絞ると言ってもどれもなかなか良い

内容なので、これは、言ってもらいたいというのがあれば教えてほしい。インターネット

に関するものが多いが、どういう風に言えばわかりやすいのかと思う。割と新しい技術が

多い。分かりやすいものを取り上げると、あれもこれもとなってまとまりにくい。流れと

してはインターネットを活用したものが多くなっているので、それを中心に話して、ＤＸ

を使って効率化を図っている話で進めてよいだろうか。 

（力丸委員）多くの企業でもうされているようなことは省いて、ＤＸに関する珍しい取り
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組みを説明してはどうか。例えば、コネクティッドカーなどは、ここの流れでいくと、ディ

ーラーＤＸコンテンツの方で動画も撮っているが、こういうものに関してはしていない企

業もまだあるので、そういうものを説明してはどうか。コネクティッドカーなどはよいと

思う。 

（片山委員）それと、ディーラーＤＸの説明と重ならないようにしないといけない。 

（永城委員、力丸委員）そうそう。 

（薮下委員）重ならないようにしようと思うと。 

（力丸委員）ウェアラブル端末など、この辺と重なるね。 

（片山委員）梶生委員がどこを中心に説明するか。 

（薮下委員）梶生委員とのすり合わせが要りますね。 

（片山委員）そう。 

（梶生委員）目的の資料って、何かありますか。 

（片山委員）最初のＰ６に図があるが、そこにＤＸの推進に必要な職種の専門性がある。

その二つめの「企業の業務改善に関する基本的な知識」ということで、学生が就職したと

きにとまどったりしないように基本的な知識を身に付けさせるというような感じでお願い

したい。下にページ数を打っているので、何ページをお開きくださいというとわかりやす

いと思う。 

（永城委員）薮下委員のところは、こういう目的でしているのがこれとこれというように、

例えばペーパーレスの取り組みとしてこういうのをしているとか、人材育成の面からリモ

ートの故障診断とか、スマートグラスを使ったとかを言ってはどうか。 

（薮下委員）何番何番はこういう目的でというように説明をすると多めにできるように思

う。 

（片山委員）基本的な流れとしては、はじめに推進方針を言って、調査で薮下委員が言っ

て、それをこういうカリキュラムで指導する、というのが一つである。では、実際に作った

教材を紹介しますということで、教材が３つ出てくる。そして最後が評価である。だから、

かたまりとしては、はじめの３つのもの、次が教材、そして評価、となっている。 

（永城委員）ディーラーＤＸのところで、総括ではないが、Ｐ86 の一番下に、３つにまと

めてある。「顧客満足度向上」「売り上げアップ」「業務効率化」とまとめてあるので、これ

と紐づけて言ってもらってはどうかと思う。時間があまりないがよろしくお願いしたい。 

 

３．事務連絡 

（片山委員）一つ目は、事業でできていないのが総合的な評価である。それは、コンテンツ

がまだできていない。それができてから、実施してまとめるということになる。二つ目は、

成果物として、この活用の手引きと成果報告書で、成果報告書は授業をしていただいたり、

コンテンツを学生に見てもらったアンケートや理解度がどうかというもので、活用の手引

きと重ならないようにしている。それと会議録である。つまり、事業のバック資料である。

あとは、事務局作成の３分間動画である。今、できたものをホームページに掲載している

が、２月 28日までに全部掲載して、事業終了ということになる。フォローアップＷＧの 16
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回については、まだ未定だが、皆さんに意見をいただくようなこと、特に評価のコンテン

ツについての議論ができたらと思っている。時間的なものがあって、16 回を実施しないか

もしれないがそういう予定である。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

 

［会議風景］ 
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会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第 16 回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2025 年２月５日（水）19：30～20:30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計６名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員・岡崎委員（欠席）・薮下委員・矢部委員・片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 「活用の手引き」をより良いものにするために、評価検証委員会で聴取した各委員から

の意見を振り返り整理するとともに、修正部分についての検討及び役割分担を目的とした

会議を開催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１）評価検証委員会の振り返り 

   ・ＤＸ人材育成の推進方針 

   ・ディーラーのＤＸ推進状況 

   ・ＤＸ人材育成シラバス 

   ・教材「自動車産業ＤＸコンテンツ」 

   ・教材「ディーラーＤＸコンテンツ」 

   ・哲学対話教育の指導のポイントと教材 

   ・ＤＸ人材育成評価 

（２）修正部分の役割分担 

３． 事務連絡 

     ・第 17 回フォローアップＷＧ・・・2/12（水） 

４．  閉 会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・制作教材「活用の手引き」 

・「次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業」構造図 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 
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永城委員の言葉で、第 16 回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２．  議事 

（１）評価検証委員会の意見の整理 

（永城委員）評価検証委員会で出た意見の整理をする。 

（永城委員）各項目について、確認をする。 

・ＤＸ人材育成の推進方針について 

・ディーラーのＤＸ推進状況について 

・ＤＸ人材育成シラバスについて 

・教材「自動車産業ＤＸコンテンツ」について 

・教材「ディーラーＤＸコンテンツ」について 

・哲学対話教育の指導のポイントと教材について 

・ＤＸ人材育成評価について 

 

（２）評価検証委員会の修正部分の検討と役割分担 

（永城委員）評価検証委員会での委員さんからの意見の修正部分について検討し、役割分

担を決める。 

（片山委員）まず、ディーラーＤＸの３種類の分類についてだが、重なる部分もあるが、デ

ィーラーＤＸの総集編もそういう分類をしているので、10 ページの表の内容の右にもう一

つ欄を作って、「分類」とかの表記にし、これは何々のシステムであるという風に入れては

どうかと思うがどうだろうか。 

（矢部委員）賛成である。①②③とかの番号をつけて、該当する番号を記入する。指導の重

点に小中高というように書いてあるように、同じようにしてはどうか。 

（片山委員）それの打ち込みはこちらでするので、この 26 項目がどれに該当するのかを、

誰かに分類してもらいたい。 

（薮下委員）昨日の段階で分類をしたが、ほとんどが業務効率化となる。あとは、顧客満足

度の向上と、もう一つは売り上げアップの３つとなる。 

（片山委員）一つの項目に、２つ、３つと入る取り組みがあるのではないか。 

（薮下委員）ある。タイムマネージメントなどいくつかある。 

（片山委員）では、薮下委員に作ってもらい、永城委員がチェックするのはどうか。それで

お願いしたい。次に、指摘の２点目に、タイトルが４，４，４と続く、５，５，５と続くと

いうのがあった。それは、４－１，４－２，というように変えるだけなのでこちらで修正す

る。それから、３点目に、哲学対話のところで、成岡委員が言われたのは、方針３をもう少

し詳しくということであった。全体を読んでいただいたら意図するところは述べているの

だが、その指摘部分にも重ねて、５ページの方針３のところに、成岡委員が言われたよう

な文言を入れておく。これは私が修正する。 

（永城委員）委員さんからの訂正の指摘箇所は以上であったと思う。 

 

３．事務連絡 
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（永城委員）次回、第 17 回フォローアップＷＧは、２月 12日（水）の予定である。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

 

［会議風景］ 

 

 

 

246



会議議事録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

会議名 第 17 回 フォローアップＷＧ 

開催日時 2025 年２月 12 日（水）17：30～18:30 

場 所 専門学校日本工科大学校 

出席者 ＜実施校委員＞（計４名） 

力丸委員・永城委員・梶生委員（欠席）・岡崎委員（欠席）・薮下委員・矢部委員（欠席） 

片山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[会議目的] 

 総合的ＤＸ人材養成評価の動画を視聴し内容の検討をするとともに、総合的ＤＸ人材養

成評価シートの項目及びルーブリック表の内容表記についての検討を目的とした会議を開

催した。 

[次第] 

１． 開 会 

２． 議 事 

（１）総合的ＤＸ人材養成評価の動画について 

（２）総合的ＤＸ人材養成評価のルーブリックについて 

（３）総合的ＤＸ人材養成評価動画の実証について 

３． 事務連絡 

     ・文部科学省への事業報告書の提出・・・2/28 

４．  閉 会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 

・総合的ＤＸ人材養成評価シート 

・総合的ＤＸ人材養成評価ルーブリック表 

[内容] 

以下、次第に沿って会議が進められた。 

１． 開会 

永城委員の言葉で、第 17 回フォローアップＷＧ会議が開催された。 

２．  議事 

（１）総合的ＤＸ人材養成評価の動画について 

（永城委員）総合的ＤＸ人材養成評価の動画についてということで、まず動画を視聴する。 

＜総合的ＤＸ人材養成評価の動画を視聴＞ 
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（永城委員）動画の内容について説明をお願いしたい。 

（事務局）違うトラブルが入った時の対処をどう考えたらよいのか、みたいなものをもう

一本入れてもよいかと思ったりしている。 

（片山委員）これの続きに入れるのか。 

（事務局）他に意見が出ればよいと思ったりもした。あまり長く、すべて答えすぎるとだ

めだというのが前にあったのでこれくらいにした。 

（永城委員）動画についての意見をお願いしたい。 

（力丸委員）まさに現場で出てくる問題だと思う。この中で尋ねているのは２つですね。

不具合が多い、要望が多いので、そういったことが多い時にはどうするのか、というのが

一つ目で、二つ目は、最終的にわからなかった場合はどうするのか、というところですね。 

（事務局）そう。 

（力丸委員）３つぐらい回答が出ているが、私もこういう感じかと思う。少なからず現場

でしていてこういう感じかと思った、お客さんに問診票を書いてもらうというのも一つの

方法かと思った。 

（事務局）お客さん自身にね。 

（力丸委員）これが果たして、学生から案が出てくるのかというのが心配ではある。実際

に、現場で仕事をしたことのない学生なので、どういう状況なのかのイメージがつかみに

くいかもしれない。一つ目の出来事はある程度わかるかと思うが、二つ目はちょっと出に

くいかと思った。 

（薮下委員）現場でよくあるシチュエーションだと思った。これを学生が見て、どういう

入り方が一番スムーズなのかなと思った。確かに、お客さんの対応をしている時に、他の

お客さんが後ろから来たり、電話が鳴るというようなことはしょっちゅうあることなのだ

が、現場の場合は、電話が鳴っても取れない時は、鳴りっぱなしでほっといておくことも

あったりした。電話の鳴りっぱなしというのも忙しさが強調されて良いのかと思ったりし

て、逆に忙しすぎるというのもイメージが悪くなるのでどうかと思うが、現場ではこうい

うようなことはよくあることで、先輩が後輩にどれだけ気配りができるかによって大きく

変わって来るので、先輩が一人だけでなく、気配りのできる先輩をもう一人登場させたり

すれば、もう少し変わるのかと思う。シチュエーションがありすぎて、今この出ている状

態であれば２問めの「どうしたらよいのだろう」は、もう少し焦っていてもよいのではと

思った。いろんなパターンがあるが、このパターン限定でいくと、２問めはもっとパニク

っていてもよいかと思った。 

（片山委員）中身についてはお二人が言われたので、私は分からないが、動画としては、お

客さんが「エンジン音が高くて。後ろのタイヤが。ブレーキが。」とあったが、もう少し具

体的に、ブレーキがどうなのか、後ろのタイヤがどうなのか、もう少し詳しくしてはどう

か。 

（事務局）そこが思いつかなかった。 

（片山委員）もう少しリアル感があるようにしたらどうか。もう一つは、途中のところで

先輩から「ちゃんとやれよ」と言われて、「分かりました」と言って、作業して間違ってし
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まって混乱している、放心状態になっている様子を入れて、「さてどうするの」と、これは

いらないのではないか。この答えを学生が出したらよいのではないか。これでは、ヒント

や答えを出し過ぎるから、ＤＸでなくともメモするというのは誰でも思いつくだろうし、

中には問診票というのも知っているかもしれない。録音とか一つは出てくるかもしれない。

あともう一つは、「別に直接先輩に聞かなくても、ＤＸがあったらよい」というような答え

が出てくれば、今まで動画を見てきているし、そういう動画があったと思うので、今まで

学習したことが生かされるようなものが良いのではないか。今修正点を３つ言った。詳し

くすることと、実際のパニック状態になることと、最後はいらないのではないかという３

つである。詳しくするところは、ここで尋ねてもらいたい。 

（事務局）どの程度詳しくしたら良いだろう。 

（力丸委員）「エンジンから変な音がする」とか。 

（片山委員）「よくカラカラといったりする」とか。 

（力丸委員）そういうカラカラというような擬音もよいと思う。「前の方からカラカラ音が

する」の方がお客さんっぽい感じはする。ブレーキは「ブレーキを踏んだら音が鳴る」とか

「ブレーキの効きが悪い」とか。 

（永城委員）「燃費が悪いような気がする」とか。 

（力丸委員）「ワイパーの拭きが悪い」とか。 

（片山委員）ワイパーは、取り替えたら終わりだろ。「この間取り換えたばかりなのに、拭

きが悪い」とか。つけ方が悪いのか。 

（永城委員）「ライトが暗いような気がする」とか。 

（力丸委員）「メーターの警告灯が点灯している」とか。 

（片山委員）「この警告は何の警告か分からない」とか。 

（事務局）そのような感じで修正する。 

（永城委員）次に、片山委員と薮下委員から出た、焦っている感じ、先輩が来た時に焦って

いる感じをお願いしたい。それから３つ目の片山委員からの意見に、私もそう思った。多

分、学生はこれを見た時に、この３つから選ぶものだと思ってしまうと思う。どれが正解

なのだろうと、選ぶということをし始めると思う。３択で選んでしまうか、これと似たよ

うなことしか言わないと思うので、なくす方がよいように思う。 

（事務局）＜映像を見ながら＞ここは残すのか。 

（力丸委員）無くしている方がよいのではないか。 

（永城委員）私もそう思う。 

（力丸委員）「何か良い方法はないのかな」みたいな。 

（事務局）短くなるが。 

（片山委員）それなら、始めに、先輩から教えられて頑張って働いているみたいな様子を

入れる。新人だとわかるし、充実した日々だった。ところが、こういう状態になったと。 

（力丸委員）少し慣れてきて作業もできるようになってきたというような。 

（事務局）そういう所を少し入れるように修正する。会話も入れて。 

（永城委員）では、そのように修正をお願いしたい。 
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（２）総合的ＤＸ人材養成評価のルーブリックについて 

（永城委員）総合的ＤＸ人材養成評価のルーブリックについて、片山委員からお願いした

い。 

（片山委員）昨年と同じだが、今の動画で評価シート、ルーブリック表を使って問題がな

いかである。問１は、「解決すべき課題は何ですか」、問２「そのような課題が生じたのは、

なぜですか」である。解決すべき課題は何なのか、永城委員はどう思うか。 

（永城委員）お客さんの言われたことを正確に漏らさずに作業をする。 

（力丸委員）お客様の要望の把握。 

（片山委員）なぜ、そのような課題が生じるのか。 

（永城委員）おそらく、新人、若手なので、聞き方とか、メモを取るとかもなかったのと、

それに対して会社側も研修とかマニュアルとかもないのかなというところだと思う。 

（片山委員）そうですね。そういうシステムがないね。そして、問３「解決する方法を２通

り述べなさい」ということだが、今までに作った動画ではどんな方法だったのか。 

（永城委員）前は、緊急で来たお客さんと予約のお客さんのどちらを優先するのかという

のがあって、学生の中には、緊急で突然来たお客さんには割増料金を請求する、というよ

うな方法を言った学生もいた。予約してもらったら、通常料金もしくは少し安くするとい

うようなことも言っていた。 

（片山委員）それなら、動画で作った顧客状況の把握にあたるのか。 

（力丸委員）あれは、どちらかというと過去の情報である。 

（片山委員）過去の情報があれば、この車はこの前もこういうことがあったとか分かるの

ではないか。この車はこの間点検したところだから、そう言われているが問題がない、と

か返事ができる。 

（力丸委員）それこそ、コネクティッドを連携すれば、「問題ありません」と言える。 

（片山委員）そういうのが出てくればよいね。それから、分からないところを遠隔で先輩

に尋ねることが出来るシステム、そういうのが課題解決の方法に出てきたらよい。それか

ら、問４で、「手順を述べなさい」となる。 

（永城委員）これが、昨年も学生がどう書いたら良いか悩んでいた。どこから書いたら良

いのかが分からないようだった。多分そのシステムを作るとなった時に、ソフトウェアを

作るのか、どこの手順を書いたら良いのかわかりにくかった。 

（片山委員）では、問４を取りましょうか。４を取って、問５はどうか。 

（永城委員）検証は少し難しかった。やってみて良かったか悪かったかぐらいしか書いて

いなかった。そして、悪かったところを直すというようなことしか書いていなかった。 

（片山委員）では、問５も取って、解決の方法を３つにしようか。そして、一つずつを 20

点ずつにし、ルーブリックもそれに合わせる。ルーブリックは課題によって少し変えても

らったらよい。 

（永城委員）ではそれで宜しくお願いしたい。 
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（３）総合的ＤＸ人材養成評価動画の実証について 

（永城委員）総合的ＤＸ人材養成評価動画の実証についてだが、１級３年生を対象に２月

18 日火曜日、11 時頃から実施する予定である。 

（片山委員）それで、よい。写真もお願いしたい。 

（事務局）動画の修正は今週中でもよいか。 

（片山委員）月曜までにもらったらよい。 

（永城委員）では、それで宜しくお願いしたい。 

 

３．事務連絡 

（永城委員）文部科学省への事業報告書の提出は２月 28日である。 

（片山委員）修正が入るが、８割方はできている。あと、３分間動画が必要である。 

（事務局）今年度の３分間動画なのか。 

（片山委員）今年で終わりなので、全体の３分間動画をお願いしたい。文科省も多分それ

を使って流すと思われるし、我々もこれを使って、実践を知らせることになる。 

（事務局）３分ですべてを知らせるのは難しい。 

（片山委員）ねらいと実践したことになる。事業全体である。昨年、一昨年の映像を使って

もらってもよい。 

（事務局）ナレーションを作るので、一度見てほしい。 

（片山委員）分かりました。このシナリオは変えられるが、活用の手引き用に作ってもら

いたい。あと、事務長と支払い関係のやり取りがあるが、３月１日が土曜日なので、郵送に

間に合うようにお願いしたい。学校用に３セットで合わせて５セット、成果物と活用の手

引きをいただきたい。 

（永城委員）では、宜しくお願いしたい。 

 

４．閉会 

永城委員の言葉で散会となった。 

以上 

 

［会議風景］ 
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指導助言記録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

テーマ 令和６年度の哲学対話教育の教材及び指導方法について 

開催日時 2024 年７月 25 日（木）16：00～19：00 

場 所 兵庫教育大学 森 秀樹 教授研究室 

出席者 ＜指導助言者＞兵庫教育大学 教授 森 秀樹 

＜助言聴取者＞片山委員 

議題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［指導目的］ 

令和６年度の哲学対話教育教材について具体的な指導をいただく。 

[内容] 

令和６年度哲学対話教育教材について 

（片山委員）これが哲学対話教育教材の資料です。 

＜資料を読む＞ 

（片山委員）今年は３教材を作る予定である。３つ目がちょっとどうなのかと思っている。

「頭の中の思考を実験しよう。正解のない５つの問題」といういわゆるジレンマ的な教材

である。結論は出ないので対話になると思うが今までとは違った感じで作ってははどうか

ということで出してきた。「知らないことは信じない」「考える自動運転車」「１枚の船板」

「自分が選んだ？」「やりがいかお金か」の５つだが、このようなことで哲学対話ができる

のだろうか、ということを教えていただきたい。こういうものは質が違うので教材になる

のかならないのかその辺りを教えていただきたい。 

（森教授）ならないことはないと思う。何か気になる点があるのですね。    

（片山委員）はじめの２つは自動車の関係のもので、一つ目が「ＥＶ車を日本で普及させ

る作戦を考えよう」ということで、日本のＥＶ車の普及率が欧米と比べて非常に低いのは

何故なのかを話しあう中で、それなら「みんなでＥＶ車を普及させる作戦を考えよう」と

いうのがプラン１である。二つ目の教材が、自動車業界の人手不足、これも自動車業界の

課題だが「どうして人手不足なのだろう」ということを考えさせて、では「みんななら人手

不足を解消するためにどうするか。解決するプランを考えよう」と対話をさせていくとい

うものである。三つ目が先程お尋ねしたものだが、自動車に関連するものも関連しないも

のもあるが、創造的なものではなく、どちらの答えもどうしようもないようなものである。

例えば２つ目の「考える自動運転車」は自動車をテーマにしたものであるが、自動運転車

を運転している時に小さな子供が飛び出してきたが止まることができない。子供を跳ねる

か、ハンドルをきって電信柱に激突するか、こういう状況の時に、自分たちはどういう自

動運転のプログラムを考えるかというようなもので、どちらもどうしようもないというよ
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うなあまり創造性がないものである。 

（森教授）そうですね。問題セットの中に答えが盛り込まれているから、現実問題として

は、このジレンマの状況が起きないことを考えますよね。そういう事態そのものを避ける

というのが現実的な対処法である。 

（片山委員）職員が、こういうのも一度先生にお聞きしたいということで、こういうジレ

ンマ教材を持ってきた。「１枚の船板」というのも、船が沈没してしまったが船板は１枚で

ある。２人はつかまれないので、どちらかが死んでしまうというものである。どちらにな

っても大変だというもので、昨年まではこういうものは作っていなかった。３つ作るので

一つ違ったものにしてはどうかということでこういう提案を考えてみた。先生がどう思わ

れるかお聞きしたいところである。 

（森教授）たとえば「１枚の船板」ということであれば、基本的に答えはないので、好きな

ようにという話であるが、その時に、ジレンマが起きてくる背景のようなものがなくはな

い。例えば、「２人が救いたいのはともに自分の命です」とあるが、そうではない状況とい

うのはいっぱいある。親子だったらどうするのか。その場合、自分が親であれば子供が助

かってくれたら嬉しい。これは、実はあまりジレンマにはならない。こういうようなこと

はいくらでも考えたりできる。問題は意図的に作ったものだから、作ってもよいが、もう

少し具体に寄せた方がよいかと思う。例えば、「延命治療を終わらせますよ」というような

ことであれば、関係性が具体でイメージしやすいわけである。そういうものを入れておく

と、自分が想定している価値観を問い直すことができると思う。「延命治療をやめたいです

か、続けたいですか」というようなことをポンと状況なしに学生に投げると「無駄な延命

治療はしなくてよいです」と最近の学生は割とそう言う。それを、もう少し考えさせるた

めに「では、自分の親が恩返しもしないうちにそういう状態に陥っていると、そんな中で

も同じ判断をしますか」というと、今度はころっと逆のことを言う。できるだけ長くいて

ほしい。親と過ごす時間を長引かせたい、配偶者がいるとしたらそうですよね、という話

が出てくる。「何故変わったのだろう」と深めていくことができる。なぜそれができないの

かというと、一見抽象的な１枚の船板の話だが、それを見ていくときに、それぞれの人間

が生きてきたいろいろな背景や生き方みたいなものが関わってくる。そこで自分の最初の

ファーストインプレッションと違うものが見えてくる可能性がある。そういった主題の方

が考え方を深めやすいのかなという気がする。あるいは、自動運転車の場合だと、こうい

うことが出てくるが、では現実の車だったらどうだろうか。現実の車は、運転者に対して

は安全性を重視している。それに対して、人間をひくということは想定されていないので、

ボディの作り方は必ずしも優しいとは限らない。もちろん、人を傷つけないように鋭角的

な部分を作ってはいけないというような制約はあるはずだが、現実的に、車を運転してい

ると誰かにぶつかってしまうということがある訳だが、その時に、人間が運転している場

合は、運転者を守るという安全性が優先されていて、意外と事故が起きてしまった時に、

外側にエアバッグが出たりしない。おかしくないか、何故なんだろうと気づいたりもでき

なくはない。それは、ある程度それぞれのテーマについて、多分このまま提示すると、学生

さんはどちらだろうねということで止まってしまうと思われる。そこから先に考えを深め
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るために、今言ったような更なる問いかけ、揺さぶりのようなものを授業者がある程度想

定しておくことが必要かと思う。「自分が選んだ？」の話はどうですか。例えば、自分が選

んだか選んでないことが問題になる状況というのはどんな状況なのだろうか。たいていの

人はどうでも良いというか、買わされようが買わされまいが、通常あまり問題にしないよ

うな気がする。だけど、自分で選んでいないというような、つまり自分の意思で選ばなか

ったことを後悔したりいやな思いになったりするってどんな場合がありますか。 

（片山委員）自分が欲しかったものと違う物を買ってしまった。 

（森教授）何かを買おうとして、ついついレイアウトに騙されて買ってしまってそれが意

に添わず、欲しいのはこれだったと後悔したりするような場面ですね。そういう場面であ

れば買わされてしまったという風に主題化されるが、最初買おうと思っていたパンがあっ

たが別のものを買って美味しかったら、ああよかったとなる。だから、自分が選んだ選ん

でないという問題設定自体がどういう状況だったら意味があるのか意味がないのか、確か

に消費社会だからいろいろなＣＭとかで、「これを持っていないと」とか「これを買わない

と」などそうしないと友達に中に入れないみたいなことがあって次々とそういう消費行動

をとってしまうのだが、自分自身は全然幸せになっていかない、みたいなことがあったら、

自分で選んでやっているのだが、自分で考えずに選んでいることがよくないことだという

ようなことであれば、「もっと自分でよく考えるようにしましょうね」みたいなことは出て

きたりする。そういう風に考えていくと自分で選んだとか選んでないとか、自分で考えた

とか考えてないとか、自分で選択しているとかしていないとかいうようなことが問題にな

る場面の方が、面白くなる気がする。クロワッサンを買いに来たら、あまりジレンマが強

くはないような気がする。 

（片山委員）そうですね。 

（森教授）「自分って何なのだろう、自分で決めるってどういうことなんだろう」というよ

うなことを問題化するような場面だともう少し深めやすいような気がする。 

（片山委員）その次が「やりがいかお金か」ということだが、ここは２つの会社を選ぶのに

悩んでいて、合格をもらった１つの会社は理想の仕事内容で楽しそうであるが、給料は安

い。もう一つは、給料が高い。うちの職員は、学生が就職する時にこういうことを意識した

りしなかったりするのでこういうものは一番対話させてみたいという。ただ、これで深め

られるかどうかということがある。 

（森教授）想定としてはもう少し何らかの想定があるのか。学生さんに考えてもらいたい

ということだが、先生方は何故考えてもらいたいのか。 

（片山委員）就職先をそんなに深く考えずに、名前だけで、トヨタとついたらメーカー系

で有名だからトヨタに行きたいとか、自分の家の近く兵庫県で勤めたいとか、逆に遠くへ

行きたいとかで、会社は人手不足なのであの手この手でアピールされるが、自分はこうい

うことで決めるという物差しを学生が持たずに就職先を安易に決めている傾向がみられる

ということで、こういうことも学ばせてやりたいという意見である。 

（森教授）その時に、「お金かやりがいか」というのが本当にジレンマになるのかというの

はやや思わなくはない。それってきつく出てきますか。こちらはすごくやりがいがあるけ
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ど賃金が安いから悩むような、これはそういうことがないという話ではなく、私がよくイ

メージできないだけのことだが。 

（片山委員）どこにしようかと迷うことはあると思う。友達のＡ君が行くから自分も行き

たいというようなそんな感じで、給料か内容かというようなことで迷うというようなそこ

まで考えない。 

（森教授）あまり主題と合致しないのだが、つまりジレンマに直面させて考えましょうと

いうのにそぐわないが、「あなたは就職先を選ぶときに何をポイントにして考えますか」と

いうところを考えるのであれば、先生方が言っておられるところにはもっとダイレクトに

考えられるような気がする。その時にもちろん自分が興味のある職種ということなのか、

福利厚生賃金などでよいかどうか、あるいは会社の規模が大きくて安定しているのかどう

か、会社に入って自分に活躍の場はあるのかどうかなど、そのようなことが会社を選ぶ際

のさしあたりの観点になるのかなという気がする。そこらへんで、多分、１：０で考えるの

ではなく、それぞれを上手にミックスして一番ベストなものを選びたいねというのは多分

皆さん思うことなのかと思う。その時におそらく起こるのが、わからない思う。つまり、就

職難の時であれば就職できるところへ行くが、そこで賃金も安いしやりがいもないかもし

れないが、職があるから就職するということになる訳だが、その時に何が大事になってく

るかというと、確かに期待しているものと違っているかもしれないが、転職するのもあり

なのだがそれがかなわないのであれば、どういう風にやりがいとか自分の生活をより豊か

にするとかのことを考える方向に目を転じていくということが大事になったりする。そこ

で言っているのは、その時の選択よりも大事なことがあって、それは自分自身が成長した

りいろいろな自分自身がこだわっていた観点を見直してみるということが、実は仕事を続

けていったり幸せな職業生活を送ったりするために必要になりますよね、というような方

向になると思う、今度は逆に就職する時によく考えて就職しますよね。それはすごく大事

なことですよね。なので、いろいろな観点を比較した上で改めて自分で実行して選択しな

さいねというのが、何も考えずにたくさんある中から適当に決めているという学生さんに

対しては、そういう観点を提供する。だけど、職業というのはすべてが思い通りになる訳

ではないので、入ってみて思っていたのとは違うということは当然ある訳だし、あるいは、

自分がこっちが良いとかあっちが良いとか選んでいたものが、実は安定しているがやりが

いがない職場だったとか、自分ならではの仕事ができなかったみたいなことがあるかもし

れない。そういう状況に至ったら、先程の選択肢がないけれど就職したときに大事になる

ことが自分のこだわっていた観点を見直して反省して違う所に目を向けていくというよう

なことが大事になりますよね、とそういうようなところが話の広げ方ができそうな気がす

る。出発点は「やりがいかお金」でもよいかもしれないが、ここも具体の就職の場面ですか

ね。出発点は「やりがいかお金」みたいなところで、そこからさらにどういう風に話を深め

ていくのかというストーリーをある程度持って臨まれた方が良いと思う。極端な話、皆さ

ん卒業したら就職しないといけない、「どういうことで就職先を選ぼうと思っている？」と

いうような話をするといろいろなものが出てきますよね。その中で、ジレンマになりそう

なものといったら、当然あちら立てればこちら立たずという状況があるので、例えば「や
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りがいとお金だったらどっちかな」みたいな話を少しだけして、「では、就職先を選ぶ時に

皆さんはどんなことを大事にしていますか、というのを一度考えてね」と。「人によっても

ちょっと違ってますよね。他の観点をあなたは検討しなくてよいですか」と言うと、他の

観点も大事だということにおそらく気づいてくる。そうやって自分で考えて選んでいくこ

とも大事だろうし、さらに場合によっては片方しかないようなケースがあるかもしれない。

「そういう所にもし自分が就職してしまった時に、どんなことが考えられますか」という

ようなことも問題にできるかもしれない。あまり、想定したジレンマについて解決を与え

るという所にこだわると難しくなってしまうと思う。ジレンマとして設定されているもの

なので答えようがない訳である。例えば、「戦争状態です。向こうで兵士があなたを狙って

います。あなたは銃を持っています。あなたは相手を射殺しますかしませんか」というこ

とで、どちらかを選ぶということはあるかもしれませんが、できれば選びたくないです。

そこは、素材なのかなという気がする。だから、出発点というか、問いに答えを与えるとい

うか、最終的に考えてもらいたい問いではないような気がする。何故、そこがジレンマに

なってしまうのかなみたいな。 

（片山委員）両極端で、あまり有り得ないようなところで追い込んでもあまり意味がない

という感じですね。 

（森教授）抽象的な思考が好きな人であれば、そこは深めようがなくはないと思うが、あ

まりそういうタイプの人というのは多くはないと思う。もう少し現実的というか、一応こ

ういう場面設定をしたらこっちとかあっちとか好みの選択はできると思うが、なぜそれを

選ぶのかとか、その価値観は正しいかどうかみたいなところまでなかなか吟味したりはし

ないと思う。そこで、無理に吟味してもそうとも言えるし違うともいえるみたいなところ

になっていくので、むしろこの問題設定を通して、もう少し具体的な何かに気づいていけ

るというストーリーにした方が実りがあるように思う。 

（片山委員）そうですね。そういう意味では、先生に教えていただいた方が得るものがあ

るように思います。これから就職する場合に、視点を変えて違う目で会社を見ていくよう

になっていく気がする。 

（森教授）会社は、今の視点でしか見えない訳だが、転職すればよいじゃないかというこ

とで、在職期間が短くなるかもしれないが、企業って 20年間安泰の企業ってそんなに多く

ない訳で、当然浮き沈みというのがある。それを予想し尽くすことは難しいかもしれない

が、50 年前とかは工業とかはよかった訳ですよね。その後はメーカーが良かった。今はど

ちらもだめで、どちらかというとサービス業である。今は、ＩＴ産業がよいとされて、あれ

もサービス業だが、それがおそらく永遠にという訳ではない。将来は何がというのを考え

るのはなかなか難しいが、それも会社の将来性、もうギシギシになってしまっている会社

というのは若い人が入って面白いかというと、またそれは別かもしれない。どういうポジ

ションでどういう役割を果たすかということによっても違うが、多分あまりそういうこと

は考えませんよね。その会社に入ってどんな仕事をするのだろうって、なかなかイメージ

がつきにくい気がする。就職先としてはどういう所が多いのか。 

（片山委員）ほぼほぼディーラーですね。 
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（森教授）ディーラーに入って、整備をすると同時に、場合によっては営業などもするの

か。 

（片山委員）今は、整備だけではなく、お客さん対応も含めたそういう総合的な仕事にな

ってきている。 

（森教授）そういうことになってくると、はじめは車が好きだから自動車のことを勉強し

てということで、車の仕組みとかもいろいろ勉強されている訳だが、そこよりもむしろ接

客であるとか車を売っていくみたいな能力を求められるようになっていく。それは、もし

かしたらギャップがあるのかもしれないしないのかもしれないが、そういうところをもう

少し想像してみるというの面白いかもしれない。自分は車が好きだから、というのはそれ

はそれでよいと思うが、車好きの方に車を勧めるというのはそれはそれでやりがいのある

ことだと思うが、もう少し車を即物的にというか実用的なものとしてとらえていて、例え

ば、自分としてはあまり勧められないというかあまり好きではないのだが、相手のニーズ

からしたらこんな車を売っていった方が良いのかなというのが、もしかしたらあるかもし

れない。でも、それは決して悪いことではなく消費者にとって幸せなことって何かという

ことが車を使ってもらえるということなので、自分の好みよりもお客さんの幸福とかニー

ズに合わせていく発想が必要になるよねという、さっきの自分が就いてしまった会社の中

で、どうやって自分が幸せになるかと同時に、企業に対して貢献できるのかみたいなこと

を考えていかないといけなくなる。学生の間は自分が選ぶものだと思っているかもしれな

いが、自分自身も成長して変わっていって、観点を豊かにしていかないといけないよねと

いうようなことも考えられるのかなという気がする。 

（片山委員）だいぶん迷っていましたがすっきりしました。これを全部できる訳ないので、

まずはこういうジレンマ的なものがよいのか悪いのかということも含めて、そして、もし

使えるのならこの中でどれがよいのかなと考えていたので、最後の方ので行く方が学生に

とって意味がある、対話になるかと思った。 

（森教授）先生にとっても学生さんにとっても共有しやすいテーマですね。 

（片山委員）そうですね。この教材でしたら、先生がおっしゃった中で、そしたら先輩はど

うなのかと、先輩の話を聞く場面があってもよいかと思った。 

（森教授）先輩自身が学生の時に思っていたこと、なぜそこを選んだのか、そして入って

みて、思っていたのと違う所やよかったところが当然ありますよね。そういう観点に気づ

いていくというのはとっても良いことだと思う。哲学対話に近づくのか分からないところ

もあるが、それは具体的に学生さん自身も取り組みやすいというか、興味を持ちやすいと

いう気がする。いきなり先輩の話をこちらが持ってこなくても、「迷った時にどうしますか」

例えば「親に相談する」「実体験者に相談する」というアイデアも自分で考えて出させると

いうのもよくて、こっちで仕込んでいても良くて、実はといって映像みたいなものがあっ

てもよいと思う。 

（片山委員）この部分についてはそちらに絞り込んで教材化を進めたいと思う。あと、も

う２点考えているので、助言をいただきたい。一つ目は「ＥＶ車を日本で普及させる作戦

を考えよう」ということでドラマ仕立てで、はじめは、ＳＤＧS も含めて環境に良いんだよ
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という会話があって、補助金なども使えるねというところから、世界のＥＶ車普及のグラ

フを提示し、欧米に比べるとアメリカは 7.2、ＥＵは 12.9 で日本は 2.3％で非常に低い。

そこから「何故だろう」「どうしたらよいだろう」という教材である。このストーリーはど

う思われますか。 

（森教授）多分、「値段を安くしましょう」「環境面での問題を啓蒙しましょう」という話が

出て、「以上」、で終わる気がする。 

（片山委員）今言われたように環境にはよいが、ＥＶ車が走れる環境、すなわち充電スタ

ンドであるとか、そういうのが少ないからとか、日本は欧米に比べて少ないから多くした

ら良いのじゃないかというような意見が出て来たり、あとは、ＥＶ車のよさをＰＲする必

要があるのではないかというような話の感じかと予想される。 

（森教授）あまり揺れないと思う。要は知識の問題というか、ＥＶ車を取り巻いている状

況について、自分たちが知っていることを話すことになると思う。それは、確認という意

味で決して悪くないが、何かに気づいたり発見したりしないのではないかと思う。何かを

深めたりがないのではないか、ちょっと想像がつかない。例えば、「ＥＶ車を作りますね。

企業がどんなＥＶ車を作っていますか」買ってもらわないといけない。ＥＶ車は、まだコ

ストがかかる。高い。そうすると、小型のＥＶ車を作ってもあまりペイしない。だから、高

性能で高い値段で買ってくれるところで、利益率を高くしたものを買ってもらえるところ

のＥＶ車を作りますよね。そんなに普及というところには影響しないというか、ある種の

贅沢品として売っていくという戦略を日本のメーカーは取っていくような気がする。それ

は、当然そうならざるをえない、周りの状況を見ても。例えば、日本の企業でも普及させる

作戦を考えていて、その作戦というものはこういうものですよ。それは、気づきがある。環

境に優しいというイメージだとか、でもイメージだけでは多分だめで、高性能であるとい

うことであるとか、ガソリン車に匹敵するあるいはそれ以上のある種の運転していて楽し

いかどうかのものを考えるのが、ＥＶ車を普及させる、少なくとも日本のメーカーが考え

ていることである。それは多分学生さんたちは、「ＥＶ車を日本で普及させる作戦を考えよ

う」と言った時に絶対に出てこないアイデアだと思う。もちろん、メーカーもそういうこ

とを考えた上でだが、もう少し、大人というかいじわるというか企業としての戦略を多分

考えますよね。だから、日本では、小型車で非常に安い車を売りだしましょう、と言ったっ

て、言うのはよいが、この組み合わせって難しい訳である。つまり、小型だからそんなにた

くさんの電池を積めない。でも積めないと長距離走れない訳だし、電池とかはそれなりに

高いものだしということで、もちろん安くしたい、充電しやすいとか、充電のことをあま

り考えなければ鉛蓄電池だってよい訳ですよね。そうなんだけど重いし、エネルギーの集

約量が低かったりするので全然実用にならない話である。多分そういう次元まで考えない

といけないのだが、考えられないと思う、情報不足や知識不足で。一番新しいプリウスな

どは典型ですよね。あれはハイブリッドですが、リッター40キロ近く走れていたのを 20 数

キロにまで下げた。環境に優しくない。できるのだけれどそうせずに高性能にして高級車

というのではないが、トヨタの社長さんっぽい路線である。運転するのが好きな人、加速

性能が高いんだみたいな。ＥＶ車は、高性能な電池積んで、でかいモーターを載せないと
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いけないので重くなって走れる距離を犠牲にしないといけないところも出てくるが、そう

いう選択をして車を作っている。ＥＶ車ではないが、多分車を作るというのは、制約条件

がもっと厳しいところで考えているのではないかという気がする。どうなんだろう、ＥＶ

車を日本で普及させる。もっと手前のところにしてもよいかもしれない。分からないが、

「ＥＶ車が日本で普及しないのはなぜか」で、もう好きなことをいっぱい言うぐらいでも

よいのかもしれないが、それはもっと前のところでやった方がよいかな。建設的な意見を

作りたい訳ですよね。何を考えてほしいのか、というか何に気づいてほしいのかがちょっ

と見えない。答えが決まってしまっているような、言われたらそうだねというような感じ

のところしかなかなか出てこないような気がする。もしかしたら収集がつかなくなるかも

しれないが、自動車産業というのは環境に対してネガティブな側面がある訳ですよね。自

動車って個別に運ぶので資源の無駄使いで、公共交通機関にシフトした方がいいですよね、

ということはいえるのかと思う。その中で、「自動車業界で出来るＳＤＧS って、どんなも

のだろうね」ということで何か考えられるところがあったら良いように思うのだが。まだ、

漠然としていて、このままでは、学生さんは考えられないと思う。企業などは、トータルで

みても、持続可能なことを考えていると思う。内装部品をどれだけリサイクルできるよう

にしているかとか。何を考えて、何に気づいてほしいというところは、どんなところです

かね、このテーマの場合だと。 

（片山委員）今先生が言われたように、メーカーの方は、ＰＨＥＶ車、ＰＨＶ車などそちら

の方に、舵を切りかけている。そちらの方の生産にも力を入れ始めたというところで、Ｅ

Ｖ車とか自動運転もそうだが、改革していくのはよいことだという方向に行きがちだが、

それは、実は何も自動車業界がそちらの方ばかりに目を向けている訳ではない。自動車産

業のメーカーなどは、お客さんの好みとか、便利さとか考えていくと、やはり環境にもよ

いし、走行距離も出るし、災害の時に蓄電池の役割もしていくというようなそういう方向

で考えている、そういうようなのが今の動きになっているというようなところに気づかせ

ていきたい。 

（森教授）企業というのはどうしてもタイムスパンというのを考えますからね。今作るの

は、将来的に有利になるかもしれないが、10 年間はどっちが売れるのだというのを考えた

ら、少なくとも日本ではＥＶ車ではない。しばらく売れるもので利益を確保する中で、Ｅ

Ｖ車にシフトする割合を考えていく。あと、内燃機関がなくなるのかなくならないのかも

わからないですね。要は化石燃料を使うのが良くないのだったら、植物由来の燃料を使え

ばよいのではないかということも今言われているし、水素は消えたのか残っているのかわ

からないが。そこがまだ、若干揺れ動いているところがある。企業としてはそういうこと

を考える訳だが、そこを学生さんに気づかせたいのかどうかというところも問題というの

か、それはトヨタが考えることであってみんなが考えることかどうかというのもからんで

くるかなという気がする。 

（片山委員）そういう基礎的な知識というか考えを深めるというのは自動車産業の一翼を

担うので大事と思うが。では、こういうテーマよりも「今後ＥＶ車は、どんどん普及してい

くのだろうか」というようなテーマにしたら、「どんどん普及していくだろう、環境に良い
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のだから」「いやいや、ＥＶ車は課題があるのだから、普及速度は遅くなるのではないか」

と、そういうテーマの方がよいのか。 

（森教授）どちらがよいかというと難しいところがあるが、90 分の授業なら、「ＥＶ車は将

来どうなるのか」みたいな話でいくと、多分学生さんの知識だけでは追いつかない、見え

ないところがたくさんありすぎると思う。ちゃんとやろうと思ったら、数回やって、途中

で学生さんがこういうところが分からないからとインターネットで調べて、実はこうだよ、

こんな意見も出ているよという意見も取り入れていくのであればできるかと思うが。さっ

き言っていたようなことをどれだけ自分の頭の中だけで気づけるかというと結構大変では

という気がする。全部で６本あるのですかね。 

（片山委員）そうです。１年目に１本、昨年２本、今年最終年度に３本で、６本制作する予

定です。 

（森教授）前に見せていただいたのが１本目で、ＡＩの話と自動運転やＥＶ車が生まれる

ことで整備士がどうなるのかという話ですね。  

（片山委員）資料としてつけているように「自動車技術や社会はこれからどうなっていく

のだろう」が１本目で、昨年したのが「ＡＩの進化で未来はどうなるの？」と「自動運転や

ＥＶ車で整備士の仕事はどうなる？」です。そして、今年は、「ＥＶ車の普及」と「人手不

足」と「ジレンマ」を考えている。 

（森教授）ジレンマの話と同じで、先生がここのところの対話を深めさせたいなというス

トーリーというか、多分学生さんが行き詰まるというのがあって、それを想定してそこで

揺さぶりを出せるのか、という想定があればよいと思うが、なかなか正解を見つけさせる

タイプのものというか、学生さんは多分正解を見つけようとする、そういうタイプのもの

というのは、割と固定化されたものしか出てこない。例えば、「ＥＶ車も含めて環境に優し

い車社会って、どうやったら作れるの」ぐらいの緩さの方が、もう少し幅があってよいよ

うに思う。内燃機関の問題や個別で資源を消費してしまう、まあ、便利だから良いのだが。

例えば、内燃機関を使っても、余分にＣＯ2 を出さなければいいよねというようなことだと

か、ＣＯ2 を出しても構わないが、ガソリンをすごく高くして自然環境を守るところに消費

すればよいのではないかという考え方もできるし、ＥＶ車っていいんだけど、トータルで

見るとどうなのかというのも議論してみるとか。ちょうど今、太陽光パネルが再生可能で

ネルギーで各地で作られたが、対応期間がもうすぐ終わる。そうすると、大量の太陽光パ

ネルが廃棄になる。果たしてそれは、トータルとしてよかったのか悪かったのかよく分か

らない段階である。大量の太陽光パネルをどうするのか。今のシステムなら埋めるんです

ね。リサイクルできるようなのが作られてきているところでもあるのだが、作った時はそ

んなことを思っていない。あと、10 年したら廃棄になるからと慌てて作っている。だから、

ＥＶも発電を何でするのかということですよね。原子力ですればよいのだけど原子力は原

子力で問題があり、再生可能エネルギーでやればよいけれど、火力発電でやってもあまり

意味がないよねということになる。確かに、モーターの方がエネルギー効率が良い訳だが、

重いものを運ぶことになっているので、自動車自身が重い。トータルで計算するとどうな

んだということが問題になる。それから、蓄電池をどうするのか。今回収しているがどう
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いう風にリサイクルするのか。そういういろんなところに気づければよしというところに、

ふわっとしたところにいろんな観点を出せるという風にした方が、教師の方の助け舟の出

し方や問いのかけ方も自由度が高まる気がする。切り口はよいかと思うので。 

（片山委員）それで、考えてみます。もう一つが「自動車業界の人手不足を解決するプラン

を考えよう」というのが二つ目で、ストーリーは少子化ということで、これが出てきた背

景は、私たちの学校でもそうだが、外国の働き手が必要になって入り込んできている。だ

けど、日本人の学生は留学生のことをどう考えているかというと、そんなに好意をもって

見ているようには感じられない。敵意はないが、彼らが日本の発展に欠かせないというこ

とに気が付いて、日本人と留学生とクラスは違うのだが、ともに同じように自動車整備士

になっていく。留学生は３年かけて資格を取ります。日本人は２年をかけて資格を取りま

す。そういった国際的というか、留学生は日本の発展のために日本に来て勉強しているん

だよというのは、そこまで気づいていない。彼らは自分が日本に来て楽しいから勉強して

いるのだろうぐらいの考えでしかない。そういうところに気づかせたいというのがねらい

の一つなのだが。 

（森教授）それは、大事ですね。おそらく将来的に同僚が、外国籍の人というのが普通にあ

ると思う。「解決する策を考えましょう」ということだが、これも解決にいかなくても、今

言われたような方向性というのは大事だし、いろいろ考えられると思うので、「自動車業界

の人手不足でどんなことが起こっていくだろうか。その時に皆さんどんな風なことが、ど

んなマインドが大事になってきますか」というようなところでも良いかもしれないという

気がしてきた。多分、人手不足は解消されないです。少子化であって、事務仕事とかサービ

スの仕事の方が好まれる傾向が高いので、そうなると自動車業界は賃金が高ければまた別

でしょうが、悪くはないでしょうがすごく人が集まってくるというものでもないと思う。

多分、人手不足で給料を高くするとか直接的なことでやりがいをもっとみんなにアピール

したらいいんだみたいな話は出てくると思うが、その辺で話が煮詰まって、自分の視点だ

けで煮詰まったところで、「海外から応援ということで入ってきてもらうことが必要になる

のだけど、みんなはどう思う？」と聞くと「それは仕方がない」といような意見が出てくる

と思われるが、仕方がないというのはややネガティブですよね。また、本来ならそんなに

積極的に関わりたくないが、職場にそういう人がいたら許容はするが、積極的にそれを望

ましいとは思っていない、というのが出てくるが職場でそういう思いを持つというのは全

然生産的ではないので、どうやったらよいのか。むしろ一緒に働いていく日本社会を作っ

ていく仲間としてどんな関係が結べますか。私たち自身にとっても幸せな道なのかなとい

うのを考えてアイデアを出していくというのはいろいろできそうである。 

（片山委員）その方向で、もう一度検討します。 

（森教授）どのパートについてもいえることだが、出発点は素材としてあげて、そのあと

で対話を仕組んでいく人たちが、どういう風なことを言うのか、深めるポイントを一つだ

けだとそこに食いついてこないこともあるので、２つ３つ持っていて、それに関連する話

題が出てきたところで、問いとして出してみて気づいてもらう。それまであまり気づいて

いなかった観点に気づいてもらう。その気づきに基づいて自分たちに考えるとどういうこ
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とが起こってくるのかということを仕組んでいくということが大事だと思う。 

（片山委員）今日は、今年作る教材について意見をいただいのですが、来週もう一度お伺

いさせていただきたい。昨年実施したストーリーとその指導案をつけているのですが、そ

の指導方法ですね、その指導方法について、次回、具体的にここはこうした方がよかった

とか、こういう所が大事というところを教えていただきたい。令和５年度の①と②です。

①の方は簡単な動画で 10 分ほどに編集したものがあります。ご意見は来週いただきます。

長時間の指導をありがとうございました。 

 

以上 

［指導風景］ 
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指導助言記録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

テーマ 令和６年度の哲学対話教育の教材及び指導方法について 

開催日時 2024 年７月 30 日（火）15：00～18：00 

場 所 兵庫教育大学 森 秀樹 教授研究室 

出席者 ＜指導助言者＞兵庫教育大学 教授 森 秀樹 

＜助言聴取者＞片山委員 

議題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[指導目的］ 

令和５年度に実施した哲学対話授業の展開についての助言をいただく。 

［内容] 

令和６年度哲学対話教育教材について 

（片山委員）先日は、今年度作成の哲学教育教材について具体的指導をいただきましたの

で、その方向でストーリーを考え直している。今日は、昨年実施した指導展開について指

導方法をご指導いただきたい。 

＜資料を読む＞ 

（片山委員）令和５年度のシナリオ①②にそれぞれ指導案をつけている。 

（森教授）気づいたところからお伝えしていく。動画は何分ですか。 

（片山委員）動画は、15 分です。 

（森教授）動画が 15 分で、残りが 80分ないしは 75 分くらいで、いろいろなことをやらな

いといけない。考える時間をしっかりと取っていった方がよいと思っている。若干、発問

が多いような気がする。最初に２と３のところで、「息子の悩みについて話し合う」という

のと「息子の気持ちについて話し合う」というところが分けられているが、同じでもよい

かと思う。動画で息子の悩みが割と長く書かれているので、分けたいところがあるかもし

れないが、割と重なる。「自分がどこに向かっているのか分からなくなる」や「今の自分を

否定されているように感じる」というのは、ベースに流れている気持ちは大体同じである。

時代がどんどん新しくなってきて要求されるものも新しいものが入ってきている。自分が

イメージしていたものと食い違っているところに、悩み、不安、心配があるというところ

なので、問いかけを２つしてもよいと思うが、まとめてしまってもよいかという印象であ

る。ここは、いろいろやり方があるかと思う。そこらは動画の読み取りなので、ここは、学

生さんがいろいろと言ってよいと思う。むしろ、しっかり考えていきたいことは何かとい

うと、自動車整備士にいろんな能力が要求されるようになっている。社会環境も変わって

いっている中で、どんな整備士像というか、自分の将来像をどんな風に思い描いていくの

かというのを考えてもらいたい。そちらの方に時間をよりかけた方が良いのかと思う。分
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けた特別の理由というのがありますか。 

（片山委員）ストーリーの中で「自分がどこに向かっているのか」と「自分が否定されてい

るような」という言葉を深堀りしたかったので、そこを一つずつして学生の意見を出させ

た。おっしゃるように実際には同じような意見が出てきたので、「自分が否定されているよ

うな」の方で深めていったらよかったかもしれない。 

（森教授）両方とも、ああいうことも言ったりこういうことも言ったりしていますね。「ど

んな気持ちやどういうことを思って言っているのかな」ということでまとめてもよいかも

しれない。一度動画を切って見ていくのか。 

（片山委員）そうですね。流してしまうとピンぼけになってしまう。焦点づけたかったの

で、前半を３つに切った。 

（森教授）もし分けるのであれば、主題を分けた方が良いかもしれない。今の問いかけで

あればあまり違いが見えてこないかと思う。そのことは、後半部でより深めたい話題で、

どういうことを考えるのかということによって、中間部でどういう問いを投げたらよいか

というのが変わるかもしれない。キーできているのが父の「自己実現なんだよ」という発

言だが、割と難しい発言ですね。「『自己責任ではなく自己実現なんだよ』という発言は、何

を自己実現するよう息子に助言したのか」とある。もちろん、いろんな話し方があると思

うが、学生さんはどんな風に読むのか。結構難しい気がする。つまり自己責任ということ

がそもそもどういう話なのか、自己実現ということがどういうことなのかうまく理解でき

ているかどうか。 

（片山委員）自己実現についてはパワーポイントで意味を提示した。言葉をもう少し砕い

て話が出来るように。自己実現というのは、自分の思いを突っ走っていくような意味では

ないか、そういうような意見が出て来ていた。 

（森教授）抽象的な意味での自己責任とか自己実現ということで言えば、自己責任であれ

ばいろんな課題や選択肢があるから、自分でよく考えて選んでいきなさいよね、という趣

旨に捉えるのかなと思う。その後、「そうではなく、自己実現なんだよ」というのは、どう

違うのか。もちろんいろいろな説明をすることは可能だが学生自身は自己実現の自己って

どういうものだと思っているのか。つまり、自己実現というのは通常の意味でいうと、自

分が願っていたり考えていたことを実現することだと通常は理解すると思う。そうすると、

自己実現しようと思ったら自己責任がついてまわるよね、という風に素朴に考えたりする

のではないかと思う。その辺りはどうか。 

（片山委員）そこまでうまく発言を導いていない。自己責任は飛んでしまって、自己実現

だけを話していた。 

（森教授）自己責任ということは、新しい時代の整備士として、いろいろなことが要求さ

れ、それに対応しないといけない。どういう風な道を選んで良いのかということも誰かが

これが正解だよと教えてくれる訳でもなく、自分で考えなさいと言われるわけである。そ

のことに対して不安を感じるというのがストーリーですね。そういう不安がある。それに

対して、お父さんが提案している何かがあるのだとしたら、それって、いろんなことを考

えたり選んだりする自己責任を負うことは負うにしても、そのことを不安に思うことはひ
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とつもない。自己責任としてあなたに責任を負わせようという立場で責任を負わなくては

いけないのだと考えていくとつらいことになるという話で、だけど、それが自己実現にな

るのだという話を忖度して読むならば、新しい時代に新しいことを要求されたりして不安

になりますよね。そういった不安や新しいものに出合っているということが、あなたの未

来に向けての整備士像みたいなものを形作っていって、その時代に求められる整備士にな

っていくというような機会があるんだよというような風に捉えることができるのかと思

う。前半部分で、新しい時代を迎えるにあたっての不安みたいなものがある訳ですよね。

その中で、整備士の役割や整備士像が変わっていくということが描かれている訳である。

そこで改めて、整備士ってなんで存在しどんな役割を果たしてきたのか、そして今後果た

し続けることができるのかということを考えてほしいのではないかと思う。そのためには、

いろんなことをイメージしてもらわないと困ると思う。例えば新しい時代の整備士にとっ

て何が必要になるのですかね。つまり、ここで息子が挙げているような不安、例えば自分

が学んでいる古いというか、内燃機関を前提とした自動車の技術だけでなく、新しい技術

も勉強しないといけないんだね、だから心配です、不安ですと。ということは、整備士とい

うのは、その時代時代に応じたニーズ、お客さんがＥＶばかりを使うようになった時代に、

内燃機関がどんなに好きであろうと、ニーズに合わない訳である。そういうものに応えて

安心して車を使って利用してもらうための役割を果たすということが求められているし、

そのための努力であれば、整備士として役割からしたら当然ですよね、という風に捉え直

していったりとか。「自動車整備士を目指した時の動機と現実が違ってきている」というの

は、どんなことなのか。 

（片山委員）おっしゃったように、エンジン、内燃機関が好きだが、実際にはモーターに変

わりつつあるとか、運転技術も自動運転が入ってきている。ほとんどの学生はエンジンが

好きでそれを触りたい。これまでなら、それを自分で直していたのが、この頃になってく

るとＩＴ化されているものだから、セットそのものを丸ごと変えてしまう。自分で修理す

るというよりも交換するというような仕事になっている、そういう所が違ってきている。 

（森教授）だから、思っていたことと違うということになると思うが、では、整備士って何

ですかね、ということですね。整備士の仕事って何なのかということが、改めて問い直さ

れると思う。整備士の仕事というのは、自動車が好きだから自動車をいじる人ではないと

思う。もちろん自分が気にいった技能である方が望ましいかもしれないが、やはり車を利

用する人がいてその人が困っている、その中で、その人の困り感や故障あるいは不具合み

たいなものがあった時に、それにちゃんと呼応できるというのが、整備士の仕事であって、

自分の趣味で車を直すとか改良するということとは違うのが仕事である。だから、ある意

味、整備士の仕事とは内燃機関をいじってという風に思っているかもしれないが、その役

割自体が存在するとはどういうことかを考えると、車を利用する人がいてその人が車を安

全に安心できる仕方で使えること、ということが必要だから整備士がいるわけである。だ

としたら、そういう所に貢献できるというのは、自分の趣味ではなく、そこで役割や貢献

するということがある訳である。それが内燃機関からＥＶ、モーターのようなものに変わ

っていって、中心となる技術が変わるとしてもある種の専門職である以上、最低限身につ
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けておかないといけない技術やノウハウなどは絶対に存在しているはずである。そういう

所に目を向けてお客さんのホッとした姿を見るために、どんな貢献ができるかがあなたに

求められていることだし、そういう人になりたいのではないのですか、という話である。

自己実現ということでいえば。だから、自己実現の自己というのは、今自分が思い描いて

いる自分では多分ないということである。イメージしているものをそのまま実現するので

あれば、もう自分は不必要になっていくわけである。内燃機関の整備士というのはいらな

くなっていく可能性がある。それは整備士というか、かつての整備士で、自分はそういう

ものを思い描いていたかもしれないが、そもそも整備士は何だろうかと視野を広げてみた

らどういうところで人々に求められ、どういうところで人に貢献できるのかというところ

が見えるようになっていくと、私が目指していたのはそんな狭い意味でエンジンの分解と

かではく、先程言っていたような貢献であり、ＥＶとをつないであげる仕事ですよねとい

うことに気づいていけたら、狭い意味での自分がなりたいものへの理想を持っていたかも

しれないが、より広い視野から見た整備士像というのに気づいていけば、それを目指して

いけばよいということで自己実現を目指していくという道筋が見えてくるということにな

ると思う。そもそも整備士って何なの？なぜ存在し、どんな役割を果たすことができるの

かというのを改めて考えてみたら多少の変化はあるかもしれないが、本質的なところは何

一つ変わらず存続するのかなという気がする。 

（片山委員）そこへは、深めていけていなかった。 

（森教授）だから、自動車整備士の将来というか、あるべき姿というか、自分の趣味で生き

ていけたらよいが、職業として成立していくためには、顧客や社会に何をもたらすことが

できるのかということを意識しないとやっていけないと思う。そういうところに気づいて

いくと、やりがいとか意味みたいなものが見えてくるのではないか、そういう風な整備士

像を思い浮かべることができたら、自分が不安に思っていることというのは、全部財産に

変わっていくと思う。つまり、新しい技術がどんどん入ってきましたよね。自分は勉強す

るのがしんどい。消費者もそうですよね。新しい技術がいっぱいあるが戸惑っている。い

ろんな技術やオプションが付いているが、それはどういう意味なのかわからない。それを

きちんと伝えてあげるのがディーラーの仕事の中の重要なものになっている。何故こんな

スイッチがあるのかわからない。もう少し細かいことでいえば、今の車でもオートパイロ

ットとか付いている。速度をアクセルで調整しなくてもある程度自動的にやってくれる。

使われますか。 

（片山委員）授業の中で、それが入ってくる。 

（森教授）これも使ってみた印象で、いらないという人もいるだろうが、使ったが不便だ

と思う人もいるだろう。オートパイロットが新しい技術かどうかは別にして、その技術が

出てきたときに、こういう場面で使うとすごく便利ですよということ、たとえば高速道路

とか長距離で、平坦なところを走っている時は便利ですよね。そういうところだけ使って

それ以外は外しておくとか、能動的にいろいろ操作をしたい時には外したらよいし、どう

いう場面で使うとすごくよいのかを知っているのは自動車に触れている人ですよね。こう

いうようなことを伝えてあげることができたら、お客さんも、何故こういうものがあるの
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かよく分かりました、ということになると思う。技術がどんどん新しくなっていけばよい、

新しくなるほどそういうことが増えていきますよね。それこそＥＶに変わっていくと、ブ

レーキの意味が変わってきますよね。ブレーキを踏むと必ずエネルギーを回収するので、

極端な話止まるのでなければアクセルだけで、ブレーキングをするような変な操作感にな

ったり変な感じがしたりする。それは、消費者が勝手に慣れていけばよいが、慣れ方のア

ドバイスができるようになったりすれば心強いねとか、いろんな新しい時代の整備士が顧

客に対してできるサービスっていろんなものがあると思う。そういったものをイメージで

きるようになると、新しい時代に対する不安はあるが、同時にやりがいや自分が身につけ

ていかないといけない技術や知見とかが見えてくるのではないかと思う。だから、新しい

時代の整備士の仕事って何なのだろうねということが具体的に見えていくと、自分が目指

す整備士像とか果たす役割というものが同時に見えてくると思う。 

（片山委員）最後のところがそこまで深められていなかった。 

（森教授）不安はあるだろうけれど、将来的に、整備士やディーラーで仕事をしていく時

に、自分が見えていることをより幅が広く奥行きが深いところまで見えるようになる意識

を持つというところが、こういう活動の中で深められそうなところかと思う。自分が整備

士として不安だということは分かるのだが、何故整備士が必要なのというところから見る

と、違った視点が生まれてくような気がする。 

 もう一つの質問が「自動車整備士の募集チラシを作ってみよう」ということで、チラシ

を作るところまでいけば、活動としては時間がかかかもしれないという気がするので、ど

んな文言を盛り込んだらよいかぐらいの感じ、コンセプトみたいな感じですかね。 

（片山委員）実際、そういう感じです。 

（森教授）期待するとか求める人材の例として、課題を発見する力、挑戦する力、創造する

力等、まとめるとそういう言葉になってくるが、多分大事なのは、課題を発見するという

のはどういうことなのかということになる。まとめるとそういう言葉なのだが、それって

具体でみるとどういうことなのですかとか、チームで働く力ってどんな力なのですか、と

いうのが、むしろ考えてほしいことなのではないかと思う。ここで言っている話というの

は、社長が社員に対して要求する能力ですよね。例えば、そんなチラシを見て、学生さんは

どうなのか。「これからこういうことを要求されるんだ」という風に思うのだろうか。 

（片山委員）これはこちらが考えたことで、実際には、学生からはコミュニケーション能

力が一番多く出てきた。想像力、ＩＴスキルのようなものも出てきた。自分がそういうも

のを求めるということは、それが求められているのだなとわかったと思う。 

（森教授）例えば、コミュニケーション能力ってよく使うし、自分で言ったりもするが、具

体的にいうとどういうことだろう。だから、学生さんも大人もそうなのだが、聞いた言葉

ってすぐに使える。内実を全く伴うことなく使える。だから、マジックワードってよく言

うのだが、それを言っておけばよいよね、中身はよく分からないが、それを言っておけば

良いよねというもので、例えば、周りの人とコミュニケーションを取る、これは全然悪い

ことではない。とても良いことですよね。そういうことはわかっているが、コミュニケー

ションがうまくいかないし、そう思っていてもうまくいかないし、失敗したりそれどころ
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かコミュニケーションをとらないというようなことが発生する。それはなぜかというと、

コミュニケーションが大事だということは分かっているけど、コミュニケーションが一体

何なのかよくわかっていないということから生じると思う。差別はよくないというのはよ

く言うし、誰に聞いてもよくないと答えると思う。だけど差別するわけです。つまり、差別

ってどういうことなのか、その仕組みは何なのかがわかっていないから何も変わらない。

若干求められる人材能力というのが、内実が何なのか、学生にとって実感できる言葉なの

かなというのは少し思う。だからいけないというつもりはないが。例えば最初の側からこ

ういう能力を出すということはよくあるのだが、求められた時に社員として応募したいな

と思うかどうか。つまり、前半のところで不安に思うことばかりあって、ここでもまた能

力がいろいろ求められますよという話である。だけど、前回何を基準に就職先を決めたら

よいかという話があったが、逆に、チラシを作って来てもらえるチラシになっているかど

うかというと、どうでしょうかね。逆に、職場に整備士として就職するにあたって、「どん

な環境だったら就職してみたいと思いますか」ということを考えてみた時に、ここで挙が

っているワードと違うワードが上がるかもしれない。募集する訳だから、人材不足の話も

出ていたが、人材不足ということは、選び手市場ということですね。「そこは行きたくない

です」というようなことを、雇われる側が選択する、そこの中で、あなたは雇われる側なの

でこういう能力、ああいう能力というのは持っていないといけない。当然といえば当然な

のだが、それで人は来てくれるのかということをやはり思いますよね。その時に、どちら

の立場も必要なので、逆に学生さんの立場からしても「こういうチラシであれば行きたい

な」と思う事柄は何でしょうか、ということである。そこのところで、ひとつ前の自己実現

ということについて考えたことが生きてくるのかなという気がする。その中で、いろんな

新しい能力が求められている、そういう状況ですよね。だから、ここに挙がっている人材

例は所定のものとして要求されている。「こういう状況の中でどんな企業だったら行ってみ

たいと思いますか」また、「人にきてもらえますか」と、両方の立場になって考えてみると、

もう少し具体が見えてくるのかなと思う。例えば、変革がすごく激しい時代の中で、自分

が学んできたことがすぐに使えなくなってしまうかもしれない、陳腐化してしまうかもし

れない。そんな中で、ちゃんと学ぶ機会がある企業であること、「そんなの常識だろう、自

分で身につけろと、それが続かなかったらお前は役立たずだ」みたいなことではなく、整

備士がちゃんと研修を受けてきちんとそれぞれの技術を更新していけるような職場である

かどうか、あるいはコミュニケーション能力というのもそうですよね。個々の仕事を一人

りにだけ負わせるのではなく、チームとしてより良いサービスというのを作っていく環境

ができている企業であるとか、あるいは、自動車の業界もいろいろ変革期にあるので、そ

の幸せをどこに持って行くのかみたいなことが問題になったりするので、そういったとこ

ろで不安がない企業というのは、とても大事だし、また自分がそういう所に就職したとき

にどんな職場環境をつくれば同僚と仲良くやっていけるのか、また将来的に入った時だけ

ではなく 10年後、20 年後も続けていけるような環境になっているかどうか、あるいは、顧

客の人が満足できるようになっているのか、みたいなことが多分大事になってくるような

気がする。そういう所が見えていけば、社長とも話ができるじゃないですか、立場の違い
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を越えてね。だから、一方的にこういう能力がいるという話と、確かにそれは大事だがそ

れを一人だけでやれと言われてもどうやってやったらよいのか分からないというようなこ

とが見えてくると、職場で仕事をするというのはどういうことかがより具体的にイメージ

できるのではないかと思う。できれば、もう少し具体で、できれば自分が就職してみたい

と思えるような、整備士にとっても消費者にとっても働きやすいメリットのある整備工場

なり企業の在り方ってどんなものだろうね、ということである。正解がどうこうでなくと

も視野が広がっていけばよいと思う。多分、学生さんにしてみれば、整備士の仕事という

のがあって、それを滞りなく済ませることができればいいんだよねというのを素朴に思っ

ていると思う。そのことに対して給与が支払われるというようなものだと思う。そこに企

業としての存続であるとか同僚との関係であるとか顧客との関係というのは、直接的には

まだ視野に入ってきていない。その視野が広がっていけばよいのかなという気がする。そ

の話が、そこに書かれている非認知能力みたいなものですね。目に見えて直接的に対応で

きるものと、その背景にあるものとかを具体的に思い浮かべて、どういう風に関わってい

けばよいのかというのを軸の方を替えながら、そういったことに繋がっていくのではない

かと思う。そういったことが見えるようになっていくことによって、ここで人材例に挙が

ってくるようないろいろな力が具体化されていくような気がする。やはり、哲学対話は「気

づき」ですよね。「あ、そうなんや。自分は今までこういうこだわりや見方をしていたが、

いろんなことを聞いて視野が広がったな、こんな見方もあるのだということに気づけるか

どうか。気づけるきっかけを出せるかどうかが一番ポイントになってくると思う。具体的

にどんな風に進められたのかが分からないが、学生さんは先生に「どう思う」と聞かれた

から、先生はどういうことを答えてほしいのかなみたいなことを考えながら答えるという

ような感じになるかなと想像するが、そこのところで、こちらの思っていることを答えて

もらう必要はなく、「あなたが気づいたことを教えてほしいのだ」ということが大事だと思

う。そういう意味では、回数を重ねていかないと何を言われているのかよく分からない、

何を答えたらよいのか分からない、という感じはあるのかもしれない。 

 Ｐ94 の指導案についてだが、目標の⑴の気づきのところで、この気づきでいけないので

はないが、「多様な能力が必要であることに気づく」とあり、その事例として４つ挙がって

いる。ただ、普通に並んでいるが、多分「新しい情報を取り入れる力」「新技術の取得」は、

は進んで取り入れる態度みたいなものですかね。そこは割と具体で分かりやすいが、それ

に対して「広い視野」とか「問題解決力」というのは分かったようでわからない言葉だと思

う。特に学生さんにとっては分からない。それをイメージできるようにするというのがす

ごく大事。目標で「広い視野が持てるようになりましたか」と言われたら、持てるようにな

ったような、持てるようになっていないようなという感じなので、こういう目標を立てる

時は、何ができたら目標達成なのかがはっきりしないと、評価側にとっても分からないし、

被評価側の学生にとっても達成できたのか、達成できてないのかよく分からない訳である。

そういう目標に関しては、より明確なこれができていたら良いんだよというのを示してあ

げたらよいと思う。例えば、この場合であれば、「社会や技術の変化による影響に目配りす

ることができる広い視野や問題解決力」みたいな仕方で、つまり新しい技術が出たという
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ことは分かるが、そのことが具体で、整備士にとってどんな影響があるのか、お客さんに

とってどんな影響があるのか、社会にとってどんな影響があるのかというところに気づけ

たら良い。いろんな表現の仕方があると思うが、少しそういう風に平たく言い直す癖を教

師の方もイメージしておくと指導がしやすくなるし、学生の方もこういうのができたらよ

いのだなということをイメージしやすい。最近なら、ルーブリックという言い方をします

ね。これができていたら標準で、さらにこれが付け加わっていたらより良いと、そんなよ

うなことを具体的にしてあげた方がより分かりやすいかと思う。 

 これも若干問いかけが多いかなという気がする。やはり、気づきというのを促すために

は、瞬発的に気づいたりしないのである程度のやり取りがあって初めて気づけるというの

があるので、あまり問いを多くしてしまうと不完全燃焼のまま済んでしまうということが

あるかと思うので、この中で４つの場面があって、多分動画が４つの場面に分かれている

からそうなるのだと思うが、例えば、場面①と場面②はつながっているといえなくはない。

場面③はちょっと分からない。エコノミーの話を話題としてしたいのだと思うが、そこは

取捨選択である。込められたもの全てについて考えるのか、触れるだけで「そこは考えと

いてね」というような仕方で処理するかだと思う。「車の使用は本当に必要なのだろうか」

というところで言うと、「車の修理をしなくても何らかの仕方でシェアしたり公共交通機関

を利用することで分かれてきますよね」ということだと思うが、割と答えやすい。何かに

気づかなくともよいと思う。「車を使う人にもいろんな事情があるよね」というということ

に気づかせることができるという意味ではあっても良いかとは思う。そこから先は取捨選

択と思う。 

 話が戻るが、場面①のところで、「ガソリン車と電気自動車には、それぞれどんなメリッ

トとデメリットがあるだろうか」ということだが、それに対して何を答えるかというと知

識による発言をする。自分が知っている話をすると思う。それで終わったらあまり意味が

ないという気がする。知識の確認をすることが目的ではなく、ここで何か一つ視野を広げ

るということであれば、知識による発言をしてもらった上で、「さあ、それはほんとのこと

なの」とか「別の観点から見てもそう言えますか」というのをちょっと入れたいですね。そ

こは、どんなテーマでもよいと思うが、例えば「電気自動車は排気ガスが出ないので環境

に優しいと言われているが、それはどういう意味なのか」運転中には排気ガスが出ないが

充電するわけだから発電して、そこの部分で出ているかもしれない。また、電気自動車そ

のものが電池をどうするのかとかがある。例えばリチウム電池であれば、どこでリチウム

を買ってくるのか、そこの職場環境ってどうなっているの、みたいなことも実は問題にな

る。そういったところまで視野を広げるといいよねということであったり、また、デメリ

ットのところで、ガソリン車は騒音があるということになっているが、確かに電気自動車

よりは音がするが、エンジンは音がするのは当たり前でしょうという話だが、モーターは

なぜ音が出ないのか。モーターは最初から回っている。ピストンを使っているのでエンジ

ンは回っていない。前後のものは振動を起こすので、振動を起こすものは音を出す。では、

それをどうやって防げばよいのか。普段考えていないことだが、考えてみたら不思議なこ

とである。または、「電気自動車は運転する楽しさが感じられない」とあるが、これなどは
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面白い。マニュアル車を運転するような操作感がほしいと、それが運転する楽しさだと言

っているが、運転する人にはどんな人がいるのだろうか。みんながみんな、ギアをカチャ

カチャしたい人ばかりではない。車を利用している人はどんな使い方をしているのだろう。

車を操作するのが好きな人にとってはその通りだが、家族でリゾート地へ行こうとしてい

る人であるならば、もっと楽に運転ができて静かで、できるだけ自動運転に近いような、

疲れない、中も綺麗で音楽が響いて、テレビとかも快適にみられてという、運転する楽し

さかどうか分からないが、車に乗る楽しさがそういう所にあると言えるかもしれない。ま

た、後ろの座席の人と話がしやすいというのも楽しさに繋がるかもしれない。後ろの座席

の人に声が届きにくいが静かだとそういうことができたり、あるいは意図的にマイクロフ

ォンで音を拾って後ろへ流せるようになったら、移動する時間も楽しいものに変わるかも

しれない。あるいは、大企業の社長さんなら自分で運転したりしない。すると、防音がしっ

かりして快適に過ごせる車が良い車となる。また、車はバッグと同じように自分はこんな

すごいものを持っているというようにステータスを表現するものになるかもしれない。そ

ういう意味でいうと、電気自動車には意味があるかもしれない。やたら、そんなスピード

つけなくてもいい、加速しなくてもいいというのを取り入れたＥＶ車もあるので。そうい

う風に、自分は知識を持って判断しているが、それを具体に当てはめてみるともっと違う

物が見えてくるよねというようなところを考えさせてもよい。視野を広げるということを

考えても良いと思う。その話が、場面②の「環境に対応するにはどうしたらよいのか」とい

う話に繋がっていくと思う。環境への対応は、知識に頼って答えると思う。他にどんな対

応が考えられるかは、知識に頼っているので新しい対応はなかなか難しくないですか。 

（片山委員）そうですね。ここにあるような意見が単発的に出るようなものですね。 

（森教授）ここに挙がってくるのは、割と知識を越えた考慮をした上での発言に近いかな

と思う。環境に対応するということであれば、内燃機関の排気ガスの消費量を下げてより

エコに走る仕組みを作るとか、ＥＶ車にしましょうというのが入ってくるかと思う。自動

運転にすると環境に対応するのかどうかよく分からないが、マニュアル車をやめるという

のはよいかもしれない。オートマ車の方が多分低いので。自動車の税金を上げる、これも

発想としてはよいと思う。何故なら、自動車というのは単体で完結していないということ

である。自動車を購入する人がいて、その人が必要なのだろうが、使用を控えさせるのは、

自動車の維持費が高くなることであるとか、ガソリンの税金が高くなったりしたら控えま

すよね。経済的に限界が来るので、環境に対応すると言った時に、学生がまず考えるのは、

自分にまず何ができるのか、直接的にできることを考える。ただ、頑張って我慢するとい

うような話だが、発想を少し広げると頑張らなくても自然とそうなる方が効果的ですよね。

頑張らなくてもそうなるというのは、例えばガソリンが高いと自然と減らしますよね。そ

の方が効率的だというのは、単なる知識というよりも一次元先のことを考えている。リサ

イクルなどもそうである。自動車があって使っているという場面だけを想定しているので

はなく、生産の所の環境の負荷性、車の役割を終えてからの環境の負荷性も考慮に入れて

いる。目に見える小さな、直接的に目に見える以外のところの負荷性に気づけるのはとて

もよいことだと思う。だから、ここのところで目標としていきたいのは、自動車を１時間
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走らせて、その中での環境の負荷性を下げるというのが誰しもが思う所だが、そこを取り

巻く状況まで目を配った上で、その利用者の状況なども配慮しながら、どうすると少しで

も環境の負荷性を下げられるのか、というところが具体的に言えるようになるといいです

ね。どういうことかというと、知識のレベルでは考えていなかったかもしれないが、そう

いう視点、自動車って使っている場面だけではないよね、ということに気づけば生産のと

ころの環境の負荷性、廃棄後の環境の負荷性に目が行く。あるいは、内燃機関はだめだか

ら全部電気自動車にしましょうというのも良いのだが、今のように値段が高いままなら必

要な人はどうしたら良いのかみたいな話がある。では電気自動車にシフトしていくための

何らかの、お金持ちはいいけれどお金のない人はできませんというのは困るので、そうい

うものに対する政府からの援助みたいなものもより拡充するというのも、周りの状況を踏

まえた発言になるのかなと思う。そういった発言が出てくると良いというか、シェアを広

げるということができていればよいと思う。 

 場面④で、「10 年後、20 年後の自動車業界はどうなっているのだろう」というので、そ

ういうことを考えてみるのは良いと思うが、ちょっと漠然としている気もする。予想なの

で、正解不正解みたいなものを思う学生もいるかもしれない。その時に、せっかく環境に

対して考えていかないといけないよという話をしているので、逆の方向で、「では、10 年

後、20 年後の自動車業界がどうなっているといいな」「自動車がどんな風になって進化して

いくみんな幸せになるかな」というように夢のある話をしてもよいのかなと思う。なぜそ

ういう話をしたのかというと、発想を広げるとか視野を広げるということにつながるかど

うかというのを一番大事に思っているので。例えば自動車を使うシーンみたいなものを具

体的に思い浮かべて、「こういうのが実現されると素晴らしいよね」というものがイメージ

できるととても良いと思う。皆さんはあまり思わないですかね。Ｐ96 の最後の右側のコラ

ムのところで、今後、さらに技術の高い様々な自動車が開発され普及していくと思われる」

とあるが、動画の「ずっと整備士としてやっていきたい」「新しい情報も勉強していく」な

どの言葉を手掛かりにということで、モチベーションを上げていきたい部分もある訳です

よね。モチベーションをどういうところで上げるかというと、やりがいがあったり夢があ

ったりするというところで、「今後の自動車業界に対して不安がありますよ」みたいなこと

を思い浮かべそうな気がするので、夢があるような、実際に挙げているものの中には夢が

あるものもたくさんあるかと思うが。夢があるような自動車整備士というのは難しいです

か。 

（片山委員）未来の自動車のようなことについて話をするのか、自分が働く自動車業界の

職場がどうなっていったらよいのか、その辺りが混ざって話が出てくる可能性があるので、

どちらかへ絞り込んだ方がよいのかと思う。 

（森教授）職場の話は、①のところで出来そうな気がしますね。だから、「使用者のことを

考えて、その人たちが幸せになることができるような自動車技術ってどんな技術だろうね」

というようなことは、考えても良いかなと。ただ、ここは学生さんがどんな様子かにもよ

ると思うが。 

（片山委員）それは、いろいろと発想はしてくると思うので、図でも描かせると余計に出
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やすいかと思う。 

（森教授）もちろん現実的な方向に向けて発想を広げていくとか視野を広げるということ

もあるのだが、いろいろ無意識のうちに発想の範囲を現実的なことに限定してしまうとい

うこともあるので、どんなに非現実的でもあったらいいよねという夢を語るというのも一

つの方向性としてあると思う。例えば、ＡＩ技術が進んでいくと、転倒しないバイクが作

れるでしょう。そしたら、すごく楽しい訳ですよ。バイクは転倒するときに怖い訳だが、絶

対に転倒しないバイクなら、運転する楽しさをより実感できる。例えば、運転するのが好

きだけど、ＥＶになると退屈になるよねという人は、そんなものがあったら楽しいかなと

か、自動運転していて家族で移動するのは楽しい自動車を想像してもよいし。だから、場

面④、Ｐ95に挙がっているのは夢に近いところである。Ｐ96 のところは心配事に対する解

決というか意見ですね。そうでもないか。「故障したときは、誰が運転するのか」は心配の

方で、その次の「コンピュータが自動で修理する」というのは夢の方かもしれない。そうし

たら、整備士は要らないみたいな話になるが。「整備士は消耗品の交換だけになるのだろう

か」は、心配事ですかね。だけど、消耗品の交換をするのはつまらないことなのだろうか、

ということである。多分、そんなことはないのじゃないかと思う。もちろん慣れてくれば

退屈だということはあるが、ルーティンワークだからつまらないという訳ではないですよ

ね。ルーティンワークをやっている整備士さんは、退屈しているのですかね。思わぬ不調

に出合ったユーザーは、ちょっと心配ですよね。そこで、どんな様子かを話して、では見ま

すね、というようなことをやり取りしながら、できるだけ迅速に、不安を与えないように

して、対処後、ここはこうでときちんと説明をして、相手も納得して代価をいただくとい

うことですよね。そこら辺を気持ちよくしようと思えば、いろいろと考えることがありそ

うな気がする。そこが、うまくできれば、つまり消耗品の交換ができればよいのだという、

単に見て直った、というだけではだめだと思う。だから、消耗品の交換しかしない整備士

さんは、整備士さんとしては何か欠けている。ちゃんと診断をして、顧客、ユーザーの人が

心配せず、気持ちよくサービスを受けてもらえること、そして納得してお金を支払っても

らうことである。そういうやり取りがなかったら、量販店へいけばもっと安い値段で売っ

ているのに、付け替えればよいだけだというような話にならないようにということをちゃ

んとやらないといけない。たいてい、ユーザーの人などは整備などはしていないから、そ

ういった機会にきちんと目配りすべきところをできるかどうかだと思う。そこは、①の整

備士さんの将来像で考えてもよいかもしれない。だから、整備士さんの仕事は、決して単

純作業ではない。複雑なものも含んでいるサービス業であると思う。どっちがいいですか

ね。「自動車業界はどうなっているのか」というのは、ざっくりというか、漠然とした問い

かけになっているので、もう少し夢のある話にしてもよいだろうと思うし、整備士として

やっていきたいと思えるような。でも、職場のところは、①のところでやったらとよい思

う。「自分が、夢のある自動車業界にどう貢献することができるか」みたいな話で若干入っ

てくるかな、そういう考え方もできるかと思う。 

（片山委員）我々が全然気がついていないところがあるので、深く掘り下げるというか、

視野を広げることがなかなか難しいところです。 
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（森教授）深く掘り下げる、視野を広げるということを具体化するということはどういう

ことなのかというのを、教師自身もなんとなく知識で補ってしまう。知識は教師の方が多

いので教師の方が視野は広いと勝手に思ってしまう。 

（片山委員）もう少し、視野を広げるという視点で展開の仕方を考えていかないと、同じ

ようなことにしかならない。 

（森教授）学生さんもずっと観察していると、どうもここで行ったり来たりしているなと

いうのがわかるので、そこの外側に気づけるような働きかけをしてあげると、「あ、そうい

うところ考えていなかったな」と必ず考え始める。何か言った時に「それってどういうこ

と」とか「それだったら、こういう人はどういうことになるのかな」みたいなことを言うと

勝手に考えてくれる。 

（片山委員）その問い返しがなかなかうまくできない。この場面で問い返しをしないとい

けないのにスルーしてしまったり、あまり深まらないのに問い返しをしてしまったりして

沈黙が続いたりする時がある。 

（森教授）学生の方に、目標がうまく共有されていないこともあると思う。「何をやりたい

の」というもの、授業って、小中高で長年経験してきたパターンみたいなものがあります

よね。先生は正解を知っていて、それを答えるというゲームが授業だとずっと思っている

訳で、ゲームの範囲の中で適応してきた。質問されたことに対して答えられないのは、自

分の知識や考えが至らないせいであって、困ったなと思ったりするわけですね。そんな中

では、わからないとか、気づかないとかはだめな場となっている。だから、どこがわからな

いのかと聞いてもなかなか答えられない。分からないということをあまりちゃんと受け止

めたことがない。分からないの正しい答え方は何かというと、「Ａという方向から考えると

こうなって、Ｂというところから出発するとこうなって矛盾する」というのは、発展性が

ある。「何が分からないか分からない」という生徒がいるが、それは、わからないをあまり

分析したことがない。だから、「どこがわからないかを説明できるようになればいいよね。

それがあなたのお仕事よ」というような言い方をしたりもする。あともう一歩のところで

発想の枠を越えられるのにという時に、越え方のヒントを出してあげられるとか、ちょっ

と越えているねということがあれば、そこを大げさに評価する。よくやるワークで、「鉛筆

をどういう場面で使うか、鉛筆を使うやり方を 50 個作ってください」というのがある。最

初は、絵を描いたり字を書いたりしているが、だんだん出なくなる。すると「背中をかく」

とかが出てくる。「背中かけるよね、それはすごい」と。何故かというと、自分が今まで知

っている使用法ではないから、そういうのも使用法として有りなのだということで、では、

サイコロにしますとか、積み木にしますとか、出てくる。それは、素材としての形状は保っ

ている範囲で生徒は言うようになる。その一連のパターンが無くなってくると、今度は、

本数を限定する子が多い。最初は１本で。次は２本で箸とか。みんな１本だと思っていた

のに、君は２本ですごい。２本でもよいならもっと多くてもいいですねと、家を作ったり

する子が出てくる。作る系がしばらく続いた後、低調になってくると、「暖を取ります」と。

「君はえらいよね。もったいないけど燃やせるよね」「鉛筆の芯を彫刻する」というのが出

てきたりする。そういうのを見ていくと、ちょっと越えたという所があると、それをしっ
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かり聞いていると次にどんなことをすれば良いかが見えてくる。そうすると、次はどんな

風に外していくかを生徒は考え始める。そうなると、いろんな発想を出してくる。そうい

う発想の視野の広げ方みたいなものを教師が見ていて、どうしても狭くありきたりの話に

なりがちのところで、消費者はどんな人でどんなことに困っているのという助け舟を出す

と、そこでイメージを膨らませていく。先程の「部品の交換しかしないの。誰の車の修理を

しているの。代金をもらわないの？」と言うといろんなことが目に入ってくる。 

（片山委員）大変よく分かりました。いろいろとご指導をありがとうございました。 

以上 

［指導風景］ 
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指導助言記録 

事業名 2024 年度『専修学校による地域産業中核的人材養成事業』 

   次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業 

代表校 専門学校日本工科大学校 

 

テーマ 令和６年度の哲学対話教育の教材及び指導方法について 

開催日時 2024年 11月 13 日（水）14：00～18：00 

場 所 兵庫教育大学 森 秀樹 教授研究室 

出席者 ＜指導助言者＞兵庫教育大学 教授 森 秀樹 

＜助言聴取者＞片山委員 

内容等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[指導目的］ 

令和６年度に実施予定の哲学対話授業３本の授業展開について助言をいただく。 

［内容] 

（１） シナリオについての説明と熟読 

（片山委員）シナリオ修正案ができました。シナリオについて、以前ご助言をいただいて、

それをもとに修正しました。お目通しください。 

＜シナリオの熟読＞ 

 

（２）指導案についての説明と熟読 

（片山委員）そのシナリオをもとに、指導案を作成しました。お目通しいただき、展開につ

いてご指導いただきたい。 

＜指導案の熟読＞ 

（森教授）この指導案は、まだ授業をしていないが検討をということですね。特に、困った

ところがあれば先に聞きたい。 

（片山委員）やはり、議論の深まり、深堀りというか、学生も今持っているものは出してき

てお互いの情報交換はできるが、その次への深まりのところがなかなか難しいというのが

一つである。もう一つは、これも深まり的なことだが、テーマは結構大きなテーマで、広が

りは出てくるが、広がったものからの焦点づけである。もちろん教師がねらいを持ってい

るので、教師がねらっているところへ引っ張っていこうとするのだが、そうするとそこで

議論が止まる。そういった広がりはある程度できるが、深まりというところで、議論が止

まってしまう。あるいは、そこからのゆさぶりがどうしても弱い。特に、森先生が、「教師

が目的をもって、そして、授業中には事前にこういう風にゆさぶる。自分のいろいろな手

段を持っておいて授業に臨まないといけない」と言われていた。そのゆさぶりをどんな場

面でどんな風にしていけばよいのかというところが、特に我々がこれだなというのができ

ないところである。 

（森教授）まず、二つ目のところですよね。どうしても考えた通りに進めようとすると進
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まなくなることがよくある。こちら側が目的とかを持っておくことは大事だが。目的を持

っているということと、その通りに授業を進めることとは若干違うところがあるかと思う。 

具体的には、結論で押さえるのではなく、観点で押さえる。結局どうなったのかというと

ころは、いろいろ受け止め方が出るかもしれないが、ここはあまり考えていなかったねと

か、ここのところに気づいていなかったからＡがＡではないというような議論になってい

たよね、というようなポイントがたぶんあると思う。そこだけ持っておけば、割とよいと

私は思う。例えば、それぞれの教材の中で、ここを深めたいのだというのがあると思う。そ

このところの作り手の意図というか、あれば教えていただきたい。順番にそれを見て、そ

れぞれについて、どこに焦点を合わせると深めやすいのかを相談できたらと思う。 

 

教材①「自動車業界でできるＳＤＧs って、どんなものだろう」について 

（森教授）まず、教材①の一番のポイントは何なのか。２つ問いがあって、２つ目の問いが

「自動車業界が取り組んでいるＳＤＧs ってどんなことだろう」と書いてある。これってど

んな風に答えたらよいのか。つまり、「辞書的にＳＤＧs ってこうだよね」という説明はあ

ると思う。ＳＤＧs のいくつかのゴールがあって、それに関わるような自動車業界の観点と

いうのはあるよねと。こういうことに取り組むことが、自動車業界が取り組んでいるＳＤ

Ｇs っていうことを期待しているのか。 

（片山委員）そうですね。ＳＤＧsってことは、学生からいくつか出てきて、実際はこうで

すよ。「17 の項目があって、自動車業界ではどんなことに取り組んでいるのでしょうね」と

いうところで、どうしても電気自動車など環境だけに目を向けて、環境のこと、イコール

それを業界も進めてお金儲けをしようとしているという短絡的な考え方になるのではない

かなと思う。そうではなく、自動車業界自体が地球のこと、人間のことを考えていろんな

開発をしているのですよという、そういった観点に目を向けさせたいというのが、深めた

いところである。 

（森教授）なるほど。その方向性はよくわかるが、その問いが、相手にうまく通じるかどう

かである。「ＳＤＧs ってどんなことだろう」と聞かれたら、環境を守ることだとか、女性

問題であれば、女性が働きやすい職場にするだとか、というようなことが出てくるかと思

うが、そういうここのポイントを尋ねると、今度は知識物になってしまう気がする。だけ

ど言われていたのは、そういうことではないと思う。そこのところが分かるような問いか

けが、どういうのがよいのかというのは、こう聞けばよいですよというのはなかなか言い

難いところではある。そこが共有出来るようになれば、深めるきっかけになるかと思う。

例えば、シナリオの方だと、こういう風にヒントになるような発言がある。「環境や資源や

エネルギーの問題を考えている企業じゃないと業績にも影響するからなあ。特に、お前の

働いている自動車業界は脱炭素とか言って、責任重大みたいだしなー」とあるが、これも

一つの見方ですよね。でも、これは損得の話である。「ＳＤＧs っていうのは、そういうモ

ノとか資源とかいうことだけではなくて、女性の活躍とか障害者雇用のこととか、ＬＧＢ

Ｔへの理解とか、あとなんだっけな、あ、そうそう、父さんみたいなシニア・ベテラン層の

活躍なんかについて、みんなで話し合ってこれからの人材育成やなんかに取り組んでいき
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ましょうっていうのもあるみたいだな」と、いろんな話があるが、ここのところ学生さん

はついて来れますか。こういうことも含まれていますよと、例えば障害者雇用のことを自

動車業界の中で、ＳＤＧs として行っているような事例が割と普通にあるのか、あるいは一

般企業と同じようなやり方でやっているのか、そのことを、学生さんは知っているのか知

らないのか、その辺りはどうか。 

（片山委員）学生は、環境とか女性、障害者ぐらいまでは何とか知識を持っているかと思

うが、それぐらいである。 

（森教授）自動車業界のＳＤＧs という入りをしているので、自動車業界に特有な何か女性

の活躍とか障害者雇用の議論はあるのか。一般企業としてそういうことをやっているとい

うのはわかるが。 

（片山委員）女性の方は、女性エンジニアが増えているというのは事実で、男女関係ない。

これまでは、男性の職業のようなイメージを持っていたのが、垣根が低くなっているとい

う取り組みは、業界はやっていると思う。 

（森教授）どんなことをやって成果が表れたのか。 

（片山委員）社内教育なんでしょうね。事務員で入社した人に、整備士のこういうのをし

てみたらどうかと。これは、女性に限らず、男性の事務職員の人にも声掛けをしているな

ど。 

（森教授）整備士への成り手が不足しているということですね。 

（片山委員）それで進めて、自分たちの会社の中で資格を取らせていく。それは男女関係

なくしている。 

（森教授）それなどは、とてもよい事例かと思う。学生さんがそういうことをリアルなこ

ととしてイメージできるかどうかということが大事で、ここで言っていることが分かるか

どうかである。こんなこともやっているんだよというような話は少ししてあげたら、より

リアルに理解できるのかと思う。余談だが、私の娘は今大学生で、工学部に行っている。中

部圏の大学に行っていて、そこは割と女子比率が高い工学部である。なぜかというと、ト

ヨタがとにかく女性エンジニアをほしいということで、大学が意識して増やしている。何

故、トヨタはそんなに女子を欲しいのかと言ったら、男ばかりだと出てくるプランがみん

な一緒であるということらしい。自動車の利用者の半分が女性で、それなりに女性のニー

ズが高い訳だから、その人たちが使うのに、その人たちがいろんなところに携わっていな

いのはおかしいのじゃないかということらしい。そういう業界の中で、男女格差があるか

ら女性というのではなく、働き手がいないから女性ということではなく、女性ならではの

活躍の場が、場としてエンジニアが求められている、という話もあって、そういう発想と

いうのはＳＤＧs に近いかと思う。たぶん、学生さんたちに考えてもらいたいというのは、

「ＳＤＧs とは、いろんな課題を解決する」ということで、何か難しいことを一生懸命に何

とかしないといけないことに対応することみたいに思ってると思う。めんどくさいじゃな

いかということである。もちろんそういう側面はあるが、そこに参加していろいろと知恵

を絞ってみることがすごく意味があることだと思う。そういうマインドが共有出来たら考

えが深まっているという気がする。例えば、環境問題って、学校で必ず聞いていることで
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すよね。地球温暖化の問題があって大変だと。ＣＯ２の排出量が増えているので、温暖化

が進んでいると。学校教育の中でそれがどう語られるかというと、「私たちのできることは

しっかりやっていきましょうね」ということですよね。「例えば、何？」というと節電しま

しょうとか、マイバッグを持ちましょう、みたいなパターンに行く。それは別に悪いこと

ではないが、我慢するというかね、我慢してよいことをするというような感じである。も

ちろん、ＳＤＧs って、我慢せずにできるってものではないが、でもそういう課題を抱えた

中に生きている人間が、直接自分ではないかもしれないが、誰かが困っていることがあっ

て、その問題というのはとても難しいので、どこかの誰かに任しておけばよいというより

は、自分もそこに参加して何か手伝えたら良いなとか、その活動自身が幸せなことではな

いかというような、そういう捉え方ができるようになると、いいんじゃないかという気が

する。例えば、指導案の方の、ＳＤＧs の何に気づかせたいかということに関わって、例え

ば、ＳＤＧs っていうのはいろんな課題があって、我慢的なものもあるかもしれないが、な

ぜそうしないといけないのかというのが分かった上で、自分も参加することで誰かが幸せ

になったりしたら自分もやりがいがあるし、生きがいになるよねっていうそういう考え方

ができるようになれば、とても意味があるのかなと思う。例えば、そこを中心にしないと

いけないという話ではないが、例えば、「自動車の各メーカーがなぜＥＶ車の開発を始めた

のか」と言うと、表面的な良さで選んでいることから選びがち、流行りだからというのも

あるかもしれないが、環境保全のためというのは学生は割とすぐに言うと思う。その上で、

「じゃ、なぜＥＶ車はよいのか」という話で、環境にやさしいからいいんだという話だが、

同時にそれってコストが高いでしょうとか、いろんな問題があるじゃないか。そうすると

つらいよね、みたいな話を提示すると、「じゃあ、どうしたらいいのかな」と、ジレンマの

中に陥ると思う。ジレンマの中に陥ったところで、それにも関わらず企業っていうのは、

そこに向かっていこうとしている。それは、おそらく、コストとかだけではなく、企業の社

会貢献みたいな意味であるとか、あるいは企業は本質的に消費者に対して素晴らしいもの

を提供しない限り、利潤を上げることができない訳ですよね。つまり、人々を幸福にしな

い限り企業って成り立たないんだよねっていうような話をすれば、コストがかかるという

のは今後の課題なんだが、コストが高くても人々を幸せにすることができる商品だったら

売れるんだよね。そこを作っていかないと企業っていうのは成り立たないんだよねという

ようなところですかね。たぶん、そういう見方ってあまりしないと思う。そういう話をす

ると、すべての人が平和と豊かさを得ることができる社会というのがここに書いてある訳

だが、それは学生さんたちにとってみれば、素晴らしいことだけど、それはいったい何な

の、みたいなところがあると思う。それは簡単に手に入るものではないかもしれないが、

夢を持ちながら、自分自身もそこに関わっていくというのは社会人としてやりがいのある

ことですよね、というような気づきに持っていけるかどうか、というのが一つの見方かな

と思う。先ほどの２つ目の「自動車業界が取り組んでいるＳＤＧs っていうのはどんなこと

だろう」というのは、例えば、「なぜ、自動車業界は、企業にとって不利なＳＤＧs に取り

組んでいるのですか」というようなことを考えてもらってもよいのではないか。だって、

ＳＤＧs に取り組んだら、企業としては足かせでしょう。でもやる訳ですよね。そこにしか
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企業は生き残る道がない。一時的に安く買えたとしても、次の世代には淘汰されてしまう

ので。社会的な負の財産を生み出しつつ短期的にはコストを下げるというのは、次の世代

まで生きる。長い視野で見て負荷をかけずにより良い提供をしないと企業は生き残れない。

一つのゴールとしては、企業による社会貢献について意識できるようにすることで、何ら

かの提案ですよね、自分自身がその企業に対する社会貢献であるとか、自分自身が社会に

何らかの提案ができるような社会人になってほしいというのが、ここでの大きなまなざし

がそちらに変わってくれたらよいのかなと思う。一旦、そういう目になってしまうと、直

接関係のないような女性の活躍とか、障害者雇用とかというものが、企業にとって大事だ

ということがすんなりと理解できるというか。特に、ゲストティーチャーの方を入れると

いうことだから、もちろん、葛藤もあると思う。「環境にやさしい物を作ると、やはり高く

てね、競争に負けそうみたいで、ドキドキするんです」みたいな話もあるけれど、それにも

かかわらず、やろうとしているモチベーションみたいなものがある訳ですよね。そんな風

なところを学生さんはなかなか知らないし聞くことができないので、そこから、なんでＳ

ＤＧs とかめんどくさいこと、ある意味、短期的にはやらなくてよいと思っていることをや

るのか、いやいややるのではなく、進んでやるってことですよね。そこら辺の感覚って大

きいような気がする。環境問題は我慢してよいことをする。よいことをするって、大抵学

生さんにとっては我慢することなんですよね。だけど、たぶん、社会貢献しようとか、言っ

ている人ってのは、我慢しない訳ではないけれど、そこにやりがいや生きがいや素晴らし

さの価値を見出せるってことですよね。そんなところに次元の違いっていうのが気づけた

らＯＫなのでないかと思う。 

（片山委員）ほんとにそこまで高められたらよいが。見方が全く変わってきますね。 

（森教授）でも、割とそれは難しい話でもないというか、学生さんもこんな感じのことか

なみたいなイメージを持っているような気はするのだが。単に理念を理解し、一般的に言

われていることをやる、環境を守ろうねということだけではなく、そこにはいろんな難し

さもあるよね。難しいと面倒くさいよねとなってしまう人も多いかもしれないが、そうい

うジレンマに困っている人が目の前にいて、自分はそれを解決するチャンスがあるかもし

れない。そういう時に、それをやってみるというのはとてもエクサイティングだし、チャ

レンジングなのではないですか、という風にまなざしが変わったら素晴らしいことではな

いかと思う。私は、看護学校で話をすることもあるのだが、高校を卒業して入ってこられ

たような方が大半である。中には、もう少し年齢が行ってから勉強される方もあるが、や

はり、歴然とした違いがある。経験値の違いなのだろうが、学校を出てすぐに入ってきて

いる子たちは、自己決定権にすごく、つまりその人が望んでいたら安楽死なんかさせてあ

げたらよいじゃない。中絶だって、本人がよいというならいいじゃないという、代理母だ

って子供を持てない人が持てるのだからよいじゃないと思ってしまう。それは、焦点を、

何かをやりたいという欲望を持っている人にアイデンティティー化してしまうというか、

その人の立場に立 xｇってしまうからである。でも、その周りの人が困ることが同時に発生

するということも同時に見ないといけない訳である。安楽死というのは、本人が死にたい

と思っているからと言って、周りの人が死んでほしいと思っているわけではなく、そんな
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こを言うと逆に、病院が障害者は死ねばよいという話に繋がってしまう。そこまで、見た

上で判断できないといけないが、なかなか経験が乏しいと１点だけで、その人が望んでい

るかいないかだけみたいなことである。だから、自分の欲望からこれはいいよねというこ

とから、それを取り巻く周りのものも考慮して判断したり物を見たりすることができるよ

うになるとよいと、ＳＤＧs はまさにそういうことであると思う。出生前診断というのがあ

って、血液検査をするだけで、かなり確率の高い、遺伝子が分かる技術が開発されている。

ダウン症の子が、前よりも血液検査だけでかなりわかる。それを受けて確定診断をもう一

度するのだが、そうすると、８割５分から９割の方が中絶をする。つまり、出生前診断が中

絶をするかしないかの選択を決めてしまっているわけである。理由は簡単ですよね。ダウ

ン症の子の親になりたくないからということである。えっ？、ぎょっとする訳ですよ、私

なんかは。だって、その子、かわいそうかもよ、と学生は言う。そうか、ダウン症の子って

不幸なんだとか、ダウン症の子供を育てている家庭って不幸なんですかと聞くと、子育て

が大変じゃないですかという。実際を知らないですよね。どんな家庭で、どんな風なこと

が起きているかを聞くと、いろんな価値が生じている訳である。それこそ、反抗期が来て

家庭崩壊するような家庭にはならない。そういうことに気づけるということですよね。自

分に見えているものだけで判断しないということができたら、ある意味ＯＫである。深め

方ということでいえば、彼や彼女たちが何を意識していて何が意識できていないのか。意

識できていないところを気づかせてあげたら、そこで考え始める。考える力は随分持って

いると思う。 

（片山委員）ねらいとするところが、我々は上滑りで、先生がおっしゃったように「なぜ自

動車業界が、企業に不利なＳＤＧs に取り組んでいるのか」というゆさぶりが大事なのだと

いうことがよくわかりました。 

 

教材②「自動車業界の人材不足を解消するプランを考えよう」について 

（森教授）実は②人材不足の問題と教材③の問題は近いかとも思った。でも２週にわたっ

て同じようなテーマを扱ったら、割と学生さんの方も「ちょっとわかってきたぞ」となっ

てくるので、重なっていてもよいと思う。 

（片山委員）これは、違う学生に授業をしようと思っている。３つとも。１級の自動車工学

科の学生が、１クラス 20 人くらいである。この教材を２年生３年生４年生に分けて使用し

ようかと思っている。 

（森教授）では、重なっていても大丈夫ですね。ストーリーは、もう変えられないかもしれ

ないが、「すみません、おしぼりってありますか」とあるがこれは大丈夫なのか。ちょっと

油がついているので、ふきたいのでおしぼり、というのだけど、紙でパックに入っている

のなら問題ないと思うが、布のおしぼりで油をごしごしはちょっとお行儀が悪いかなと思

ったが、そこはだめという訳ではなく。 

（片山委員）ちょっと、検討します。 

（森教授）ここは、「自動車業界が人手不足なのはなぜだろう」というので、状況を見ると

いうのはよくわかる。次の問いで、「自動車業界の人手不足を解消するプランを考えよう」
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というのが次の問いだが、よくわからないのは、学生さんというのは経営者に自己を同一

するのではなくて、働いている人の方に自分の姿を重ねますよね。この目線っていうのは、

経営者寄りというか、である。働き手にとっての視点から問いを立てた方がよいのではな

いか。学生さんの中には将来経営者になろうと思っている人もいるだろうが。別の言い方

をすると、働きたくなる職場にするための提案みたいなものを考えられるとよいのかとい

うような気がする。つまり、「人手不足を解消するプランを考えよう」だと、「賃金を上げま

しょう」とかいうのはよいのだが、それって実際に経営の立場に立ってないから言える訳

である。そういうことって、いっぱいあると思う。言ったってできる訳ではないよね、とい

う話だと思う。だからむしろ、ある種の制約を引き受けた上で、「自分たちが自分たちの職

場をどのようによくしていくのか」という目で考えられるというのが、さっきの話と重な

るのではないかと思う。人手不足の理由が上がっていたと思う。きつい、きたない、危険だ

と。やはり、きつい、きたない、危険はよくないので直してくださいという話だが。だか

ら、当然経営者もそういうことはわかっているので、改善するでしょう。それにも関わら

ず、おそらく人手不足は継続するかもしれないと。でも、学生さんはそこまでわかるかな。

自分たちはそこを選んできている訳ですよね、ある意味。そうすると、負のスパイラルに

陥ってしまうのも仕方がないと思っているのか、改善の余地ありと思っているのか、どん

なイメージを持っているのですかね。例えば、うちの大学の場合だと、教員の仕事はブラ

ックですよというイメージが流通している。教育大学に来たのに先生の仕事はつらそうな

ので、一般企業に行きますという学生も出てきている。ある意味、どこの教育委員会も無

茶苦茶困っている状況である。楽か楽じゃないかだけで自分の仕事を決めるよりは、魅力

のある仕事を選んで、その職場をよくしていくという方が、意味がありそうな気がするが、

そういう発想にならない学生もいるということである。それはもったいないよ、というこ

とに気づいたり考えたりできたらよいと思う。ここの場合であれば、イメージとして敬遠

されがちな自動車業界であり、そのことから人手不足が起こっている訳だけど、みんなは

車が好きとか、夢を持っている訳で、その中で、みんなが働きやすい、つまり自分も働きや

すい、他の人にも働きやすい職場にしていくにはどんなふうに変えていったらよいだろう

か、どんな風に考えていったらよいだろうか、どんな提案をしていったらよいだろうか、

みたいなことが考えられるといいよねと、これも発想の転換みたいなものかと思う。例え

ば、新しい技術を勉強しないといけないから大変だねというという話があるんですかね。

技術畑の人材不足が起こっているからというような話ですよね。自分たちが、電気部品の

整備技術を身につける。そこができるようになると給料もアップするし、求められる人材

になっていいよねという風に見れば、人材不足というか、これはチャンスでもある訳であ

る。整備以外のことも必要であるというのも、例えば営業の仕事をするというのは、車好

きということだけ見ればそうかもしれないが、車を買ってくれたり、その整備を依頼して

くれている人とつきあうということが良い整備に繋がる訳ですね。営業的な活動というの

は整備の仕事にもフィードバックしてきますよね。というような、ここに書いたのは、ネ

ガティブ要因だと思われているが、それは、本当に悪いことなのですか、というようなこ

とも、改善した方がよいというようなことも当然ありますが、それもいろんな見方次第で
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変わってくるよね、というようなことを発見してみる。こういうのって、正解はないじゃ

ないですか。これ、一見駄目そうなことなのだが、こういう風に考えると、やりがいがあり

そうに見えるよね、というようなこと。そして、それはだめだよ、みたいな話にはならない

ので、みんながその気になってくれれば、いろんな意見を出してくれそうな気はする。何

よりも職場の在り方について提案できる人って重要だと思う。職人さんとか、昔の技術労

働者っていうのは、言われたことをきっちりするという美風があったかもしれないが、こ

れからはやはり、職場をよくしていくために、知恵を絞り、あれこれコミュニケーション

をとれるあり方ということが大事になってくるし、今こういう授業を取り入れようとされ

ているのは、そういったことを目指しておられるからだと思う。だから、自動車業界の人

手不足ということが言われているが、働きやすい職場になっていくためには、どんなこと

が大事なのか、みたいな感じだろうか。先ほどの看護師さん話がまさにそうである。病気

やけがをされた方の役に立ちたいと仕事に就く人が多いのだが、やってみるとルーティン

ワークだししんどいしということで、目標は高いがなかなかそれが実感できない、離職率

が比較的高い訳だが、もったいないですよね。そういったときに、どういう風にしたら職

場の仕組みがより良いものになっていくのかというのが、管理的な仕事の人が考えるだけ

ではなくお互いに意見を出しやすい職場にしていけば、それがすべてかなうわけではない

が、管理する側の人にとってもね。そういう意見はとても大事なので。何も言わずに疲弊

してやめますという事よりは、文句とか提案とか、そこはわかるがここはわからないよ、

みたいなやり取りがある職場の方が、風通しがよいのかと思う。だから、人手不足になる

からと言って、具体的な要因があると思うが、やはり、働きがいがうまく感じ取れないと

いう要因は大きいと思う。決められたことだけをもくもくとこなさないといけなくて、そ

の仕事がどうも充実しないという事ですかね。だけど、そこの視点、目の付け所ですよね。

同じ修理をするのでも、顧客の方が喜んでくれたりとか、あるいは、そこで工夫をすれば、

「すごくうまくやってくれた」という風に言ってもらえるのであればやりがいを感じるこ

とができるでしょうし、あるいは同僚とどう関わっていけばよいのかという次第で、職場

が明るいものになったり、ぎすぎすしたものになったりしますよね。そんなところに気づ

ける、場合によっては提案できるというところができればよいかなと思う。 

（片山委員）働き手の視点から課題を見ていくということですね。 

（森教授）もちろん、「人手不足を解消するプランを考えてみよう」と、その時に、どんな

職場だったら働きやすいかな」ということを補ってあげたら、働き手の立場というのも想

像できる。 

（片山委員）将来、学生はすぐに就職する訳だが、確かに、経営者の視点というより、働き

手の視点が重要なのがよくわかりました。  

 

教材③「自分の考えや意見を見つける力が必要」について 

（森教授）これも今言ったようなことと重なってくるのだと思う。就職を決めるときに、

給料とか福利厚生とかだけを見て就職先を決めてしまう人が多いが、企業の役割、風土と

か働きやすさみたいなものをちゃんと分かった上で就職しようねという話ですよね。シナ
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リオを見ると、ブラックな企業とそうでない企業の対比だが、「大切にしたいことは何だろ

う」というのは、どんな感じのことが出ますかね。残業が多いのは嫌ですよね。休日出勤も

嫌ですよね。 

（片山委員）そうですね。若い人はそういう傾向がありますね。 

（森教授）パワハラがあるところも嫌ですよね。ここの例示で上がっているものであれば、

あまりブラックなところには行きたくないなという意見は、割とすぐに出ると思うが、そ

のこと自身は間違っていないというか最もそうだね、私だってそうだもんということだが、

その時に自分ならどっちの会社に就職したいのかと言われれば、自明になってしまわない

か。もう少し均衡していれば、意識していることで選択が変わるよという話になるような

気もするが。「部長、弊社はブラック企業でありますか、って聞けるかよ」という事は、ブ

ラックなところは変わらないので、ブラックなところには近寄らないようにしようねとい

う事が暗黙の内に含まれているような気がするし、それも間違ってはいないと思う。ブラ

ックでも給料が高ければ行くって人は、一定数いるのかな。「どちらの会社に就職したいか」

と聞くより、そこは選択が偏ると思うが、「選択をするにあたって、あなたはどういう点を

考慮して決めましたか」だったら、観点というのが出てくると思う。給料がいいよ、残業が

ないよ、とか。そこで、自分たちが持っている就職観みたいなものが目に見える形で出て

くる。お金とか、仕事がしんど過ぎないことが大事とか、ということが自分の価値なのだ

な、ということが分かった上で、物事には必ずプラスとマイナスがある訳で、その観点で

決めると何を見落とすことになるのか、あるいは、自分でもネガティブに評価しているも

ののプラスの側面って何だろうか、というようなことを考えていくと、若干多様化してく

る。例えば、新しい技術を求められる職場って勉強し続けなければならない。面倒くさい

と言えば面倒くさい。競争も激しいかもしれない。でも、そこに行くとキャリアアップが

望める。自分自身の価値を高めることができる。というのは、忙しくて勉強もしないとい

けないが、メリットがある、というのが出てくる。そういう風に、自分の就職の時に、ポイ

ントになっていることというのをまず意識してその中には必ずポジティブな面とネガティ

ブな面があるよねと分析してみると、どの観点を自分は優先していくのかとか、あるいは、

あまり決めつけない方がいいよという事にはなるのかと思う。やりがいというのはなかな

か大事なことだと思うが、イメージしずらいと思う。「やりがいのある会社がいいですか」

と聞けば、文句なしにやりがいがある方がよいと答えるが、やりがいってどんな時に感じ

られますか、あまりイメージしたことがないのではないかな、という気がする。雑談みた

いな中で学生と話をしていた時に、「友情と恋愛はどう違うのか」という話が出てきた。友

情は、その人の幸せを願って頑張れよと言ってあげられる。恋愛だともちろん相手のこと

を応援したい気持ちがあるが、自分の方を向いてくれないような選択だったら束縛しよう

とするとか、いろんな嫉妬心とかが起こってくるという話が出て、だったら、友情の方が

立派なのではないか、という話になった。確かに、恋愛みたいに思っているのは情に動か

されて一番良い選択ができなくなるというような側面というのが確かにありますよね。あ

るんだけど、ではなぜ、人は恋愛を大事にするのかと尋ねてみたら、傷つけあったりとか、

未来がかなえられなかったりすることがある訳ですよね。たぶん、そういう幸せな関係だ
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けでなく、付き合ったり、感情がぶつかり合ったりする経験を持つことができるのは、却

って得難いことだよね、という話が出てきて、だから、それは、友情の理性的に正しい在り

方のみを選択できる人間関係とは違って、不合理なものや相手に対する無理難題とか、相

手に対する無理な要求とかをしてしまうという事が、また、人間関係を豊かにする可能性

があるよねという話になって、賢いなと思った。ある意味、楽なところへ行くというのは

よいことではないが、親方が厳しくて鍛え抜かれる職場というのは辛いかもしれないが、

すごく良い職場かもしれない。そういうところが、両面が見れて、選択ができると、就職す

る際の見方が豊かになる。現状を踏まえた上で、自分で提案、選択できるという事である。 

（片山委員）この授業は、ちょうど３年生で、就職前の学生に受けさせる予定である。 

（森教授）ここもゲストティーチャーの方が来られて、仕事のいろんな様子について話し

ていただける。ここで伝えていただきたいことというのは、勝手に学生さんが不安に思っ

ていることってあると思う。それは、勤務の実態という事でまた教えてもらって、もちろ

んそんなバラ色の職場ばかりではないと思うが、でも、仮にそういうバラ色ではない職場

に入ったときに、そこで学んだり気づいたりしたようなことって、多分お持ちだと思う。

そういう自分が就職して初めて分かったことなどを話していただくと、よいと思う。ここ

の話で言うと、最初自分が就職先を選ぶときに、こういうこと大事だと思っていた、持っ

ていたものは何であるかという事を明確にする。自分の価値観を明確化する。その上で、

議論の中で、それがもしかしたら狭すぎるのではないかという事に気が付いて、先輩がこ

んなことに気づいたよ、という事によって、もっといろんな観点から会社とか就職のこと

を考えられるというところまで行けたら、十分深まっていると言える。 

 

全体を通して 

（片山委員）授業で一番難しいなと思ったのが、ＳＤＧsだったのだが、今お話を聞くと、

ＳＤＧs が一番面白い授業になりそうだという感じがする。仕事の方の２つは確かに似て

いるので。３つめの教材は、就職前の学生なので、割と入ってくれるのではないかと思う。 

（森教授）体験などは、先輩たちがどういう風に乗り越えていっているか。不安はあるけ

れども、そこにやはり何か意味を見出して続けておられる訳だから、どういう風に変わっ

てきたのかみたいなところを知ることができるとよいと思う。 

（片山委員）一番難しいのは、２つ目かなというような印象を持った。確かに、経営者の方

ではなく、働き手の方から見ていくと、なかなかそれに対して、彼らや彼女たちは、自分た

ちがそのことを、今課題として思っていない。就職のことは課題として思っているし、環

境のことも社会の動きの中で思っているが、人材不足は自分たちの課題として持って学ん

ではいないので、そこのところが逆に、深めるのが一番難しい教材になったのというのが、

先生のお話を聞いてよくわかった。 

（森教授）人手不足という言い方をすると難しいかもしれない。ちょっと、３つ目と関わ

るが、職場環境ですよね。 

（片山委員）そういう意味では就職と繋がっていく、仕事選びと繋がっていく教材である。 

（森教授）教員の職場に対する不安というのがあって、実際に起こっている訳ですよね。
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高知などは７割方の人が辞退されたので、複数受験した人は高知に行かないと。通ったの

だが行かないので、高知県の教育委員会も大慌てですよね。いくら辞退が出るなと思って

採っても、７割８割辞退されたら困るよねという形で、実際、人手不足がある訳で、それに

対して、教育委員会は条件を良くしたり、働きがいのようなことを一生懸命に言う訳だが、

学生側は、そんなことよりも自分がやりがいがある、望む職場環境はどうかという観点で

動くので、いわば選択する立場に立っている。自分自身がそこに入った時に、安心して仕

事ができるか、という事に気づけて提案できるというのが大事なことだと思う。単に選り

好みをしているだけで、職場を作っていくのはあなたでもある訳である。慣れるまでは、

いろいろと試行錯誤があるかと思うが、この観点に気づいてほしいなという事だけはしっ

かり持っておけば、よいのかなという気がする。 

（片山委員）先生が言われたポイントというのがよくわかりましたので、筋が通った授業

ができるような気がする。 

（森教授）あと、ゲストティーチャーを入れているのは、よいと思う。話し合いでうまくい

かなくても、ゲストティーチャーはそれを補う役割があるので、さっき話していたのはこ

ういうことかなと、後から訪れることがあるので、その上で、対話の振り返りをやれば、そ

こで出てこなかった観点をゲストティーチャーがしてくださったら、みんなは気づけなか

ったが、ここを考えることはすごくいいよね、とすれば、対話そのものが十分深まってい

なくても、きっかけとして深めていくことができるかと思う。 

（片山委員）専門学校が大学と違うところは、企業とのつながりが深いところである。だ

から、ゲストティーチャーに来ていただくのに、それほど無理なく、お願いすればいろん

な方がしてくださる。その辺りは、専門学校の特性かと思い、ゲストティーチャーを入れ

たという事である。 

（森教授）そこはすごく大事というか、必要なことだなと思う。本校などでいえば、大学院

へいくとごっちゃである。現職教員の方とストレートの学生と一緒に学ぶ。そうすると、

面白いことに現職教員がストレートの子に教えてあげるという事は当然ある訳だが、逆が

生じる。現職の方は、基本的に教えたがるのだが、教える経験の中で、何が大事なのかに気

づいていくという事が一つあるし、また、ストレートの学生が持っている素朴な疑問を聞

くと、「あ、生徒たちはそんなことを考えているかもしれない」というようなことに気づけ

る。面白いですよね。一方的なヒエラルキーが成立しない。経験値の差がすごくあるから、

一方的におんぶにだっこになるかと思うが、そうでもない。 

（片山委員）互いに得るところがあるのですね。 

（森教授）この事業は報告書を出されるのですか。 

（片山委員）今動画を作っています。それから、この指導案なども付けて、他の学校が使え

るような形の活用の手引きを作る。いかに、全国に普及啓発するかというまとめ方をして、

終わったあと、全国の学校がどのように活用したかというのを、来年はフォローしていく。

来年はお金は出ないのだが、どれだけ活用度があるのかを調べなさいというのが国の方針

です。自動車の整備振興会というのがあって、自動車整備士の団体協会があるのだが、そ

こなどからは、面白い取り組みだという評価をしていただいて、普及啓発に力を貸しても
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らえそうか気がする。 

（森教授）何年か前、こういう対話は、工学系のところが結構やっていた。現場での技能継

承とか考え方の継承みたいなことがあるのかもしれないが、工学教育の中でもこういう対

話的なことをやっておられる方とかがあって、あ、そういう業界だとやるんだなというこ

とがあった。 

（片山委員）この哲学対話と言われるのは、いつごろからですか。本校が取組はじめてか

ら、こういう文字が気になって気づくが、意外とあちこちでされているなと思った。 

（森教授）本校だと、理科の先生で松本先生という方がいて、日本では、かなり早い時期に

言っていた。20 年くらい前でしょうか。あと、ちょうど同じころに、大教大の先生が、オ

ーストラリアにＰ４Ｃという活動があるのだが、philosophy for children その紹介を

始めたのが、おそらく 10 年くらい前ではないかと思う。それですぐに普及したわけでもな

く、学びの共同体みたいな、かれは、もう 30年前から同じようなことをやっていて、その

ような流れもあったりして、だんだんと普及していった。でも 20 年前はそんなにポピュラ

ーではなかった。15 年くらい前に全国的な組織ができたりして、それからかなり普及して

いった。立役者の一人は阪大の鷲田さんという方が、対話とか臨床哲学の講座、もともと

は倫理学だったのだが、臨床哲学という講座を始めて、そこに、対話を取り入れてＰ４Ｃ

なども入れて、それは、オーストラリアではなく、ハワイ系で、すごい先生がいらっしゃっ

て、その先生のところで学んで、ここ１０年くらいの間に広がった。 

（片山委員）今回の取組を始めるまでは知らなかったのだが。 

（森教授）一応歴史は知っているし、主な人はわかるのだが、私はあまり熱心に貢献して

いないが、実際は積んできた。 

（片山委員）工業系の専門学校だが、工業系の全国の専門学校にもやはり、対話というの

が大事で、どうしても工業の勉強ばかりになってしまうので、こういう視点を入れるのは

重要である、というのは国の見解で、やってみろという事である。 

（森教授）重要と思いますよ。いい仕方で、広まっていったら嬉しいと思う。 

（片山委員）本当に、ありがとうございました。何回も教えていただいて、筋が入った指導

ができそうです。いろいろと詳しいご指導をありがとうございました。 

以上 

290



［指導風景］ 
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２２　　構構成成機機関関・・構構成成員員  

（１）教育機関

名称 役割等 都道府県名 

１ 日本工科大学校（認定課程） 実証・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 兵庫県 

２ 国際情報工科自動車大学校（認定課程） 実証・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 福島県 

３ 大手前大学 デジタル関係助言 兵庫県 

４ 彩星工科高等学校 高専連携助言 兵庫県 

５ 兵庫県立飾磨工業高等学校 高専連携助言 兵庫県 

（２）企業・団体

名称 役割等 都道府県名 

１ トヨタカローラ姫路株式会社 ｺﾝﾃﾝﾂ制作協力 兵庫県 

２ 是川ホンダ販売株式会社 ｺﾝﾃﾝﾂ制作協力 兵庫県 

３ いすゞ自動車近畿株式会社 ｺﾝﾃﾝﾂ制作協力 大阪府 

４ 株式会社スズキ自販兵庫 ｺﾝﾃﾝﾂ制作協力 兵庫県 

５ 関西マツダ株式会社 ｺﾝﾃﾝﾂ制作協力 大阪府 

６ 兵庫日産自動車株式会社 ｺﾝﾃﾝﾂ制作協力 兵庫県 

７ 神姫商工株式会社 ｺﾝﾃﾝﾂ制作協力 兵庫県 

８ 株式会社神戸マツダ ｺﾝﾃﾝﾂ制作協力 兵庫県 

９ ネッツトヨタ京都株式会社 ｺﾝﾃﾝﾂ制作協力 京都府 

10 パシフィックモータース株式会社 ｺﾝﾃﾝﾂ制作協力 兵庫県 

11 株式会社日本カードック ｺﾝﾃﾝﾂ制作協力 兵庫県 

12 日東コンピュータサービス株式会社 デジタル関係助言 兵庫県 

13 カワサキロボットサービス株式会社 デジタル関係助言 兵庫県 

14 兵庫県自動車整備振興会 業界ＤＸ助言 兵庫県 

（３）行政機関

名称 役割等 都道府県名 

１ 兵庫県総務部教育課 第三者的助言 兵庫県 

２ 兵庫県専修学校各種学校連合会 第三者的助言 兵庫県 
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（４）構成員

○○事業を推進する上で設置する会議

会議名① プログラム開発委員会 

目的・役割 
本事業の目的達成を図るため、ＤＸ人材養成プログラム作成に関する計

画立案や進行管理等を行う。 

検討の 

具体的内容 

・本事業の全体推進計画を検討する。

・自動車産業ＤＸ教材コンテンツ、ディーラーＤＸ教材コンテンツ、哲学対

話教育演教材の制作方針について検討する。

・実証方法について検討する。

委員数 25 人 開催頻度 ３回 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 中原  佳      トヨタカローラ姫路(株) ＤＸ提案・助言 兵庫県 

２ 鍛冶 克当 是川ホンダ販売(株) ＤＸ提案・助言 兵庫県 

３ 土井 広行 兵庫日産自動車(株) ＤＸ提案・助言 兵庫県 

４ 髙月 光博 関西マツダ(株) ＤＸ提案・助言 大阪府 

５ 藤井 康生 神姫商工(株) ＤＸ提案・助言 兵庫県 

６ 小林 隆二 ネッツトヨタ京都(株) ＤＸ提案・助言 京都府 

７ 井戸 孝幸 (株)スズキ自販兵庫 ＤＸ提案・助言 兵庫県 

８ 脇崎 敏幸 いすゞ自動車近畿(株) ＤＸ提案・助言 大阪府 

９ 野田 博嗣 パシフィックモータース（株） ＤＸ提案・助言 兵庫県 

10 橋本 綿明 （株）日本カードック ＤＸ提案・助言 兵庫県 

11 柏木 正寛 兵庫県自動車整備振興会 業界ＤＸ助言 兵庫県 

12 濱田 展行 日東ｺﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ(株) ＩＴ関係助言 兵庫県 

13 松尾 陽太 ｶﾜｻｷﾛﾎﾞｯﾄｻｰﾋﾞｽ(株) ＩＴ関係助言 兵庫県 

14 伊勢 智彦 大手前大学 ＩＴ関係助言 兵庫県 

15 阿部 一則 国際情報工科自動車大学校 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 福島県 

16 小谷 倫正 飾磨工業高等学校 高専連携助言 兵庫県 

17 山下 浩司 彩星工科高等学校 高専連携助言 兵庫県 

18 力丸 進 日本工科大学校自動車学部 事業責任者 兵庫県 

19 矢部 宰文 日本工科大学校 推進助言 兵庫県 

20 片山 俊行 日本工科大学校 推進助言 兵庫県 

21 永城 孝記 日本工科大学校自動車学部 進行／開発 兵庫県 

22 梶生 昌伸 日本工科大学校自動車学部 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 兵庫県 

23 岡崎 大悟 日本工科大学校自動車学部 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 兵庫県 

24 薮下 真吾 日本工科大学校自動車学部 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 兵庫県 
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25 古河 邦彦 日本工科大学校 事務責任者 兵庫県 

会議名② フォローアップＷＧ

目的・役割 
委員会や部会での協議内容を具体化しコンテンツに反映させる方法や、

制作にあたっての細部の進行管理を行う。 

検討の 

具体的内容 

・プログラム開発委員会の協議内容を整理・補足し、事業計画を再構成

するとともに、事業の細部の進行管理を行う。

・ＤＸ推進に必要なデジタルリテラシー・スキル調査の原案を検討する。

・各部会の協議内容に基づき、詳細なコンテンツストーリーを検討する。

・理解度テストや学生アンケートの内容を検討する。

・ＤＸ推進基礎力を評価する総合的ＤＸ人材養成評価デジタルコンテンツ

を検討する。

委員数 ７人 開催頻度 17 回 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 力丸 進 日本工科大学校自動車学部 事業責任者 兵庫県 

2 矢部 宰文 日本工科大学校 推進助言 兵庫県 

3 片山 俊行 日本工科大学校 推進助言 兵庫県 

4 永城 孝記 日本工科大学校自動車学部 進行／開発 兵庫県 

5 梶生 昌伸 日本工科大学校自動車学部 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 兵庫県 

6 岡崎 大悟 日本工科大学校自動車学部 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 兵庫県 

７ 薮下 真吾 日本工科大学校自動車学部 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 兵庫県 

会議名③ 評価検証委員会 

目的・役割 
実証データを基に制作したデジタルコンテンツを評価し、改善方策を検討

する。 

検討の 

具体的内容 

・実際のコンテンツや実証データを基に、評価検証する。

・制作したデジタルコンテンツの改善方策を検討する。

委員数 15 人 開催頻度 １回 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

1 藤井 康生 神姫商工(株) 企業評価 兵庫県 

2 柏木 正寛 兵庫県自動車整備振興会 業界評価 兵庫県 

3 伊勢 智彦 大手前大学 ＩＴ関係評価 兵庫県 

4 阿部 一則 国際情報工科自動車大学校 専門学校評価 福島県 

5 山下 浩司 彩星工科高等学校 高校評価 兵庫県 

6 塚本  崇 兵庫県総務部教育課 第三者的評価 兵庫県 

7 成岡 英彦 兵庫県専修学校各種学校連合会 第三者的評価 兵庫県 
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8 力丸 進 日本工科大学校自動車学部 事業責任者 兵庫県 

9 矢部 宰文 日本工科大学校 推進助言 兵庫県 

10 片山 俊行 日本工科大学校 推進助言 兵庫県 

11 永城 孝記 日本工科大学校自動車学部 進行／開発 兵庫県 

12 梶生 昌伸 日本工科大学校自動車学部 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 兵庫県 

13 岡崎 大悟 日本工科大学校自動車学部 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 兵庫県 

14 薮下 真吾 日本工科大学校自動車学部 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発 兵庫県 

15 古河 邦彦 日本工科大学校 事務責任者 兵庫県 
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